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はじめに
このたびは，ディジタルパワーメータWT1600をお買い上げいただきましてありがとうご
ざいます。
このユーザーズマニュアルは，本機器の機能，操作方法，取り扱い上の注意などについて
説明したものです。ご使用前にこのマニュアルをよくお読みいただき，正しくお使いくだ
さい。
お読みになったあとは，ご使用時にすぐにご覧になれるところに，大切に保存してくださ
い。ご使用中に操作がわからなくなったときなどにきっとお役に立ちます。
なお，WT1600のマニュアルとして，このマニュアルを含め，次の2冊があります。あわ
せてお読みください。

マニュアル名 マニュアルNo. 内容

WT1600ディジタルパワーメータ IM 760101-01 本書です。WT1600の通信機能を除
ユーザーズマニュアル く全機能とその操作方法について説

明しています。

WT1600ディジタルパワーメータ IM 760101-11 GP-IB，シリアルインタフェースの
通信インタフェース 通信機能について説明しています。
ユーザーズマニュアル

ご注意
●本書の内容は，性能・機能の向上などにより，将来，予告なしに変更することがありま
す。また，実際の表示内容が本書に記載の表示内容と多少異なることがあります。

●本書の内容に関しては万全を期していますが，万一ご不審の点や誤りなどお気づきのこ
とがありましたら，お手数ですが，当社支社・支店・営業所までご連絡ください。

●本書の内容の全部または一部を無断で転載，複製することは禁止されています。
●保証書が付いています。再発行はいたしません。よくお読みいただき，ご理解のうえ大
切に保存してください。

●本製品のTCP/IPソフトウエア，およびTCP/IPソフトウエアに関するドキュメントは，
カリフォルニア大学からライセンスされたBSD Networking Software, Release 1を
もとに当社で開発/作成したものです。

商標
●MS-DOSは，米国Microsoft Corporationの，米国およびその他の国における登録商標

または商標です。
● Adobe，Adobe AcrobatおよびPostScriptは，Adobe Systems Incorporated(アドビ
システムズ社)の商標または登録商標です。

● Zipは，米国Iomega社の米国およびその他の国における登録商標または商標です。
●本文中の各社の登録商標または商標には，TM，マークは表示していません。
●その他，本文中に使われている会社名，商品名は，各社の商標または登録商標です。

履歴
● 2001年 6月 初版発行
● 2001年 8月 2版発行
● 2002年 11月 3版発行
● 2004年 4月 4版発行

4th Edition : April 2004 (YK)
All Rights Reserved, Copyright © 2001 Yokogawa Electric Corporation
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梱包内容を確認してください

梱包を開けたら，ご使用前に以下のことを確認してください。万一，お届けした製品の間
違いや品不足，または外観に異常が認められる場合には，お買い求め先にご連絡くださ
い。

WT1600本体
側面の形名銘板に記載されているMODEL(形名)とSUFFIX(仕様コード)で，ご注文どおり
であることを確認してください。

MODEL

NO.

SUFFIX

Made  in  Japan

MODEL

NO.

SUFFIX

Made  in  Japan

●MODEL(形名)とSUFFIX(仕様コード)

形名 仕様コード　 仕様内容

760101 100-120 / 200-240VAC
本体に装備されている電流入力端子の構成については，次項
参照。

電流入力端子 エレメント 1 2 3 4 5 6
の構成

-01 50A ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ
-02 50A 50A ｰ ｰ ｰ ｰ
-03 50A 50A 50A ｰ ｰ ｰ
-04 50A 50A 50A 50A ｰ ｰ
-05 50A 50A 50A 50A 50A ｰ
-06 50A 50A 50A 50A 50A 50A

-10 5A ｰ ｰ ｰ ｰ ｰ
-11 5A 50A ｰ ｰ ｰ ｰ
-12 5A 50A 50A ｰ ｰ ｰ
-13 5A 50A 50A 50A ｰ ｰ
-14 5A 50A 50A 50A 50A ｰ
-15 5A 50A 50A 50A 50A 50A

-20 5A 5A ｰ ｰ ｰ ｰ
-21 5A 5A 50A ｰ ｰ ｰ
-22 5A 5A 50A 50A ｰ ｰ
-23 5A 5A 50A 50A 50A ｰ
-24 5A 5A 50A 50A 50A 50A

-30 5A 5A 5A ｰ ｰ ｰ
-31 5A 5A 5A 50A ｰ ｰ
-32 5A 5A 5A 50A 50A ｰ
-33 5A 5A 5A 50A 50A 50A

-40 5A 5A 5A 5A ｰ ｰ
-41 5A 5A 5A 5A 50A ｰ
-42 5A 5A 5A 5A 50A 50A

-50 5A 5A 5A 5A 5A ｰ
-51 5A 5A 5A 5A 5A 50A

-60 5A 5A 5A 5A 5A 5A

通信インタフェース -C1 GP-IBインタフェース
(どちらかを内蔵) -C2 シリアル(RS-232)インタフェース
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仕様コード　 仕様内容

電源コード -D UL,CSA規格電源コード(部品番号：A1006WD)
[最大定格電圧：125V，最大定格電流：7A]

-M UL,CSA規格電源コード(部品番号：A1006WD)＋3極-2極
変換アダプタ(日本国内でのみ使用可，部品番号：A1253JZ)
[最大定格電圧：125V，最大定格電流：7A]

-F VDE規格電源コード(部品番号：A1009WD)
[最大定格電圧：250V，最大定格電流：10A]

-Q BS規格電源コード(部品番号：A1054WD)
[最大定格電圧：250V，最大定格電流：10A]

-R AS規格電源コード(部品番号：A1024WD)
[最大定格電圧：240V，最大定格電流：10A]

-H GB規格電源コード(CCC対応)(部品番号：A1064WD)
[最大定格電圧：250V，最大定格電流：10A]

付加仕様 /B5 内蔵プリンタ
(オプション) /C7 SCSIインタフェース

/C10 SCSIインタフェース，イーサネットインタフェース，内蔵
ハードディスク

/DA D/A出力(30チャネル)
/MTR モータ評価機能
(/C7，/C10は，どちらか一方だけ付加)

仕様と仕様コードの例
エレメント1～3に5A入力端子を装備，エレメント4～6に50A入力端子を装備，GP-IBインタ
フェース，UL CSA規格電源コード＋3極-2極変換アダプタ，内蔵プリンタ，SCSIインタ
フェースの仕様の場合→760101-33-C1-M/B5/C7

● NO.(計器番号)

お買い求め先にご連絡いただく際には，この番号もご連絡ください。

梱包内容を確認してください
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付属品
次の付属品が添付されています。

品名 形名/部品番号 数量 備考

1. 電源コード 前表参照 1 ー

2. 3極-2極変換アダプタ A1253JZ 1 電源コード-Mだけに付属

3. 電源用予備ヒューズ A1463EF 1 250V，6.3A，タイムラグ
(本体ヒューズホルダに装着)

4. プリンタ用ロール紙 B9316FX 2 内蔵プリンタ用
仕様コード/B5だけに付属

5. 底面脚用ゴム A9088ZM 2 2個で1組，2組を添付

6. 36ピンコネクタ A1005JD 1 D/A出力用
仕様コード/DAだけに付属

7. 電流入力保護カバー B9316BX 1 取り付けねじ，4個付き。
ねじの部品番号：B9946GZ

8. ・ユーザーズマニュアル IM760101-01 1 本書
・通信インタフェース IM760101-11 1 －
　ユーザーズマニュアル

7. 8.6.4.3. 5.

2.

M(日本国内でのみ使用可)

D F R

1. (仕様コードに合わせ，1本付属します)

Q H

梱包内容を確認してください
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アクセサリ(別売)
別売アクセサリとして，次のものがあります。

品名 形名 販売 備考
/部品番号 単位

1. シリアルポート 366971 1 9ピン*1-25ピン*2変換アダプタ
変換アダプタ *1 EIA-574規格

*2 EIA-232規格(RS-232)

2. BNC-ワニグチ 366926 1 42V以下，長さ 1m
測定リード

3. BNC-BNC 366924 1 42V以下，長さ 1m
測定リード 366925 1 42V以下，長さ 2m

4. 外部センサ用ケーブル B9284LK 1 本機器の電流センサ入力コネクタ接続用，
長さ 0.5m

5. 測定リード 758917 1 2本で1単位，別売のアダプタ758922
または758929と組み合わせて使用，
長さ 0.75m，定格電圧1000V

6. ワニグチアダプタセット 758922 1 2個で1単位，測定リード758917用
定格電圧300V

7. ワニグチアダプタセット 758929 1 2個で1単位，測定リード758917用
定格1000V

8. フォーク端子 758921 1 2個で1単位，測定リード758917用
アダプタセット 定格電流25A

1. 2. 3. 4.

5. 6. 7. 8.

補用品(別売)
別売補用品として，次のものがあります。

品名 形名/部品番号 販売単位 備考

1. プリンタ用ロール紙 B9316FX 10 1巻で1単位，感熱紙，全長 10m

2. 電源用予備ヒューズ A1463EF 2 250V，6.3A，タイムラグ

梱包内容を確認してください
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本機器を安全にご使用いただくために

本機器はIEC規格安全階級I(保護接地端子付き)の製品です。
本機器を正しく安全に使用していただくため，本機器の操作にあたっては下記の安全注意
事項を必ずお守りください。このマニュアルで指定していない方法で使用すると，本機器
の保護機能が損なわれることがあります。なお，これらの注意に反したご使用により生じ
た障害については，YOKOGAWAは責任と保証を負いかねます。

本機器には，次のようなシンボルマークを使用しています。

“取扱注意”(人体および機器を保護するために，ユーザーズマニュアルやサービ
スマニュアルを参照する必要がある場所に付いています。)

感電，危険

交流

直流および交流の両方

ON(電源)

OFF(電源)

ON(電源)の状態

OFF(電源)の状態

接地
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次の注意事項をお守りください。取扱者の生命や身体に危険が及ぶ恐れがあります。

警　　告
●電源
本機器の電源電圧が供給電源の電圧に合っているか必ず確認したうえで，本機器
の電源を入れてください。

●電源コードとプラグ
感電や火災防止のため，電源コードおよび3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ
使用可)は，当社から供給されたものをご使用ください。主電源プラグは，保護接
地端子を備えた電源コンセントにだけ接続してください。保護接地線を備えてい
ない延長用コードを使用すると，保護動作が無効になります。

●保護接地
感電防止のため，本機器の電源を入れる前に，必ず保護接地をしてください。本
機器に付属の電源コードは接地線のある3極電源コードです。したがって，保護
接地端子のある3極電源コンセントを使用してください。また，3極-2極変換アダ
プタ(日本国内でのみ使用可)を使用する場合には，保護接地端子に変換アダプタ
の接地線を確実に接続してください。

●保護接地の必要性
本機器の内部または外部の保護接地線を切断したり，保護接地端子の結線を外さ
ないでください。いずれの場合も本機器が危険な状態になります。

●保護機能の欠陥
保護接地およびヒューズなどの保護機能に欠陥があると思われるときは，本機器
を動作させないでください。また本機器を動作させる前に，保護機能に欠陥がな
いか確認するようにしてください。

●ヒューズ
火災防止のため本機器で指定された定格(電圧，電流，タイプ)のヒューズを使用
してください。電源スイッチをオフにして電源コードを抜いてから，ヒューズの
交換をしてください。また，ヒューズホルダを短絡しないでください。

●ガス中での使用
可燃性，爆発性のガスまたは蒸気のある場所では，本機器を動作させないでくだ
さい。そのような環境下で本機器を使用することは大変危険です。

●ケースの取り外し
当社のサービスマン以外はケースを外さないでください。本機器内には高電圧の
箇所があり，危険です。

●外部接続
確実に保護接地をしてから，測定対象や外部制御回路への接続をしてください。

本機器を安全にご使用いただくために
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このマニュアルの利用方法

このマニュアルの構成
このユーザーズマニュアルは，次のように構成されています。

第1章　機能説明
本機器の機能について説明しています。ここでは操作方法については説明していませんが，各操
作の前に読んでおくと，操作内容がわかりやすくなります。

第2章　各部の名称と使い方
本機器の各部の名称とその使い方について説明しています。

第3章　測定を開始する前に
使用上の注意，設置，電源への接続，測定回路の結線の仕方，電源スイッチのON/OFFなど，測
定操作をする前の準備について説明しています。

第4章　画面表示フォーマット
数値データ，波形，バーグラフ，ベクトル，トレンドの表示操作，混成表示，およびそれぞれの
表示項目の意味について説明しています。

第5章　測定条件
結線方式，測定レンジ，フィルタ，アベレージング，データ更新レート，クレストファクタなど，
測定対象である電圧/電流信号の入力条件や入力された信号の取り扱いの設定操作について説明し
ています。

第6章　通常測定，積算
通常測定のときの数値データの表示項目，演算式，および積算の設定操作について説明しています。

第7章　高調波測定
高調波測定のときの数値データの表示項目，PLLソース，解析次数，演算式，バーグラフ，ベク
トル表示の設定操作について説明しています。

第8章　モータ評価(オプション)
回転センサやトルクメータからの信号を入力して，モータ特性値を得るための設定操作について
説明しています。

第9章　波形表示
電圧/電流信号の波形表示の仕方について説明しています。

第10章　トレンド表示
トレンド表示の仕方について説明しています。

第11章　データのストアとリコール，ストアしたデータの保存
ストア，リコール，ストアしたデータを保存するときの設定操作について説明しています。

第12章　データの保存と読み込み
設定情報/波形表示データ/数値データ/画面イメージデータの保存や，保存したデータの本機器へ
の読み込みの方法について説明しています。

第13章　イーサネット通信(オプション)
イーサネットインタフェースを使って，ネットワーク上のパーソナルコンピュータやワークステー
ションなどと設定情報/波形表示データ/数値データのファイルを相互に転送する方法について説
明しています。

第14章　内蔵プリンタ(オプション)
内蔵プリンタに，数値データ/画面イメージを出力する設定操作について説明しています。

第15章　D/A出力とその他の機能
D/A出力や，その他の機能の設定操作について説明しています。

第16章　トラブルシューティングと保守・点検
異常時の推定原因とその対処方法，画面に表示される各種メッセージの説明，セルフテストの仕
方，電源ヒューズの交換など，保守・点検事項について説明しています。

第17章　仕様
本機器の仕様を表にまとめています。

付録
測定ファンクション/デルタ演算の求め方，初期設定一覧，ASCIIヘッダファイルフォーマットな
どを記載しています。

索引
記号-アルファベット-五十音順の索引があります。
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このマニュアルで使用している記号
●単位

・ k：「1000」の意味です。使用例　15kg，100kHz
・ K：「1024」の意味です。使用例　640Kバイト(フロッピーディスクの記憶容量)

●表示文字

・操作説明のところで，太字の英数字は，操作対象のパネル上のキーや画面上の文字
を示します。

・ SHIFT+操作キーは，SHIFTを押して，SHIFTの左上のインジケータを点灯させてか
ら，操作キーを押すという意味です。押した操作キーの下に記されている項目のメ
ニューが画面に表示されます。

●注記

このマニュアルでは，注記を以下のようなシンボルで区別しています。

本機器で使用しているシンボルマークで，人体への危険や機器の損
傷の恐れがあることを示すとともに，その内容についてユーザーズ
マニュアルを参照する必要があることを示します。ユーザーズマ
ニュアルでは，その参照ページに目印として， 「警告」「注意」の
用語といっしょに使用しています。

警　　告 取り扱いを誤った場合に，使用者が死亡または重傷を負う危険があ
るときに，その危険を避けるための注意事項が記載されています。

注　　意 取り扱いを誤った場合に，使用者が軽傷を負うか，または物的損害
のみが発生する危険があるときに，それを避けるための注意事項が
記載されています。

Note 本機器を取り扱ううえで重要な情報が記載されています。

●操作説明ページで使用しているシンボル

3～16章で操作説明をしているページでは，説明内容を区別するために，次のようなシ
ンボルを使用しています。

操作キー 設定操作に関連する操作キーを示しています。

操　　作 数字で示す順序で各操作をしてください。ここでは，初めて操作を
することを前提に，手順を説明しています。操作内容によっては，
すべての操作を必要としない場合があります。

解　　説 操作に関連する設定内容や限定事項について説明しています。ここ
では，機能そのものについては，詳しく説明していません。機能に
ついての詳しい説明は，1章をご覧ください。

このマニュアルの利用方法
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1.1 システム構成とブロック図

システム構成

SCSIインタフェース
(オプション)

内蔵プリンタ(オプション)
画面イメージ/
数値データリストのプリント

パーソナルコンピュータCRT

数値データ
波形表示データ
画面イメージデータ，ストアデータ

プリンタ

フロッピーディスク
外部SCSI
デバイス

CT 電流
センサ

入力
エレメント

電流
(どれか1つを入力)

PT

電圧　
(どちらか1つを入力)

測 定 対 象

パーソナル
コンピュータ

外部クロック入力

設定情報

設定情報

設定情報

数値データ
波形表示データ

画面イメージデータ
ストアデータ

設定情報

数値データ
波形表示データ
画面イメージデータ
ストアデータ

設定情報

*  EIA-574規格準拠(EIA-232(RS-232)規格の9ピン用)。

RGBビデオ信号(VGA)出力

画像信号

D/A出力(オプション)測定値の
アナログ電圧での
出力

トルク
メータ

回転
センサ

測定スタート
測定ストップ

マスター/スレーブ
同期信号

内部メモリ
数値データ/波形表示データの
ストア，
数値データ/波形表示データのリコール
内蔵ハードディスク(オプション)
ストアデータの保存，
設定情報/数値データ/
波形表示データ/
画面イメージデータの保存

GP-IB/シリアル*
インタフェース

数値データ
波形表示データ
画面イメージデータ
ストアデータ

数値データ
波形表示データ

イーサネット(オプション)
インタフェース

モータ評価
(オプション)

第1章 機能説明
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ブロック図

COUNTER

CPU

ROM

DRAM

SRAM

6.4型
LCD

GP-IB
or

Serial

PRINTER
(option)

HDD
(option)

I/O

D/A
(option)

10BASE-T
(option)

CPU
G.A

Display
G.A.

KEY&
LED

DSP

SCSI
(option)

DSP

ELEMENT1

ZERO
DET.

ZERO
DET.

ELEMENT2~6

PEAK
DET.

A/D

A/D

PEAK
DET.

DSP

MOTOR(option)

ZERO
DET.

PEAK
DET.

A/D

A/D

PEAK
DET.

PHOTO
ISO.

U
±

I

±

EXT

TORQUE

SPEED

RTC

PLL

FDD

Line
Filter Zero

Cross
Filter

Zero
Cross
Filter

Line
Filter

Line
Filter

Line
Filter

入力信号の流れと処理

入力回路Element1～6は，電圧入力回路と電流入力回路からなります。それらは互いに絶
縁されています。本体ケースからも絶縁されています。

電圧入力端子(U，±)に入力された電圧信号は，電圧入力回路の分圧器とOPアンプで正規
化されたあと，トランスで絶縁され，電圧用A/D変換器に入力されます。
電流入力回路は，電流入力端子(I，±)と電流センサ入力コネクタ(EXT)の2種類の入力端子
を備えていて，どちらか一方を使用できるようになっています。電流センサ入力コネクタ
に入力された電流センサからの電圧信号は，分圧器とOPアンプで正規化されたあと，ト
ランスで絶縁され，電流用A/D変換器に入力されます。電流入力端子に入力された電流信
号は，分流器で電圧信号に変換されたあと，電流センサからの電圧信号と同様に電流用A/
D変換器に入力されます。

通常測定のとき，電圧用A/D変換器と電流用A/D変換器に入力された電圧信号は，約5µs
の周期でディジタル値に変換されます。変換されたディジタル値を元に，DSPで測定値が
求められます。
高調波測定のとき，入力された電圧信号は，PLLソース信号の整数倍の周期(PLL回路で発
生するクロックの周期)でディジタル値に変換されます。変換されたディジタル値を元に，
DSPでFFT演算をして，高調波測定の各項目の測定値が求められます。

測定値はCPUへ送られます。測定値から各種演算値が求められ，これらの測定値や演算値
が，表示，D/A出力，通信出力されます。

通常測定で波形表示データの取り込みをしていないとき，DSPとCPUの処理はパイプライ
ン化され，DSPの処理がリアルタイムに実行されます。そのため，入力信号に対してデー
タの抜けが少ない測定ができます。

1.1　システム構成とブロック図
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1.2 測定ファンクションと測定区間

通常測定の測定ファンクションの種類
通常測定のときの測定ファンクションのデータ(数値データ)は，後述の「測定区間」のサ
ンプリングデータ*1から測定/演算されます。

*1 本機器は，所定のサンプルレート*2で電圧と電流の信号の瞬時値を取り込みます。取り込まれ
たデータ(サンプリングデータ)は，数値データや，画面上に波形を表示するデータ(波形表示
データ)として処理されます。

*2 サンプルレートは，1秒間に取り込めるサンプリングデータの点数を表します。たとえば，サ
ンプルレート200kS/sは，1秒間に200000点のサンプリングデータを取り込みます。

●測定ファンクションの種類

・入力エレメントごとの測定ファンクション

次の29種類の測定ファンクションがあります。各測定ファンクションのデータの求
め方の詳細は，「付録1」をご覧ください。
U(電圧Urms，Umn，Udc，Uac)，I(電流Irms，Imn，Idc，Iac)，P(有効電力)，S(皮
相電力)，Q(無効電力)，λ(力率)，φ(位相差)，fU/fI(fU：FreqU，fI：FreqIという表
現も使います。電圧/電流の周波数，最大3つの信号の周波数を測定可能)，U+pk/U-
pk(電圧の最大値/最小値)，I+pk/I-pk(電流の最大値/最小値)，CfU/CfI(電圧/電流の
クレストファクタ(波高率))，FfU/FfI(電圧/電流のフォームファクタ(波形率))，Z(負
荷回路のインピーダンス)，Rs/Xs(抵抗RとインダクタンスLおよびコンデンサCが直
列に接続されている負荷回路の抵抗/リアクタンス)，Rp/Xp(RとLおよびCが並列に
接続されている負荷回路の抵抗/リアクタンス)，Pc(Corrected Power)

・入力エレメント間の平均または総和の測定ファンクション(Σファンクション)
次の19種類の測定ファンクションがあります。各測定ファンクションのデータの求
め方の詳細は，「付録1」をご覧ください。
UΣ(電圧の平均UrmsΣ，UmnΣ，UdcΣ，UacΣ)，IΣ(電流の平均IrmsΣ，ImnΣ，
IdcΣ，IacΣ)，PΣ(有効電力の総和)，SΣ(皮相電力の総和)，QΣ(無効電力の総和)，λΣ
(力率の平均)，φΣ(位相差の平均)，ZΣ(負荷回路のインピーダンスの平均)，RsΣ/XsΣ
(RとLおよびCが直列に接続されている負荷回路の抵抗/リアクタンスのそれぞれの
平均)，RpΣ/XpΣ(RとLおよびCが並列に接続されている負荷回路の抵抗/リアクタン
スのそれぞれの平均)，PcΣ(Corrected Powerの総和)

・効率(Σファンクション)
η(効率1)，1/η(効率2)があります。次ページの「●効率」を参照してください。

・積算の測定ファンクション

1.6節をご覧ください。
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● 電圧と電流の求め方

測定ファンクションの電圧(U)と電流(I)には，それぞれ次の4種類があります。
・ Urms，Irms(真の実効値)

電圧または電流の真の実効値です。1周期中の各瞬時値を2乗して，その平均を求
め，さらにその平方根を求めます。f(t)は入力信号の式，Tは入力信号の1周期を表し
ます。

UrmsまたはIrms＝
1
T 0

T

f(t)2 dt

・ Umn，Imn(平均値整流実効値校正)

電圧または電流の1周期分を整流して，その平均を求め，入力信号が正弦波のとき真
の実効値になるように係数を掛けたものです。ひずみ波形や直流波形の入力信号の
場合は，真の実効値と異なる値になります。f(t)は入力信号の式，Tは入力信号の1周
期を表します。

UmnまたはImn＝
π

2 2
•
1

T 0

T

f(t) dt

・ Udc，Idc(単純平均)

電圧または電流の1周期分の平均値です。直流だけの入力信号の平均値や，交流の入
力信号に重畳した直流成分を求めるときに有効です。

UdcまたはIdc＝
1
T 0

T

f(t) dt

・ Uac，Iac(交流成分)

電圧または電流の交流成分です。入力信号の真の実効値の2乗から直流成分の2乗を
差し引いたものの平方根です。

Uac＝ Urms
2 
－ Udc

2 ，またはIac＝ Irms
2 
－ Idc

2

●エレメント

測定対象となる1相分の電圧と電流を入力できる入力端子のセットを，エレメントとい
います。本機器は，最大6つのエレメントをもつことができ，エレメント番号は1～6ま
であります。前述の「・入力エレメントごとの測定ファンクション」の記号のあとに，
このエレメント番号が付くことにより，どのエレメントの数値データであるかがわかり
ます。たとえば，「Urms1」は，エレメント1の電圧で真の実効値を表します。

●結線方式

本機器は入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式のパターンが異なりま
す。1種類の結線方式しか選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択
できたりします。2種類以上の結線方式を選択した場合は，前述の「・入力エレメント
間の平均または総和の測定ファンクション(Σファンクション)」の記号のあとに，記号
「A」，「B」および「C」が付くことにより，どの結線ユニットの数値データである
かがわかります。
たとえば，「UrmsΣA」は，結線ユニットΣAに割り当てられた各入力エレメントの電圧
の平均で，真の実効値を表します。

●効率

η(効率1)の演算式は(PΣB)/(PΣA)×100，1/η(効率2)の演算式は(PΣA)/(PΣB)×100で
す。この2つ以外の効率を求めるには，ユーザー定義ファンクションで演算式を作り求
めることができます。また，モータ評価機能(オプション)が付いている機種では，ηmA
((Pm)/(PΣA)×100)，ηmB((Pm)/(PΣB)×100)も求められます。

1.2　測定ファンクションと測定区間
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高調波測定の測定ファンクションの種類
高調波測定のときの測定ファンクションのデータ(数値データ)は，後述の「測定区間」の
サンプリングデータ*から測定/演算されます。

* 前述の「通常測定の測定ファンクションの種類」のサンプリングデータの説明文をご覧くださ
い。

●高調波測定ファンクションの種類

・入力エレメントごとの高調波測定ファンクション

次の28種類の高調波測定ファンクションがあります。各測定ファンクションのデー
タの求め方の詳細は，「付録1」をご覧ください。

dc

○

○

○

○

常に0

○

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

1

○

○

○

○

○

○

○

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

k

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

全体

((  )無し)

○

○

○

○

○

○

○

―

―

―

―

―

―

―

―

―

―

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

U(  )

I(  )

P(  )

S(  )

Q(  )

λ(  )
φ(  )
φU(  )
φI(  )
Z(  )

Rs(  )

Xs(  )

Rp(  )

Xp(  )

Uhdf(  )

Ihdf(  )

Phdf(  )

Uthd

Ithd

Pthd

Uthf

Ithf

Utif

Itif

hvf

hcf

fU

fI

(  )内の文字/数値

測定ファンクション

○：数値データあり

―：数値データなし

・ (　)付きの測定ファンクションは，(　)内に入る文字/数値によって，それぞれ次
の意味を持ちます。
・ dc：直流成分の数値データを表します。
・ 1：基本波の数値データを表します。
・ k：2次からN次までの数値データを表します。Nは解析次数上限値(17.6節参

照)です。解析次数上限値は，PLLソースの周波数によって最大100次までの範
囲で自動的に決まります。

・全体：測定ファンクションのあとに(　)が付きません。このときは，基本波と全
高調波などの全波形を対象にした数値データを表します。

・ Uhdf～hcfは，高調波特有の特性を表す測定ファンクションです。求め方の詳細
は，「付録1」をご覧ください。

・ fU(FreqU：電圧の周波数)またはfI(FreqI：電流の周波数)として，PLLソースに選
択されている信号を含め，最大3つの信号の周波数を測定できます。

1.2　測定ファンクションと測定区間
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・ 入力エレメント間の電圧と電流の位相差(φ)を表す高調波測定ファンクション
5種類の位相差(φ)を表す高調波測定ファンクションがあります。
入力エレメントの装備数が5で，結線ユニットΣAに三相4線式，結線ユニットΣBに
三相3線式という結線方式のパターンを選択した場合について説明します。
高調波測定の対象を結線ユニットΣAにしたとき，対象になるエレメントは1，2，3
になります。下記のようなエレメント1，2，3に関連した位相差の高調波測定ファ
ンクションの数値データが求められます。
高調波測定の対象を結線ユニットΣBにしたとき，対象になるエレメントは4，5にな
ります。エレメント4，5に関連した位相差の高調波測定ファンクション(φU4-U5，
φU4-I4，φU4-I5)の数値データが求められます。φU4-U6，φU4-I6の位相差は求めら
れません。
・ φU1-U2
エレメント1の電圧の基本波U1(1)に対するエレメント2の電圧の基本波U2(1)の
位相差。

・ φU1-U3
エレメント1の電圧の基本波U1(1)に対するエレメント3の電圧の基本波U3(1)の
位相差。

・ φU1-I1
エレメント1の電圧の基本波U1(1)に対するエレメント1の電流の基本波I1(1)の位
相差。

・ φU1-I2
エレメント1の電圧の基本波U1(1)に対するエレメント2の電流の基本波I2(1)の位
相差。

・ φU1-I3
エレメント1の電圧の基本波U1(1)に対するエレメント3の電流の基本波I3(1)の位
相差。

・入力エレメント間の平均または総和の高調波測定ファンクション

(Σファンクション)
次の6種類の高調波測定ファンクションがあります。測定ファンクションの求め方の
詳細は，「付録1」をご覧ください。

1

○

○

○

○

○

○

全体

((  )無し)

○

○

○

○

○

○

UΣ(  )
IΣ(  )
PΣ(  )
SΣ(  )
QΣ(  )
λΣ(  )

(  )内の文字/数値

測定ファンクション

○：数値データあり

・ (　)付きの測定ファンクションは，(　)内に「1」が入り，基本波の数値データを
表します。

・全体：測定ファンクションのあとに(　)が付きません。このときは，基本波と全
高調波などの全波形を対象にした数値データを表します。

1.2　測定ファンクションと測定区間
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●エレメント

測定対象となる1相分の電圧と電流を入力できる入力端子のセットを，エレメントとい
います。本機器は，最大6つのエレメントをもつことができ，エレメント番号は1～6ま
であります。前述の「・入力エレメントごとの高調波測定ファンクション」の記号のあ
とに，このエレメント番号が付くことにより，どのエレメントの数値データであるかが
わかります。たとえば，「U1(2)」は，エレメント1の2次高調波電圧を表します。

●結線方式

本機器は入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式のパターンが異なりま
す。1種類の結線方式しか選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択
できたりします。2種類以上の結線方式を選択した場合は，前述の「・入力エレメント
間の平均または総和の高調波測定ファンクション(Σファンクション)」の記号のあと
に，記号「A」，「B」および「C」が付くことにより，どの結線ユニットの数値デー
タであるかがわかります。
たとえば，「UΣA(1)」は，結線ユニットΣAに割り当てられた各入力エレメントの基本
波の電圧の平均を表します。

● PLLソース　《操作説明は7.4節》

高調波測定をするときは，高調波の次数を解析するために基準になる基本周期(基本波
の周期)を決める必要があります。この基本周期を求めるための信号がPLL(phase
locked loop)ソースです。ひずみや変動が少ない入力信号をPLLソースに選択したほう
が，安定して高調波測定ができます。理想的な信号としては，クレストファクタの設定
(5.11節参照)が「3」のときは測定レンジ(1.3節参照)の50%以上の振幅がある矩形波，
またクレストファクタの設定が「6」のときは測定レンジの100%以上の振幅がある矩
形波が考えられます。
また，外部クロック入力コネクタに，高調波測定をする対象波形の基本周波数の2048
倍の周波数を持つサンプリングクロック信号(Smp Clk)を入力して，そのサンプリング
クロックで対象波形のサンプリングデータを取り込んだり，高調波測定をする対象波形
と同周期のクロック信号(Ext Clk)を入力することで，安定して高調波測定ができます。

モータ評価機能(オプション)の測定ファンクションの種類
モータ評価機能(オプション)を使うと，モータの回転速度に比例した回転センサからの直
流電圧(アナログ信号)またはパルス数の信号と，モータのトルクに比例したトルクメータ
からの直流電圧(アナログ信号)から，モータの回転速度，トルクおよびモータ出力が求め
られます。また，モータの極数を設定して，モータの同期速度やすべりを求めることもで
きます。さらに，本機器で測定している有効電力や周波数と，モータ出力を使って，モー
タ効率やトータル効率の演算ができます。

測定ファンクションの種類

Speed(回転速度)，Torque(トルク)，Pm(モータ出力-メカニカルパワー)，同期速度
(Sync)，すべり(Slip)，モータ効率とトータル効率(ηmA，ηmB)があります。求め方の
詳細は，「付録1」をご覧ください。

1.2　測定ファンクションと測定区間
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測定区間
●通常測定のとき

以下の考え方で決まる測定区間のサンプリングデータ*1から，数値データが測定/演算
されます*2。
・基準になる入力信号(同期ソース)が，レベルゼロ(振幅の中央値)を立ち上がり(または
立ち下がり)スロープ*3で横切る(ゼロクロス)データ更新周期*4内の最初の点から，レ
ベルゼロを立ち上がり(または立ち下がり)スロープで横切るデータ更新周期内の最後
の点までを測定区間にします。

・立ち上がりと立ち下がりのどちらで区切るかは，区間を長く区切れる方を自動的に
選択します。

・立ち上がりまたは立ち下がりスロープが，データ更新周期内に1つまたはないとき
は，データ更新周期内すべてが測定区間になります。

・エレメントごとに，どの入力信号を同期ソースにするか(どの入力信号のゼロクロス
に同期させるか)の設定ができます。同期ソースにする信号を，エレメントに入力さ
れている電圧，電流と，外部クロックから選択できます。
*1 サンプリングデータについては，前述の「通常測定の測定ファンクションの種類」のサンプ

リングデータの説明文をご覧ください。
*2 電圧や電流の最大値(Peak)の数値データは，データ更新周期内が測定区間です。したがっ

て，電圧や電流の最大値から求められるU+pk/U-pk/I+pk/I-pk/CfU/CfI/FfU/FfIの各測定
ファンクションも，データ更新周期内が測定区間になります。

*3 低いレベルから高いレベルになる(立ち上がり)，または高いレベルから低いレベルになる(立
ち下がり)というような信号の動きをスロープといいます。

*4 測定ファンクションを求めるためのサンプリングデータを取り込む周期が，データ更新周期
です。1.3節の「データ更新レート」で設定できる値と同じです。

測定区間

データ更新周期

測定区間

データ更新周期

測定区間

データ更新周期

同期ソース

入力信号U1

入力信号U2

入力信号U3

●高調波測定のとき

高調波測定の対象にするデータ長(サンプリングデータの個数)を8192点，4096点，
2048点の中から選択し，選択したデータ長が測定区間になります。波形表示をさせた
場合，1画面分が測定区間に相当します。

1.2　測定ファンクションと測定区間
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1.3 測定条件

入力エレメントの装備数と結線方式　《操作説明は5.1節》
・本機器は入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式のパターンが異なりま
す。1種類の結線方式しか選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択
できたりします。結線方式は，次の5種類から選択できます。
1P2W(単相2線式)，1P3W(単相3線式)，3P3W(三相3線式)，3P4W(三相4線式)，
3V3A(3電圧3電流計法)

・結線方式のパターンによって，結線ユニットΣA，ΣB，ΣCへの入力エレメントの割り当
てが決まり，電圧/電流/有効電力/皮相電力/無効電力/力率/位相差などのΣファンク
ションが求められます。結線方式とΣファンクションの求め方の関係については，「付
録1」をご覧ください。

・入力エレメントの装備数と，選択できる結線方式のパターン/結線ユニットΣA，ΣB，
ΣCへの入力エレメントの割り当ては，下表のようになっています。

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

1

1P2W

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

1

1P2W

2

1P2W

1P3Wまたは3P3W(ΣA)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

1P2W(ΣB)

1P2W(ΣC)

1P2W(ΣB)

1P2W(ΣA)

1P2W(ΣA)

1P3Wまたは3P3W(ΣA)

1P3Wまたは3P3W(ΣA)

1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣB)

3P4Wまたは3V3A(ΣA)

3P4Wまたは3V3A(ΣA)

3P4Wまたは3V3A(ΣB)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

4

1P2W

3P4Wまたは3V3A(ΣA) 1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 3P4Wまたは3V3A(ΣB)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

4

1P2W

5

1P2W

3P4Wまたは3V3A(ΣA)

3P4Wまたは3V3A(ΣA) 3P4Wまたは3V3A(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 1P3Wまたは3P3W(ΣB) 1P3Wまたは3P3W(ΣC)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 3P4Wまたは3V3A(ΣB) 1P2W(ΣC)

1P2W(ΣC)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

結線方式　パターン5

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

4

1P2W

5

1P2W

6

1P2W
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1.3　測定条件

測定レンジ　《操作説明は5.2節》
実効値のレベルで測定レンジを設定します。電圧や電流の信号を入力エレメントに直接入
力する場合，固定レンジとオートレンジの2種類があります。波形を表示するときは，垂
直軸方向の表示範囲が，クレストファクタの設定(5.11節参照)が「3」のときは測定レン
ジの3倍，またクレストファクタの設定が「6」のときは測定レンジの6倍に相当します。
波形の表示については，「1.7　波形表示」をご覧ください。

●固定レンジ

いくつかの選択肢の中から，それぞれのレンジを選択します。選択されたレンジは，入
力信号の大きさが変わっても切り替わりません。電圧の場合，クレストファクタの設定
が「3」のときは，選択肢の最大が「1000V」，最小が「1.5V」です。またクレスト
ファクタの設定が「6」のときは，選択肢の最大が「500V」，最小が「750mV」で
す。

●オートレンジ

入力信号の大きさによって，それぞれ自動的にレンジを切り替えます。切り替えられる
レンジの種類は，固定レンジと同じです。

・レンジアップ

・測定ファンクションUrms，Irmsのデータが設定されている測定レンジの110％を
超えたとき，測定レンジをアップします。

・クレストファクタの設定が「3」のときは入力信号のピーク値が設定されている
測定レンジの約330％を超えたとき，またクレストファクタの設定が「6」のとき
は入力信号のピーク値が設定されている測定レンジの約660％を超えたときに測
定レンジをアップします。

・レンジダウン

測定ファンクションUrms，Irmsのデータが設定されている測定レンジの30％以下
で，クレストファクタの設定が「3」の場合はUpk，Ipkが下位レンジの300％以下の
とき，クレストファクタの設定が「6」の場合はUpk，Ipkが下位レンジの600％以下
のときに測定レンジをダウンします。

●電力レンジ

有効電力/皮相電力/無効電力の測定レンジ(電力レンジ)は，結線方式，電圧レンジおよ
び電流レンジから決まり，次のようになります。具体的な電力レンジの数値は，「5.2
　直接入力のときの測定レンジを設定する」をご覧ください。

結線方式 電力レンジ

1P2W(単相2線式) 電圧レンジ×電流レンジ

1P3W(単相3線式) 電圧レンジ×電流レンジ×2
3P3W(三相3線式) (対象になっている各エレメントの電圧や電流レンジが，
3V3A(3電圧3電流計法)  同じレンジの場合)

3P4W(三相4線式) 電圧レンジ×電流レンジ×3
(対象になっている各エレメントの電圧や電流レンジが，
 同じレンジの場合)
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スケーリング　《操作説明は5.3，5.4節》
外部の電流センサを介して電流の信号を入力する場合，または外部のPT(変圧器，
potential transformer)/CT(変流器，current transformer)を介して電圧や電流の信号を入
力する場合，それぞれ換算比や係数を設定できます。

●外部の電流センサを介して電流の信号を入力する場合

シャントやクランプなどの電流センサの出力を，電流センサ用コネクタ(EXT)に入力し
て測定できます。1Aの電流が流れたときに，電流センサの出力が何mVになるか(換算
比)を設定し，電流入力端子に電流を直接入力したときの数値データや波形表示データ
に換算できます。

測定ファンクション 換算比 換算前のデータ 換算結果

電流I E IS(電流センサの出力) IS/E
有効電力P E PS PS/E
皮相電力S E SS SS/E
無効電力Q E QS QS/E
電流の最大値/最小値Ipk E IpkS(電流センサの出力) IpkS/E

●外部のPT/CTを介して電圧や電流の信号を入力する場合

PTの2次側の出力を直接入力するときと同じ電圧入力端子に入力し，CTの2次側の出力
を直接入力するときと同じ電流入力端子に入力して測定できます。PT比，CT比，電力
係数(電圧や電流から求める電力に掛ける係数)を設定し，電圧/電流入力端子に電圧や
電流を直接入力したときの数値データや波形表示データに換算できます。

測定ファンクション 換算前のデータ 換算結果

電圧U U2(PTの2次出力) U2×P P：PT比
電流I I2(CTの2次出力) I2×C C：CT比
有効電力P P2 P2×P×C×SF SF：電力係数
皮相電力S S2 S2×P×C×SF
無効電力Q Q2 Q2×P×C×SF
電流の最大値/最小値Ipk Ipk2(CTの2次出力) Ipk2×C

入力フィルタ　《操作説明は5.5節》
フィルタは2種類あります。本機器は，入力信号に同期して測定をしています。したがっ
て，入力信号の周波数を正しく測定することが必要です。

●ラインフィルタ

測定回路に挿入されます。インバータ波形やひずみ波形などのノイズを除去します。
カットオフ周波数を選択できます。

●ゼロクロスフィルタ

周波数測定回路だけに挿入されます。入力信号の振幅の中央値レベルを入力信号が横切
ることをゼロクロスといいます。このゼロクロスの点を，より精度よく検出するための
フィルタです。本機器は，クレストファクタの設定が「3」のときは測定レンジの約5
％のヒステリシス，クレストファクタの設定が「6」のときは測定レンジの約10％のヒ
ステリシスをもたせて，ゼロクロスを検出しています。ゼロクロス検出は，測定区間の
決定，周波数の測定，PLLソースの周期検出に使用されます。

1.3　測定条件
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アベレージング　《操作説明は5.6節》
電源や負荷の変動が大きいときや入力信号の周波数が低いときで，数値表示がふらついて
読みとりにくい場合に有効です。

●通常測定のとき

指数化平均と移動平均の2種類があります。

・指数化平均

設定した減衰定数で，数値データを指数化平均できます。次の式に従ってアベレー
ジングされます。

Dn＝
(Mn－Dn－1)

K
Dn－1＋

Dn：n回目の指数化平均した表示値(1回目の表示値D1は，M1になります。)
Dn－1：ｎ－1回目の指数化平均した表示値
Mn：n回目の数値データ
K：減衰定数(2，4，8，16，32，64から選択)

・移動平均

設定した平均個数で，数値データを単純平均できます。次の式に従ってアベレージ
ングされます。

Dn＝
Mn－(m－1)＋・・・Mn－2＋Mn－1＋Mn

m

Dn：n－(m－1)～n回目までのm個の数値データを単純平均した表示値
Mn－(m－1)：n－(m－1)回目の数値データ
････････････････････････････････････
････････････････････････････････････
Mn－2：n－2回目の数値データ
Mn－1：n－1回目の数値データ
Mn：n回目の数値データ
m：平均個数(8，16，32，64，128，256から選択)

●高調波測定のとき

基本周波数が50/60Hzのとき，時定数が1.5秒の1次ローパスフィルタになるように減
衰定数が自動的に設定され指数化平均されます。たとえば，解析するときのデータ長が
8192ポイントでPLLソースの基本周波数が55Hz以上75Hz未満のとき，減衰定数は
5.625になります。それ以外の周波数のときは，4.6875になります。

1.3　測定条件
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データ更新レート　《操作説明は5.7節》
測定ファンクションを求めるためのサンプリングデータを取り込む周期です。

●通常測定のとき

50ms，100ms，200ms，500ms，1s，2s，5sの中から選択できます。選択した周期
で1回の数値データの更新をします。データ更新レートを速くして，電力系統の比較的
速い負荷変動を捉えたり，反対にデータ更新レートを遅くして，比較的長い信号でも数
周期分のサンプリングデータを取り込むことができます。

●高調波測定のとき

「PLLソースの基本周波数とPLLソースの何周期分を使って解析をするのか」というこ
とから，データ更新レートが決まります。

ホールド　《操作説明は5.8節》
各測定ファンクションのデータの表示を保持できます。ホールド中の通信出力のデータは
ホールドされている数値データになります。

シングル測定　《操作説明は5.8節》
ホールド中に，設定されているデータ更新レートで1回だけ測定動作をし，そのあとホー
ルド状態になります。

MAXホールド　《操作説明は5.9節》
数値データの最大値をホールドできます。MAXホールド機能が動作している間の測定ファ
ンクションUrms，Umn，Udc，Uac，Irms，Imn，Idc，Iac，P，S，Q，U+pk，U-pk，
I+pk，I-pkのデータと，これらのΣファンクションのデータの最大値をホールドします。

マスター/スレーブ同期測定　《操作説明は5.10節》
マスターに設定した機器が測定スタートと測定ストップの信号を出力し，スレーブに設定
した機器がマスターからの測定スタートと測定ストップの信号を受けることによって，2
台の同期測定ができます。

1.3　測定条件
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1.4 数値表示

数値データを表示できます。通常測定と高調波測定のときで，表示形態が異なります。ま
た，画面を上下半分に分割して，後述の波形，バーグラフ，トレンドと同時に表示するこ
ともできます。

表示分解能
電圧/電流/有効電力/皮相電力/無効電力などの表示分解能は，60000です。レンジ定格
(設定した測定レンジの定格値)を入力した場合，これら電圧/電流/有効電力/皮相電力/無
効電力などのΣファンクションは，対象となるエレメントのうち，表示分解能が最も低い
エレメントの小数点位置と単位になります。積算時の表示分解能については，6.11節をご
覧ください。

通常測定のときの数値表示　《操作説明は4.1，6.1節》
●表示項目数の選択

項目数を4個～All(すべて表示)の間で選択できます。波形，バーグラフ，トレンドと同
時に表示するときは，選択した項目数の半分が表示されます。1画面ではすべてのデー
タを表示しきれません。表示項目をスクロールして，次のデータを表示できます。

・ 8個表示の例

測
定
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

デ
ー
タ

・ All表示の例

測
定
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

エレメントと結線方式

デ
ー
タ
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●表示項目の変更

表示項目を選択して，その位置に表示する数値データを変更できます。

3番目の項目の
測定ファンクションの変更

3番目の項目の
エレメントの変更

●ページスクロール

1画面ではすべてのデータを表示しきれません。ページスクロールをして，次の(または
前の)データを表示できます。

●数値表示のリセット

All表示以外のとき，測定ファンクションの表示順を，あらかじめ用意(1セット)されて
いる順番にリセットできます。

高調波測定のときの数値表示　《操作説明は4.1，7.2節》
●表示項目数の選択

項目数を4個，8個，16個のどれかを選択できます。波形，バーグラフ，トレンドと同
時に表示するときは，選択した項目数の半分が表示されます。1画面ではすべてのデー
タを表示しきれません。表示項目をスクロールして，次のデータを表示できます。

8個表示の例

測
定
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

デ
ー
タ

1.4　数値表示
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● 4個，8個，16個表示のときの表示項目の変更

表示項目を選択して，その位置に表示する数値データを変更できます。

3番目の項目の
測定ファンクションの変更

3番目の項目の
エレメントの変更

次数の変更

●リスト表示

測定ファンクションごとに，基本波～すべての次数の高調波の数値データを2列に表示
できます。波形，バーグラフ，トレンドと同時に表示するときは，約半数のデータが表
示されます。

・シングルリスト

1種類の測定ファンクションのデータを，高調波次数の奇数列，偶数列に分けて表示
します。測定ファンクションは，U，I，P，S，Q，λ，φ，φU，φI，Z，Rs，Xs，
Rp，Xpから選択できます。

各高調波の数値データ 各高調波の含有率
(選択された測定ファンクションがU,I,Pのとき，
それぞれUhdf,Ihdf,Phdfを表示します。)

高
調
波
次
数

高
調
波
全
体
に
関
す
る
デ
ー
タ

1.4　数値表示
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・デュアルリスト

2種類の測定ファンクションのデータを，それぞれ1列に表示します。測定ファンク
ションは，U，I，P，S，Q，λ，φ，φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xpから選択できま
す。

各高調波の数値データ 各高調波の含有率
(選択された測定ファンクションがU,I,Pのとき，
それぞれUhdf,Ihdf,Phdfを表示します。)

高
調
波
次
数

高
調
波
全
体
に
関
す
る
デ
ー
タ

・ Σリスト
各エレメントおよび各結線方式の測定ファンクションU，I，P，S，Q，λ，φ，φU，
φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xp，φU1-U2，φU1-U3，φU1-I1，φU1-I2，φU1-I3などの数
値データを，選択した次数ごとに表示します。

測
定
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

エレメントと結線方式

●ページスクロール

1画面ではすべての次数のデータを表示しきれません。Σリスト以外のときに，ページ
スクロールをして，次の(または前の)データを表示できます。

●数値表示のリセット

4個，8個，16個表示のとき，測定ファンクションの表示順を，あらかじめ用意(1セッ
ト)されている順番にリセットできます。

1.4　数値表示
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1.5 演算

測定ファンクションのデータを元に下記のような演算ができます。また，測定ファンク
ションのデータを求めるときの演算式を選択する機能もあります。

ユーザー定義ファンクション　《操作説明は6.4，7.8節》
測定ファンクション記号と演算子を組み合わせて演算式を作り(定義して)，その演算式の
数値データを求めることができます。測定ファンクションとエレメント番号を合わせたも
の(たとえばUrms1のように)が，1つの演算項になります。通常測定，高調波測定ともに4
つ(F1～F4)ずつ演算式を定義できます。

●演算子

＋，－，＊，/，ABS(絶対値)，SQR(2乗)，SQRT(平方根)，LOG(自然対数)，LOG10
(常用対数)，EXP(指数)，NEG(マイナス符号付加)の11種類です。

●演算項の個数

1つの式内の演算項の個数は，16個までです。

デルタ演算　《操作説明は6.5節》
通常測定のときにデルタ演算ができます。たとえば結線Aにエレメント1，2，3が割り当
てられているとき，エレメント1，2，3間の電圧や電流の瞬時値(サンプリングデータ)の
和や差を求め，それを元に測定ファンクションΔUrms，ΔIrms，ΔUmn，ΔImn，Δ
Udc，ΔIdc，ΔUac，ΔIacのデータを求めることができます。これをデルタ演算といい
ます。デルタ演算によって，たとえば，三相交流回路のスター-デルタ変換ができます。演
算式は，「付録2」をご覧ください。測定区間は，「1.2　測定ファンクションと測定区
間」と同じです。

皮相電力の演算式　《操作説明は6.6節》
皮相電力は電圧と電流の積で求められます。「1.2　測定ファンクションと測定区間」の
「●電圧と電流の求め方」で説明している真の実効値，平均値整流実効値校正，単純平
均，電圧が平均値整流実効値校正で電流が真の実効値の4種類の中から，皮相電力を求め
るときの電圧と電流を選択できます。

Corrected Power　《操作説明は6.6節》
変圧器に接続されている負荷が非常に小さいとき，適用規格によっては測定された変圧器
の有効電力を補正することが定められています。その補正の演算式の選択と係数の設定が
できます。

IEC76-1(1976)，IEEE C57.12.90-1993 IEC76-1(1993)

P

P1＋P2
Urms
Umn

2Pc＝
P

Umn－Urms
Umn

1＋Pc＝

Pc：Corrected Power
P：有効電力
Urms：真の実効値の電圧
Umn：平均値整流実効値校正の電圧
P1，P2：適用規格に定められている係数
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位相差　《操作説明は6.7節》
各エレメントの電圧と電流の位相差を表示する方式を選択できます。各エレメントの電圧
を基準にして，時計方向360°の角度で位相差を表示する方式と，反時計方向を進み(D)
180°，時計方向を遅れ(G)180°の角度で位相差を表示する方式のどちらかを選択できま
す。

ひずみ率の演算式　《操作説明は7.6節》
高調波測定のときの測定ファンクションUhdf，Ihdf，Phdf，Uthd，Ithd，Pthdには，2
種類の演算式があり，選択できます。演算式は，「付録1」をご覧ください。

1.5　演算
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1.6 積算

本機器は，有効電力の積算(電力量)と電流の積算(電流量)ができます。積算中でも電力量，
電流量，積算時間だけでなく，通常測定のときの測定値や演算値も表示できます。ただ
し，波形表示をONにしているときは，積算できません。

積算の測定ファンクション
●入力エレメントごとの測定ファンクション

次の7種類の数値データが求められます。各測定ファンクションのデータの求め方の詳
細は，「付録1」をご覧ください。
Wp(電力量-正負両方向の電力量の和)，Wp+(正方向だけの消費した電力量)，Wp-(負方
向だけの電源側に戻した電力量)，q(電流量-正負両方向の電流量の和)，q+(正方向だけ
の消費した電流量)，q-(負方向だけの電源側に戻した電流量)，Time(積算時間)

●入力エレメント間の総和の測定ファンクション(Σファンクション)
次の6種類の数値データが求められます。各測定ファンクションのデータの求め方の詳
細は，「付録1」をご覧ください。
WpΣ(Wpの総和)，Wp+Σ(Wp+の総和)，Wp-Σ(Wp-の総和)，qΣ(qの総和)，q+Σ(q+の
総和)，q-Σ(q-の総和)

積算モード　《操作説明は6.8，6.9節》
●マニュアル積算モード

積算をスタートしてからストップするまで積算を継続します。ただし，積算時間が最大
積算時間(10000時間)または積算値が最大/最小表示積算値(±999999MWhまたは±
999999MAh)に達すると，積算をストップして，そのときの積算時間と積算値をホー
ルドします。

積
算
時
間

リセットスタート

積
算
値

ストップ スタート リセット

ホールド

ホールドホールド

ホールド

STOPを押すか，
最大積算時間に
達した場合

最大積算値(999999MWh
または999999MAh)に
達した場合



1-21IM 760101-01

機
能
説
明

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

付

索

●標準積算モード

積算時間を相対時間で設定(タイマ設定時間)し，設定した時間だけ経過するか，設定し
た時間が経過する前に積算値が最大/最小表示積算値に達すると，積算をストップし
て，そのときの積算時間と積算値をホールドします。

積
算
時
間

リセットスタート

積
算
値

ホールド

ホールド

タイマ設定時間

●繰り返し積算モード(連続積算)

積算時間を相対時間で設定し，設定した時間だけ経過すると，自動的にリセットし再ス
タートします。STOPを押すまで積算を繰り返します。設定した時間が経過する前に積
算値が最大/最小表示積算値に達すると，積算をストップして，そのときの積算時間と
積算値をホールドします。

スタート リセット

積
算
時
間

積
算
値

ホールド

ホールド

タイマ
設定時間

タイマ
設定時間

タイマ
設定時間

STOPを
押す

1.6　積算
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● 実時間制御標準積算モード

積算のスタートとストップを日時で設定し，設定したストップの日時になるか，設定し
た日時になる前に積算値が最大/最小表示積算値に達すると，積算をストップして，そ
のときの積算時間と積算値をホールドします。

積
算
時
間

積
算
値

ホールド

ホールド

スタート
日時

ストップ
日時

リセット

●実時間制御繰り返し積算モード(連続積算)

積算のスタートとストップを日時で設定し，その間をタイマ設定時間ごとに積算を繰り
返します。タイマ設定時間だけ経過すると自動的にリセットし再スタートします。設定
したストップの日時になるか，設定した日時になる前に積算値が最大/最小表示積算値
に達すると，積算をストップして，そのときの積算時間と積算値をホールドします。

積
算
時
間

積
算
値

ホールド

ホールド

タイマ
設定時間

タイマ
設定時間

タイマ
設定時間

スタート
日時

ストップ
日時

リセット

1.6　積算
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1.7 波形表示

本機器は，データ更新レート内に取り込まれたサンプリングデータを元に波形を表示します。

垂直(振幅)軸
設定された測定レンジを基準に垂直軸方向の表示範囲が決まります。たとえば，クレスト
ファクタの設定が「3」で電圧の測定レンジを「100Vrms」(クレストファクタの設定が
「6」のときは「50Vrms」)にすると，入力ゼロラインを中心に「上300Vpk(100Vrms×
3)」(クレストファクタの設定が「6」のときは「上300Vpk(100Vrms×6)」)，「下－
300Vpk(－100Vrms×3)」(クレストファクタの設定が「6」のときは「下－300Vpk
(100Vrms×6)」)が表示範囲になります。ただし，1000Vレンジ(クレストファクタの設
定が「6」のときは「500Vレンジ」)の表示範囲は±2000V以内です。これを超えると，
波形がクリップします。

1グリッド(1div)
＝225V

1グリッド(1div)
＝75V

測定レンジ「100Vrms」
で測定したとき

同じ信号を測定レンジ「300Vrms」
で測定したとき

入力ゼロライン

300Vpk

－300Vpk

900Vpk

－900Vpk

水平(時間)軸　《操作説明は9.2節》
水平軸方向の時間軸は，グリッド1つ(1div)あたりの時間で設定します。1画面分の時間
がデータ更新レートと同じになるまでの範囲で，1-2-5ステップで変えられます。たと
えばデータ更新レートが500msの場合，1divあたりの時間を0.5ms，1ms，2ms，
5ms，10ms，20ms，50msの順で変えられます。

1グリッド(1div)＝10ms 1グリッド(1div)＝20ms

100ms
(観測時間)

200ms
(観測時間)

●通常測定のとき

前述の水平軸方向の時間軸の設定によって，データ更新レートと同じになるまでの範囲
で，1-2-5ステップで変えられます。たとえば1divあたりの時間を0.5ms，1ms，
2ms，5ms，10ms，20ms，50msの順で変えていくと，1画面分の時間を5ms，
10ms，20ms，50ms，100ms，200ms，500msの順で変えられます。
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● 高調波測定のとき

高調波測定のときの1画面分の時間は，PLLソース(1-7ページ参照)の基本周波数から求
められるサンプルレートと，窓幅(高調波を求めるときにFFT解析する時間幅)によって
自動的に決まります。

Note
● 画面上の表示点数について

波形表示するときは，ラスタという表示区分にデータ点(波形表示データ)を表示しています。
ラスタは，1画面で時間軸方向に501本あります。

一方，サンプルレートに従ってサンプリングデータが取り込まれ，そのうちの1画面分が，波
形として画面に表示される対象データになります。
画面の表示区分の数(表示点数)が501本で一定であるのに対して，1画面分の時間が変化し対象
となるサンプリングデータの個数が変わるため次のような処理をしています。

サンプリングデータを時間軸方向の一定区間ごとにP-P圧縮して，波形表示データを求め，そ
のデータを表示します。P-P圧縮とは，一定区間ごとに最大値/最小値の2点を求めることで
す。1ラスタにこの2点を表示します。

501ラスタ0 500

サンプリングデータ

時間軸

垂
直
軸

画面上

サンプリングデータ

P-P圧縮

● エリアシング

サンプルレートが入力信号の周波数に対して比較的低いと，信号に含まれている高周波成分が
失われます。このとき，ナイキストのサンプリング定理により，高周波のサンプリングデータ
が低い周波数のデータに化けてしまう現象が発生します。この現象をエリアシング(aliasing)と
いいます。

エリアシング信号 入力信号 サンプリング・ポイント

● 波形表示データの取り込み

本機器は約200kS/sのサンプルレートで波形表示データをメモリに取り込んでいます。入力信
号に近い波形が表示できるのは，約10kHzまでです。

1.7　波形表示
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トリガ　《操作説明は9.3節》
トリガは波形を画面に表示するきっかけになるものです。設定されたトリガ条件が成立し
て，波形を画面に表示する状態になることを「トリガがかかる」といいます。

●トリガソース

設定されたトリガ条件の対象となる信号をトリガソースといいます。

●トリガスロープ

低いレベルから高いレベルになる(立ち上がり)，または高いレベルから低いレベルにな
る(立ち下がり)というような信号の動きをスロープといいます。このスロープをトリガ
成立条件の1つの項目として，トリガスロープといいます。

●トリガレベル

トリガスロープの通過レベルをトリガレベルといいます。

トリガソースのスロープが，あらかじめ設定したトリガレベルに対して，立ち上がるか
立ち下がると，トリガがかかります。トリガソースとして，各エレメントの入力信号と
外部クロック入力信号の中から選択できます。

トリガレベル

立ち上がり(　)の場合，
ここでトリガがかかる(トリガ点)

トリガソース

●トリガモード

画面表示を更新する条件がトリガモードです。

・オートモード

一定時間(約100ms，タイムアウト時間といいます)内にトリガがかかったときは，
そのトリガで表示を更新します。タイムアウト時間内にトリガがかからなかったと
きは，タイムアウト時間を経過したとき，表示を自動更新します。

・ノーマルモード

トリガがかかったときだけ，表示を更新します。トリガがかからないときは，表示
を更新しません。

●トリガ点

トリガがかかった時点をトリガ点といいます。トリガ点は常に画面の左端にあります。
トリガがかかったあとの波形が，時間の経過とともに画面の左から右方向に表示されま
す。

トリガ点 

時間

1.7　波形表示
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波形のズーム　《操作説明は9.4節》
表示されている波形ごとに，0.1～100倍のズーム率で，垂直軸方向に縮小/拡大ができま
す。入力ゼロラインを中心に，ズームされます。

150Vpk

300Vpk

－150Vpk

－300Vpk

300Vpk

－300Vpk

入力ゼロライン

ズーム率を2倍にしたとき

画面に表示される
範囲

波形の垂直ポジション　《操作説明は9.4節》
電圧波形と電流波形の相互の関係を見たいとか，ズームで見たい部分が画面枠の外に出て
しまったというようなときに，垂直軸方向の波形の表示位置を見やすい位置に移動できま
す。

100％

－100％

ポジションを
50%移動

ポジションを
－50%移動

波形表示のON/OFF　《操作説明は9.5節》
入力モジュールが挿入されているエレメントに対応した電圧と電流の波形を表示する
(ON)/しない(OFF)の選択ができます。必要な波形だけを表示できるので，波形が見やすく
なります。

1.7　波形表示
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波形の画面分割表示と波形の割り付け　《操作説明は9.6節》
画面を等分割して，各波形を分割した画面に割り付けることができます。最高4つまで分
割できます。波形が混雑していて見にくいときに便利です。割り付け方法を次の中から選
択できます。
・ Auto
分割した画面に，表示ONになっている波形をエレメント番号順で電圧-電流の順に割り
付けます。

・ Fixed
表示ON/OFFに関わらず，分割した画面にエレメント番号順で電圧-電流の順に割り付
けます。

・ User
表示ON/OFFに関わらず，分割した画面に任意の波形を割り付けられます。

波形の表示補間　《操作説明は9.7節》
波形をなめらかに表示するため，波形表示データを直線で結ぶことができます。

●直線補間

2点間を直線的に補間します。

●補間「OFF」

補間をしません。データ点だけを表示します。

グラティクル　《操作説明は9.7節》
画面にグリッドや十字目盛りを表示できます。「表示なし」の選択もできます。

スケール値の表示　《操作説明は9.8節》
各波形の垂直軸の上限値と下限値，および水平軸(時間軸)の画面左右端の値を，表示する
(ON)/表示しない(OFF)の選択ができます。

1.7　波形表示
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波形のラベル名表示　《操作説明は9.8節》
ラベル名を表示する(ON)/表示しない(OFF)の選択ができます。

画面右端の時間

画面左端の時間

下限値

上限値

波形のラベル名

カーソル測定　《操作説明は7.9，9.9，10.7節》
波形とカーソルの交点の値を測定し表示できます。波形各部の電圧/電流や水平軸(X軸)上
のデータを測定できます。カーソル測定は画面に表示されているデータに対して測定しま
す。

画面に「＋」と「×」が表示されます。これがカーソルです。各カーソルの垂直方向の
値，画面左端からのX軸値，およびカーソル間の垂直方向の値の差やX軸値の差などを測定
できます。

測定値

カーソル+

カーソルx

1.7　波形表示
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1.8 バーグラフ，ベクトル，トレンド表示

各次数ごとの高調波成分のバーグラフ表示，各エレメントの基本波のベクトル表示(高調波
測定時)，各測定ファンクションのトレンド表示ができます。

高調波データのバーグラフ表示　《操作説明は7.9節》
水平軸を高調波の次数，垂直軸を各高調波の大きさとして，バーグラフで各高調波の大き
さを表示できます。表示する高調波測定ファンクション，エレメント，次数の設定ができ
ます。高調波測定ファンクションは，U，I，P，S，Q，λ，φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，
Xpから選択できます。画面を上下半分に分割して，数値表示と同時に表示することもでき
ます。

高調波データのバーグラフ表示

バーグラフ1の
カーソル+とxの測定値

バーグラフ2の
カーソル+とxの測定値

カーソル+

カーソルx

カーソルの位置を示す次数
カーソル+は1次，カーソルxは13次
の位置にあることを示しています。

高調波のベクトル表示　《操作説明は7.10節》
高調波測定のときに，選択した結線ユニットに割り当てられた各エレメントの基本波U
(1)，I(1)の位相差と大きさ(実効値)の関係をベクトル表示できます。垂直軸の上の方向を
0(角度ゼロ)とし，各入力信号のベクトルを表示します。また，ベクトルの大きさをズーム
したり，各信号の大きさや信号間の位相差の値をいっしょに表示することもできます。

次ページにベクトルの表示図を示します。

入力エレメントの装備数と選択した結線パターンによって，ベクトル表示の対象になるエ
レメントが変わります。
入力エレメントの装備数が5で，結線ユニットΣAに三相4線式，結線ユニットΣBに三相3
線式という結線方式のパターンを選択した場合について説明します。

高調波測定の対象を結線ユニットΣAにしたとき，対象になるエレメントは1，2，3になり
ます。ベクトル1に対応するのはエレメント1，ベクトル2に対応するのはエレメント2，
ベクトル3に対応するのはエレメント3です。このときのU1(1)，U2(1)，U3(1)，I1(1)，
I2(1)，I3(1)の位相差と大きさの関係がベクトル表示されます。
高調波測定の対象を結線ユニットΣBにしたとき，対象になるエレメントは4，5になりま
す。ベクトル4に対応するのはエレメント4，ベクトル5に対応するのはエレメント5です。
このときのU4(1)，U5(1)，I4(1)，I5(1)の位相差と大きさの関係がベクトル表示されま
す。U6(1)，I6(1)のベクトルは演算して表示されます。
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1.8　バーグラフ，ベクトル，トレンド表示

I1(1)

I3(1)

I2(1)

φ2(1)

φ1(1),
φU1-I1

φ3(1)

φU1-U3
U1(1)

I1(1)

I3(1)

U3(1)

I2(1)

U2(1)

φU1-U2

φU1-I3

φU1-I2

●結線方式3V3A(3電圧3電流計法)のときのベクトル表示
　U1(1)，U2(1)，およびU3(1)は線間電圧，I1(1)，I2(1)，およびI3(1)は線電流です。

U1(1)，U2(1)，およびU3(1)の
各ベクトルを平行移動して，
各ベクトルの起点を中心点Oに
置くと，結線方式3P4Wのときと
同じように，位相関係がわかります。
(本機器には，ベクトルを平行
移動する機能はありません。)

O

U1(1)

I1(1)

I3(1)

U3(1)

I2(1)

U2(1)

●結線方式3P3W(三相3線式)のときのベクトル表示
　U1(1)，U2(1)，およびU3(1)は線間電圧，I1(1)，I2(1)，およびI3(1)は線電流です。
　ただし，結線方式3P3Wでは，U3(1)とI3(1)を実測していません。演算してベクトル表示をしています。

O

φ2(1)

φ1(1),
φU1-I1

φ3(1)

φU1-U3

φU1-I2

U1(1)

I1(1)

I3(1)

U3(1)

I2(1)

U2(1)

φU1-U2

φU1-I3

●結線方式3P4W(三相4線式)のときのベクトル表示
　U1(1)，U2(1)，およびU3(1)は相電圧，I1(1)，I2(1)，およびI3(1)は線電流です。

U1(1)
U3(1)

U2(1)

φU1-U2

φU2-U3

φU3-U1

線間電圧間の位相差は，位相差の測定ファンクション
φU1-U2，φU1-U3から求められます。
　φU1-U2＝測定ファンクションφU1-U2そのものです。
　φU2-U3＝(φU1-U3) – (φU1-U2) – 180°
　φU3-U1＝–(φU1-U3)
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トレンド表示
通常測定と高調波測定のときに測定対象になる全測定ファンクションのトレンドを表示で
きます。

●トレンド表示データ

通常測定のときで波形表示データの取り込みがOFFのときは，データ更新レートごとに
求められる測定ファンクションの数値データを，1表示区分(ラスタ)ごとにP-P圧縮*

し，トレンド表示データとします。
通常測定のときで波形表示データの取り込みがONのときは，トリガがかかるごとに求
められる測定ファンクションの数値データを，1表示区分(ラスタ)ごとにP-P圧縮*し，
トレンド表示データとします。
高調波測定のときは，PLLソース(1-7ページ参照)の基本周波数から求められるサンプ
ルレートと窓幅(高調波を求めるときにFFT解析する時間幅)によって自動的に決まるタ
イミングで求められる測定ファンクションの数値データを，1表示区分(ラスタ)ごとに
P-P圧縮*し，トレンド表示データとします。

* P-P圧縮をしない場合もあります。

●画面分割表示と割り付け　《操作説明は10.4節》

最大16本(T1～T16)のトレンド表示ができます。T1～T16にどのエレメントのどの測
定ファンクションのトレンドを割り付けるかの選択ができます。高調波測定のときは次
数の設定もできます。
また，最高4つまで画面を等分割して，分割した画面に表示ONになっているトレンドを
T1～T16の番号順に割り付けます。

●水平(時間)軸　《操作説明は10.5節》

通常測定のときで波形表示データの取り込みがOFFのときは，1divあたりの時間を3s
～1dayの範囲で設定できます。通常測定のときで波形表示データの取り込みがONのと
き，または高調波測定のときは，1divあたりの測定回数で設定します。

●スケールの設定　《操作説明は10.6節》

トレンド表示データの最大/最小値から，画面表示上の上下限値を自動的に決めて表示
するオートスケーリングができます。必要に応じて，上下限値を任意に設定するマニュ
アルスケーリングもできます。

●表示補間/グラティクル/ラベル名表示　《操作説明は9.7，9.8節》

波形表示の設定が有効になります。

1.8　バーグラフ，ベクトル，トレンド表示
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1.9 データの保存と読み込み，その他の機能

ストアとリコール　《操作説明は11章》
数値データと波形表示データを，内部メモリ(約12Mバイト，ROMバージョン2.01以降の
本機器では約1Mバイト)にストアできます。内部メモリにはデータ更新レートまたは，指
定した時間間隔でストアできます。また，ストアしたデータをフロッピーディスクや内蔵
ハードディスクに保存できます。フロッピーディスクや内蔵ハードディスクに保存された
データはリコールできません。

フロッピーディスク，内蔵ハードディスク，外部のSCSIデバイスへの保存と読み込み
《操作説明は12章》
本機器は，フロッピーディスク(FD)ドライブを標準装備しています。また，オプションで
内蔵ハードディスクやSCSIインタフェースを用意しています。数値データ，波形表示デー
タ，画面イメージデータおよび設定情報をこれらのメディアに保存し，必要に応じて保存
した設定情報の読み込みもできます。また，文書作成ソフトで，文章中に画面イメージ
データを割り付けて，書類を作成できます。

パーソナルコンピュータ

フロッピーディスク

WT1600
SCSIデバイス

内蔵ハードディスク

SCSIインタフェース

WT1600の数値データ/波形表示データのパーソナルコンピュータへの取り込みについて

WT1600本体

数値データ/
波形表示データ

パーソナルコンピュータ本体

Binary形式 Float形式 ASCII形式

内部メモリ

ストア 保存保存波形表示
データ保存

内蔵ハードディスク/FD*1

*1 外部SCSI機器への保存も同様
*2 イーサネット/GP-IB/RS-232を介したデータ収集
*3 記憶メディアを介した取り込み，または内蔵ハードディスクをFTPサーバとしての取り込み
*4 別売のWT1600用ユーティリティソフトウエア
 数値データ表示，高調波測定数値/波形表示，トレンド表示，ベクトル表示などが可能
*5 フリーソフトウエア
 数値データ表示，波形データ表示が可能

WTViewer*4
オンライン*2

Binary形式
(*.wta)

CSV形式
(*.csv)

Microsoft Excel

WT1600ファイル
リーダーソフトウエア*5

CSV形式
(*.csv)

保存

読み込み

オフライン*3

保存
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内蔵プリンタでのプリント　《操作説明は14章》
内蔵プリンタ(オプション)に画面イメージ，数値データリストおよびバーグラフをプリン
トできます。

内蔵プリンタ
(オプション)

WT1600

イーサネット通信(オプション)　《操作説明は13章》
イーサネットインタフェースを使って，本機器からイーサネットインタフェース接続機器
に数値データ，波形表示データ，画面イメージデータおよび設定情報を保存したり，本機
器の情報を送信できます。

●ネットワーク上のFTPサーバへの保存と読み込み(FTPクライアント機能)

内蔵フロッピーディスクや外部のSCSIデバイスと同じように，ネットワーク上にある
FTPサーバ*に，数値データ，波形表示データ，画面イメージデータおよび設定情報を
保存できます。必要に応じて保存した設定情報の読み込みもできます。
* FTPサーバ機能が動作しているパーソナルコンピュータやワークステーション。

WT1600

パーソナルコンピュータ

ファイル

●ネットワーク上のFTPクライアントから本機器へのアクセス(FTPサーバ機能)

ネットワーク上にあるFTPクライアント*から本機器にアクセスして，本機器のフロッ
ピーディスク，内蔵ハードディスクおよび本機器に接続されている外部のSCSIデバイ
スにあるファイルを取り出せます。
* FTPクライアント機能が動作しているパーソナルコンピュータやワークステーション。

WT1600

パーソナルコンピュータ

ファイル

●ネットワーク上のプリンタへの出力(LPRクライアント機能)

内蔵プリンタと同じように，ネットワーク上にあるプリンタで，画面イメージをプリン
トできます。

WT1600

プリンタ

●メールの送信(SMTPクライアント機能)

設定されたメールアドレスに，定期的に本機器の情報を送信できます。

WT1600

パーソナルコンピュータ

メール

1.9　データの保存と読み込み，その他の機能
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GP-IB/シリアル通信　《通信インタフェースユーザーズマニュアルIM760101-11を参照》
GP-IBインタフェースとシリアルインタフェース(EIA-574規格準拠(EIA-232(RS-232)の
9ピン用)のどちらか(ご購入時にご指定)を標準装備しています。データをパーソナルコン
ピュータに出力して解析したり，外部コントローラで本機器を制御して測定できます。

パーソナルコンピュータ

通信インタフェースWT1600

D/A出力(オプション)　《操作説明は15.1節》
数値データを±5V FSの直流アナログ電圧で出力できます。通常測定のときと高調波測定
のときにそれぞれ30項目まで設定できます。

RGBビデオ信号(VGA)出力　《操作説明は15.2節》
RGBビデオ信号(VGA，Video Graphics Array)を外部のモニタに出力して，数値や波形
の大画面表示ができます。

イニシャライズ(初期化)　《操作説明は15.3節》
操作キーやソフトキーなどによる各設定を，工場出荷時の状態(初期設定)に戻すことがで
きます。初期設定の詳細は，「付録3　初期設定/数値データの表示順一覧表」をご覧くだ
さい。

ゼロレベル補正　《操作説明は15.4節》
本機器の内部回路で入力信号ゼロの状態をつくり，そのときのレベルを，ゼロレベルとす
ることをゼロレベル補正といいます。本機器の仕様(17章参照)を満たすためには，このゼ
ロレベル補正をする必要があります。高調波測定のON/OFF，測定レンジおよび入力フィ
ルタの変更をしたときは，自動的にゼロレベルの補正がされますが，長時間，高調波測定
のON/OFF，測定レンジおよび入力フィルタを変更していないときは，本機器周囲の環境
変化でゼロレベルが変化している場合があります。このようなときに，強制的にゼロレベ
ルの補正をすることもできます。積算中のゼロレベル補正をする機能もあります。

NULL機能　《操作説明は15.5節》
NULL機能をONにしたときのUdcとIdc(通常測定のときの電圧/電流の単純平均の数値デー
タ)が，NULL値として設定されます。電圧と電流のサンプリングデータからNULL値が差
し引かれます。このため，すべての測定ファンクションが，NULL値の影響を受けます。

メッセージ言語の選択　《操作説明は15.6節》
使用中に画面に表示されるエラーメッセージの言語を，日本語，英語の中から選択できま
す。

画面輝度の設定　《操作説明は15.6節》
液晶画面の明るさを調整できます。

表示色の設定　《操作説明は15.7節》
波形，背景，目盛り，カーソルなどのグラフィック関連や，メニュー，メニューの背景な
どのテキスト関連の表示色を設定できます。赤(R)，緑(G)，青(B)の割合で設定します。

自己診断機能　《操作説明は16.3節》
本機器内部のメモリ(ROMやRAM)，操作キー，フロッピーディスクドライブ，内蔵プリ
ンタ(オプション)などが，正常かどうかを自己診断できます。

1.9　データの保存と読み込み，その他の機能
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本機器のシステム状態の確認　《操作説明は16.4節》
モデル，ROMバージョン(ファームウエアのバージョン)，入力エレメントの構成，オプ
ションの有無など，本機器のシステム状態を確認できます。

1.9　データの保存と読み込み，その他の機能
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2.1 フロントパネル，リアパネル，上面

フロントパネル

液晶画面
取っ手

ここ(両側)を持って
本機器を移動して
ください。→3.1節

ソフトキー
設定メニューで，設定項目の
選択をするときに使用します。

ESCキー
操作途中の設定メニューが消え，
そのメニューから抜け出せます。

操作キー
操作をするときに，最初に押すキーです。
各種設定メニューの最初のメニューが表示
されます。→2.2節

ジョグシャトル
設定項目の選択や数値設定をするときに使用します。
→2.2節

フロッピーディスクドライブ
フロッピーディスクへのデータ
保存やデータ読み込みをする
ときに使用します。→12章

電源スイッチ
→3.10節

RESET SELECT

DIGITAL  POWER  METER

INPUT

MOTOR  SET

CAL

RANGE

FILTER

START STOP
SYNC 
SRC

AVG MEASURE

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL

PUSH

MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD
UPDATE

RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG  SET RESET

POWER

ESC

内蔵プリンタ(オプション)
画面イメージや数値データリストを印字できます。
→14章

リアパネル

GP-IBコネクタまたはシリアル(RS-232)コネクタ
GP-IB/シリアルの通信機能については，別冊の
通信インタフェースユーザーズマニュアル
IM760101-11をご覧ください。

電源コネクタ→3.5節

電圧入力端子
電圧測定用のケーブルを結線します。
→3.6～3.9節

電流入力端子
電流測定用のケーブル
を結線します。
→3.6，3.8，3.9節

電流センサ入力コネクタ
外部の電流センサからの
外部センサ用ケーブルを
接続します。→3.7節

外部クロック入力コネクタ
測定区間を決める同期ソース(信号)を
外部から入力します。
→6.2，7.4節

電源ヒューズ→16.5節
RGBビデオ信号(VGA)出力コネクタ
画像信号を出力します。→15.2節

エレメント1→1.3節
エレメント2

SCSIコネクタ(オプション)
外部のSCSIデバイスを，ここに
接続します。→12.3節

エレメント3
エレメント4

EXT  CLK

START

TXD

LINK

10Base-T

SCSI

orGP-IB
(IEEE488)

SERIAL
(RS-232)

VIDEO-OUT

TORQUE

EXT

I

U

EXT

I

U

EXT

I

U

EXT

I

U

EXT

I

U

EXT

I

U

D/A  OUTPUT

SPEED

(VGA)

STOP

654321

エレメント5
エレメント6 外部スタート/ストップ信号入出力コネクタ

マスター/スレーブ同期測定をするときに
使用します。→5.10節
イーサネットコネクタ(オプション)
イーサネットケーブルを接続します。
→13.1節
イーサネット通信機能については，
別冊の通信インタフェースマニュアル
(IM760101-11)をご覧ください。

D/A出力コネクタ(オプション)
直流アナログ電圧に変換された数値データを
出力します。→15.1節

トルク信号入力コネクタ(オプション)
モータ評価をするときに，トルクメータからの信号を
入力します。→8.1節

回転信号入力コネクタ(オプション)
モータ評価をするときに，回転センサからの信号を
入力します。→8.1節

第2章 各部の名称と使い方
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上面

通気孔→3.2節
(底面にもあります。)

リアパネル

フロントパネル

･････････

2.1　フロントパネル，リアパネル，上面
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2.2 操作キー，ジョグシャトル

各機能に共通

ソフトキー
画面に表示されている設定メニューで，設定項目を選択します。

ESCキー
操作途中の設定メニューが消え，そのメニューから抜け出せます。

RESETキー
設定した数値を初期値に戻すときに押します。
SELECTキー
ジョグシャトルで選択した内容を確定したり，設定した数値を確定します。

ジョグシャトル
設定項目の選択や数値設定をするとき，カーソルを移動するときに回します。
シャトルリングは，回した角度によって設定ステップが大きくなります。

(シャトルリング)

<，>(矢印)キー
ジョグシャトルで設定する数値の桁移動や，文字を入力するときの
入力位置を移動します。

SHIFTキー
このSHIFTを押して，SHIFT左上のインジケータを点灯
させてから操作キーを押すと，操作キーの下に記されて
いる項目のメニューが画面に表示されます。

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

CAL

RANGE

FILTER

START STOP SYNC 
SRC

AVG MEASURE

SCALING

SINGLE STORE  SET
REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UPDATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG  SET RESET

ESC

測定条件，通常測定の設定

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

CAL

RANGE

FILTER

START STOP SYNC 
SRC

AVG MEASURE

SCALING

SINGLE STORE  SET
REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UPDATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG  SET RESET

ESC

RANGEキー
電圧と電流の測定レンジを設定します。→5.2，5.3節

SHIFT+RANGE(MOTOR SET)キー(オプション)
トルク，回転数，モータ出力など，モータ評価に必要な項目を設定します。→8.2～8.7節

SCALINGキー
電流センサの換算比，PT比，CT比，電力係数を設定します。→5.3，5.4節
WIRINGキー
結線方式を設定します。→5.1節

AVGキー
アベレージングを設定します。→5.6節

MEASUREキー
周波数測定対象，ユーザー定義ファンクション，デルタ演算，
皮相電力の演算式，Corrected Powerの演算式，位相差の表示方式，
マスター/スレーブ同期測定などの設定をします。→5.10，6.3～6.7節
SHIFT+MEASURE(CAL)キー
ゼロレベル補正をします。→15.4節

HOLDキー
ホールド状態になります。→5.8節
SHIFT+HOLD(SINGLE)キー
シングル測定します。→5.8節

UPDATE RATEキー
データ更新レートを設定します。→5.7節

SHIFT+LOCAL(MAX HOLD)キー
数値データの最大値をホールドします。→5.9節

SHIFT+MISC(NULL)キー
NULL機能が動作します。→15.5節

FILTERキー
入力フィルタを設定します。
→5.5節

SYNC SRCキー
測定区間を決める同期ソースを設定します。→6.2節
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積算，高調波測定の設定

STARTキー
積算をスタートします。→6.11節

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

CAL

RANGE

FILTER

START STOP SYNC 
SRC

AVG MEASURE

SCALING

SINGLE STORE  SET
REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UPDATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG  SET RESET

ESC

STOPキー
積算をストップします。→6.11節

SHIFT+START(INTEG SET)キー
積算モード，タイマを設定します。→6.8～6.10節

SHIFT+STOP(RESET)キー
積算結果(積算値，積算時間)をリセットします。→6.11節

HARMONICSキー
高調波測定の各項目を設定します。→7.1，7.3～7.7節

表示の設定

DISPLAYキー
数値データ，波形，バーグラフ，ベクトル，トレンドなどの表示フォーマットを
設定します。→4章，6.1，7.2，7.9，7.10，9.5～9.8節，10章

WAVEキー
波形表示データの取り込み条件を設定します。→9.1～9.4節

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

CAL

RANGE

FILTER

START STOP SYNC 
SRC

AVG MEASURE

SCALING

SINGLE STORE  SET
REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UPDATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG  SET RESET

ESC

SHIFT+WAVE(CURSOR)キー
カーソル測定をします。→7.9，9.9，10.7節

2.2　操作キー，ジョグシャトル
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データのストア/リコール，データの保存/読み込み，イーサネット通信，その他の機能の設定

MISCキー
システムの状態の確認，初期化，GP-IB/シリアル通信の設定，
日付/時刻の設定，メッセージ言語の選択，画面輝度の設定，自己診断，
画面表示色の設定，クレストファクタの選択，キーロックの設定，SCSI
ID番号の変更，イーサネット通信の設定，D/A出力の設定をします。
→3.11，5.11，12.4節，13章，15.1，15.3，15.6，15.7，15.8，
16.3，16.4節
GP-IB/シリアル通信の設定については，別冊の通信インタフェース
ユーザーズマニュアルIM760101-11をご覧ください。

SHIFT+MISC(NULL)キー
NULL機能を設定します。→15.5節

LOCALキー
別冊の通信インタフェースユーザーズマニュアルIM760101-11をご覧ください。

FILEキー
ディスクの初期化，設定情報/波形表示データ/数値データ/画面イメージ
データの保存，設定情報の読み込み，ファイル属性の変更，ファイルの
消去，ファイルのコピー，ディレクトリ/ファイル名の変更，ディレクトリの
作成をします。→12章

STOREキー
ストアを実行します。→11.4，11.6節

SHIFT+STORE(STORE SET)キー
ストア/リコールを設定します。→11章

SHIFT+COPY(MENU)キー
紙送り，画面イメージデータや数値データリストの保存/
プリントを設定します。→12.6節，14章

COPYキー
画面イメージデータの保存/プリントを実行します。
→12.7，13.3，14.2節RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

CAL

RANGE

FILTER

START STOP SYNC 
SRC

AVG MEASURE

SCALING

SINGLE STORE  SET
REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UPDATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG  SET RESET

ESC

2.2　操作キー，ジョグシャトル
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3.1 使用上の注意

安全にご使用いただくための注意
●本機器を安全にご使用いただくために

初めてご使用になるときは，必ずvi～viiページに記載の「本機器を安全にご使用いただ
くために」をお読みください。

●ケースを外さないでください

本体のケースを外さないでください。内部には高電圧部があり，たいへん危険です。内
部の点検および調整は，横河エンジニアリングサービス(株)にお申しつけください。

●異常の場合には

本体から煙が出ていたり変な臭いがするなど，異常な状態になったときは，直ちに電源
スイッチをOFFにするとともに，電源コードをコンセントから抜いてください。また，
入力端子に接続されている測定回路の電源を切ってください。異常な状態になったとき
は，横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡ください。

●電源コードについて

電源コードの上に物を載せたり，電源コードが発熱物に触れないようにご注意くださ
い。また，電源コードの差し込みプラグをコンセントから抜くときは，コードを引っ張
らずに必ずプラグを持って引き抜いてください。電源コードが損傷した場合は，iiiペー
ジに記載の部品番号をご確認のうえ，お買い求め先にご注文ください。

取り扱い上の一般的注意
●上に物を置かないでください

本機器を重ね置きしたり，本機器の上に他の機器や水の入った容器などを置かないでく
ださい。故障の原因になります。

●帯電したものを近づけないでください。

帯電したものを入力端子に近づけないでください。内部回路が破壊される可能性があり
ます。

●液晶画面を傷つけないでください

画面の液晶ディスプレイは非常に傷つきやすいので，先のとがったもので表面を傷つけ
ないように注意してください。また，振動や衝撃を与えないでください。

●長時間使用しないときには

測定回路や本機器の電源を切り，本機器の電源コードをコンセントから抜いておいてく
ださい。

●持ち運ぶときは

まず，測定回路の電源を切って測定用ケーブルを外してください。それから，本機器の
電源スイッチをOFFにして電源コードやその他のケーブルを外してください。持ち運ぶ
ときは，下図のように，両手で取っ手を持ってください。

●汚れを取るときには

ケースや操作パネルの汚れを取るときは，測定回路や本機器の電源を切り，本機器の電
源コードをコンセントから抜いてから，柔らかく乾いたきれいな布で軽く拭き取ってく
ださい。ベンジンやシンナーなどの薬品を使用しないでください。変色や変形の原因に
なります。

第3章 測定を開始する前に
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3.2 本機器を設置する

設置条件
次の条件に合う場所に設置してください。

●平坦で水平な場所

安定した場所に，左右前後とも水平を保って設置してください。不安定な場所や傾いた
状態で使用すると，プリンタの記録品質を悪くしたり，精度のよい測定ができなくなる
可能性があります。

●風通しのよい場所

本機器の上面および底面には通気孔があります。内部の温度上昇を抑えるため，通気孔
と設置面との距離は，20mm以上空けてください。

測定線や各種ケーブルを接続するとき，および内蔵プリンタカバーを開閉するときは，
上記のスペースの他に，作業に必要なスペースを空けてください。

●周囲温度および周囲湿度

周囲温度：5～40℃
周囲湿度：20～80％RH(プリンタ未使用時)

35～80％RH(プリンタ使用時)
ただし，どちらの場合も結露のないこと。

●次のような場所には設置しないでください。

・直射日光の当たる場所や熱発生源の近く
・油煙，湯気，ほこり，腐食性ガスなどの多い場所
・強電磁界発生源の近く
・高電圧機器や動力線の近く
・機械的振動の多い場所
・不安定な場所

Note
・ 精度のよい測定をするときは次の環境でご使用ください。

周囲温度：23±3℃　周囲湿度：30～75％RH(ただし，結露のないこと)
5～20℃または26～40℃の周囲温度で使用するときは，確度に対して17章に示す温度係数を
加算してください。

・ 周囲の湿度が30％以下の場所に設置する場合は，静電気防止マットなどを使用して，静電気の
発生を防いでください。

・ 温度，湿度の低い場所から高い場所に移動したり，急激な温度変化があると結露することがあ
ります。このようなときは，周囲の温度に1時間以上慣らして，結露のない状態でご使用くだ
さい。

保管場所
本機器を保管するときは，次のような場所を避けてください。
・相対湿度が80％を超える高湿度な場所 ・振動が激しい場所
・直射日光があたる場所 ・腐食性ガス，可燃性ガスがある場所
・ 60℃以上の高温度な場所 ・ちり，ごみ，塩分，鉄粉が多い場所
・高湿度熱源のそば ・水，油，薬品などの飛沫がある場所

できるだけ，5～40℃，20～80％RHの環境で保管されることをおすすめします。
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設置姿勢
●ディスクトップ

下図のように平坦で水平な場所に設置してください。水平に設置したときに，底面脚に
すべり止め用のゴムを付けることができます。2セット(4つ)の底面脚用ゴムが付属品と
して付いています。

●ラックマウント

ラックにマウントするときは，別売のラックマウント用キットをご使用ください。

品名 形名 備考

ラックマウント用キット 751535-E4 EIA用
ラックマウント用キット 751535-J4 JIS用

以下に取り付け手順の概略を記載します。取り付け手順の詳細は，ラックマウント用
キットに添付されている取扱説明書をご覧ください。
1. 本体両側面にある取っ手を外します。
2. 本体底面にある4つの脚を外します。
3. 本体両側面の手前にある4箇所のラックマウント取り付け穴のシールカバーと，

2箇所の樹脂リベットをはがします。
4. 取っ手の取り付け穴と，底面脚の穴にシールを貼ります。
5. ラックマウント用キットを取り付けます。
6. 本体をラックに取り付けます。

Note
・ ラックに取り付けるときは，内部の温度上昇を抑えるため，通気孔と設置面との距離は，

20mm以上空けてください。
・ 必ず下からの支えを施してください。このとき，本機器の通気孔を塞がないようにしてくださ

い。

3.2　本機器を設置する
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3.3 測定回路の結線時の注意

感電や機器を損傷を防ぐため，次の注意事項をお守りください。

警　　告
●測定用ケーブルを接続する前に本機器を保護接地してください。本機器に付属の
電源コードは，接地線のある3極電源コードです。電源コードを保護接地端子の
ある3極電源コンセントに接続してください。3極-2極変換アダプタ(日本国内で
のみ使用可)を使用する場合は，保護接地端子に変換アダプタの接地線を確実に接
続してください。

●測定回路を結線する場合は，測定回路の電源を切ってください。電源を切らず
に，測定用ケーブルを結線したり外すことは危険です。

●電圧入力端子に電流回路を結線しないよう，また電流入力端子に電圧回路を結線
しないよう十分注意してください。

●入力端子に結線した状態で，測定用ケーブルの導電部(露出部)が端子からはみだ
さないように，測定用ケーブルの絶縁被覆を取り除いてください。そして，結線
したケーブルが入力端子から外れないように，入力端子のねじをしっかり締め付
けてください。

●電圧入力端子には，導電部が露出していない安全端子が付いた測定用ケーブルを
使用してください。導電部が露出している端子(例：バナナ端子)を使用している
と，端子が抜けたとき危険です。

●電流センサ入力コネクタに接続するコネクタは，導電部が露出していない安全端
子構造のものを使用してください。導電部が露出しているコネクタを使用してい
ると，端子が抜けたとき危険です。

●電流入力端子に測定回路の電圧が印加されているときは，電流センサ入力端子に
触れないでください。内部で電気的につながっているため危険です。

●電流センサ入力コネクタに外部の電流センサからの測定用ケーブルを接続し使用
するときは，電流入力端子の測定用ケーブルを外してください。また，電流セン
サ入力端子に測定回路の電圧が印加されているときは，電流入力端子に触れない
でください。内部で電気的につながっているため危険です。

●外部に変圧器(PT)/変流器(CT)を使用する場合は，測定電圧(U)に対して，十分に
耐電圧(2U＋1000Vを目安)があるものを使用してください。また，通電状態で
CTの二次側が開路にならないように注意してください。開路になるとCTの二次
側に高電圧が発生し危険です。

●外部の電流センサは，ケース入りで通電部とケースが絶縁されていて，測定回路
の電圧に対して十分に耐電圧があるものをご使用ください。センサが裸のままの
場合，誤って接触する可能性が高く危険です。

●外部の電流センサとしてシャント形電流センサを使用する場合は，センサを接続
するとき，測定回路の電源を切ってください。電源を切らずに，センサを接続し
たり外すことは危険です。

●外部の電流センサにクランプ形電流センサを使用する場合は，測定回路の電圧
と，クランプ形センサの仕様や取り扱い方法などを十分理解したうえで，感電な
どの危険がないことを確認してください。

●ラックマウントでご使用の場合は，安全のため，ラックの前面側から本機器への
測定回路の電源を切ることができるスイッチを装備してください。

●測定用ケーブルを接続したあと，安全のため，付属のねじ4本を使用して電流入
力保護カバーを取り付けてください。保護カバーから導電部が露出しないよう注
意してください。
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3.3　測定回路の結線時の注意

●保護機能を有効にするため，次の項目を確認してから測定回路の電圧や電流を入
力してください。
・本機器に付属された電源コードを使用して電源が接続され，保護接地されてい
る。

・本機器の電源スイッチがONになっている。
・本機器に付属された電流入力保護カバーが取り付けられている。

●本機器の電源スイッチがONのときは，電圧入力端子または電流入力端子に次の値
を超える入力を加えないでください。OFFのときは測定回路の電源を切ってくだ
さい。その他の入力端子については，17章の仕様をご覧ください。

瞬時最大許容入力(1周期，20ms間)

電圧入力
ピーク値が4000Vまたは実効値が1500Vのどちらか低い方

電流入力
5A入力エレメント
ピーク値が30Aまたは実効値が15Aのどちらか低い方
50A入力エレメント
ピーク値が450Aまたは実効値が300Aのどちらか低い方

連続最大許容入力

電圧入力
ピーク値が1500Vまたは実効値が1000Vのどちらか低い方

電流入力
5A入力エレメント
ピーク値が10Aまたは実効値が7Aのどちらか低い方
50A入力エレメント
ピーク値が150Aまたは実効値が50Aのどちらか低い方

注　　意
●測定用ケーブルは，測定する電圧や電流に対して，耐電圧および電流容量ともに
十分余裕があり，使用定格に適したものを使用してください。
例： 電流20Aで使用するときは，導体断面積「4mm2」以上の銅線を使用して
ください。

●測定ケーブルを接続すると無線妨害を生ずることがあり、その場合には使用者が
適切な対策を講ずることが必要となることがあります。

Note
・ 結線をしたあと，結線方式を選択する必要があります。「5.1　結線方式を選択する」をご覧

ください。
・ 大電流や高い周波数成分を含んだ電圧/電流の測定をするときは，それらの相互干渉やノイズ

対策に十分注意して結線してください。
・ 測定回路と本機器の間の損失を軽減するため，測定用ケーブルはできるだけ短くしてくださ

い。
・ 3.6節～3.9節に示す結線図の太線は電流が流れる回路です。流れる電流に適した導線を使用し

てください。
・ 測定回路の電圧をより正しく測定するため，電圧入力端子に接続する測定用ケーブルは，でき

るだけ測定回路に近いところに接続してください。
・ より正しく測定するため，対地静電容量が小さくなるように，測定用ケーブルは接地線や本機

器ケースからできるだけ離して接続してください。
・ 三相不平衡の回路で，皮相電力や力率をより正しく測定するには，3電圧3電流計法(3V3A)で

測定されることをおすすめします。
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3.4 精度よく測定するために

電力損失の影響
負荷に合わせた結線をすることで，電力損失による測定確度への影響を小さくできます。
以下に，直流電源(SOURCE)，抵抗負荷(LOAD)の場合を考えます。

●測定電流が比較的大きい場合

電圧測定回路を電流測定回路より負荷側に接続します。電流測定回路は，測定回路の負
荷に流れる電流iLと電圧測定回路に流れる電流iVの和を測定します。測定回路電流はiLな
のでiVだけ誤差になります。本機器の電圧測定回路の入力抵抗は，約2MΩです。
1000V入力のとき，iVは約0.5mA(1000V/2MΩ)です。負荷電流iLが5A以上(負荷抵抗
は200Ω以下)であれば，測定確度への影響は0.01%以下になります。また，100V，5A
入力の場合では，iV＝0.05mA(100V/2MΩ)なので，測定確度への影響は0.001%
(0.05mA/5A)になります。

SOURCE
LOAD

本機器

U

±

I±

iV

iL

I

±

U
±

SOURCE LOAD

入力端子
(ELEMENT)

参考までに，0.1%，0.01%，および0.001%の影響を与える電圧と電流の関係を下図に
示します。

1000

800

600

400

200

0

測定電流(A)

測
定
電
圧(   )V

0.1%の影響 0.01%の影響

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
0.5A

影響が少ない方向
0.001%の影響

●測定電流が比較的小さい場合

電流測定回路が負荷側になるように接続します。この場合，電圧測定回路は負荷の電圧
eLと電流測定回路の電圧降下eIの和を測定し，eIだけ誤差になります。本機器の電流測
定回路の入力抵抗は，5A入力端子が約100mΩ，50A入力端子が約2mΩです。たとえば
負荷抵抗1kΩとすると，測定確度への影響は，5A入力端子が約0.01%(100mΩ/1kΩ)，
50A入力端子が約0.0002%(2mΩ/1kΩ)になります。

SOURCE LOAD
U

I

本機器

± eL

eI

±
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浮遊容量の影響
電源(SOURCE)の接地電位に近い側に，本機器の電流入力端子を接続したほうが，本機器
内の浮遊容量による測定確度への影響を低減できます。

本機器の内部構成は，次のようになっています。
電圧測定回路と電流測定回路は，それぞれシールドケースで囲まれています。そして，そ
れらが，さらに外ケースの中に入っています。また，電圧測定回路のシールドケースは，
電圧入力端子の±端子に，電流測定回路のシールドケースは，電流入力端子の±端子に，
それぞれ接続されています。
外ケースとシールドケース間は絶縁されているため，浮遊容量Csが存在します。Csは約
100pFです。この浮遊容量Csによって生じる電流が誤差になります。

U

±

I

±

Cs

Cs

電圧測定回路の
シールドケース

外ケース

接地

電流測定回路の
シールドケース

例として，電源の片側と外ケースが接地されている場合を考えます。
この場合，負荷電流iLと浮遊容量を通る電流iCsの2つの電流が考えられます。iLは，破線の
ように電流測定回路を通ってから，負荷を通って電源に戻ります。iCsは，1点鎖線のよう
に電流測定回路を通ってから，浮遊容量，外ケースの接地を通って電源に戻ります。
電流測定回路では，iLだけを測定しようとしても， iCsとの和(ベクトル和)を求めることに
なり，iCsだけ誤差になります。Csに加わる電圧をVCs(コモンモード電圧)とすると，iCs
は，次の式で求められます。iCsは電圧に対して90°位相が進んでいるため，力率が小さい
ほど，iCsによる測定確度への影響は大きくなります。

iCs＝VCs×2πf×Cs

SOURCE

LOAD
Cs

iL

iL

iCs

±

±

I

U

iCs

iL

本機器のように高い周波数まで測定する場合，この誤差iCsを無視できません。
本機器の電流入力端子を電源の接地電位に近い側に接続すれば，本機器の電流測定回路の
±端子が接地電位に近くなるため，VCsがほぼゼロに等しくなり，iCsがほとんど流れない
ので，測定確度への影響が低減されます。

3.4　精度よく測定するために
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3.5 電源を接続する

電源を接続する前に
感電や機器の損傷を防ぐため，次の注意事項をお守りください。

警　　告
●供給側の電圧が本機器の定格電源電圧に合っていることを確認してから，電源
コードを接続してください。

●本機器の電源スイッチがOFFになっていることを確認してから，電源コードを接
続してください。

●感電や火災防止のため，電源コードおよび3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ
使用可)は，必ず当社が供給したものをご使用ください。

●感電防止のため必ず保護接地をしてください。本機器の電源コードは，保護接地
端子のある3極電源コンセントに接続してください。やむを得ず，2極電源コンセ
ントに接続するときは，付属の3極-2極変換アダプタ(日本国内でのみ使用可)を使
用して，電源コンセントの保護接地端子に変換アダプタの接地線を確実に接続し
てください。

●保護接地線のない延長用コードを使用しないでください。保護動作が無効になり
ます。

●付属の電源コードに適合した電源コンセントを使用して，確実に保護接地をして
ください。適合した電源コンセントを使用できず保護接地ができない場合は，本
機器を使用しないでください。

電源コードを接続する
1. 本機器の電源スイッチがOFFであることを確認します。
2. 本機器のリアパネルの電源コネクタに，付属品の電源コードのプラグを接続します。
3. 次の条件を満たす電源コンセントに，電源コードのもう一方のプラグを接続しま

す。電源コンセントは保護接地端子を備えた3極コンセントを使用してください。
やむを得ず2極コンセントを使用するときは，付属品の3極-2極変換アダプタ(日
本国内でのみ使用可)を使用して，アダプタから出ている緑色の接地線を必ず電源
コンセントの保護接地端子に接続してください。

項目 仕様

定格電源電圧 100～120VAC，200～240VAC
電源電圧変動許容範囲 90～132VAC，180～264VAC
定格電源周波数 50/60Hz
電源周波数変動範囲 48～63Hz
最大消費電力(プリンタ使用時) 150VA

3極コンセント

電源コード
(付属品)

保護接地端子

3極-2極変換アダプタ
(付属品：日本国内でのみ使用可)
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3.6 直接入力の測定回路を結線する

電圧/電流入力端子に，直接，測定回路から測定用ケーブルを結線します。
感電や機器の損傷を防ぐため，「3.3　測定回路の結線時の注意」の注意事項をお守りく
ださい。

入力端子への接続
●電圧入力端子

端子は，「φ4mm安全バナナジャック(メスタイプ)」です。
導電部が露出していない安全端子を，電圧入力端子に差し込んでください。

●電流入力端子

・電流入力端子に測定回路の電圧が印加されているときは，電流センサ入力端子に触
れないでください。内部で電気的につながっているため危険です。

・電流センサ入力コネクタに外部の電流センサからの測定用ケーブルを接続し使用す
るときは，電流入力端子の測定用ケーブルを外してください。また，電流センサ入
力端子に測定回路の電圧が印加されているときは，電流入力端子に触れないでくだ
さい。内部で電気的につながっているため危険です。

・端子はバインディングポストタイプです。締め付けねじは，M6です。ねじに導線を
巻き付けるか，圧着端子をねじ軸に通してから，端子のつまみを持ってしっかり締
め付けてください。

注　　意
●このとき、電流入力端子と圧着端子との接触部分に異物が挟まっていないことを
確認してください。

●電流入力端子のつまみに緩みが発生していないか、電流入力端子と圧着端子との
接触部分に異常がないか、定期的に確認してください。

3.1 2.1

6

7

単位：mm

入力エレメントの装備数と結線方式
本機器は入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式が異なります。1種類の
結線方式しか選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択できたりしま
す。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方式」をご覧くださ
い。
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Note
・ 結線をしたあと，結線方式を選択する必要があります。「5.1　結線方式を選択する」をご覧

ください。
・ 結線図の太線は電流が流れる回路です。流れる電流に適した導線を使用してください。

単相2線式(1P2W)の結線例
入力エレメントが6つある場合，6系統の単相2線式の結線ができます。

SOURCE LOADU1

I1
I

U

LOADU1
U

I1
I

SOURCE

SOURCE LOAD

入力端子

SOURCE LOAD

入力端子

±

±

±

±
I

±

U
±

I

±

U
±

単相3線式(1P3W)の結線例
・入力エレメントが6つある場合，エレメント1と2，エレメント3と4，エレメント5と6
というように，3系統の単相3線式の結線ができます。

・図中の入力端子に対するエレメントの割り当ては，本機器の入力エレメントの装備数に
よって異なります。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方
式」をご覧ください。

SOURCE LOAD

N

N

SOURCE

入力端子1

LOAD

入力端子2

±

±

±

±I

I

U

U
I2

I1

U1

U2
I

±

U
±

I

±

U
±

3.6　直接入力の測定回路を結線する
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三相3線式(3P3W)の結線例
・入力エレメントが6つある場合，エレメント1と2，エレメント3と4，エレメント5と6
というように，3系統の三相3線式の結線ができます。

・図中の入力端子に対するエレメントの割り当ては，本機器の入力エレメントの装備数に
よって異なります。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方
式」をご覧ください。

±

±

R

ST

SOURCE LOAD

SOURCE

入力端子1

LOAD

入力端子2

I1

I2

U1

U2

I

I

U

U

±

±

R
S
T

I

±

U
±

I

±

U
±

3電圧3電流計法(3V3A)の結線例
・入力エレメントが6つある場合，エレメント1と2と3，エレメント4と5と6というよう
に，2系統の3電圧3電流計法の結線ができます。

・図中の入力端子に対するエレメントの割り当ては，本機器の入力エレメントの装備数に
よって異なります。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方
式」をご覧ください。

SOURCE LOAD

±I

±I

R

ST ±

U

U

±

U

±I

SOURCE

入力端子1

LOAD

入力端子2

R
S
T

±

I1

I2

I3

U3 U1

U2

入力端子3

I

±

U
±

I

±

U
±

I

±

U
±

三相4線式(3P4W)の結線例
・入力エレメントが6つある場合，エレメント1と2と3，エレメント4と5と6というよう
に，2系統の三相4線式の結線ができます。

・図中の入力端子に対するエレメントの割り当ては，本機器の入力エレメントの装備数に
よって異なります。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方
式」をご覧ください。

SOURCE LOAD

±I

±I

R

ST

±

U

U

±

U
±I

N

SOURCE

入力端子1

LOAD

入力端子2

R
S
T
N

±

I1

I2

I3

U1

U2U3

入力端子3

I

±

U
±

I

±

U
±

I

±

U
±

Note
結線方式と測定値/演算値の求め方の関係については，「付録1　測定ファンクションの記号と
求め方」をご覧ください。

3.6　直接入力の測定回路を結線する
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3.7 外部の電流センサを使用して，測定回路を結線する

感電や機器を損傷を防ぐため，「3.3　測定回路の結線時の注意」の注意事項をお守りく
ださい。

・次のように，測定回路の最大電流値が各入力エレメントの最大レンジを超える場合，電
流センサ入力コネクタに外部の電流センサを接続して，測定回路の電流を測定できま
す。
・ 5A入力エレメント
最大電流値が「5Arms」を超えるとき

・ 50A入力エレメント
最大電流値が「50Arms」を超えるとき

・外部の電流センサとして，シャント形またはクランプ形電流センサを使用できます。

電流センサ入力コネクタへの接続
電流センサ入力コネクタに，BNCコネクタ付きの外部センサ用ケーブル(B9284LK，別売
アクセサリ)を接続します。
このとき，電流入力端子の測定ケーブルは外してください。電流センサ入力端子と電流入
力端子は内部で接続されているため，測定誤差の要因になるばかりでなく，故障の原因に
なります。
また，電流センサ入力端子に測定回路の電圧が印加されているときは，電流入力端子に触
れないでください。内部で電気的につながっているため危険です。

入力エレメントの装備数と結線方式
本機器は入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式が異なります。1種類の
結線方式しか選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択できたりしま
す。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方式」をご覧くださ
い。
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Note
・ 結線をしたあと，結線方式を選択する必要があります。「5.1　結線方式を選択する」をご覧

ください。
・ 結線図の太線は電流が流れる回路です。流れる電流に適した導線を使用してください。
・ 三相不平衡の回路で，皮相電力や力率をより正しく測定するには，3電圧3電流計法(3V3A)で

測定されることをおすすめします。
・ 電流センサ入力換算機能を使用して，直接測定したときのデータに換算できます。設定方法は

「5.3　外部の電流センサを使用するときの測定レンジを設定する」をご覧ください。
・ 外部の電流センサの周波数特性や位相特性が測定データに影響します。ご注意ください。
・ 接続するときに極性を間違えないよう注意してください。極性を間違えると，測定電流の極性

が反対になり，正しく測定できません。特にクランプ形電流センサの場合は，測定回路をクラ
ンプするときに間違え易いので注意してください。

・ シャント形電流センサを使用する場合，誤差を軽減するため，外部センサ用ケーブルを接続す
るとき，次の点に注意してください。
・ 外部センサ用ケーブルのシールド線を，シャントの出力端子(OUT)の L側に接続してくださ

い。
・ センサから外部センサ用ケーブルまでの接続線がつくる空間面積をできるだけ小さくしてく

ださい。接続線がつくる面積内に入る磁力線(測定電流によるもの)や外部ノイズによる影響
を軽減します。

シャント形電流センサ

I

±

OUT H

OUT L
シールド線

外部センサ用ケーブル

WT1600

接続線がつくる空間面積

・ シャント形電流センサは，下図のように電源接地側に接続してください。やむをえず非接地側
に接続する場合は，コモンモード電圧による影響を軽減するため，シャント形電流センサと本
機器の接続線にはAWG18(導電体断面積約1mm2)より太いものを使用し，十分，安全性や誤差
の軽減に配慮した外部センサ用ケーブルを作成してください。

LOAD

シャント形電流センサ

Ｖ
±

電流センサ入力コネクタ

電圧入力端子

・ 接地されていない測定回路の場合で高周波/大電力の場合には，シャント形電流センサ接続ケー
ブルのインダクタンスの影響が大きくなります。このようなときは，アイソレーションセンサ
(CT，DC-CT，クランプ)などを使用して測定してください。

LOAD

クランプ形電流センサ

Ｖ
±
電圧入力端子

電流センサ入力コネクタ

3.7　外部の電流センサを使用して，測定回路を結線する



3-14 IM 760101-01

以下に示す結線例は，シャント形電流センサを接続するときのものです。クランプ形電流
センサを接続するときは，電流センサをシャント形からクランプ形に置き換えてご覧くだ
さい。また，下図の入力端子に対するエレメントの割り当ては，本機器の入力エレメント
の装備数によって異なります。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数
と結線方式」をご覧ください。

単相2線式(1P2W)で，シャント形電流センサを使用したときの結線例

SOURCE LOAD

接地側

シャント形電流センサ
± I

OUT L OUT H

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子U
±

単相3線式(1P3W)で，シャント形電流センサを使用したときの結線例

SOURCE LOAD

±I

OUT LOUT H

±I

OUT LOUT H
N

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子1U
±

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子2U
±

三相3線式(3P3W)で，シャント形電流センサを使用したときの結線例

SOURCE LOAD

±I

OUT LOUT H

±I

OUT LOUT H

R

S

T

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子1U
±

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子2U
±

3.7　外部の電流センサを使用して，測定回路を結線する
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3電圧3電流計法(3V3A)で，シャント形電流センサを使用したときの結線例

SOURCE LOAD

±I

OUT LOUT H

±I

OUT LOUT H

R

S

T
±I

OUT LOUT H

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子1U
±

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子2U
±

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子3U
±

三相4線式(3P4W)で，シャント形電流センサを使用したときの結線例

SOURCE LOAD

±I

OUT LOUT H

±I

OUT LOUT H
R

S

T

N

±I

OUT LOUT H

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子1U
±

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子2U
±

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子3U
±

Note
結線方式と測定値/演算値の求め方の関係については，「付録1　測定ファンクションの記号と
求め方」をご覧ください。

3.7　外部の電流センサを使用して，測定回路を結線する
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3.8 外部のPT/CTを使用して，測定回路を結線する

入力エレメントの電圧/電流入力端子に，外部の変圧器(PT)/変流器(CT)からの測定用ケー
ブルを結線します。
感電や機器を損傷を防ぐため，「3.3　測定回路の結線時の注意」の注意事項をお守りく
ださい。
・測定回路の最大電圧値が，「1000Vrms」を超える場合，電圧入力端子に外部のPTを

接続して測定できます。
・次のように測定回路の最大電流値が各入力エレメントの最大レンジを超える場合，電流

入力端子に外部のCTを接続して測定できます。
・ 5A入力エレメント
最大電流値が「5Arms」を超えるとき

・ 50A入力エレメント
最大電流値が「50Arms」を超えるとき

入力端子への接続
●電圧入力端子

導電部が露出していない安全端子を，電圧入力端子に差し込んでください。

●電流入力端子

・電流入力端子に測定回路の電圧が印加されているときは，電流センサ入力端子に触
れないでください。内部で電気的につながっているため危険です。

・電流センサ入力コネクタに外部の電流センサからの測定用ケーブルを接続し使用す
るときは，電流入力端子の測定用ケーブルを外してください。また，電流センサ入
力端子に測定回路の電圧が印加されているときは，電流入力端子に触れないでくだ
さい。内部で電気的につながっているため危険です。

・端子(バインディングポスト)の締め付けねじは，M6です。ねじに導線を巻き付ける
か，圧着端子をねじ軸に通してから，端子のつまみを持ってしっかり締め付けてく
ださい。

・端子の各部の寸法は3.6 節をご覧ください。
・電流入力端子と圧着端子との接続時、および、接続したあとの注意につきましては
3.6節をご覧ください。

入力エレメントの装備数と結線方式
本機器は入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式が異なります。1種類の
結線方式しか選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択できたりしま
す。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方式」をご覧くださ
い。
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Note
・ 結線をしたあと，結線方式を選択する必要があります。「5.1　結線方式を選択する」をご覧

ください。
・ 結線図の太線は電流が流れる回路です。流れる電流に適した導線を使用してください。
・ スケーリング機能を使用して，直接測定したときのデータに換算できます。設定方法は「5.4

　外部のPT/CTを使用するときのスケーリング機能を設定する」をご覧ください。
・ PT/CTの周波数特性や位相特性が測定データに影響します。ご注意ください。
・ 本節では，安全のため，PTやCTの二次側のコモン端子(＋/－)を接地した結線図を示していま

す。
・ 三相不平衡の回路で，皮相電力や力率をより正しく測定するには，3電圧3電流計法(3V3A)で

測定することをおすすめします。

下図の入力端子に対するエレメントの割り当ては，本機器の入力エレメントの装備数に
よって異なります。詳細は，「1.3　測定条件」の「入力エレメントの装備数と結線方式」
をご覧ください。

単相2線式(1P2W)で，PT/CTを使用したときの結線例

SOURCE LOAD

L CT PTV

vl

SOURCE LOAD

L CT PTV

vl

入力端子

I

±

U
±

入力端子

I

±

U
±

単相3線式(1P3W)で，PT/CTを使用したときの結線例

L CT PTV

vl

L CT PTV

vl

SOURCE LOAD

N

入力端子1

I

±

U
±

入力端子2

I

±

U
±

3.8　外部のPT/CTを使用して，測定回路を結線する
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三相3線式(3P3W)で，PT/CTを使用したときの結線例

L CT PTV

vl

L CT PTV

vl

SOURCE LOAD
R

S

T

入力端子1

I

±

U
±

入力端子2

I

±

U
±

3電圧3電流計法(3V3A)で，PT/CTを使用したときの結線例

L CT PTV

vl

L CT PTV

vl

SOURCE

L CT PTV

vl

LOAD
R

S

T

入力端子1

I

±

U
±

入力端子2

I

±

U
±

入力端子3

I

±

U
±

三相4線式(3P4W)で，PT/CTを使用したときの結線例

L CT PTV

vl

L CT PTV

vl

SOURCE

L CT PTV

vl

LOAD
R

S

T

N

入力端子1

I

±

U
±

入力端子2

I

±

U
±

入力端子3

I

±

U
±

Note
結線方式と測定値/演算値の求め方の関係については，「付録1　測定ファンクションの記号と
求め方」をご覧ください。

3.8　外部のPT/CTを使用して，測定回路を結線する
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3.9 電圧入力が600Vを超える測定回路の結線をする

電圧入力端子間の電圧が600Vを超える場合は，電流入力端子に電流を直接入力しないで
ください。アイソレーションセンサ(CT，DC-CT，クランプ)の出力を，電流センサ入力コ
ネクタに接続してください。

警　　告
●入力端子(電圧入力端子/電流入力端子/電流センサ入力コネクタ)-接地間の定格電
圧は600Vです。600Vを超える電圧を加えないでください。

●電圧入力端子-電流入力端子間，電圧入力端子-電流センサ入力コネクタ間，およ
び電流入力端子-電流センサ入力コネクタ間の定格電圧は600Vです。600Vを超
える電圧を加えないでください。

●電圧入力端子U-電圧入力端子±間の定格電圧は1000Vです。1000Vを超える電
圧を加えないでください。

●電圧入力端子間の電圧が600Vを超える場合は，電流入力端子に電流を直接入力
しないでください。アイソレーションセンサ(CT，DC-CT，クランプ)の出力を，
電流センサ入力コネクタに接続してください。

●「3.3　測定回路の結線時の注意」の注意事項をお守りください。

●アイソレーションセンサが電流出力の場合

SOURCE LOAD

I

±

U
±

入力端子

●アイソレーションセンサが電圧出力の場合

SOURCE LOAD

電流センサ
入力コネクタ
(EXT)

入力端子

U
±

Note
結線時の注意事項については，3.7節や3.8節もご覧ください。
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3.10 電源スイッチをON/OFFする

電源をONにする前に確認すること
・本機器が正しく設置されているか→「3.2　本機器を設置する」
・電源コードが正しく接続されているか→「3.5　電源を接続する」
・測定回路が正しく結線されているか→「3.6　直接入力の測定回路を結線する」，「3.7
　外部の電流センサを使用して，測定回路を結線する」，「3.8　外部のPT/CTを使用
して，測定回路を結線する」，「3.9　電圧入力が600Vを超える測定回路の結線をす
る」

電源スイッチの位置
電源スイッチはフロントパネルの左下にあります。

電源スイッチのON/OFF
プッシュボタンで，1度押すと「ON」になり，もう1度押すと「OFF」になります。

OFF ON

電源スイッチのON/OFFの順序
オプションのSCSIインタフェース付きの製品で，外部にSCSIデバイスを接続し，本機器
からデータを保存/読み込みするときは，SCSIデバイスの電源スイッチをONにしてから，
本機器の電源スイッチをONにしてください。OFFにするときは，ONのときと反対の順序
でOFFにしてください。

電源スイッチON時の動作
電源スイッチをONにすると，自動的にセルフテストが開始されます。正常に終了すると，
電源スイッチOFF時に表示されていた画面になります。

Note
電源スイッチをONにしても上記の動作をしないときは，電源スイッチをOFFにしてから，次
のことを確認してください。
・ 電源コードが確実に接続されているか
・ 電源コンセントに正しい電圧が来ているか→「3.5　電源を接続する」
・ 電源ヒューズが切れていないか→「16.5　電源ヒューズを交換する」
・ RESETを押しながら電源スイッチをONにすると，設定が初期値(工場出荷時の状態に戻す

こと)に戻ります。設定の初期値については，「15.3　設定を初期値にする(イニシャライ
ズ)」をご覧ください。

確認後に電源スイッチをONにしても変わらない場合は，横河エンジニアリングサービス(株)に
修理をお申しつけください。
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精度のよい測定をするには
・電源スイッチをONにしてから，1時間以上のウォーミングアップをしてください。
・ウォーミングアップ後，ゼロレベル補正をしてください。→「15.4　ゼロレベル補正
をする」

電源スイッチOFF時の動作
電源スイッチをOFFにする直前の設定情報を記憶します。電源コードが抜けたときも同じ
です。次に電源スイッチをONにすると，電源スイッチをOFFにする直前の設定状態で立
ち上がります。

Note
設定情報を記憶保持するためにリチウム電池を使用しています。リチウム電池の電圧値が所定
の値以下になると，電源スイッチをONにしたとき，画面にメッセージ(16.2節参照)が表示され
ます。たびたびこのメッセージが表示されるときは，速やかにリチウム電池を交換する必要が
あります。電池の交換はお客様ではできません。横河エンジニアリングサービス(株)にお申し
つけください。電池の寿命については，16.6節をご覧ください。

3.10　電源スイッチをON/OFFする
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3.11 日付・時刻を合わせる

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Date/Timeのソフトキーを押します。Date/Timeダイアログボックスが表示され

ます。

●日付・時刻を表示する(ON)/しない(OFF)を選択する

3. ジョグシャトルを回して，Displayを選択します。
4. SELECTを押して，ONまたはOFFを選択します。

●日付または時刻を設定する

5. ジョグシャトルを回して，DateまたはTimeを選択します。
6. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
7. キーボードを操作して，日付または時刻を設定します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●設定した内容を確定する

8. ジョグシャトルを回して，Setを選択します。
9. SELECTを押します。操作4でONを選択しているときは，画面右下に設定した日

付・時刻が表示されます。SELECTを押さずに操作を中断すると，設定内容は画
面表示に反映されません。

日付の設定

時刻の設定

ESC
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解　　説

●日付・時刻の表示ON/OFF

画面右下に，設定した日付・時刻を，表示するかしないかの選択ができます。
・OFF：日付・時刻を表示しません。
・ON：日付・時刻を表示します。

●日付・時刻の設定

・日付の設定

YY/MM/DD(年/月/日)の形式で，日付を設定できます。年は西暦の下2桁を設定し
ます。2000～2099年は00～99を設定します。

・時刻の設定

HH:MM:SS(時:分:秒)の形式で，時刻を設定できます。時間は24時制で設定します。

●設定内容の確定

日付・時刻の表示ON/OFFは，選択した時点で画面表示に反映されますが，日付・時刻
の設定を確定しないで，操作を中断すると，それまで設定した内容は，画面表示に反映
されません。ご注意ください。

Note
・ 日付・時刻のデータは，電源を切っても内蔵のリチウム電池でバックアップされます。
・ 本機器は，うるう年のデータを持っています。設定内容の確定操作をしたときに，本機器の内

部で判定します。うるう年でないときに「2/29」を入力すると，エラーメッセージを表示しま
す。

3.11　日付・時刻を合わせる



3-24 IM 760101-01

3.12 数値や文字列を入力する

数値の入力
SELECTやソフトキーで設定項目を選択したあと，ジョグシャトルで数値を設定できま
す。外側のシャトルリングは，回した角度によりジョグダイヤルより設定ステップが大
きくなります。ジョグシャトルの下の矢印キーで桁を移動できる項目もあります。

ESC ESC

Note
ジョグシャトルで設定できる項目は，RESETを押すと，初期値にリセットできる項目がありま
す。

文字列の入力
日付・時刻，ユーザー定義ファンクションの演算式，ファイル名，およびコメントは，画
面に表示されるキーボードで入力できます。ジョグシャトル，<，>，およびSELECTで，
キーボードを操作して文字列を入力します。

●日付，単位の入力

日付，単位を設定するときに表示されるキーボードは，下図のようになります。
1. ジョグシャトルを回して，入力する文字を選択します。
2. SELECTを押すと，文字が入力欄に入ります。

すでに入力欄に文字列がある場合は，<，>で入力位置を選択します。
3. 操作1～2を繰り返して，すべての文字を入力します。
4. すべての文字を入力したあと，キーボード上のENTを選択して，SELECTを押し

ます。文字列が確定しキーボードが消えます。

入力欄
INSERTインジケータ
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●ユーザー定義ファンクションの演算式の入力

ユーザー定義ファンクションの演算式を設定するときに表示されるキーボードは，下図
のようになります。長い演算式を内部メモリに一時記憶させて，別の演算式に流用でき
る機能があります。

・演算式の入力と一時記憶

1. ジョグシャトルを回して，入力する文字を選択します。
(長い関数名が1つのキーで選択できるようになっています。)

2. SELECTを押すと，文字が入力欄に入ります。
すでに入力欄に文字列がある場合は，<，>で入力位置を選択します。

3. 操作1～2を繰り返して，すべての文字を入力します。
4. すべての文字を入力したあと，キーボード上のENTを選択して，SELECTを押し

ます。文字列が確定しキーボードが消えます。同時に演算式が内部メモリに一時
記憶されます。
・ 正しい演算式でない場合，エラーメッセージが表示されますが，一時記憶されます。
・ 最大5個の演算式を記憶できます。5個を超えると，一番古いものから順次消去されま

す。

・一時記憶された演算式の呼び出し

1. キーボード上の を選択しSELECTを押します。ウインドウが開き，一時記憶さ
れた演算式が表示されます。

2. 呼び出したい演算式を選択してSELECTを押します。選択した演算式がキーボー
ド上の入力欄に表示されます。

あらかじめ入力欄に文字列があっても，呼び出した演算式が上書きされます。

3. 上記の「・演算式の入力と一時記憶」の操作1～4に従って，呼び出した演算式を
修正し確定します。このとき同時に演算式が内部メモリに一時記憶されます。

右記のウインドウを表示させる
ときに選択するキー

一時記憶された演算式が
表示されるウインドウ

3.12　数値や文字列を入力する
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● ファイル名，コメントの入力

(イーサネット通信でのサーバー名，ユーザー名，パスワード，メールアドレスなど)

ファイル名，コメントを設定するときに表示されるキーボードは，下図のようになりま
す。内部メモリに一時記憶させて，別のファイル名やコメントに流用できる機能があり
ます。

・ファイル名，コメントの入力と一時記憶

1. ジョグシャトルを回して，入力する文字を選択します。「 」「 」のソフト
キー押して，カーソルを上下方向にも移動できます。

2. SELECTを押すと，文字が入力欄に入ります。
すでに入力欄に文字列がある場合は，<，>で入力位置を選択します。

3. 操作1～2を繰り返して，すべての文字を入力します。
4. すべての文字を入力したあと，キーボード上のENTを選択して，SELECTを押し

ます。文字列が確定しキーボードが消えます(ENTのソフトキーを押しても，文字
列が確定しキーボードが消えます)。同時に確定した文字列が内部メモリに一時記
憶されます。

最大8個の文字列を記憶できます。8個を超えると，一番古いものから順次消去されま
す。

・一時記憶された文字列の呼び出し

1. のソフトキーを押します。押すたびに一時記憶されていた文字列が，順次，
キーボードの入力欄に表示されます。一時記憶されている8個の文字列が表示さ
れると，再度，最新の一時記憶されている文字列が表示されます。

あらかじめ入力欄に文字列があっても，呼び出した文字列が上書きされます。

2. 上記の「・ファイル名，コメントの入力と一時記憶」の操作1～4に従って，呼び
出した文字列を修正し確定します。このとき同時に文字列が内部メモリに一時記
憶されます。

ESC

カーソルを上方向に移動します。

カーソルを下方向に移動します。

大文字/小文字を切り替えます。

入力位置の1つ前の文字を消します。

挿入/上書きモードを切り替えます。

一時記憶された文字列を呼び出します。

文字列を確定します。

入力欄

3.12　数値や文字列を入力する
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3.12　数値や文字列を入力する

●文字以外のキー

・ BS：入力位置の1つ前の文字を消します。
・ INS：挿入/上書きモードを切り替えます。挿入モードのときは，キーボード内の
INSERTインジケータが点灯します。挿入モードで新しく文字を入力すると，入力位
置に新しい文字が入り，入力位置より後ろの文字は，後方にずれます。

・ CLR：表示されている文字をすべて消します。ファイル名やコメントを入力すると
きのキーボードでは，フロントパネルの「RESET」を押すと，CLRと同じ動作をし
ます。

・ CAPS：アルファベットの大文字/小文字を切り替えます。
・ SPACE：1スペースを入力します。
・ ENT：表示されている文字を決定します。

●使用できる文字数と種類

設定内容 文字数 使用できる文字

日付・時刻 決められた数 0～9(/，:)
演算式 1～50文字 キーボードに表示されている文字とスペース
単位 1～8文字 キーボードに表示されている文字とスペース
ファイル名 1～8文字 0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，－(マイナス)
コメント 0～25文字 キーボードに表示されている文字とスペース
サーバー名 0～40文字 キーボードに表示されている文字とスペース
ユーザー名 0～40文字 キーボードに表示されている文字とスペース
パスワード 0～40文字 キーボードに表示されている文字とスペース
メールアドレス 0～40文字 キーボードに表示されている文字とスペース

(@は，連続して入力できません。)

Note
・ ファイル名の場合，大文字と小文字の区別はありません。コメントは区別します。また，

MS-DOSの制限により，次の5つのファイル名は使用できません。
AUX，CON，PRN，NUL，CLOCK

・ GP-IB/シリアルインタフェースのコマンドを使ってファイル名を入力するときは，本機器
のキーボードにはない以下の記号も使用できます。
{  }
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第4章 画面表示フォーマット

4.1 測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示す
る

《機能説明は1.4節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
2. Formatのソフトキーを押します。表示フォーマット選択ボックスが表示されま

す。

●数値データを表示する

3. ジョグシャトルを回して，Numeric，Numeric+Wave，Numeric+Bar(高調波測定
のときだけ)，Numeric+Trendのどれかを選択します。

4. SELECTを押して，表示フォーマットを確定します。

ESC
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表示フォーマットが，Numericのときを代表例として，以降の操作を説明します。

通常測定のとき
●表示項目数を選択する

5. Item Amountのソフトキーを押します。Item Amountメニューが表示されます。
6. 4(2)～Allのどれかのソフトキーを押して，表示項目数を選択します。

ESCESCESC

●表示をスクロールする

7. ジョグシャトルを回します。測定ファンクションの強調表示が移動します。
・ 表示項目数の選択で，4(2)～78(39)を選択していると，強調表示されている測定ファン

クションの項目番号がDisplayメニューのNorm Item No.欄に表示されます。
・ 表示項目数の選択で，Allを選択していると，強調表示されている測定ファンクションと

同じ記号がDisplayメニューのFunction欄に表示されます。

ESCESCESC

4(2)～78(39)のとき Allのとき

4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する
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●表示をページスクロールする

7. Page Up Scroll ExecまたはPage Down Scroll Execのソフトキーを押して，ペー
ジスクロールをします。
・ Page Up Scroll Execのソフトキーを押すと，それまで表示されていた測定ファンクショ

ンのデータ(数値データ)よりも小さい項目番号の数値データが表示されます。
・ Page Down Scroll Execのソフトキーを押すと，それまで表示されていた数値データよ

りも大きい項目番号の数値データが表示されます。

ESC

4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する
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高調波測定のとき
●表示項目数またはリスト表示を選択する

5. Item Amountのソフトキーを押します。Item Amountメニューが表示されます。
6. 4(2)～ΣListのどれかのソフトキーを押して，表示項目数またはリスト表示を選択

します。

ESCESC

●表示をスクロールする

7. ジョグシャトルを回します。強調表示が移動します。
・ 表示項目数の選択で，4(2)～16(8)を選択していると，強調表示されている測定ファンク

ションの項目番号がDisplayメニューのHarm Item No.欄に表示されます。
・ 表示項目数の選択で，Single ListまたはDual Listを選択していると，強調表示されてい

る次数がDisplayメニューのOrder欄に表示されます。
・ 表示項目数の選択で，ΣListを選択していると，強調表示されている測定ファンクション

の記号がDisplayメニューのFunction欄に，次数がOrder欄に，それぞれ表示されます。
ソフトキーでFunction欄を選択しているときは測定ファンクションを，Order欄を選択
しているときは次数をスクロールし，それぞれの数値データを表示できます。

ESC ESCESC

4(2)～16(8)のとき Single Listまたは
Dual Listのとき

ΣListのとき

4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する



4-5IM 760101-01

画
面
表
示
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

付

索

4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する

●表示をページスクロールする

・操作6で，4(2)～16(8)を選択しているとき

7. Page Up Scroll ExecまたはPage Down Scroll Execのソフトキーを押して，ペー
ジスクロールをします。
・ Page Up Scroll Execのソフトキーを押すと，それまで表示されていた測定ファンクショ

ンのデータ(数値データ)よりも小さい項目番号の数値データが表示されます。
・ Page Down Scroll Execのソフトキーを押すと，それまで表示されていた数値データよ

りも大きい項目番号の数値データが表示されます。

ESC

・操作6で，Single ListまたはDual Listを選択しているとき

7. Page Up Scroll ExecまたはPage Down Scroll Execのソフトキーを押して，ペー
ジスクロールをします。
・ Page Up Scroll Execのソフトキーを押すと，それまで表示されていた数値データより

も小さい次数の数値データが表示されます。
・ Page Down Scroll Execのソフトキーを押すと，それまで表示されていた数値データよ

りも大きい次数の数値データが表示されます。

ESC
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解　　説

表示例を以下に示します。数値データの表示項目や内容を変更する設定操作については，
6章と7章(および8章)をご覧ください。

測
定
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

デ
ー
タ

入力信号のレベルが，クレストファクタの設定が「3」のときに
設定されている測定レンジの約3倍，またはクレストファクタの
設定が「6」のときに設定されている測定レンジの約6倍を超える
と，緑色が赤色に変わります。上側が電圧，下側が電流です。左
から順にエレメント1～6の各入力信号の状態を示しています。

モータ評価機能(オプション)付きの製品にだけ，表示され
ます。アナログの回転信号/トルク信号のレベルが，設定
されている測定レンジの約180%を超えると，緑色が赤色
に変わります。パルスの回転信号の場合は，約±10Vを超
えると，緑色が赤色に変わります。上側が回転速度，下
側がトルクの状態を示しています。

データ更新回数
・ 画面左下の「Update」のところに，データ更新回数が表示されます。
・ HOLDを押すと，データ更新回数がホールドされます。もう一度HOLDを押
　 すと解除されます。
・ 値が65535を超えると，0に戻ります。
・ データ更新回数は，電源をOFFにすると，0になります。

通常測定のとき
●測定ファンクションの記号の意味

・表示される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンク
ションと測定区間」「1.5　演算」「1.6　積算」「付録1　測定ファンクションの記
号と求め方」「付録2　デルタ演算の求め方」をご覧ください。

・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧
ください。

例エレメント1の電圧で，真の実効値の場合

Urms1
エレメント1

真の実効値

電圧

結線ユニットΣAで組み合わされたエレメントの電流の平均で，単純平均の場合

IdcΣA
結線ユニットΣAのΣファンクション
単純平均

電流

4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する
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4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する

●表示フォーマットの選択

数値データの表示形態を，次の中から選択できます。測定ファンクションが選択されて
いない，または，数値データがないところは，データなし表示[-------]になります。
・ Numeric
数値データだけが表示されます。

・ Numeric+Wave
数値データと波形が，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。波形の表示設
定については，4.2節と9章をご覧ください。

・ Numeric+Trend
数値データとトレンドが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。トレンド
の表示設定については，4.5節と10章をご覧ください。

●表示項目数の選択

同時に表示される数値データの項目数を，次の中から選択できます。
・ 4(2)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ4個が1列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ2個が表示されます。

・ 8(4)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ8個が1列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ4個が表示されます。

・ 16(8)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ16個が2列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ8個が表示されます。

・ 42(21)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ42個が3列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ21個が表示されます。

・ 78(39)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ78個が3列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ39個が表示されます。

・ All
縦方向に測定ファンクション，横方向にエレメントと結線ユニットを示す記号
で，各項目に対する数値データが示されている表が表示されます。表示項目数
は，装備されているエレメント数によって変わります。
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高調波測定のとき
●測定ファンクションの記号の意味

・表示される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンク
ションと測定区間」「1.5　演算」「付録1　測定ファンクションの記号と求め方」
をご覧ください。

・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧
ください。

例エレメント2の20次高調波電圧の場合

U2(20)
次数20

エレメント2

電圧

結線ユニットΣBで組み合わされたエレメントの30次高調波電流の平均の場合

IΣB(30)

結線ユニットΣBのΣファンクション
次数30

電流

●表示フォーマットの選択

数値データの表示形態を，次の中から選択できます。測定ファンクションが選択されて
いない，または，数値データが無いところは，データなし表示[-------]になります。
・ Numeric
数値データだけが表示されます。

・ Numeric+Wave
数値データと波形が，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。波形の表示設
定については，4.2節と9章をご覧ください。

・ Numeric+Bar
数値データとバーグラフが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。バーグ
ラフの表示設定については，4.3節と7.9節をご覧ください。

・ Numeric+Trend
数値データとトレンドが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。トレンド
の表示設定については，4.5節と10章をご覧ください。

●表示項目数またはリスト表示の選択

同時に表示される数値データの項目数，またはリスト表示を，次の中から選択できま
す。
・ 4(2)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ4個が1列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ2個が表示されます。

・ 8(4)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ8個が1列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ4個が表示されます。

・ 16(8)
・表示フォーマットがNumericのとき，数値データ16個が2列に表示されます。
・表示フォーマットがNumeric以外のとき，数値データ8個が表示されます。

4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する
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4.1　測定ファンクションのデータ(数値データ)を表示する

・ Single List
・ 表示フォーマットがNumericのとき，1種類の測定ファンクションの数値データ
48個が2列に表示されます。

・表示フォーマットがNumeric以外のとき，1種類の測定ファンクションの数値デー
タ22個が2列に表示されます。

・ Dual List
・ 表示フォーマットがNumericのとき，2種類の測定ファンクションの数値データ
24個ずつが，それぞれ1列に表示されます。

・表示フォーマットがNumeric以外のとき，2種類の測定ファンクションの数値デー
タ11個ずつが，それぞれ1列に表示されます。

・ Σ List
・ 表示フォーマットがNumericのとき，縦方向にU，I，P，S，Q，λ，φなどの測定

ファンクション19項目，横方向にエレメントと結線ユニットを示す記号で，各項
目に対する数値データが示されている表が表示されます。

・表示フォーマットがNumeric以外のとき，縦方向にU，I，P，S，Q，λ，φなどの
測定ファンクション11項目，横方向にエレメントと結線ユニットを示す記号で，
各項目に対する数値データが示されている表が表示されます。

・次数ごとに，表が表示されます。

Note
・ 次数は，全体(Total)またはdc(0次)から，最大100次まで表示できます。ただし，PLLソースの

周波数によって自動的に決まる解析次数上限値(17.6節参照)までの次数の数値データが，高調
波測定で求められたデータです。

・ 測定ファンクションが選択されていない，または，数値データがないところは，データなし表
示[-------]になります。

・ Urms，Umn，Uac，Udc，Irms，Imn，Iac，Idcが，測定レンジの140%を超えたとき，オーバ
レンジ表示[-OL-]になります。

・ Pは，電圧または電流のどちらかの測定値が，測定レンジの140%を超えたとき，オーバレンジ
表示[-OL-]になります。

・ 測定/演算結果が，決められた小数点位置，単位で表示しきれない場合，オーバフロー表示[-
OF-]になります。

・ 測定レンジに対し，Urms，Uac，Irms，Iacが0.3%以下(クレストファクタの設定が「3」のと
き，クレストファクタの設定が「6」のときは0.6%以下)，またUmn，Imnが1%以下(クレスト
ファクタの設定が「3」のとき，クレストファクタの設定が「6」のときは2%以下)の場合，
Urms，Umn，Uac，Irms，Imn，Iac，およびこれらの測定ファンクションを元にして求めてい
る他の測定ファンクションはゼロ表示になります。λまたはφはエラー表示[Error]になります。

・ 周波数の測定値が測定範囲外のとき，fUまたはfIはエラー表示[Error]になります。
・ 電圧と電流がともに正弦波で，測定レンジに対する入力の割合が電圧と電流で大きく変わらな

い場合に，進み(D)，遅れ(G)の位相差φ表示は正しく識別されます。
・ 力率λが1を超えて2以下の場合，λは[1]になります。φはゼロ表示になります。
・ λが2を超えた場合，λとφはエラー表示[Error]になります。
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4.2 波形を表示をする

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
2. Formatのソフトキーを押します。表示フォーマット選択ボックスが表示されま

す。

●波形を表示する

3. ジョグシャトルを回して，Wave，Numeric+Wave，Wave+Bar(高調波測定のと
きだけ)，Wave+Trendのどれかを選択します。

4. SELECTを押して，表示フォーマットを確定します。

ESC
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解　　説

表示例を以下に示します。波形の表示項目や内容を変更する設定操作については，9章を
ご覧ください。

画面右端の時間
(画面の時間幅)

画面左端の時間
(0s固定)

・画面の左端から右端の範囲に
　表示されるデータ点数
・「P-P」が表示されている場合，
　P-P圧縮して波形を表示
　(1.7節参照)

表示している波形の電圧/電流の別，
エレメント，上限値

表示している波形の電圧/電流の別，
エレメント，下限値

表示フォーマットの選択

波形の表示形態を，次の中から選択できます。
・Wave
波形だけが表示されます。

・ Numeric+Wave
数値データと波形が，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。数値データの
表示設定については，4.1節，6章，7章(および8章)をご覧ください。

・Wave+Bar
波形とバーグラフが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。バーグラフは
高調波測定時に有効です。バーグラフの表示設定については，4.3節と7.9節をご覧
ください。

・Wave+Trend
波形とTrendが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。トレンドの表示設定
については，4.5節と10章をご覧ください。

4.2　波形を表示する
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4.3 バーグラフを表示する

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

高調波測定のモードであることを確認してください。通常測定の状態になっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにしてください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
2. Formatのソフトキーを押します。表示フォーマット選択ボックスが表示されま

す。

●バーグラフを表示する

3. ジョグシャトルを回して，Bar，Numeric+Bar，Wave+Bar，Bar+Trendのどれ
かを選択します。

4. SELECTを押して，表示フォーマットを確定します。

ESC
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解　　説

表示例を以下に示します。バーグラフの表示項目や内容を変更する設定操作については，
7.9節をご覧ください。縦軸が対数座標になっているときは，画面上部に<log Scale>とい
う文字を表示します。

表示しているバーグラフの
電圧/電流の別，エレメント，上限値

表示しているバーグラフの
電圧/電流の別，エレメント，下限値

表示されているバーグラフの
次数の範囲

表示フォーマットの選択

バーグラフの表示形態を，次の中から選択できます。
・ Bar
バーグラフだけが表示されます。

・ Numeric+Bar
数値データとバーグラフが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。数値
データ表示の設定については，4.1節，6章，7章(および8章)をご覧ください。

・Wave+Bar
波形とバーグラフが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。波形の表示設
定については，4.2節と9章をご覧ください。

・ Bar+Trend
バーグラフとTrendが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。トレンドの表
示設定については，4.5節と10章をご覧ください。

4.3　バーグラフを表示する
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4.4 ベクトルを表示する

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

高調波測定のモードであることを確認してください。通常測定の状態になっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにしてください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
2. Formatのソフトキーを押します。表示フォーマット選択ボックスが表示されま

す。

●ベクトルを表示する

3. ジョグシャトルを回して，Vectorを選択します。
4. SELECTを押して，表示フォーマットを確定します。

ESC

解　　説

高調波測定の対象(7.3節参照)になっている各エレメントの基本波U(1)とI(1)の位相差と大
きさ(実効値)の関係を，ベクトル表示できます。垂直軸の上の方向を0(角度ゼロ)とし，各
入力信号のベクトルを表示します。

ベクトルの表示例や，表示項目，内容を変更する設定操作については，7.10節をご覧くだ
さい。
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4.5 トレンドを表示する

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要がありま

す。設定方法については，10.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
2. Formatのソフトキーを押します。表示フォーマット選択ボックスが表示されま

す。

●トレンドを表示する

3. ジョグシャトルを回して，Trend，Numer ic+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trend(高調波測定のとき)のどれかを選択します。

4. SELECTを押して，表示フォーマットを確定します。

ESC
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解　　説

表示例を以下に示します。トレンドの表示項目や内容を変更する設定操作については，10
章をご覧ください。通常測定で波形表示データの取り込みOFF(9.1節参照)のとき，水平軸
は下図のように時間で表現されます。高調波測定のときや波形表示データの取り込みON
のとき，水平軸は画面上のデータ点数で表現されます。

画面右端の時間
(画面の時間幅)

画面左端の時間
(0s固定)

・画面の左端から右端の範囲に
　表示されるデータ点数
・「P-P」が表示されている場合，
　P-P圧縮してトレンドを表示
　(1.7節と1.8節参照)

表示しているトレンド対象，
測定ファンクション，上限値

表示しているトレンド対象，
測定ファンクション，下限値

トレンド表示データの取り込み回数

ホールド状態(5.8節参照)のときのトレンドの値は，
HOLDを押したときの数値データと同じになります。
ホールドが解除されたとき，ホールド中のトレンドが
表示されます。

表示フォーマットの選択

トレンドの表示形態を，次の中から選択できます。
・ Trend
トレンドだけが表示されます。

・ Numeric+Trend
数値データとトレンドが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。数値デー
タ表示の設定については，4.1節，6章，7章(および8章)をご覧ください。

・Wave+Trend
波形とトレンドが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。波形の表示設定
については，4.2節と9章をご覧ください。

・ Bar+Trend
バーグラフとTrendが，画面の上下半分ずつに分かれて表示されます。バーグラフの
表示設定については，4.3節と7.9節をご覧ください。

4.5　トレンドを表示する
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4.6 設定情報を一覧表示する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
2. Formatのソフトキーを押します。表示フォーマット選択ボックスが表示されま

す。

●設定情報の一覧表示を選択する

3. ジョグシャトルを回して，Informationを選択します。
4. SELECTを押して，表示フォーマットを確定します。

ESC
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● エレメントと測定レンジの対応表を表示する

5. Power Elementのソフトキーを押します。エレメントごとの測定レンジ，入力
フィルタ，換算比，スケーリング係数などの対応表が表示されます。

●トレンド対象と測定ファンクションの対応表を表示する

5. Trendのソフトキーを押します。トレンド対象と測定ファンクションの対応表が
表示されます。

● D/A出力のチャネルと測定ファンクションの対応表*を表示する

5. D/A Outputのソフトキーを押します。D/A出力のチャネルと測定ファンクション
の対応表が表示されます。
* D/A出力(オプション)付きの製品にだけ，表示されます。

●回転速度とトルクのそれぞれの入力レンジの対応表*を表示する

5. Motor Elementのソフトキーを押します。回転速度とトルクのそれぞれの入力レ
ンジ/フィルタ/スケーリング係数/単位/同期ソースや，極数，周波数測定ソース
などの対応表が表示されます。
* モータ評価機能(オプション)付きの製品にだけ，表示されます。

ESC

解　　説

●エレメントと測定レンジの対応表

ESCでメニューを消去すると，エレメント6までの対応表が表示されます。
下図は，クレストファクタを「3」に設定している場合の例です。

4.6　設定情報を一覧表示する



4-19IM 760101-01

画
面
表
示
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

付

索

4.6　設定情報を一覧表示する

●トレンド対象と測定ファンクションの対応表

● D/A出力のチャネルと測定ファンクションの対応表

D/A出力(オプション)付きの製品にだけ，表示されます。

●モータ評価機能(オプション)の回転速度とトルクのそれぞれの入力レンジの対応表

モータ評価機能(オプション)付きの製品にだけ，表示されます。
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5.1 結線方式を選択する

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. WIRINGを押します。Wiringダイアログボックスが表示されます。

●結線方式のパターンを選択する

2. ジョグシャトルを回して，Patternを選択します。
結線方式のパターンが，下図のように全エレメントが1P2W(単相2線式)になっている場
合，ジョグシャトルを回しても，カーソルはPatternから移動しません。

6つのエレメントが装備されている場合の例

3. SELECTを押します。パターン選択ウインドウが開きます。
4. ジョグシャトルを回して，パターンを選択します。
5. SELECTを押して，パターンを確定します。

6つのエレメントが装備されている場合の例

第5章 測定条件
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● 結線方式を選択する

・前項の「●結線方式パターンを選択する」で，全エレメントの結線方式が1P2W(単
相2線式)になっている場合，ここの操作は不要です。

・ 2つのエレメントを使った結線方式には，1P3W(単相3線式)または3P3W(三相3線
式)の2種類があります。ここの操作でどちらかを選択します。

・ 3つのエレメントを使った結線方式には，3P4W(三相4線式)または3V3A(3電圧3電
流計方)の2種類があります。ここの操作でどちらかを選択します。

6. ジョグシャトルを回して，結線ユニットΣA，ΣB，ΣCのどれかを選択します。
エレメントの装備数によっては，選択できない結線ユニットがあります。

7. SELECTを押して，結線方式を選択します。
8. 操作6，7を繰り返して，結線ユニットΣA，ΣB，ΣCすべての結線方式を選択しま

す。

6つのエレメントが装備されている場合の例

5.1　結線方式を選択する
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解　　説

・本機器は入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式が異なります。1種類
の結線方式しか選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択できたり
します。結線方式は，次の5種類から選択できます。
1P2W(単相2線式)，1P3W(単相3線式)，3P3W(三相3線式)，3P4W(三相4線式)，
3V3A(3電圧3電流計法)

・結線方式のパターンによって，結線ユニットΣA，ΣB，ΣCへの入力エレメントの割り当
てが決まり，電圧/電流/有効電力/皮相電力/無効電力/力率/位相差などのΣファンク
ションが求められます。結線方式とΣファンクションの求め方の関係については，「付
録1」をご覧ください。

・入力エレメントの装備数と，選択できる結線方式のパターン/結線ユニットΣA，ΣB，
ΣCへの入力エレメントの割り当ては，下表のようになっています。

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

1

1P2W

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

1

1P2W

2

1P2W

1P3Wまたは3P3W(ΣA)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

1P2W(ΣB)

1P2W(ΣC)

1P2W(ΣB)

1P2W(ΣA)

1P2W(ΣA)

1P3Wまたは3P3W(ΣA)

1P3Wまたは3P3W(ΣA)

1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣB)

3P4Wまたは3V3A(ΣA)

3P4Wまたは3V3A(ΣA)

3P4Wまたは3V3A(ΣB)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

4

1P2W

3P4Wまたは3V3A(ΣA) 1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 3P4Wまたは3V3A(ΣB)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

4

1P2W

5

1P2W

3P4Wまたは3V3A(ΣA)

3P4Wまたは3V3A(ΣA) 3P4Wまたは3V3A(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣB)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 1P3Wまたは3P3W(ΣB) 1P3Wまたは3P3W(ΣC)

1P3Wまたは3P3W(ΣA) 3P4Wまたは3V3A(ΣB) 1P2W(ΣC)

1P2W(ΣC)

装備されている入力エレメント

結線方式　パターン1

結線方式　パターン2

結線方式　パターン3

結線方式　パターン4

結線方式　パターン5

1

1P2W

2

1P2W

3

1P2W

4

1P2W

5

1P2W

6

1P2W

Note
・ 実際に結線されている測定回路に合わせて，結線方式を選択してください。結線方式によりΣ

ファンクションを求める方法が異なります。測定回路に合った結線方式を選択していない場
合，正しくない測定/演算結果になります。

・ 結線方式とΣファンクションの求め方の関係については，「付録1」をご覧ください。

5.1　結線方式を選択する
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5.2 直接入力のときの測定レンジを設定する

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. RANGEを押します。Rangeメニューが表示されます。

●設定対象のエレメントを選択する

2. Element Objectのソフトキーを押します。Elementメニューが表示されます。
装備されているエレメントだけが表示されます。

3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，設定対象のエレメン
トを選択します。選択したエレメントが画面右上に表示されます(エレメント1を
選んだときは，U1，I1が表示されます)。

●電圧レンジを設定する

4. U Range Up ExecまたはU Range Down Execのソフトキーを押して，電圧レン
ジを設定します。画面右上のエレメントを表示しているところに，設定したレン
ジが表示されます。
・ U Range Up Execのソフトキーを押すと，電圧レンジが大きくなります。

最大レンジのとき，さらにU Range Up Execのソフトキーを押すと，オートレンジ
になります。

・ U Range Down Execのソフトキーを押すと，電圧レンジが小さくなります。

ESCESC ESC
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●電流レンジを設定する

・電流入力端子を選択する

5. Terminalのソフトキーを押して，Directを選択します。

・電流レンジを設定する

6 I Range Up ExecまたはI Range Down Execのソフトキーを押して，電流レンジ
を設定します。画面右上のエレメントを表示しているところに，設定したレンジ
が表示されます。
・ I Range Up Execのソフトキーを押すと，電流レンジが大きくなります。

最大レンジのとき，さらにI Range Up Execのソフトキーを押すと，オートレンジ
になります。

・ I Range Down Execのソフトキーを押すと，電流レンジが小さくなります。

ESC ESC

7. 操作2～6を繰り返して，すべてのエレメントの測定レンジを設定します。

●レンジをコピーする

ある1つのエレメントに設定されている測定レンジを，同じ結線ユニットのエレメント
に設定できます。それまでの他のエレメントに設定されていた測定レンジは，保持され
ません。
3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，コピー元にするエレ

メントを選択します。
4. Range Copy Execのソフトキーを押します。同じ結線ユニットのエレメントにコ

ピー元の測定レンジがコピーされます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，
他のすべてのエレメントにコピーされます。

ESC

5.2　直接入力のときの測定レンジを設定する
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解　　説

●設定対象のエレメントと設定レンジの表示位置

RANGEを押したとき，画面右上に表示されます。

エレメント

電圧

電流

電圧レンジ

電流レンジ

オートレンジのとき，表示されます。

●設定対象のエレメントの選択

装備されているエレメントだけが表示されます。製品のエレメント構成に合わせて，
Elementメニューが表示されます。

●電圧レンジ/電流レンジの設定

レンジには，固定レンジとオートレンジの2種類があります。

・固定レンジ

入力信号の実効値を基準に設定します。
・電圧レンジ
・クレストファクタの設定が「3」のとき
1.5V，3V，6V，10V，15V，30V，60V，100V，150V，300V，600V，
1000Vの中から選択できます。

・クレストファクタの設定が「6」のとき
750mV，1.5V，3V，5V，7.5V，15V，30V，50V，75V，150V，
300V，500Vの中から選択できます。

・電流レンジ
・ 5A入力エレメントの場合
・クレストファクタの設定が「3」のとき
10mA，20mA，50mA，100mA，200mA，500mA，1A，2A，5Aの中か
ら選択できます。

・クレストファクタの設定が「6」のとき
5mA，10mA，25mA，50mA，100mA，250mA，500mA，1A，2.5Aの
中から選択できます。

・ 50A入力エレメントの場合
・クレストファクタの設定が「3」のとき
1A，2A，5A，10A，20A，50Aの中から選択できます。

・クレストファクタの設定が「6」のとき
500mA，1A，2.5A，5A，10A，25Aの中から選択できます。

Note
・ レンジの設定は，入力信号の実効値を基準に設定します。たとえば，100Vrmsの正弦波を

入力する場合は，100Vのレンジを設定します。
・ 装備されているエレメントが5A入力エレメントか，または50A入力エレメントかによっ

て，設定できる電流レンジが異なります。製品にどちらのエレメントが装備されているかを
ご確認ください。

・オートレンジ

最大レンジのとき，さらにU Range Up ExecまたはI Range Up Execのソフトキー
を押すと，オートレンジになります。入力信号の大きさによって，次のように自動的
にレンジが切り替わります。切り替わるレンジの種類は，固定レンジと同じです。

5.2　直接入力のときの測定レンジを設定する
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・レンジアップ
・測定ファンクションUrms，Irmsのデータが，設定されている測定レンジの110

％を超えたとき，測定レンジをアップします。
・入力信号のピーク値が，クレストファクタの設定が「3」のときに設定されて

いる測定レンジの約330％を超えたとき，またはクレストファクタの設定が
「6」のときに設定されている測定レンジの約660％を超えたときに測定レン
ジをアップします。

・レンジダウン
測定ファンクションUrms，Irmsのデータが設定されている測定レンジの30％以
下で，クレストファクタの設定が「3」の場合はUpk，Ipkが下位レンジの300％
以下のとき，クレストファクタの設定が「6」の場合はUpk，Ipkが下位レンジの
600％以下のときに測定レンジをダウンします。

Note
オートレンジのとき，不定期なパルス状の波形が入力された場合，レンジが一定に保たれない
ときがあります。このときは，固定レンジにしてください。

●電力レンジ

有効電力(P)，皮相電力(S)，無効電力(Q)の測定レンジ(電力レンジ)は，次のようになり
ます。

結線方式 電力レンジ

1P2W(単相2線式) 電圧レンジ×電流レンジ

1P3W(単相3線式) 電圧レンジ×電流レンジ×2
3P3W(三相3線式) (対象になっている各エレメントの電圧や電流レンジが，同じレンジの場合)
3V3A(3電圧3電流計法)

3P4W(三相4線式) 電圧レンジ×電流レンジ×3
(対象になっている各エレメントの電圧や電流レンジが，同じレンジの場合)

・電圧レンジ×電流レンジの結果が，1000W(またはVA，var)以上になると，表示単
位はkWまたはkVA，kvar)になります。

・表示分解能は60000です。

Note
オートレンジの場合，レンジのアップダウン条件により電圧や電流レンジがそれぞれ切り替わ
るため，同じ電力値でも異なった電力レンジに設定されるときがあります。

●レンジのコピー

ある1つのエレメントに設定されている測定レンジを，同じ結線ユニットのエレメント
に設定できます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，他のすべてのエレメントに
設定できます。
・それまでの他のエレメントに設定されていた測定レンジは，保持されません。
・クレストファクタの設定が「3」の場合，5A入力エレメントで10mA～500mAの電
流レンジを設定していて，このエレメントのコピーを実行すると，50A入力エレメ
ントは，50A入力エレメントの最小レンジ1Aに設定されます。また，クレストファ
クタの設定が「6」の場合，5A入力エレメントで5mA～250mAの電流レンジを設定
していて，このエレメントのコピーを実行すると，50A入力エレメントは，50A入
力エレメントの最小レンジ500mAに設定されます。

・クレストファクタの設定が「3」の場合，50A入力エレメントで10A～50Aの電流レ
ンジを設定していて，このエレメントのコピーを実行すると，5A入力エレメント
は，5A入力エレメントの最大レンジ5Aに設定されます。また，クレストファクタの
設定が「6」の場合，50A入力エレメントで5A～25Aの電流レンジを設定してい
て，このエレメントのコピーを実行すると，5A入力エレメントは，5A入力エレメン
トの最大レンジ2.5Aに設定されます。

5.2　直接入力のときの測定レンジを設定する
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前ページの表に従って(各エレメントの電圧や電流レンジが同じレンジの場合)，具体的な
電圧レンジと電流レンジの組み合わせと電力レンジの一覧表を，以下に記載します。下表
は有効電力(単位：W)のレンジについて記載しています。皮相電力(単位：VA)や無効電力
(単位：var)も有効電力と同じ大きさのレンジになります。単位をそれぞれVAまたはvarに
置き換えてご覧ください。
・クレストファクタの設定が「3」のとき

10.000m

20.000m 

50.000m 

100.00m 

200.00m

500.00m 

1.0000

2.0000 

5.0000

10.000

20.000

50.000

30.000 mW

60.000 mW

150.00 mW

300.00 mW

600.00 mW

1.5000 W

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

15.000 mW

30.000 mW

75.00 mW

150.00 mW

300.00 mW

750.0 mW

1.5000 W

3.0000 W

7.500 W

15.000 W

30.000 W

75.00 W

60.000 mW

120.00 mW

300.00 mW

600.00 mW

1.2000 W

3.0000 W

6.0000 W

12.000 W

30.000 W

60.000 W

120.00 W

300.00 W

100.00 mW

200.00 mW

500.00 mW

1.0000 W

2.0000 W

5.0000 W

10.000 W

20.000 W

50.000 W

100.00 W

200.00 W

500.00 W

150.00 mW

300.00 mW

750.0 mW

1.5000 W

3.0000 W

7.500 W

15.000 W

30.000 W

75.00 W

150.00 W

300.00 W

750.0 W

300.00 mW

600.00 mW

1.5000 W

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

300.00 W

600.00 W

1.5000 kW

600.00 mW

1.2000 W

3.0000 W

6.0000 W

12.000 W

30.000 W

60.000 W

120.00 W

300.00 W

600.00 W

1.2000 kW

3.0000 kW

1.0000 W

2.0000 W

5.0000 W

10.000 W

20.000 W

50.000 W

100.00 W

200.00 W

500.00 W

1.0000 kW

2.0000 kW

5.0000 kW

1.5000 W

3.0000 W

7.500 W

15.000 W

30.000 W

75.00 W

150.00 W

300.00 W

750.0 W

1.5000 kW

3.0000 kW

7.500 kW

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

300.00 W

600.00 W

1.5000 kW

3.0000 kW

6.0000 kW

15.000 kW

結線方式1P2Wの結線ユニット，または各エレメントの有効電力レンジ

電流
レンジ
[A]

電圧レンジ [V]

6.0000 W

12.000 W

30.000 W

60.000 W

120.00 W

300.00 W

600.00 W

1.2000 kW

3.0000 kW

6.0000 kW

12.000 kW

30.000 kW

10.000 W

20.000 W

50.000 W

100.00 W

200.00 W

500.00 W

1.0000 kW

2.0000 kW

5.0000 kW

10.000 kW

20.000 kW

50.000 kW

3.00001.5000 6.0000 10.000 15.000 30.000 60.000 100.00 150.00 300.00 600.00 1000.0

10.000m

20.000m 

50.000m 

100.00m 

200.00m

500.00m 

1.0000

2.0000 

5.0000

10.000

20.000

50.000

60.000 mW

120.000 mW

300.00 mW

600.00 mW

1200.00 mW

3.0000 W

6.0000 W

12.0000 W

30.000 W

60.000 W

120.000 W

300.00 W

30.000 mW

60.000 mW

150.00 mW

300.00 mW

600.00 mW

1500.0 mW

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

120.000 mW

240.00 mW

600.00 mW

1200.00 mW

2.4000 W

6.0000 W

12.0000 W

24.000 W

60.000 W

120.000 W

240.00 W

600.00 W

200.00 mW

400.00 mW

1000.00 mW

2.0000 W

4.0000 W

10.0000 W

20.000 W

40.000 W

100.000 W

200.00 W

400.00 W

1000.00 W

300.00 mW

600.00 mW

1500.0 mW

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

300.00 W

600.00 W

1500.0 W

600.00 mW

1200.00 mW

3.0000 W

6.0000 W

12.0000 W

30.000 W

60.000 W

120.000 W

300.00 W

600.00 W

1200.00 W

3.0000 kW

1200.00 mW

2.4000 W

6.0000 W

12.0000 W

24.000 W

60.000 W

120.000 W

240.00 W

600.00 W

1200.00 W

2.4000 kW

6.0000 kW

2.0000 W

4.0000 W

10.0000 W

20.000 W

40.000 W

100.000 W

200.00 W

400.00 W

1000.00 W

2.0000 kW

4.0000 kW

10.0000 kW

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

300.00 W

600.00 W

1500.0 W

3.0000 kW

6.0000 kW

15.000 kW

6.0000 W

12.0000 W

30.000 W

60.000 W

120.000 W

300.00 W

600.00 W

1200.00 W

3.0000 kW

6.0000 kW

12.0000 kW

30.000 kW

結線方式1P3W，3P3W，3V3Aの結線ユニットの有効電力レンジ

電流
レンジ
[A]

電圧レンジ [V]

12.0000 W

24.000 W

60.000 W

120.000 W

240.00 W

600.00 W

1200.00 W

2.4000 kW

6.0000 kW

12.0000 kW

24.000 kW

60.000 kW

20.000 W

40.000 W

100.000 W

200.00 W

400.00 W

1000.00 W

2.0000 kW

4.0000 kW

10.0000 kW

20.000 kW

40.000 kW

100.000 kW

3.00001.5000 6.0000 10.000 15.000 30.000 60.000 100.00 150.00 300.00 600.00 1000.0

10.000m

20.000m 

50.000m 

100.00m 

200.00m

500.00m 

1.0000

2.0000 

5.0000

10.000

20.000

50.000

90.000 mW

180.000 mW

450.00 mW

900.00 mW

1800.00 mW

4.5000 W

9.0000 W

18.0000 W

45.000 W

90.000 W

180.000 W

450.00 W

45.000 mW

90.000 mW

225.00 mW

450.00 mW

900.00 mW

2250.0 mW

4.5000 W

9.0000 W

22.500 W

45.000 W

90.000 W

225.00 W

180.000 mW

360.00 mW

900.00 mW

1800.00 mW

3.6000 W

9.0000 W

18.0000 W

36.000 W

90.000 W

180.000 W

360.00 W

900.00 W

300.00 mW

600.00 mW

1500.00 mW

3.0000 W

6.0000 W

15.0000 W

30.000 W

60.000 W

150.000 W

300.00 W

600.00 W

1500.00 W

450.00 mW

900.00 mW

2250.0 mW

4.5000 W

9.0000 W

22.500 W

45.000 W

90.000 W

225.00 W

450.00 W

900.00 W

2250.0 W

900.00 mW

1800.00 mW

4.5000 W

9.0000 W

18.0000 W

45.000 W

90.000 W

180.000 W

450.00 W

900.00 W

1800.00 W

4.5000 kW

1800.00 mW

3.6000 W

9.0000 W

18.0000 W

36.000 W

90.000 W

180.000 W

360.00 W

900.00 W

1800.00 W

3.6000 kW

9.0000 kW

3.0000 W

6.0000 W

15.0000 W

30.000 W

60.000 W

150.000 W

300.00 W

600.00 W

1500.00 W

3.0000 kW

6.0000 kW

15.0000 kW

4.5000 W

9.0000 W

22.500 W

45.000 W

90.000 W

225.00 W

450.00 W

900.00 W

2250.0 W

4.5000 kW

9.0000 kW

22.500 kW

9.0000 W

18.0000 W

45.000 W

90.000 W

180.000 W

450.00 W

900.00 W

1800.00 W

4.5000 kW

9.0000 kW

18.0000 kW

45.000 kW

結線方式3P4Wの結線ユニットの有効電力レンジ

電流
レンジ
[A]

電圧レンジ [V]

3.00001.5000 6.0000 10.000 15.000 30.000 60.000 100.00 150.00 300.00

18.0000 W

36.000 W

90.000 W

180.000 W

360.00 W

900.00 W

1800.00 W

3.6000 kW

9.0000 kW

18.0000 kW

36.000 kW

90.000 kW

600.00

30.000 W

60.000 W

150.000 W

300.00 W

600.00 W

1500.00 W

3.0000 kW

6.0000 kW

15.0000 kW

30.000 kW

60.000 kW

150.000 kW

1000.0

5.2　直接入力のときの測定レンジを設定する
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・クレストファクタの設定が「6」のとき

5.0000m

10.000m 

25.000m 

50.000m 

100.00m

250.00m 

500.00m

1.0000 

2.5000

5.0000

10.000

25.000

7.500 mW

15.000 mW

37.500 mW

75.00 mW

150.00 mW

375.00 mW

750.0 mW

1.5000 W

3.7500 W

7.500 W

15.000 W

37.500 W

3.7500 mW

7.500 mW

18.750 mW

37.500 mW

75.00 mW

187.50 mW

375.00 mW

750.0 mW

1.8750 W

3.7500 W

7.500 W

18.750 W

15.000 mW

30.000 mW

75.00 mW

150.00 mW

300.00 mW

750.0 mW

1.5000 W

3.0000 W

7.500 W

15.000 W

30.000 W

75.00 W

25.000 mW

50.000 mW

125.00 mW

250.00 mW

500.00 mW

1.2500 W

2.5000 W

5.0000 W

12.500 W

25.000 W

50.000 W

125.00 W

37.500 mW

75.00 mW

187.50 mW

375.00 mW

750.0 mW

1.8750 W

3.7500 W

7.500 W

18.750 W

37.500 W

75.00 W

187.50 W

75.00 mW

150.00 mW

375.00 mW

750.0 mW

1.5000 W

3.7500 W

7.500 W

15.000 W

37.500 W

75.00 W

150.00 W

375.00 W

150.00 mW

300.00 mW

750.0 mW

1.5000 W

3.0000 W

7.500 W

15.000 W

30.000 W

75.00 W

150.00 W

300.00 W

750.0 W

250.00 mW

500.00 mW

1.2500 W

2.5000 W

5.0000 W

12.500 W

25.000 W

50.000 W

125.00 W

250.00 W

500.00 W

1.2500 kW

375.00 mW

750.0 mW

1.8750 W

3.7500 W

7.500 W

18.750 W

37.500 W

75.00 W

187.50 W

375.00 W

750.0 W

1.8750 kW

750.0 mW

1.5000 W

3.7500 W

7.500 W

15.000 W

37.500 W

75.00 W

150.00 W

375.00 W

750.0 W

1.5000 kW

3.7500 kW

結線方式1P2Wの結線ユニット，または各エレメントの有効電力レンジ

電流
レンジ
[A]

電圧レンジ [V]

1.5000 W

3.0000 W

7.500 W

15.000 W

30.000 W

75.00 W

150.00 W

300.00 W

750.0 W

1.5000 kW

3.0000 kW

7.500 kW

2.5000 W

5.0000 W

12.500 W

25.000 W

50.000 W

125.00 W

250.00 W

500.00 W

1.2500 kW

2.5000 kW

5.0000 kW

12.500 kW

1.5000750m 3.0000 5.0000 7.5000 15.000 30.000 50.000 75.000 150.00 300.00 500.00

5.0000m

10.000m 

25.000m 

50.000m 

100.00m

250.00m 

500.00m

1.0000 

2.5000

5.0000

10.000

25.000

15.000 mW

30.000 mW

75.000 mW

150.00 mW

300.00 mW

750.00 mW

1500.0 mW

3.0000 W

7.5000 W

15.000 W

30.000 W

75.000 W

7.5000 mW

15.000 mW

37.500 mW

75.000 mW

150.00 mW

375.00 mW

750.00 mW

1500.0 mW

3.7500 W

7.5000 W

15.000 W

37.500 W

30.000 mW

60.000 mW

150.00 mW

300.00 mW

600.00 mW

1500.0 mW

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

50.000 mW

100.000 mW

250.00 mW

500.00 mW

1000.0 mW

2.5000 W

5.0000 W

10.0000 W

25.000 W

50.000 W

100.000 W

250.00 W

75.000 mW

150.00 mW

375.00 mW

750.00 mW

1500.0 mW

3.7500 W

7.5000 W

15.000 W

37.500 W

75.000 W

150.00 W

375.00 W

150.00 mW

300.00 mW

750.00 mW

1500.0 mW

3.0000 W

7.5000 W

15.000 W

30.000 W

75.000 W

150.00 W

300.00 W

750.00 W

300.00 mW

600.00 mW

1500.0 mW

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

300.00 W

600.00 W

1500.0 W

500.00 mW

1000.0 mW

2.5000 W

5.0000 W

10.0000 W

25.000 W

50.000 W

100.000 W

250.00 W

500.00 W

1000.00 W

2.5000 kW

750.00 mW

1500.0 mW

3.7500 W

7.5000 W

15.000 W

37.500 W

75.000 W

150.00 W

375.00 W

750.00 W

1500.0 W

3.7500 kW

1500.0 mW

3.0000 W

7.5000 W

15.000 W

30.000 W

75.000 W

150.00 W

300.00 W

750.00 W

1500.0 W

3.0000 kW

7.5000 kW

結線方式1P3W，3P3W，3V3Aの結線ユニットの有効電力レンジ

電流
レンジ
[A]

電圧レンジ [V]

3.0000 W

6.0000 W

15.000 W

30.000 W

60.000 W

150.00 W

300.00 W

600.00 W

1500.0 W

3.0000 kW

6.0000 kW

15.000 kW

5.0000 W

10.0000 W

25.000 W

50.000 W

100.000 W

250.00 W

500.00 W

1000.00 W

2.5000 kW

5.0000 kW

10.000 kW

25.000 kW

1.50007500m 3.0000 5.0000 7.5000 15.000 30.000 50.000 75.000 150.00 300.00 500.00

5.0000m

10.000m 

25.000m 

50.000m 

100.00m

250.00m 

500.00m

1.0000 

2.5000

5.0000

10.000

25.000

22.500 mW

45.000 mW

112.500 mW

225.000 mW

450.00 mW

1125.00 mW

2250.0 mW

4.5000 W

11.2500 W

22.500 W

45.000 W

112.500 W

11.2500 mW

22.500 mW

56.250 mW

112.500 mW

225.00 mW

562.50 mW

1125.00 mW

2250.0 mW

5.6250 W

11.2500 W

22.500 W

56.250 W

45.000 mW

90.000 mW

225.00 mW

450.00 mW

900.00 mW

2250.0 mW

4.5000 W

9.0000 W

22.500 W

45.000 W

90.000 W

225.00 W

75.000 mW

150.000 mW

375.00 mW

750.00 mW

1500.0 mW

3.7500 W

7.5000 W

15.0000 W

37.500 W

75.000 W

150.000 W

375.00 W

112.500 mW

225.00 mW

562.50 mW

1125.00 mW

2250.0 mW

5.6250 W

11.2500 W

22.500 W

56.250 W

112.500 W

225.00 W

562.50 W

225.00 mW

450.00 mW

1125.00 mW

2250.0 mW

4.5000 W

11.250 W

22.5000 W

45.000 W

112.500 W

225.00 W

450.00 W

1125.00 W

450.00 mW

900.00 mW

2250.0 mW

4.5000 W

9.0000 W

22.500 W

45.000 W

90.000 W

225.00 W

450.00 W

900.00 W

2250.0 W

750.00 mW

1500.0 mW

3.7500 W

7.5000 W

15.0000 W

37.500 W

75.000 W

150.000 W

375.00 W

750.00 W

1500.00 kW

3.7500 kW

1125.00 mW

2250.0 mW

5.6250 W

11.2500 W

22.500 W

56.250 W

112.500 W

225.00 W

562.50 W

1125.00 W

2250.0 W

5.6250 kW

2250.0 mW

4.5000 W

11.2500 W

22.500 W

45.000 W

112.500 W

225.00 W

450.00 W

1125.00 W

2250.0 W

4.5000 kW

11.2500 kW

結線方式3P4Wの結線ユニットの有効電力レンジ

電流
レンジ
[A]

電圧レンジ [V]

1.5000750m 3.0000 5.0000 7.5000 15.000 30.000 50.000 75.000 150.00

4.5000 W

9.0000 W

22.500 W

45.000 W

90.000 W

225.00 W

450.00 W

900.00 W

2250.0 W

4.5000 kW

9.0000 kW

22.500 kW

300.00

7.5000 W

15.0000 W

37.500 W

75.000 W

150.000 W

375.00 W

750.00 W

1500.00 W

3.7500 kW

7.5000 kW

15.0000 kW

37.500 kW

500.00

5.2　直接入力のときの測定レンジを設定する
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5.3 外部の電流センサを使用するときの測定レンジを設
定する

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. RANGEを押します。Rangeメニューが表示されます。

●設定対象のエレメントを選択する

2. Element Objectのソフトキーを押します。Elementメニューが表示されます。
装備されているエレメントだけが表示されます。

3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，設定対象のエレメン
トを選択します。選択したエレメントが画面右上に表示されます(エレメント1を
選んだときは，U1，I1が表示されます)。

●電流センサ入力コネクタを選択する

4. Terminalのソフトキーを押して，Senを選択します。

●電流センサレンジを設定する

5. I Range Up ExecまたはI Range Down Execのソフトキーを押して，電流センサ
レンジを設定します。画面右上のエレメントを表示しているところに，設定した
レンジが表示されます。
・ I Range Up Execのソフトキーを押すと，電流センサレンジが大きくなります。

最大レンジのとき，さらにI Range Up Execのソフトキーを押すと，オートレンジ
になります。

・ I Range Down Execのソフトキーを押すと，電流センサレンジが小さくなります。

6. 操作2～5を繰り返して，すべてのエレメントの電流センサレンジを設定します。

ESCESC ESC ESC
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17

付

索

●電流センサレンジをコピーする

ある1つのエレメントに設定されている電流センサレンジを，同じ結線ユニットのエレ
メントに設定できます。電圧レンジ(5.1節参照)もいっしょにコピーされます。それま
での他のエレメントに設定されていた電流センサレンジと電圧レンジは，保持されませ
ん。
3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，コピー元にするエレ

メントを選択します。
4. Range Copy Execのソフトキーを押します。同じ結線ユニットのエレメントにコ

ピー元の電流センサレンジと電圧レンジがコピーされます。ただし，結線方式が
パターン1の場合は，他のすべてのエレメントにコピーされます。

ESC ESC

●電流センサ換算比を設定する

1. SCALINGを押します。Scalingメニューが表示されます。

・設定対象のエレメントを選択する

電流センサレンジを設定したときと同じエレメントの電流センサ換算比を設定する
場合は，ここの操作2～3は不要です。

2. Element Objectのソフトキーを押します。Elementメニューが表示されます。
装備されているエレメントだけが表示されます。

3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，設定対象のエレメン
トを選択します。選択したエレメントが画面右上に表示されます(エレメント1を
選んだときは，U1，I1が表示されます)。

・電流センサ換算比を設定する

4. Sensor Ratio(mV/A)のソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，換算比を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESC ESCESC

5.3　外部の電流センサを使用するときの測定レンジを設定する
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・ 電流センサ換算比をコピーする

ある1つのエレメントに設定されている電流センサ換算比を，同じ結線ユニットのエレ
メントに設定できます。スケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，電力係数(5.4節
参照)もいっしょにコピーされます。それまでの他のエレメントに設定されていた電流
センサ換算比，スケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，電力係数は，保持されま
せん。
3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，コピー元にするエレ

メントを選択します。
4. Scaling Copy Execのソフトキーを押します。同じ結線ユニットのエレメントに

コピー元の電流センサ換算比，スケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，電
力係数がコピーされます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，他のすべて
のエレメントにコピーされます。

ESC ESC

解　　説

シャントやクランプなどの電流センサの出力を，エレメントの電流センサ入力コネクタに
入力して測定できます。

●設定対象のエレメントと設定レンジの表示位置

「5.2　直接入力のときの測定レンジを設定する」と同じです。

●電流センサ入力コネクタの選択

電流センサ入力コネクタの入力信号で電流を測定するには，RangeメニューのTerminal
の選択で，Senを選択してから，電流センサレンジや電流センサ換算比の設定をする必
要があります。

●電流センサレンジの選択

固定レンジとオートレンジの2種類があります。

・固定レンジ

・クレストファクタの設定が「3」のとき
50mV，100mV，250mV，500mV，1V，2V，5V，10Vの中から選択できま
す。

・クレストファクタの設定が「6」のとき
25mV，50mV，125mV，250mV，500mV，1V，2.5V，5Vの中から選択でき
ます。

・オートレンジ

レンジ設定でAutoを選択するとオートレンジになります。入力信号の大きさによっ
て，自動的にレンジが切り替わります。切り替わる条件や注意事項は，「5.2　直接
入力のときの測定レンジを設定する」と同じです。切り替わるレンジの種類は，上
記の固定レンジと同じです。

5.3　外部の電流センサを使用するときの測定レンジを設定する
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●電流センサレンジのコピー

ある1つのエレメントに設定されている電流センサレンジを，同じ結線ユニットのエレ
メントに設定できます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，他のすべてのエレメ
ントに設定できます。
・電圧レンジ(5.2節参照)もいっしょにコピーされます。
・それまでの他のエレメントに設定されていた電流センサレンジと電圧レンジは，保
持されません。

●電流センサ換算比の設定

0.0001～99999.9999の範囲で設定できます。

●電流センサ換算比のコピー

ある1つのエレメントに設定されている電流センサ換算比を，同じ結線ユニットのエレ
メントに設定できます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，他のすべてのエレメ
ントに設定できます。
・スケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，電力係数(5.4節参照)もいっしょにコ
ピーされます。

・それまでの他のエレメントに設定されていた電流センサ換算比，スケーリング機能
のON/OFF，PT比，CT比，電力係数は，保持されません。

●電流センサレンジと換算比の設定例

1A通電時に10mVが出力される電流センサを使用して，最大100Aの電流を測定する場
合は，10mV/A×100A＝1Vになります。したがって，
電流センサレンジには，1V，
電流センサ換算比には，10mV/A
を設定します。

Note
外部の電流センサの出力に換算比を掛けて，測定回路の電流を直読しようとしている場合，外
部のPT/CTのスケーリング機能(5.4節参照)をOFFにしてください。ONになっているとCT比が
さらに掛けられます。

5.3　外部の電流センサを使用するときの測定レンジを設定する
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5.4 外部のPT/CTを使用するときのスケーリング機能を
設定する

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SCALINGを押します。Scalingメニューが表示されます。

●設定対象のエレメントを選択する

2. Element Objectのソフトキーを押します。Elementメニューが表示されます。
装備されているエレメントだけが表示されます。

3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，設定対象のエレメン
トを選択します。

●スケーリング機能を動作させる(ON)/させない(OFF)を選択する

4. Scalingのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。設定対
象のエレメントをどれか1つでもONにすると，キーの左上にあるSCALINGイン
ジケータが点灯します。

● PT比を設定する

4. Pt Ratioのソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，PT比を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESC ESC ESCESC
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●CT比を設定する

4. Ct Ratioのソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，CT比を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESC

●電力係数を設定する

4. Scaling Factorのソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，電力係数を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESC

●スケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，電力係数をコピーする

ある1つのエレメントに設定されているスケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，
電力係数を，同じ結線ユニットのエレメントに設定できます。電流センサ換算比(5.3節
参照)もいっしょにコピーされます。それまでの他のエレメントに設定されていたス
ケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，電力係数，電流センサ換算比は，保持され
ません。
3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，コピー元にするエレ

メントを選択します。
4. Scaling Copy Execのソフトキーを押します。同じ結線ユニットのエレメントに

コピー元のスケーリング機能のON/OFF，PT比，CT比，電力係数，電流センサ
換算比がコピーされます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，他のすべて
のエレメントにコピーされます。

5.4　外部のPT/CTを使用するときのスケーリング機能を設定する
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ESC ESC

解　　説

PTの2次側の出力を直接入力するときと同じ電圧入力端子に入力し，CTの2次側の出力を
直接入力するときと同じ電流入力端子に入力して測定できます。

●スケーリング機能のON/OFF

設定されたPT比，CT比，電力係数を，電圧U，電流I，電力(P, S, Q)に掛けるか掛けな
いかの選択ができます。設定対象のエレメントをどれか1つでもONにすると，キーの左
上にあるSCALINGインジケータが点灯します。
・ON：PT比，CT比，電力係数を電圧U，電流I，電力(P, S, Q)に掛けます。
・OFF：PT比，CT比，電力係数を電圧U，電流I，電力(P, S, Q)に掛けません。外部
のPTやCTの出力値をそのまま数値データとして求めていることになります。

● PT比の設定

0.0001～99999.9999の範囲で設定できます。

● CT比の設定

0.0001～99999.9999の範囲で設定できます。

●電力係数の設定

0.0001～99999.9999の範囲で設定できます。

Note
PT比，CT比，電力係数を測定レンジに掛けた結果が，99999Mを超えると，数値データの表
示枠に[-OF-]が表示されます。

5.4　外部のPT/CTを使用するときのスケーリング機能を設定する
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5.5 入力フィルタを選択する

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILTERを押します。Filterメニューが表示されます。

●設定対象のエレメントを選択する

2. Element Objectのソフトキーを押します。Elementメニューが表示されます。
装備されているエレメントだけが表示されます。

3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，設定対象のエレメン
トを選択します。

●ラインフィルタを選択する

4. Line Filterのソフトキーを押して，OFF～5.5kのどれかを選択します。設定対象
のエレメントをどれか1つでもOFF以外を選択すると，キーの左上にあるFILTER
インジケータが点灯します。

●ゼロクロスフィルタを選択する

4. Zero Cross Filterのソフトキーを押して，OFFまたは500のどちらかを選択しま
す。

ESCESC ESC
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● 入力フィルタをコピーする

ある1つのエレメントに設定されている入力フィルタを，同じ結線ユニットのエレメン
トに設定できます。それまでの他のエレメントに設定されていた入力フィルタは，保持
されません。
3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，コピー元にするエレ

メントを選択します。
4. Filter Copy Execのソフトキーを押します。同じ結線ユニットのエレメントにコ

ピー元の入力フィルタがコピーされます。ただし，結線方式がパターン1の場合
は，他のすべてのエレメントにコピーされます。

ESC ESC

解　　説

フィルタは2種類あります。

●ラインフィルタの選択

測定回路に挿入されます。インバータ波形やひずみ波形などのノイズを除去します。
・カットオフ周波数を次の中から選択できます。
OFF，500Hz，5.5kHz

・設定対象のエレメントをどれか1つでもOFF以外を選択すると，キーの左上にある
FILTERインジケータが点灯します。

・OFFを選択すると，フィルタ機能は働きません。

●ゼロクロスフィルタの選択

周波数測定回路だけに挿入されます。入力信号の振幅の中央値レベルを入力信号が横切
ることをゼロクロスといいます。このゼロクロスの点を，より精度よく検出するための
フィルタです。
・カットオフ周波数を次の中から選択できます。
OFF，500Hz

・測定レンジの約5％のヒステリシスをもたせて，ゼロクロスを検出しています。
・ゼロクロスフィルタがOFFのとき，上記のラインフィルタがONであれば，ライン
フィルタで設定されたカットオフ周波数がゼロクロスフィルタとして有効になりま
す。

Note
モータ評価機能のラインフィルタの選択については，8.3節をご覧ください。

5.5　入力フィルタを選択する
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5.6 アベレージングをする

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定のとき
1. AVGを押します。Avgメニューが表示されます。

●アベレージングをする(ON)/しない(OFF)を選択する

2. Averagingのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

●アベレージングのタイプを選択する

3. Avg Typeのソフトキーを押して，ExpまたはLinのどちらかを選択します。

●減衰定数または平均個数を設定する

4. Countのソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，減衰定数または平均個数を設定します。

・ ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

・ アベレージングのタイプがExp(指数化平均)の場合，減衰定数を設定します。アベレージ
ングのタイプがLin(移動平均)の場合，平均個数を設定します。

ESC
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高調波測定のとき
Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにすると，高調波測定のモードになりま
す。
1. AVGを押します。Avgメニューが表示されます。

アベレージングをする(ON)/しない(OFF)を選択する

2. Averagingのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESC

解　　説

電源や負荷の変動が大きいときや入力信号の周波数が低いときで，数値表示がふらついて
読みとりにくい場合に有効です。

通常測定のとき
●アベレージングのON/OFF

設定されたアベレージングの処理を，実行するかしないかの選択ができます。
・ON：アベレージングをします。
・OFF：アベレージングをしません。

●アベレージングのタイプの選択

次のどちらかを選択できます。各タイプの演算式については，1.3節をご覧ください。
・ Exp：指数化平均をします。
・ Lin：移動平均をします。

●減衰定数または平均個数の設定

アベレージングのタイプがExp(指数化平均)の場合，減衰定数を設定します。アベレー
ジングのタイプがLin(移動平均)の場合，平均個数を設定します。
・ Expのとき：減衰定数を2，4，8，16，32，64から選択します。
・ Linのとき：平均個数を8，16，32，64，128，256から選択します。

●アベレージング処理される測定ファンクション

直接，アベレージング処理される測定ファンクションは，下記のとおりです。他の測定
ファンクションでも，下記の測定ファンクションのデータを使用して演算されている場
合には，アベレージングの影響を受けます。各測定ファンクションの求め方の詳細は，
「付録1」をご覧ください。
・ Urms，Irms，Umn，Imn，Udc，Idc，P
・モータ評価機能オプション付き(/MTR)のときは，Torque，Speedも対象

5.6　アベレージングをする
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高調波測定のとき
Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにすると，高調波測定のモードになりま
す。

基本周波数が50/60Hzのとき，時定数が1.5秒の1次ローパスフィルタになるように減衰定
数が自動的に設定され指数化平均されます。たとえば，解析するときのデータ長が8192
でPLLソースの基本周波数が55Hz以上75Hz未満のとき，減衰定数は5.625になります。
それ以外の周波数のときは，4.6875になります。

●アベレージングのON/OFF

設定されたアベレージングの処理を，実行するかしないかの選択ができます。
・ON：アベレージングをします。
・OFF：アベレージングをしません。

●アベレージング処理される測定ファンクション

直接，アベレージング処理される測定ファンクションは，下記のとおりです。他の測定
ファンクションでも，下記の測定ファンクションのデータを使用して演算されている場
合には，アベレージングの影響を受けます。各測定ファンクションの求め方の詳細は，
「付録1」をご覧ください。
U(k)，I(k)，P(k)，Q(k)
* k：高調波の次数

Note
・ アベレージングの影響を受けない測定ファンクションは，次のとおりです。

・ 通常測定のとき
fU，fI，U+pk，U-pk，I+pk，I-pk，Time，Wp，Wp+，Wp-，q，q+，q-，WpΣ，
Wp+Σ，Wp-Σ，qΣ，q+Σ，q-Σ

・ 高調波測定のとき
φU(k)，φI(k)，φU1-U2，φU1-U3，φU1-I1，φU1-I2，φU1-I3　　
* k：高調波の次数

5.6　アベレージングをする



5-22 IM 760101-01

5.7 データ更新レートを変える

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定のとき
1. UPDATE RATEを押します。Update Rateメニューが表示されます。
2. Update Rate Up ExecまたはUpdate Rate Down Execのソフトキーを押して，

データ更新レートを変更します。画面右上に，設定したデータ更新レートが表示
されます。
・ Update Rate Up Execのソフトキーを押すと，データ更新レートが速くなります。
・ Update Rate Down Execのソフトキーを押すと，データ更新レートが遅くなります。

ESC

高調波測定のとき
「PLLソースの基本周波数とPLLソースの何周期分を使って解析をするのか」ということ
から，データ更新レートが決まります。本節のUpdate Rateメニューでは変更できませ
ん。詳細な値は「17.6　機能」をご覧ください。
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解　　説

測定ファンクションを求めるためのサンプリングデータを取り込む周期です。通常測定の
ときで，波形表示データの取り込み(9.1節参照)がOFFの場合，この周期で数値データがD/
A出力，通信出力，ストア(内部メモリに)されます。

●データ更新レートの表示位置

UPDATE RATEを押したとき，画面右上に表示されます。

データ更新レート

●通常測定のとき

次の中から選択できます。選択した周期で1回の数値データの更新をします。データ更
新レートを速くして，電力系統の比較的速い負荷変動を捉えたり，反対にデータ更新
レートを遅くして，比較的長い信号でも数周期分のサンプリングデータを取り込むこと
ができます。
50ms，100ms，200ms，500ms，1s，2s，5s

●高調波測定のとき

「PLLソースの基本周波数とPLLソースの何周期分を使って解析をするのか」というこ
とから，データ更新レートが決まります。本節のUpdate Rateメニューでは変更できま
せん。詳細な値は「17.6　機能」をご覧ください。

Note
画面に表示される数値データや波形データの更新レートは，データ更新レートよりも長くなる
ことがあります。

5.7　データ更新レートを変える
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5.8 ホールド/シングル測定する

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

●数値データの表示をホールドする

1. HOLDを押します。キーの左上にあるHOLDインジケータが点灯し，数値データ
の表示がホールドされます。

●シングル測定する

2. SHIFT+HOLD(SINGLE)を押します。1回だけ測定動作をして，ホールド状態にな
ります。

●ホールドを解除する

3. ホールド状態のとき，HOLDを押します。HOLDインジケータが消灯し，数値
データの表示が更新されます。

解　　説

●ホールド

データ更新レートごとの測定-表示の動作を中断し，各測定ファンクションのデータの
表示を保持できます。D/A出力，内蔵プリンタでプリントされる数値データリスト，通
信出力などの値も，ホールドされている数値データになります。

●シングル測定

ホールド中に，設定されているデータ更新レートで1回だけ測定動作をし，そのあと
ホールド状態になります。

Note
積算中のホールド機能については，6.11節をご覧ください。
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5.9 MAXホールドする

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

●数値データの表示をMAXホールドする

1. SHIFT+LOCAL(MAX HOLD)を押します。キーの左下にあるMAX HOLDインジ
ケータが点灯し，数値データの表示がMAXホールドされます。

●MAXホールドを解除する

2. キーの左下にあるMAX HOLDインジケータが点灯しているとき，SHIFT+LOCAL
(MAX HOLD)を押します。MAX HOLDインジケータが消灯し，MAXホールドが
解除されます。

解　　説

MAXホールド

数値データの最大値(MAX値)をホールドできます。
・MAXホールド機能が動作している間の測定ファンクションUrms，Umn，Udc，
Uac，Irms，Imn，Idc，Iac，P，S，Q，U+pk，U-pk，I+pk，I-pkのデータと，こ
れらのΣファンクションのデータの最大値をホールドします。

・ D/A出力，内蔵プリンタでプリントされる数値データリスト，通信出力などの値
も，ホールドされているMAX値になります。
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5.10 マスター/スレーブ同期測定をする

《機能説明は1.3節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG MEASURE

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

CAL

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

操　　作

●マスターにするかスレーブにするかを設定する

1. MEASUREを押します。Measureメニューが表示されます。
2. Sync Measureのソフトキーを押して，MasterまたはSlaveのどちらかを設定し

ます。
マスターまたはスレーブは，それぞれ1台ずつしか設定できません。

ESCESC

通常測定のとき 高調波測定のとき

●同期測定をする

マスターとスレーブに設定されている機器の，外部スタート信号入出力コネクタ同士と
外部ストップ信号入出力コネクタ同士を，BNCコネクタ(別売)で接続します。
・マスターに設定されている機器の測定スタートとほぼ同時に，スレーブに設定され
ている機器も測定スタートします。

・マスターに設定されている機器の測定ストップとほぼ同時に，スレーブに設定され
ている機器も測定ストップします。
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解　　説

マスターに設定した機器が測定スタートと測定ストップの信号を出力し，スレーブに設定
した機器がマスターからの測定スタートと測定ストップの信号を受けることによって，2
台の同期測定ができます。

●外部スタート/ストップ信号入出力コネクタ

マスターとスレーブに設定されている機器の，リアパネルにある外部スタート信号入出
力コネクタ同士と外部ストップ信号入出力コネクタ同士を，BNCコネクタ(別売)で接続
してください。

START

STOP

MEAS.

項目 仕様 備考

コネクタ形状 BNCコネクタ マスターとスレーブに共通
入出力レベル TTL マスターとスレーブに共通

出力論理形式 (負論理)，立ち下がりエッジ マスターに適用
測定スタート遅延時間 (100ns + 1サンプル周期)以内 マスターに適用
出力保持時間 Lowレベル，200ns以上 マスターに適用

入力論理形式 (負論理)，立ち下がりエッジ スレーブに適用
最小パルス幅 Lowレベル，200ns以上 スレーブに適用
入力遅延時間 (100ns + 1サンプル周期)以内 スレーブに適用

Note
マスター/スレーブが次の設定になっているとき，同期して測定できません。
・ マスター/スレーブのどちらかまたは両方が高調波測定のモードになっているとき
・ データ更新レートや波形表示データの取り込みON/OFFの設定が，マスター/スレーブで異

なっているとき
・ 実時間積算モード，またはストアが実時間モードになっているとき

●外部スタート/ストップ信号の出力回路とタイムチャート

スタート/ストップ
出力信号

100 Ω10 kΩ

+5V+5V

スタート/ストップ
出力信号

測定スタート

出力保持時間

測定スタート遅延時間

5.10　マスター/スレーブ同期測定をする
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● 外部スタート/ストップ信号の入力回路とタイムチャート

スタート/ストップ
入力信号

スタート/ストップ
入力信号

100 Ω

+5 V

最小パルス幅

入力遅延時間

測定スタート

トリガ発生

注　　意
●機器をマスターに設定しているとき，外部スタート/ストップ信号入出力コネクタ
(START/STOP)に外部から電圧を加えたりしないでください。本機器を損傷す
る恐れがあります。

●機器をスレーブに設定しているとき，外部スタート/ストップ信号入出力コネクタ
に0～5V以外の電圧を加えると，本機器を損傷する恐れがあります。

5.10　マスター/スレーブ同期測定をする
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5.11 クレストファクタを選択する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Configのソフトキーを押します。Configメニューが表示されます。

●クレストファクタを選択する

3. Crest Factorを押して，CF3またはCF6を選択します。

ESCESC

解　　説

●クレストファクタの選択

クレストファクタは，波高値の実効値に対する割合で，「波高値/実効値」です。
「CF3」または「CF6」を選択できます。

Note
・ クレストファクタを「6」に設定すると，全エレメントの電圧レンジおよび電流レンジが最大

レンジになります。
クレストファクタを「6」に設定すると，IEC62018などが要求するクレストファクタ5以上の
測定条件を満たします。
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6.1 数値データの表示項目を変える

《機能説明は1.4節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定の状態であることを確認してください。高調波測定のモードになっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをOFFにしてください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Numeric，Numeric+Wave，Numeric+Trendのど
れかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定については，4.1節
をご覧ください。
Item Amount(表示項目数)が，4(2)，8(4)，16(8)，42(21)，78(39)のどれかに
なっていることを確認します。表示項目数の設定については，4.1節をご覧くださ
い。

ESC

第6章 通常測定，積算
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表示フォーマットが，Numericのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Numeric Disp Itemsのソフトキーを押します。Numeric Itemsメニューが表示さ
れます。

●変更対象を選択する

3. ジョグシャトルを回して，変更しようとする項目を選択します。強調表示されて
いるところが変更対象の項目です。

●測定ファンクションを変える

4. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

5. ジョグシャトルを回して，None以降の測定ファンクションを選択します。
6. SELECTを押します。強調表示されているところに，選択した測定ファンクショ

ンの記号と数値データが表示されます。

●エレメント/結線ユニットを変える

7. Elementのソフトキーを押します。エレメント/結線ユニット選択ボックスが表示
されます。

8. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
9. SELECTを押します。強調表示されているところに，選択したエレメント番号ま

たは結線ユニットの記号と，数値データが表示されます。

ESCESC ESC ESC

●表示項目の順番をリセットする

3. Reset List Execのソフトキーを押します。Alertダイアログボックスが表示され
ます。

4. ジョグシャトルを回して，OKまたはCancelのどちらかを選択します。
5. OKを選択してSELECTを押すと，表示項目の順番のリセットが実行されます。

Cancelを選択してSELECTを押すと，表示項目の順番のリセットが中止されま
す。

ESC

6.1　数値データの表示項目を変える
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解　　説

●測定ファンクションの変更

・ 1.2節の「通常測定の測定ファンクションの種類」「モータ評価機能(オプション)の
測定ファンクションの種類」，1.5節の「デルタ演算」「ユーザー定義ファンクショ
ン」「Corrected Power」，および1.6節の「積算の測定ファンクション」に示され
ている各項目が，選択できる測定ファンクションの種類です。

・表示する測定ファンクションなし(None)の選択もできます。
・デルタ演算の測定ファンクションに付いている数字(1，2，3，4)は，測定ファンク
ションの記号の一部です。エレメントとは関係ありません。デルタ演算のタイプに
よって，1種類しかないデルタ演算の測定ファンクションの場合は，次項のエレメン
トの選択に関係なく固定の数字が表示されます。複数あるデルタ演算の測定ファン
クション(電圧)の場合は，デルタ演算対象がどのエレメントであっても，次項のエレ
メントの選択でElement1～Element3が，デルタ演算の測定ファンクションに付いて
いる数字1～3に対応します。

・ユーザー定義ファンクションF1～F4に付いている数字は，測定ファンクションの記
号の一部です。エレメント番号とは関係ありません。

●エレメント/結線ユニットの変更

・エレメント/結線ユニットを，次の中から選択できます。装備されているエレメント
に合わせて，選択項目が変わります。
Element1，Element2，Element3，Element4，Element5，Element6，
ΣA，ΣB，ΣC

・選択した結線ユニットに割り当てられているエレメントがない場合，数値データが
ないため，データなし表示[-------]になります。たとえば，ΣA，ΣBにエレメントが割
り当てられていて，ΣCに割り当てられているエレメントがない場合，ΣCの測定ファ
ンクションのところは，データなし表示[-------]になります。

3番目の項目の
測定ファンクションの変更

3番目の項目の
エレメントの変更

●表示項目順のリセット

数値データの表示の順番を，あらかじめ設定されている順番にリセットできます。リ
セット内容の詳細は，「付録3　初期設定/数値データの表示順一覧表」をご覧くださ
い。

Note
・ 表示される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンクションと測

定区間」「1.5　演算」「1.6　積算」「付録1　測定ファンクションの記号と求め方」「付録
2　デルタ演算の求め方」をご覧ください。

・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧ください。
・ 測定ファンクションが選択されていない，または，数値データがないところは，データなし表

示[-------]になります。

6.1　数値データの表示項目を変える
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6.2 測定区間を設定する

《機能説明は1.2節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SYNC SRCを押します。Sync Srcメニューが表示されます。

●設定対象のエレメントを選択する

2. Element Objectのソフトキーを押します。Elementメニューが表示されます。
装備されているエレメントだけが表示されます。

3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，設定対象のエレメン
トを選択します。選択したエレメントが画面右上に表示されます(エレメント1を
選んだときは，Sync Src1が表示されます)。

●同期ソースを設定する

4. Item Up ExecまたはItem Down Execのソフトキーを押して，同期ソースを設定
します。画面右上のエレメントを表示しているところに，設定した同期ソースが
表示されます。

ESC ESCESC
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●同期ソースをコピーする

ある1つのエレメントに設定されている同期ソースを，同じ結線ユニットのエレメント
に設定できます。それまでの他のエレメントに設定されていた同期ソースは，保持され
ません。
3. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，コピー元にするエレ

メントを選択します。
4. Item Copy Execのソフトキーを押します。同じ結線ユニットのエレメントにコ

ピー元の同期ソースがコピーされます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，
他のすべてのエレメントにコピーされます。

ESC ESC

解　　説

通常測定のとき，以下の考え方で決まる測定区間のサンプリングデータから，数値データ
が測定/演算されます。

●設定対象のエレメントと同期ソースの表示位置

SYNC SRCを押したとき，画面右上に表示されます。

設定対象のエレメント

同期ソース(エレメント2の電圧を設定した場合の例)

●設定対象のエレメントの選択

装備されているエレメントだけが表示されます。製品のエレメント構成に合わせて，
Elementメニューが表示されます。

●同期ソースの設定

エレメントごとに，どの入力信号を同期ソースにするか(どの入力信号のゼロクロスに
同期させるか)の設定ができます。同期ソースにする信号を，次の中から選択できま
す。装備されているエレメントに合わせて，選択項目が変わります。
U1，I1，U2，I2，U3，I3，U4，I4，U5，I5，U6，I6，Ext Clk(外部クロック)*，
None
* Ext Clk(外部クロック)の仕様については，7.4節の解説をご覧ください。

Note
・ 「None」を選択して同期ソースなしにした場合，データ更新周期内のすべてのサンプリング

データが，数値データを求めるためのデータになります。直流信号を測定する場合，ノイズに
よる測定区間の誤認識を防ぐことができます。

・ 測定確度を良くするため，測定区間をできるだけ長く設定して，入力信号の周期数を多くする
ように同期ソースを設定されることをおすすめします。

6.2　測定区間を設定する
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● 測定区間

・同期ソースが，レベルゼロ(振幅の中央値)を立ち上がり(または立ち下がり)スロープ
で横切る(ゼロクロス)データ更新周期内の最初の点から，レベルゼロを立ち上がり
(または立ち下がり)スロープで横切るデータ更新周期内の最後の点までを測定区間に
します。

・立ち上がりと立ち下がりのどちらで区切るかは，区間を長く区切れる方を自動的に
選択します。

・立ち上がりまたは立ち下がりスロープが，データ更新周期内に1つまたはないとき
は，データ更新周期内すべてが測定区間になります。

測定区間

データ更新周期

測定区間

データ更新周期

測定区間

データ更新周期

同期ソース

入力信号U1

入力信号U2

入力信号U3

Note
・ 電圧や電流の最大値(Peak)の数値データは，上記の設定に関わらず，データ更新周期内が測定

区間です。したがって，電圧や電流の最大値から求められるU+pk/U-pk/I+pk/I-pk/CfU/CfI/
FfU/FfIの各測定ファンクションも，データ更新周期内が測定区間になります。

・ 高調波測定のときの測定区間は，次のようになります。
高調波測定の対象にするサンプリングデータを8192点，4096点，2048点の中から選択(7.7節
参照)し，選択したサンプリングデータ分の範囲が測定区間になります。波形表示をさせた場
合，1画面分が測定区間に相当します。

●同期ソースのコピー

ある1つのエレメントに設定されている同期ソースを，同じ結線ユニットのエレメント
に設定できます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，他のすべてのエレメントに
設定できます。それまでの他のエレメントに設定されていた同期ソースは，保持されま
せん。

6.2　測定区間を設定する
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6.3 周波数測定の対象を選択する

《機能説明は1.2節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MEASUREを押します。Measureメニューが表示されます。
2. Freq Itemのソフトキーを押します。Freq Itemダイアログボックスが表示されま

す。
装備されているエレメントの入力信号だけが表示されます。

3. ジョグシャトルを回して，周波数を測定しようとする入力信号を選択します。
4. SELECTを押します。選択している入力信号の左にあるボタンが強調表示される

と，その入力信号の周波数が測定対象になります。強調表示が解除されると，周
波数測定の対象になりません。

ESC

解　　説

周波数測定の対象として，装備されているエレメントの入力信号から，最大3つまで選択
できます。すでに3つ選択されていて，さらに別の入力信号を選択したい場合は，選択さ
れている入力信号のどれかを解除してください。

Note
高調波測定のモードをON(7.1節参照)にしていても，上記Freq Itemのメニューが表示され，周
波数測定の対象を選択できます。周波数測定の対象は，通常測定と高調波測定で共通です。周
波数測定の対象と高調波測定のPLLソースとの関係については，7.4節をご覧ください。
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6.4 ユーザー定義ファンクションを設定する

《機能説明は1.5節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定の状態であることを確認してください。高調波測定のモードになっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをOFFにしてください。

1. MEASUREを押します。Measureメニューが表示されます。
2. User Definedのソフトキーを押します。User Defined Functionダイアログボッ

クスが表示されます。

●ユーザー定義ファンクションの演算を実行する(ON)/しない(OFF)を選択する

3. ジョグシャトルを回して，Function1～Function4の中から設定しようとする
ユーザー定義ファンクションを選択します。

4. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESC
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●単位を設定する

5. ジョグシャトルを回して，Unitを選択します。
6. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
7. キーボードを操作して，単位を設定します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●演算式を設定する

8. ジョグシャトルを回して，Expressionを選択します。
9. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作して，演算式を設定します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

ESC ESC

解　　説

測定ファンクションの記号を組み合わせて演算式を作り，その数値データを使用して，
作った演算式の数値データを求めることができます。

●ユーザー定義ファンクションの演算のON/OFF

設定されたユーザー定義ファンクションの演算を，実行するかしないかの選択ができま
す。
・ON
演算を実行します。

・OFF
演算を実行しません。

●単位の設定

・文字数
8文字以内。ただし，数値データの表示では，8文字をすべて表示できません。表示
項目数(4.1節参照)によって変わります。

・文字の種類
キーボードに表示されている文字とスペース

6.4　ユーザー定義ファンクションを設定する
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● 演算式の設定

測定ファンクションとエレメント番号を合わせたもの(たとえばUrms1のように)を1つ
の演算項として，4つ(F1～F4)の演算式を作ることができます。1つの式内の演算項
は，16項まで設定できます。

・演算対象の測定ファンクション

測定ファンクション：演算項(演算式を定義するときの記号)という形で以下に示します。
Urms：URMS( ) Umn：UMN( ) Udc：UDC( )
Uac：UAC( ) Irms：IRMS( ) Imn：IMN( )
Idc：IDC( ) Iac：IAC( ) P：P( )
S：S( ) Q：Q( ) λ：LAMBDA( )
φ：PHI( ) fU：FU( ) fI：FI( )
U+pk：UPPK( ) U-pk：UMPK( ) I+pk：IPPK( )
I-pk：IMPK( ) CfU：CFU( ) CfI：CFI( )
FfU：FFU( ) FfI：FFI( ) Z：Z( )
Rs：RS( ) Xs：XS( ) Rp：RP( )
Xp：XP( ) Pc：PC( ) η：ETA( )
1/η：DIVETA( ) ∆Urms：DELTAURM( ) ∆Umn：DELTAUMN( )
∆Udc：DELTAUDC( ) ∆Uac：DELTAUAC( ) ∆Irms：DELTAIRM( )
∆Imn：DELTAIMN( ) ∆Idc：DELTAIDC( ) ∆Iac：DELTAIAC( )
Pm：PM( ) Torque：TORQUE( ) Speed：SPEED( )
Slip：SLIP( ) Sync：SYNC( ) ηmA：MAETA( )η m B ：
MBETA( ) Wp：WH( ) Wp+：WHP( )
Wp-：WHM( ) q：AH( ) q+：AHP( )
q-：AHM( ) Time：TI( )

・ ( )内には測定信号を入力するエレメントを表す記号を入れます。エレメント1を
E1，エレメント2をE2，エレメント3をE3，エレメント4をE4，エレメント5を
E5，エレメント6をE6，ΣAをE7，ΣBをE8，ΣCをE9という記号で表します。次
の演算項を除き，装備されているエレメントと結線方式のパターンに合わせて，
E1～E9のどれかを設定できます。
・ FU( )～FFI( )の( )内には，E1～E6のどれかを設定できます。
・ ETA( )，DIVETA( )，PM( )，TORQUE( )，SPEED( )，SLIP( )，SYNC( )，
MAETA( )，およびMBETA( )の( )内の設定は不要です。

・デルタ演算(DELTAURM( )～DELTAIAC( ))の( )内の記号は，測定信号を入力
するエレメントではなく，デルタ演算(6.5節参照)した結果を格納または表示す
る場所(∆1～∆4)を示します。∆1をE1，∆2をE2，∆3をE3，∆4をE4という記
号で表します。デルタ演算の定義の範囲内でE1～E4のどれかを設定できま
す。たとえば，DELTAURM(E1)にすると，∆Urms1の値が演算式に代入され
ます。

・測定ファンクションのη(効率1)と1/η(効率2)は，「付録1　測定ファンクション
の記号と求め方」に記載されている演算式で示すように百分率(％)で表示されま
すが，本節で演算されるETAとDIVETAは，比の値になります。

例　η：80 ％，ETA＝0.8
・演算項を組み合わせて，測定ファンクション以外の物理量を求めることができる
のが，ユーザー定義ファンクションの機能です。たとえば，測定ファンクション
Σで求められる効率の演算式は，分母がPΣA，分子がPΣBに固定されています。
ユーザー定義ファンクション機能を使って，測定されている別の電力を分母，分
子にした演算式を設定して，効率を求めることもできます。

6.4　ユーザー定義ファンクションを設定する
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6.4　ユーザー定義ファンクションを設定する

・演算子

次の演算子の組み合わせで，演算式を設定できます。

演算子 設定例 内容

＋，－，＊，/ URMS(E1)＋URMS(E2) 指定した測定ファンクションの四則演算

ABS ABS(UMN(E1)－UMN(E2)) 指定した測定ファンクションの絶対値

SQR SQR(IDC(E1)) 指定した測定ファンクションの2乗

SQRT SQRT(ABS(IDC(E1))) 指定した測定ファンクションの平方根

LOG LOG(UDC(E1)) 指定した測定ファンクションの自然対数

LOG10 LOG10(UDC(E1)) 指定した測定ファンクションの常用対数

EXP EXP(UAC(E1)) 指定した測定ファンクションの指数

NEG NEG(URMS(E1)) 指定した測定ファンクションにマイナス符号
付加

・演算式に使用できる文字数と種類

・文字数
50文字以内

・文字の種類
キーボードに表示されている文字とスペース

Note
・ 演算式(F1～F4)の中に演算式(F1～F4)を入れることはできません。
・ 演算式中の演算項が求められていない場合，演算結果はデータなし表示[- - - - - - -]になりま

す。たとえば，デルタ演算の測定ファンクションが演算式中にあって，デルタ演算がOFFに
なっている場合や，装備されていないエレメントの測定ファンクションが演算式中にある場合
です。



6-12 IM 760101-01

6.5 デルタ演算を設定する

《機能説明は1.5節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定の状態であることを確認してください。高調波測定のモードになっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをOFFにしてください。

1. MEASUREを押します。Measureメニューが表示されます。
2. ∆Measureのソフトキーを押します。∆Measureダイアログボックスが表示されま

す。

●デルタ演算対象の結線ユニットを選択する

3. ジョグシャトルを回して，Objectを選択します。
4. SELECTを押します。結線ユニット選択ボックスが表示されます。
5. ジョグシャトルを回して，結線ユニットを選択します。
6. SELECTを押して，確定します。

●デルタ演算のタイプを選択する

(結線方式によって，メニューが変わります。)
7. ジョグシャトルを回して，Typeを選択します。
8. SELECTを押します。タイプ選択ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，デルタ演算のタイプを選択します。
10. SELECTを押して，確定します。

ESC
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解　　説

通常測定のときに，デルタ演算対象の結線ユニットに割り当てられているエレメントの電
圧や電流の瞬時値(サンプリングデータ)の和や差を求め，それを元に，測定ファンクショ
ン∆U(∆Urms，∆Umn，∆Udc，∆Uac)，∆I(∆Irms，∆Imn，∆Idc，∆Iac)のデータを求める
ことができます。これをデルタ演算といいます。演算式は，「付録2」をご覧ください。
演算区間は，「1.2　測定ファンクションと測定区間」の「測定区間」と同じです。

●デルタ演算対象の結線ユニットの選択

デルタ演算対象の結線ユニットを，次の中から選択できます。選択されている結線方式
のパターンに合わせて，選択項目が変わります。
ΣA，ΣB，ΣC

●デルタ演算のタイプの選択

デルタ演算のタイプを，次の中から選択できます。選択されている結線方式のパターン
に合わせて，選択項目が変わります。

・ 3P3W>3V3A

三相3線式の結線(3P3W)のデータから，3電圧3電流計法(3V3A)にしたときの他の
データを演算できます。
∆U1(∆Urms1，∆Umn1，∆Udc1，∆Uac1)
∆I1(∆Irms1，∆Imn1，∆Idc1，∆Iac1)

±IR

ST

±

U

±

U±I

N

I1

I2

U2

U1∆U1

∆I1

・ Delta>Star

3電圧3電流計法のデータを使って，三角結線のデータから星形結線のデータを演算
(デルタ-スター変換)できます。
∆U1(∆Urms1，∆Umn1，∆Udc1，∆Uac1)
∆U2(∆Urms2，∆Umn2，∆Udc2，∆Uac2)
∆U3(∆Urms3，∆Umn3，∆Udc3，∆Uac3)
∆I4(∆Irms4，∆Imn4，∆Idc4，∆Iac4)

±I

±I

R

ST

±

U

±

U

±

U±I

N

I1

I2

I3

U3

U2

U1∆U1

∆U3 ∆U2
∆I4

6.5　デルタ演算を設定する
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・ Star>Delta

三相4線式のデータを使って，星形結線のデータから三角結線のデータを演算(ス
ター-デルタ変換)できます。
∆U1(∆Urms1，∆Umn1，∆Udc1，∆Uac1)
∆U2(∆Urms2，∆Umn2，∆Udc2，∆Uac2)
∆U3(∆Urms3，∆Umn3，∆Udc3，∆Uac3)
∆I4(∆Irms4，∆Imn4，∆Idc4，∆Iac4)

±I

±I

R

ST

±

U

U

±

U
±I

N ±

I1

I2

I3

U1

U2U3

∆U1∆U3

∆U2

∆I4

Note
・ 演算対象のサンプリングデータがない(たとえば，エレメントが装備されていない)場合，その

サンプリングデータを「0」として演算します。
・ デルタ演算の対象となるエレメントの測定レンジやスケーリング(PT/CT比や係数)を，できる

だけ同じにすることをおすすめします。異なる測定レンジやスケーリングにしていると，サン
プリングデータの測定分解能が異なるため，演算結果に誤差を生じます。

・ デルタ演算の測定ファンクションに付いている数字(1，2，3，4)は，測定ファンクションの記
号の一部です。エレメントとは関係ありません。たとえば，デルタ演算のタイプで
3P3W>3V3Aを選択すると，u1ｰu2のデータで真の実効値を演算し，そのデータは∆Urms1の
値として表示されます。

・ エレメントが1つだけの製品では，本機能は動作しません。したがって設定メニューが表示さ
れません。

・ デルタ演算対象の結線方式が単相2線式(1P2W)の場合，デルタ演算はできません。

6.5　デルタ演算を設定する
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6.6 皮相電力とCorrected Powerの演算式を設定する

《機能説明は1.5節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定の状態であることを確認してください。高調波測定のモードになっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをOFFにしてください。

1. MEASUREを押します。Measureメニューが表示されます。

●皮相電力の演算式を選択する

2. S Formulaのソフトキーを押します。S Formulaメニューが表示されます。
3. Urms＊Irms～Umean＊Irmsのどれかのソフトキーを押して，皮相電力の演算式

を選択します。

ESC ESC
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● Corrected Powerの演算式を設定する

2. Pc Formulaのソフトキーを押します。Pc Formulaダイアログボックスが表示さ
れます。

・適用規格を選択する

3. ジョグシャトルを回して，Pc Formulaの規格を選択します。
4. SELECTを押して，IEC76-1(1976), IEEE C57.12.90-1993またはIEC76-1

(1993)のどちらかを選択します。

・係数を設定する

(適用規格がIEC76-1(1976), IEEE C57.12.90-1993の演算式のときに有効です。)

5. ジョグシャトルを回して，P1=を選択します。
6. SELECTを押します。P1設定ボックスが表示されます。
7. ジョグシャトルを回して，P1を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

8. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
9. ジョグシャトルを回して，P2=を選択します。
10. SELECTを押します。P2設定ボックスが表示されます。
11. ジョグシャトルを回して，P2を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

12. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

ESC

6.6　皮相電力とCorrected Powerの演算式を設定する
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解　　説

●皮相電力の演算式の選択

通常測定のときの皮相電力は，電圧と電流の積で求められます。本機器で通常測定のと
きに測定している電圧(Urms，Umean，Udc)と電流(Irms，Imean，Idc)のうち，どの
電圧と電流の積で皮相電力を求めるかを，次の中から選択できます。
・ Urms＊Irms
電圧と電流の真の実効値の積で皮相電力が求められます。

・ Umean＊Imean
電圧と電流の平均値整流実効値校正の積で皮相電力が求められます。

・ Udc＊Idc
電圧と電流の単純平均の積で皮相電力が求められます。

・ Umean＊Irms
電圧の平均値整流実効値校正と，電流の真の実効値の積で皮相電力が求められま
す。

● Corrected Powerの演算式の設定

適用規格によっては，変圧器に接続されている負荷が非常に小さいとき，測定された変
圧器の有効電力を補正することが定められています。その補正の演算式の選択と係数の
設定ができます。Corrected Power(Pc)は，通常測定モードのときの測定ファンクショ
ンです。

・適用規格の選択

次の中から選択します。各適用規格の演算式については，1.5節をご覧ください。
・ IEC76-1(1976)，IEEE C57.12.90-1993
・ IEC76-1(1993)

・係数の設定

係数P1，P2の設定ができます。
0.0001～9.9999の範囲で設定できます。

Note
皮相電力とCorrected Powerの演算式は，通常測定のときの測定ファンクションに対して，適
用されます。

6.6　皮相電力とCorrected Powerの演算式を設定する
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6.7 位相差の表示方式を選択する

《機能説明は1.5節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定の状態であることを確認してください。高調波測定のモードになっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをOFFにしてください。

1. MEASUREを押します。Measureメニューが表示されます。
2. Phaseのソフトキーを押します。Phaseメニューが表示されます。
3. 180 Lead/Lagまたは360 degreesのどちらかのソフトキーを押して，位相差の表

示方式を選択します。

ESC ESC
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解　　説

電圧と電流の位相差φの表示の方式を，次の中から選択できます。通常測定のときに有効
です。
・ 180 Lead/Lag
各エレメントの電圧を基準にして，反時計方向を進み(D)180°，時計方向を遅れ(G)
180°の角度で，φを表示する方式になります。

・ 360 degrees
各エレメントの電圧を基準にして，時計方向360°の角度でφを表示する方式になりま
す。

Note
・ 高調波測定のときは，選択した表示方式に関わらず次のようになります。

測定ファンクションφ( )は，時計方向360°の方式で表示されます。測定ファンクションφU( )と
φI( )は，それぞれ基本波U(1)とI(1)を基準に，反時計方向をマイナス(－)，時計方向をプラスと
して，180°の角度で表示する方式になります。

・ 電圧または電流のどちらかの測定値がゼロのときは，エラー表示[Error]します。
・ 電圧と電流がともに正弦波で，測定レンジに対する入力の割合が電圧と電流で大きく異ならな

い場合に，進相(Lead)/遅相(Lag)の位相差φ表示は正しく識別されます。
・ 力率λの演算結果が「1」を超えたとき，φを次のように表示します。

・ λが1を超えて2以下の場合，φはゼロ表示になります。
・ λが2を超えた場合，φはエラー表示[Error]になります。

6.7　位相差の表示方式を選択する
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6.8 標準積算モード，積算タイマを設定する

《機能説明は1.6節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+START(INTEG SET)を押します。Integ Setメニューが表示されます。

●標準積算モード(Normal)/繰り返し積算モード(Continuous)を選択する

2. Modeのソフトキーを押します。Modeメニューが表示されます。
3. NormalまたはContinuousのどちらかのソフトキーを押して，積算モードを選択

します。

●全エレメント同時積算/エレメント別積算を選択する

(エレメントが1つだけの製品では，このメニューは表示されません。操作5に進んでく
ださい。)
4. Independent Controlのソフトキーを押して，OFFまたはONを選択します。

OFFを選択したときは，全エレメント，同時に積算します。操作5に進みます。
ONを選択したときは，エレメント別の積算タイマに従って積算します。操作11
に進みます。

ESCESC ESC

Note
エレメント別積算の設定は，キー操作でもできますが，エレメント別積算の実行はキー操作で
はできません。Independent ControlをON(エレメント別積算ON)に設定していても，
Independent ControlがOFF(エレメント別積算OFF)のときと同じ動作をします。エレメント
別積算は，通信コマンドで実行できます。
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●全エレメント同時積算のとき(Independent Control OFF)の，積算タイマを設定する

5. Timer Settingのソフトキーを押します。Timer Settingダイアログボックスが表
示されます。

6. ジョグシャトルを回して，時，分，秒のどれかのボックスを選択します。
7. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
8. ジョグシャトルを回して，操作6で選択した時，分，秒を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

9. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
10. 操作6～9を繰り返して，時，分，秒をすべて設定します。ここで，全エレメント

同時積算のときの，積算タイマを設定する操作は終了です。

ESC

●エレメント別積算のとき(Independent Control ON)の，積算タイマを設定する

11. Timer Settingのソフトキーを押します。Independent Timer Settingダイアログ
ボックスが表示されます。

12. ジョグシャトルを回して，Settingを選択します。
13. SELECTを押して，EachまたはAllを選択します。
14. ジョグシャトルを回して，Element1の時，分，秒のどれかのボックスを選択しま

す。
15. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
16. ジョグシャトルを回して，操作14で選択した時，分，秒を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

17. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
操作13でEachを選択したときは，Element1だけに時，分，秒が設定されます。
操作13でAllを選択したときは，全エレメントに時，分，秒が一括して設定されま
す。

18. 操作14～17を繰り返して，時，分，秒をすべて設定します。
19. 操作13でEachを選択したときは，操作14～18を全エレメントに対して繰り返し

ます。ここで，エレメント別積算のときの，積算タイマを設定する操作は終了で
す。

6.8　標準積算モード，積算タイマを設定する
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ESC

解　　説

積算をするには，積算モードや積算時間を設定してから，積算をスタートする必要があり
ます。ここでは，標準の積算モードや積算時間の設定の方法について説明します。積算を
スタートする操作については，6.11節をご覧ください。

●標準積算モード/繰り返し積算モードの選択

積算時間を相対時間で設定(タイマ設定時間)し，設定した時間だけ積算するモードで
す。このモードの中には，次の2種類があります。

・標準積算モード

積算時間を相対時間で設定(タイマ設定時間)し，設定した時間だけ経過するか，最大
積算時間10000時間を超えるか，STOPを押すか，あるいは設定した時間が経過す
る前に積算値が最大/最小表示積算値(±999999MWhまたは±999999MAh)に達す
ると，積算をストップして，そのときの積算時間と積算値をホールドします。

・繰り返し積算モード(連続積算)

積算時間を相対時間で設定し，設定した時間だけ経過すると，自動的にリセットし
再スタートします。STOPを押すまで積算を繰り返します。設定した時間が経過する
前に積算値が最大/最小表示積算値に達すると，積算をストップして，そのときの積
算時間と積算値をホールドします。

●積算タイマの設定

・時 : 分 : 秒の単位で，次の範囲で設定できます。
0000 : 00 : 00～10000 : 00 : 00

・ Independent ControlをOFFにして，全エレメント同時積算をするときは，積算タイ
マを1つだけ設定できます。ここで設定した値は，Independent ControlをONにし
たときに表示されるIndependent Timer Settingダイアログボックス中の，
Element1の積算タイマにも設定されます。

・ Independent ControlをONにして，エレメント別積算をするときは，積算タイマを
エレメント別に設定できます。ここで設定したElement1の積算タイマの値は，
Independent ControlをOFFにしたときに表示されるTimer Settingダイアログボッ
クス中の積算タイマにも設定されます。

・ Independent ControlをONにして，積算タイマをエレメント別に設定(Each)した
り，全エレメント一括して設定(All)できます。

Note
・ 標準積算モードで積算タイマを0000 : 00 : 00に設定すると，マニュアル積算モード(1.6節，

6.11節参照)で積算します。
・ エレメントが1つだけの製品では，エレメント別積算の機能は動作しません。したがって，エ

レメント別積算のメニューは表示されません。

6.8　標準積算モード，積算タイマを設定する
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6.9 実時間積算モード，積算タイマ，予約時刻を設定す
る

《機能説明は1.6節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+START(INTEG SET)を押します。Integ Setメニューが表示されます。

●実時間制御標準積算モード(R-Normal)/実時間制御繰り返し積算モード(R-Continuous)

を選択する

2. Modeのソフトキーを押します。Modeメニューが表示されます。
3. R-NormalまたはR-Continuousのどちらかのソフトキーを押して，積算モードを

選択します。
●全エレメント同時積算/エレメント別積算を選択する

(エレメントが1つだけの製品では，このメニューは表示されません。操作5に進んでく
ださい。)
4. Independent Controlのソフトキーを押して，OFFまたはONを選択します。

OFFを選択したときは，全エレメント，同じ予約時刻に同時に積算します。操作
5に進みます。
ONを選択したときは，エレメント別の予約時刻と積算タイマに従って積算しま
す。操作19に進みます。

ESCESC ESC

Note
エレメント別積算の設定は，キー操作でもできますが，エレメント別積算の実行はキー操作で
はできません。Independent ControlをON(エレメント別積算ON)に設定していても，
Independent ControlがOFF(エレメント別積算OFF)のときと同じ動作をします。エレメント
別積算は，通信コマンドで実行できます。
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● 全エレメント同時積算のとき(Independent Control OFF)の，積算タイマを設定する

5. Timer Settingのソフトキーを押します。Timer Settingダイアログボックスが表
示されます。

6. ジョグシャトルを回して，時，分，秒のどれかのボックスを選択します。
7. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
8. ジョグシャトルを回して，操作6で選択した時，分，秒を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

9. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
10. 操作6～9を繰り返して，時，分，秒をすべて設定します。ここで，全エレメント

同時積算のときの，積算タイマを設定する操作は終了です。

ESC

●全エレメント同時積算のとき(Independent Control OFF)の，予約時刻を設定する

11. Real Time Controlのソフトキーを押します。Real Time Controlダイアログボッ
クスが表示されます。

12. ジョグシャトルを回して，積算スタート(Start)の予約年，月，日，時，分，秒の
どれかのボックスを選択します。

13. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
14. ジョグシャトルを回して，操作12で選択した年，月，日，時，分，秒を設定しま

す。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

15. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
16. 操作12～15を繰り返して，年，月，日，時，分，秒をすべて設定します。

17. ジョグシャトルを回して，積算終了(End)の予約年，月，日，時，分，秒のどれか
のボックスを選択します。

18. 操作13～16を繰り返して，年，月，日，時，分，秒をすべて設定します。ここ
で，全エレメント同時積算のときの，予約時刻を設定する操作は終了です。

6.9　実時間積算モード，積算タイマ，予約時刻を設定する
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ESC

●エレメント別積算のとき(Independent Control ON)の，積算タイマを設定する

19. Timer Settingのソフトキーを押します。Independent Timer Settingダイアログ
ボックスが表示されます。

20. ジョグシャトルを回して，Settingを選択します。
21. SELECTを押して，EachまたはAllを選択します。
22. ジョグシャトルを回して，Element1の時，分，秒のどれかのボックスを選択しま

す。
23. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
24. ジョグシャトルを回して，操作22で選択した時，分，秒を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

25. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
操作21でEachを選択したときは，Element1だけに時，分，秒が設定されます。
操作21でAllを選択したときは，全エレメントに時，分，秒が一括して設定されま
す。

26. 操作22～25を繰り返して，時，分，秒をすべて設定します。
27. 操作21でEachを選択したときは，操作22～26を全エレメントに対して繰り返し

ます。ここで，エレメント別積算のときの，積算タイマを設定する操作は終了で
す。

ESC

6.9　実時間積算モード，積算タイマ，予約時刻を設定する
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● エレメント別積算のとき(Independent Control ON)の，予約時刻を設定する

28. Real Time Controlのソフトキーを押します。Independent Real Time Controlダ
イアログボックスが表示されます。

29. ジョグシャトルを回して，積算スタート(Start)の予約年，月，日，時，分，秒の
どれかのボックスを選択します。

30. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
31. ジョグシャトルを回して，操作29で選択した年，月，日，時，分，秒を設定しま

す。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

32. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
33. 操作29～32を繰り返して，年，月，日，時，分，秒をすべて設定します。
34. ジョグシャトルを回して，積算終了(End)の予約年，月，日，時，分，秒のどれか

のボックスを選択します。
35. 操作30～33を繰り返して，年，月，日，時，分，秒をすべて設定します。ここ

で，エレメント別積算のときの，予約時刻を設定する操作は終了です。

ESC

6.9　実時間積算モード，積算タイマ，予約時刻を設定する
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6.9　実時間積算モード，積算タイマ，予約時刻を設定する

解　　説

積算をするには，積算モードや積算時間を設定してから，積算をスタートする必要があり
ます。ここでは，実時間制御の積算モードや積算時間の設定の方法について説明します。
積算をスタートする操作については，6.11節をご覧ください。

●実時間制御標準積算モード/実時間制御繰り返し積算モードの選択

積算のスタートとストップを日時で設定し，設定したスタートとストップの日時の間だ
け積算するモードです。このモードの中には，次の2種類があります。

・実時間制御標準積算モード

積算のスタートとストップの日時と積算タイマ時間を設定し，設定したストップの
日時になるか，設定した日時になる前にタイマ設定時間に達するか，最大積算時間
10000時間を超えるか，積算値が最大/最小表示積算値(±999999MWhまたは±
999999MAh)に達すると，積算をストップして，そのときの積算時間と積算値を
ホールドします。

・実時間制御繰り返し積算モード(連続積算)

積算のスタートとストップの日時と積算タイマ時間を設定し，その間をタイマ設定
時間ごとに積算を繰り返します。タイマ設定時間だけ経過すると自動的にリセット
し再スタートします。設定したストップの日時になるか，設定した日時になる前に
積算値が最大/最小表示積算値に達すると，積算をストップして，そのときの積算時
間と積算値をホールドします。

●積算タイマの設定

6.8節と同じです。
・時 : 分 : 秒の単位で，次の範囲で設定できます。
0000 : 00 : 00～10000 : 00 : 00

・ Independent ControlをOFFにして，全エレメント同時積算をするときは，積算タイ
マを1つだけ設定できます。ここで設定した値は，Independent ControlをONにし
たときに表示されるIndependent Timer Settingダイアログボックス中の，
Element1の積算タイマにも設定されます。

・ Independent ControlをONにして，エレメント別積算をするときは，積算タイマを
エレメント別に設定できます。ここで設定したElement1の積算タイマの値は，
Independent ControlをOFFにしたときに表示されるTimer Settingダイアログボッ
クス中の積算タイマにも設定されます。

・ Independent ControlをONにして，積算タイマをエレメント別に設定(Each)した
り，全エレメント一括して設定(All)できます。

Note
・ 実時間制御標準積算モードで，積算タイマの設定を0000 : 00 : 00に設定すると，設定した

スタートの日時で積算をスタートし，設定したストップの日時になるか，最大積算時間10000
時間を超えるか，設定した日時になる前に積算値が最大/最小表示積算値に達すると，積算を
ストップして，そのときの積算時間と積算値をホールドします。

・ エレメントが1つだけの製品では，エレメント別積算の機能は動作しません。したがって，エ
レメント別積算のメニューは表示されません。
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● 予約時刻の設定

・年 : 月 : 日，時 : 分 : 秒の単位で，設定します。
・年は西暦で設定します。
・時 : 分 : 秒は，次の範囲で設定できます。
00 : 00 : 00～23 : 59 : 59

・ Independent ControlをOFFにして，全エレメント同時積算をするときは，予約時刻
を1つだけ設定できます。ここで設定した値は，Independent ControlをONにした
ときに表示されるIndependent Real Time Controlダイアログボックス中の，
Element1の予約時刻にも設定されます。

・ Independent ControlをONにして，エレメント別積算をするときは，予約時刻をエ
レメント別に設定できます。ここで設定したE l emen t 1の予約時刻の値は，
Independent ControlをOFFにしたときに表示されるReal Time Controlダイアログ
ボックス中の予約時刻にも設定されます。

・ Independent ControlをONにして，予約時刻をエレメント別に設定(Each)したり，
全エレメント一括して設定(All)できます。

・積算終了の予約時刻は，積算スタートの予約時刻よりも，必ずあとの時刻になるよ
うに設定してください。

Note
・ 予約時刻の設定では，2月も31日まで設定できてしまいます。この場合，積算実行(6.11節)時

に，エラーメッセージが表示されるので，予約時刻を設定し直してください。
・ 積算実行時には，うるう年を認識して積算します。

6.9　実時間積算モード，積算タイマ，予約時刻を設定する
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6.10 電流積算の電流モード，積算オートキャリブレー
ションのON/OFFを選択する

《機能説明は1.6節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+START(INTEG SET)を押します。Integ Setメニューが表示されます。

●電流積算の電流モードを選択する

2. Current Modeのソフトキーを押します。Current Modeダイアログボックスが表
示されます。

3. ジョグシャトルを回して，Settingを選択します。
4. SELECTを押して，EachまたはAllを選択します。
5. ジョグシャトルを回して，Element1を選択します。
6. SELECTを押して，RMS～ACのどれかを選択します。

操作4でEachを選択したときは，Element1だけの電流モードが選択されます。
操作4でAllを選択したときは，全エレメントの電流モードが一括して選択されま
す。

7. 操作4でEachを選択したときは，操作5と6を全エレメントに対して繰り返しま
す。

ESC
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● 積算オートキャリブレーションを動作させる(ON)/させない(OFF)を選択する

2. Auto Calのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESC

解　　説

●電流積算の電流モードの選択

・電流積算するときの電流の種類を，次の中から選択できます。各エレメントごとに
選択できます。各電流の演算式については，1.2節をご覧ください。
・ RMS：真の実効値
・MEAN：平均値整流実効値校正
・ DC：単純平均
・ AC：交流成分

・電流モードをDCにした場合，極性(＋/－)が表示されます。

●積算オートキャリブレーションのON/OFF

通常のゼロレベル補正は，測定レンジやラインフィルタを変更したときなどですが，積
算中に自動的にゼロレベルを補正できます。
・ON：積算中，約1時間ごとに自動的にゼロレベル補正します。
・OFF：積算中，自動的にゼロレベル補正しません。

Note
積算オートキャリブレーションをONにしているときで，ゼロレベル補正動作中は，直前に測
定された電力や電流の値が積算されます。

6.10　電流積算の電流モード，積算オートキャリブレーションのON/OFFを選択する
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6.11 積算する(スタート，ストップ，リセット)

《機能説明は1.6節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

通常測定の状態であることを確認してください。高調波測定のモードになっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをOFFにしてください。また，波形表示

データの取り込み(9.1節参照)がOFFになっていることを確認してください。

●マニュアル積算モードで積算する

1. 積算モードが，標準積算モード(Normal)になっていることを確認してください。
6.8節をご覧ください。

2. 積算タイマが0000 : 00 : 00に設定されていることを確認してください。6.8節
をご覧ください。

・積算をスタートする

3. STARTを押します。キーの左上にあるSTARTインジケータが点灯し，積算をス
タートします。

・積算をホールドする

4. HOLDを押します。HOLDインジケータが点灯し，数値データの表示がホールド
されます。積算は継続されます。

・ホールドを解除する

5. ホールド状態のとき，HOLDを押します。HOLDインジケータが消灯し，数値
データの表示が更新されます。ホールド状態のとき，シングル測定をする
(SHIFT+HOLD(SINGLE)を押す)と，そのたびに表示を更新できます。

・積算をストップする

6. STOPを押します。STARTインジケータが消灯し，STOPインジケータが点灯し
ます。積算時間と積算値がホールドされます。ここでSTARTを押すと，積算を継
続します。

・積算をリセットする

7. SHIFT+STOP(RESET)を押します。STOPインジケータが消灯し，積算時間と積
算値がリセットされ，データなし表示(-----------)になります。
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● 標準の積算モードで積算する

1. 積算モードが，標準積算モード(Normal)または繰り返し積算モード(Continuous)
になっていることを確認してください。6.8節をご覧ください。

2. 積算タイマが0000 : 00 : 00以外に設定されていることを確認してください。6.8
節をご覧ください。

・積算をスタートする

3. STARTを押します。キーの左上にあるSTARTインジケータが点灯し，積算をス
タートします。

・積算をホールドする

4. HOLDを押します。HOLDインジケータが点灯し，数値データの表示がホールド
されます。積算は継続されます。

・ホールドを解除する

5. ホールド状態のとき，HOLDを押します。HOLDインジケータが消灯し，数値
データの表示が更新されます。ホールド状態のとき，シングル測定をする
(SHIFT+HOLD(SINGLE)を押す)と，そのたびに表示を更新できます。

・積算をストップする

6. STOPを押すと，STARTインジケータが消灯し，STOPインジケータが点灯しま
す。積算時間と積算値がホールドされます。積算タイマの設定時間前にSTOPを
押した場合，STARTを押すと，積算を積算タイマの設定時間まで継続します。
標準積算モードのとき，積算タイマの設定時間を経過すると，STARTインジケー
タが消灯し，STOPインジケータが点灯します。積算時間と積算値がホールドさ
れます。
繰り返し積算モードのとき，積算タイマの設定時間を経過すると，自動的に積算
時間と積算値がリセットされ，STOPを押すまで積算を繰り返します。

・積算をリセットする

7. SHIFT+STOP(RESET)を押します。STOPインジケータが消灯し，積算時間と積
算値がリセットされ，データなし表示(-----------)になります。

ESC

積算値がリセットされ，積算をスタート
できる状態のとき，Resetを表示。

積算中断/中止/
終了のとき，
Stopを表示。

積算中のとき，
Startを表示。

実時間制御の積算モ
ードでエレメント1
だけがレディ状態の
とき，エレメント1
にReadyを表示。

Note
積算の状態を示す表示として，Reset，Start，Stop，Ready以外に，次の表示があります。
・ TimeUp：積算が，積算タイマの設定時間を経過した場合，自動ストップします。このとき

の積算状態をTimeUp状態としています。
・ Error ：本機器は，積算動作状態のときに停電しても積算結果を記録保持します。停電後に

電源が復旧すると，積算をストップした状態で停電が発生した時点までの積算結果を表示し
ます。このときの積算状態をError状態としています。

6.11　積算する(スタート，ストップ，リセット)
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●実時間制御の積算モードで積算する

1. 積算モードが，実時間制御標準積算モード(R-Normal)または実時間制御繰り返し
積算モード(R-Continuous)になっていることを確認してください。6.9節をご覧
ください。

2. 積算タイマと予約時刻が設定されていることを確認してください。6.9節をご覧く
ださい。

・積算をスタートする

3. STARTを押します。キーの左上にあるSTARTインジケータが点滅し，レディ
(Ready)状態になります。積算スタートの予約時刻になると，STARTインジケー
タが点灯に変わり，積算をスタートします。

・積算をホールドする

4. HOLDを押します。HOLDインジケータが点灯し，数値データの表示がホールド
されます。積算は継続されます。

・ホールドを解除する

5. ホールド状態のとき，HOLDを押します。HOLDインジケータが消灯し，数値
データの表示が更新されます。ホールド状態のとき，シングル測定をする
(SHIFT+HOLD(SINGLE)を押す)と，そのたびに表示を更新できます。

・積算をストップする

6. STOPを押すと，STARTインジケータが消灯し，STOPインジケータが点灯しま
す。積算時間と積算値がホールドされます。積算タイマの設定時間前にSTOPを
押した場合，STARTを押すと，積算を積算タイマの設定時間まで継続します。
実時間制御標準積算モードのとき，積算ストップの予約時刻になると，STARTイ
ンジケータが消灯し，STOPインジケータが点灯します。積算時間と積算値が
ホールドされます。
実時間制御繰り返し積算モードのとき，積算タイマの設定時間を経過すると，自
動的に積算時間と積算値がリセットされ，STOPを押すか積算ストップの予約時
刻になるまで積算を繰り返します。

・積算をリセットする

7. SHIFT+STOP(RESET)を押します。STOPインジケータが消灯し，積算時間と積
算値がリセットされ，データなし表示(-----------)になります。

6.11　積算する(スタート，ストップ，リセット)
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解　　説

●積算のスタート，ストップ，リセット

・フロントパネルの操作キー，通信コマンドで，積算のスタート，ストップ，リセッ
トができます。

・通信コマンドでは，エレメント別の積算をスタート，ストップ，リセットができま
す。通信コマンドで，エレメント別に積算を操作しているとき，フロントパネルの
操作キーで全エレメント同時積算をするには，通信コマンドか操作キーでエレメン
トごとの操作から一括操作に切り替える必要があります。

・積算動作と，スタート，ストップ，リセットの関係は，下図のようになっていま
す。積算をストップしたあと，RESETを押すと積算値と積算時間がリセットされま
す。

積算値

積算時間

中断

スタート

再スタート

中断 リセット

再スタート

自動ストップ リセット

タイマ設定時間

START STOP START STOP RESET START RESET

●積算のホールド，スタート，ストップ

表示をホールドしているときは，積算結果の表示と通信出力がホールドされます。積算
はホールドする(ON)/しない(OFF，解除)に関係なく継続しています。このホールド機
能とスタート，ストップの操作の関係は，次のようになっています。

・表示ホールドのときに積算をスタートしても，表示と通信出力は変化しません。
ホールドを解除(OFF)するか，シングル測定をする(SHIFTを押してからHOLD
(SINGLE)を押す)と，その時点の積算結果を表示または通信出力します。

ON
HOLD(ホールド)
OFF

表示値

積算時間

(点線は積算値)

START STOP RESET

Note
・ 予約時刻の設定(6.9節参照)では，2月も31日まで設定できてしまいます。この場合，積算実行

時に，エラーメッセージが表示されるので，予約時刻を設定し直してください。
・ 積算実行時には，うるう年を認識して積算します。
・ 積算中のデータ更新レートの変更はできません。
・ エレメント別積算の設定は，キー操作でもできますが，エレメント別積算の実行はキー操作で

はできません。Independent ControlをON(エレメント別積算ON)に設定していても，
Independent ControlがOFF(エレメント別積算OFF)のときと同じ動作をします。エレメント
別積算は，通信コマンドで実行できます。

6.11　積算する(スタート，ストップ，リセット)
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6.11　積算する(スタート，ストップ，リセット)

・表示ホールドのときに積算をストップしても，表示と通信出力の値はホールドした
ときの値のまま変化しません。ホールドを解除(OFF)するか，シングル測定をする
(SHIFTを押してからHOLD(SINGLE)を押す)と，ストップした時点の積算結果を表
示または通信出力します。

積算時間

(点線は積算値)

SINGLE
(シングル測定)

OFF

ON
HOLD(ホールド)

ON ON ON

表示値

START STOP RESET

●サンプルレートと積算に有効な周波数の範囲

サンプルレートは約200kHzです。積算に有効な電圧/電流信号の周波数は以下のとお
りです。

積算項目 積算に有効な周波数の範囲

有効電力 DC～100kHz

電流 Irmsを積算するとき DC，データ更新レートで決まる下限周波数～100kHz
Imnを積算するとき DC，データ更新レートで決まる下限周波数～100kHz
Idcを積算するとき DC～100kHz
Iacを積算するとき DC，データ更新レートで決まる下限周波数～100kHz

●表示分解能

積算値の最高表示分解能は，999999です。積算値が大きくなり，1000000カウント
になったとき，小数点位置が自動的に移動します。たとえば，999.999mWhのあと，
0.001mWh加算されると，1.00000Whという表示になります。積算時以外の表示桁数
については，1.4節をご覧ください。

●積算オーバのときの表示

積算時間が最大積算時間(10000時間)または積算値が最大/最小表示積算値(±
999999MWhまたは±999999MAh)に達すると，積算をストップして，そのときの積
算時間と積算値をホールドします。

●MAXホールド機能が動作しているときの積算

積算値は，MAXホールド機能(5.9節参照)に関係なく，データ更新レートごとに測定さ
れる値を加算して求められ，表示されます。

●測定値が測定限度を超えたときの積算

クレストファクタの設定が「3」の場合は，サンプリングした瞬時電圧または瞬時電流
が測定レンジの300％を超えたとき，それらの値を測定レンジの300％の値として処理
します。クレストファクタの設定が「6」の場合は，サンプリングした瞬時電圧または
瞬時電流が測定レンジの600％を超えたとき，それらの値を測定レンジの600％の値と
して処理します。
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● 電流入力が小さいときの積算

電流入力が測定レンジに対し，IrmsまたはIacが0.3%以下(クレストファクタの設定が
「6」のときは，0.6%以下)，Imnが1%以下(クレストファクタの設定が「6」のとき
は，2%以下)のときは，電流ゼロと見なして電流積算します。

●停電時のバックアップ

・積算動作状態のときに停電しても積算結果を記憶保持します。停電後に電源が復旧
すると，積算をストップした状態で停電が発生した時点までの積算結果を表示しま
す。

・電源が復旧したあと積算をリセットすると，積算のスタートができます。

●積算時の設定変更操作の制限

積算動作状態のときは，以下のように変更操作できない機能があります。

 機能

積算動作状態

積算中積算リセット

点灯
消灯

○

×

×

×

×

×

○

○

×

○

設定変更不可

(設定表示可)

設定変更不可

(設定値表示可)

×

○

×

×

×

○

○

×

×

消灯
消灯

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

○

○

○

○

結線方式

測定レンジ

スケーリング

フィルタ

アベレージング

同期ソース

ホールド

シングル測定

データ更新レート

表示フォーマット

積算モード

積算タイマ

積算スタート

積算ストップ

積算リセット

波形データの取り込み

高調波測定

ストア

(積算同期モード時を除く。)

プリンタ

ゼロレベル補正

Null

(STARTインジケータ)
(STOPインジケータ)

・○：設定の変更操作ができます。
・×：設定の変更操作はできません。
・オートレンジのときでも積算をスタートすると，測定レンジは固定レンジに
 切り替わります。

積算中断中

消灯
点灯

○

×

×

×

×

×

○

○

×

○

設定変更不可

(設定表示可)

設定変更不可

(設定値表示可)

○

×

○

×

×

○

○

×

×

6.11　積算する(スタート，ストップ，リセット)
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7.1 高調波測定のモードにする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. HARMONICSを押します。Harmonicsメニューが表示されます。

高調波測定のモードにする(ON)/しない(OFF)を選択する

2. Modeのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。ONにす
ると，キーの左上にあるHARMONICSインジケータが点灯します。

ESC

解　　説

高調波測定をするには，高調波測定モードにする必要があります。
・ON：高調波測定をします。
・OFF：高調波測定をしません。通常測定をします。

Note
・ 通常測定のときと，高調波測定のときで，設定メニューが異なる場合があります。設定操作を

するときに，測定のモードがどちらになっているかご確認ください。
・ 周波数測定の対象は，通常測定と高調波測定で共通です。周波数測定の対象を選択する設定操

作については，6.3節をご覧ください。

第7章 高調波測定
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7.2 数値データの表示項目を変える

《機能説明は1.4節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

高調波測定のモードであることを確認してください。通常測定の状態になっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにしてください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Numeric，Numeric+Wave，Numeric+Bar，
Numeric+Trendのどれかになっていることを確認します。数値データの表示
フォーマットについては，4.1節をご覧ください。
Item Amount(表示項目数)が，4(2)，8(4)，16(8)のどれかになっているときは，
操作2に進みます。
Item Amount(表示項目数)が，Single ListまたはDual Listのどちらかになってい
るときは，操作13に進みます。
表示項目数の設定については，4.1節をご覧ください。

ESC
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表示フォーマットが，Numericのときを代表して，以降の操作を説明します。

● Item Amount(表示項目数)が，4(2)，8(4)，16(8)のどれかのとき

2. Numeric Disp Itemsのソフトキーを押します。Numeric Itemsメニューが表示さ
れます。

・変更対象を選択する

3. Harm Item No.のソフトキーを押します。
4. ジョグシャトルを回して，変更しようとする項目を選択します。強調表示されて

いるところが変更対象の項目です。

・測定ファンクションを変える

5. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

6. ジョグシャトルを回して，None以降の測定ファンクションを選択します。
7. SELECTを押します。強調表示されているところに，選択した測定ファンクショ

ンの記号と数値データが表示されます。

・エレメント/結線ユニットを変える

8. Elementのソフトキーを押します。エレメント/結線ユニット選択ボックスが表示
されます。

9. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
10. SELECTを押します。強調表示されているところに，選択したエレメント番号ま

たは結線ユニットの記号と，数値データが表示されます。

・次数を変える

11. Orderのソフトキーを押します。
12. ジョグシャトルを回して，次数を設定します。強調表示されているところに，設

定した次数と数値データが表示されます。

ESCESC ESC ESC ESC

7.2　数値データの表示項目を変える
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・ 表示項目の順番をリセットする

3. Reset List Execのソフトキーを押します。表示項目の順番がリセットされます。
4. ジョグシャトルを回して，OKまたはCancelのどちらかを選択します。
5. OKを選択してSELECTを押すと，表示項目の順番のリセットが実行されます。

Cancelを選択してSELECTを押すと，表示項目の順番のリセットが中止されま
す。

ESC

● Item Amount(表示項目数)が，Single ListまたはDual Listのどちらかのとき

13. List Itemsのソフトキーを押します。List Itemsメニューが表示されます。

・変更対象を選択する

14. List Item No.のソフトキーを押します。
15. ジョグシャトルを回して，1または2のどちらかを選択します。

・ Item AmountがSingle Listのときは，List Item No. 1のデータを2列のリストで表示し
ます。

・ Item AmountがDual Listのときは，List Item No. 1と2のデータを1列ずつのリストで
表示します。

・測定ファンクションを変える

16. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

17. ジョグシャトルを回して，測定ファンクションを選択します。
18. SELECTを押します。選択した測定ファンクションの記号と数値データが表示さ

れます。

・エレメント/結線ユニットを変える

19. Elementのソフトキーを押します。エレメント/結線ユニット選択ボックスが表示
されます。

20. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
21. SELECTを押します。選択したエレメント番号または結線ユニットの記号と，数

値データが表示されます。

7.2　数値データの表示項目を変える
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・次数を変える

22. ESCを押します。Display設定メニューに戻ります。
23. ジョグシャトルを回して，次数を設定します。表示スクロールされ，設定した次

数と数値データが表示されます。ページスクロール(4.1節参照)もできます。

ESC ESC ESC ESCESC

解　　説

● Item Amount(表示項目数)が，4(2)，8(4)，16(8)のどれかのとき

・測定ファンクションの変更

・ 1.2節の「高調波測定の測定ファンクションの種類」または1.5節の「ユーザー定
義ファンクション」に示されている各項目が，選択できる測定ファンクションの
種類です。

・表示する測定ファンクションなし(None)の選択もできます。

・エレメント/結線ユニットの変更

・エレメント/結線ユニットを，次の中から選択できます。装備されているエレメン
トに合わせて，選択項目が変わります。
Element1，Element2，Element3，Element4，Element5，Element6，
ΣA，ΣB，ΣC

・選択した結線ユニットが高調波測定の対象になっていない場合，数値データがな
いため，データなし表示[-------]になります。たとえば，測定対象がΣAのとき，
ΣCの測定ファンクションのところは，データなし表示[-------]になります。測定対
象の選択については，7.3節をご覧ください。

7.2　数値データの表示項目を変える
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・ 次数の変更

全体(Total)またはdc(0次)から，最大100次まで設定できます。

3番目の項目の
測定ファンクションの変更

3番目の項目の
エレメントの変更

次数の変更

● Item Amount(表示項目数)が，Single ListまたはDual Listのどちらかのとき

リストとして，2種類設定できます。Single Listのときは，List Item No.1のデータを
2列のリストで表示します。Dual Listのときは，List Item No. 1と2のデータを1列ず
つのリストで表示します。
リスト項目No.として，1または2のどちらかを選択できます。

・測定ファンクションの変更

変更する測定ファンクションを，次の中から選択できます。
U，I，P，S，Q，λ，φ，φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xp

・エレメント/結線ユニットの変更

前述の「●Item Amount(表示項目数)が，4(2)，8(4)，16(8)のどれかのとき」と同
じです。

・次数の変更

前述の「●Item Amount(表示項目数)が，4(2)，8(4)，16(8)のどれかのとき」と同
じです。

Note
・ 表示される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンクションと測

定区間」「1.5　演算」「付録1　測定ファンクションの記号と求め方」をご覧ください。
・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧ください。
・ 測定ファンクションが選択されていない，または，数値データがないところは，データなし表

示[-------]になります。
・ 次数は，全体(Total)またはdc(0次)から，最大100次まで設定できます。ただし，PLLソースの

周波数によって自動的に決まる解析次数上限値(17.6節参照)までの次数の数値データが，高調
波測定で求められたデータです。

7.2　数値データの表示項目を変える
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7.3 測定対象を選択する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. HARMONICSを押します。Harmonicsメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，ONを選択します。
3. Objectのソフトキーを押します。測定対象選択ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，測定対象(結線ユニット)を選択します。
5. SELECTを押して，確定します。

ESC ESC

解　　説

高調波測定の対象にする結線ユニットを，次の中から選択できます。選択されている結線
方式のパターンに合わせて，選択項目が変わります。
ΣA，ΣB，ΣC

Note
周波数測定の対象を選択する設定操作については，6.3節をご覧ください。
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7.4 PLLソースを選択する

《機能説明は1.2節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. HARMONICSを押します。Harmonicsメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，ONを選択します。
3. PLL Source Up ExecまたはPLL Source Down Execのソフトキーを押して，PLL

ソースを選択します。画面右上のPLL Srcのところに，選択したPLLソースが表
示されます。
・ PLL Source Up Execのソフトキーを押すと，PLLソースになる対象エレメントが小さ

くなります。
・ PLL Source Down Execのソフトキーを押すと，PLLソースになる対象エレメントが大

きくなります。

ESC ESC
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解　　説

高調波の次数を解析する基準になる基本周期を決定するためのPLL(phase locked loop)
ソースを，選択できます。

●選択したPLLソースの表示位置

HARMONICSを押したとき，画面右上に表示されます。
以下に，エレメント1の電圧をPLLソースにしたときの表示例を示します。

PLLソース

電圧
エレメント

● PLLソースの選択

PLLソースを，次の中から選択できます。装備されているエレメントに合わせて，選択
項目が変わります。
U1，I1，U2，I2，U3，I3，U4，I4，U5，I5，U6，I6，Ext Clk*，Smp Clk*
* 「Ext Clk」にすると，外部クロック入力コネクタに入力される信号の周波数を基本周波数とし

て高調波測定をします。「Smp Clk」にすると，外部クロック入力コネクタに入力される信号
の周波数の(2048分の1)を基本周波数として高調波測定をします。

● PLLソースを「Ext Clk」または「Smp Clk」にするとき

リアパネルの外部クロック入力コネクタ(EXT CLK)に，次の仕様に従って，クロック
信号を入力してください。

EXT CLK

・ Ext Clkの仕様

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ，Smp Clkと同じコネクタ，Smp Clkと同時入力不可
周波数範囲 10Hz～1kHz
入力レベル TTL
入力波形 デューティ比50％の矩形波

・ Smp Clkの仕様

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ，Ext Clkと同じコネクタ，Ext Clkと同時入力不可
周波数範囲 基本周波数0.5Hz～100Hzの2048倍の周波数
入力レベル TTL
入力波形 デューティ比50％の矩形波

注　　意
外部クロック入力コネクタ(EXT CLK)に0～5V以外の電圧を加えると，本機器を
損傷する恐れがあります。

7.4　PLLソースを選択する
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Note
・ fU(電圧の周波数)またはfI(電流の周波数)として，PLLソースに選択している信号を含め，最大

3つの信号の周波数を測定できます。周波数測定の対象を選択する設定操作については，6.3節
をご覧ください。6.3節で選択したソース以外をPLLソースに選択したため，周波数測定の対象
が3つを超えた場合は，エレメント番号の大きい順から，さらに電流->電圧の順に，周波数測
定の対象から解除されます。

・ 高調波測定をする対象信号と同周期の信号を設定してください。また，ひずみが少ない入力信
号をPLLソースに選択したほうが，安定して高調波測定ができます。PLLソースの基本周波数
が変動したり波形がひずんでいて基本周波数が測定できない場合，正しい測定結果を得られま
せん。PLLソースを電流に比べてひずみが少ない電圧に設定することをおすすめします。
すべての入力信号にひずみがあったり振幅レベルが測定レンジに対して小さい場合，仕様を満
足できないことがあります。高次の高調波をより精度よく測定するためには，PLLソースを外
部クロックにして，入力信号の周期と同じ周期の信号を外部クロック入力コネクタに入力して
ください。

・ 基本周波数が440Hz以下で高い周波数成分を含んでいるときには，ゼロクロスフィルタを
500Hzにすることをおすすめします。このフィルタはカットオフ周波数500Hzで，周波数測定
回路にだけ有効です。

・ PLLソースとして設定したエレメントに入力される信号の振幅レベルが，レンジに対して小さ
い場合，PLL同期がかからないことがあります。クレストファクタの設定が「3」のときは，
PLLソースの振幅レベルがレンジの30％以上になるように，測定レンジを設定してください。
また，クレストファクタの設定が「6」のときは，PLLソースの振幅レベルがレンジの60％以
上になるように，測定レンジを設定してください。

・ PLLソースの周波数が変化したとき，その変化後の4回目のデータ更新から，正しい測定値が
表示されます。

7.4　PLLソースを選択する
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7.5 解析次数を設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. HARMONICSを押します。Harmonicsメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，ONを選択します。

●解析次数の最小値を選択する

3. Min Orderのソフトキーを押して，0または1のどちらかを選択します。

●解析次数の最大値を設定する

4. ジョグシャトルを回して，解析次数の最大値を設定します。

ESC ESC
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解　　説

高調波の全体(Total)とひずみ率の数値データを求めるとき，どの範囲の次数にするかの設
定ができます。求め方の詳細は「付録1」をご覧ください。

●解析次数の最小値の選択

次の中から選択できます。
・ 0：高調波の各数値データを求めるときに，0次(dc：直流)の成分を含めます。
・ 1：高調波の各数値データを求めるときに，0次(dc：直流)の成分を含めません。1次
(基本波)成分からが，対象になります。

●解析次数の最大値の設定

1～100次の範囲で設定できます。

Note
・ 解析次数の最小値を1にすると，高調波測定データの全体(Total)を表す数値データには，直流

(dc)成分のデータは含まれません。
・ 解析次数の最大値は100次まで設定できますが，数値データを求めるために対象となる次数

は，解析次数上限値までです。解析次数上限値は，PLLソースの周波数によって最大100次ま
での範囲で自動的に決まります。解析次数上限値を超える次数の数値データの欄は，データな
し表示[-------]になります。

7.5　解析次数を設定する
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7.6 ひずみ率の演算式を選択する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. HARMONICSを押します。Harmonicsメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，ONを選択します。
3. Thd Formulaのソフトキーを押します。Thd Formulaメニューが表示されます。
4. 1/Totalまたは1/Fundamentalのどちらかのソフトキーを押して，ひずみ率の演算

式を選択します。

ESC ESCESC

解　　説

高調波測定の測定ファンクションUhdf，Ihdf，Phdf，Uthd，Ithd，Pthdを求めるとき，
演算式の分母を次の中から選択できます。演算式は，「付録1」をご覧ください。
・ 1/Total
解析次数最小値から解析次数最大値(ただし，解析次数上限値以内)までのすべての高調
波測定データが分母になります。

・ 1/Fundamental
基本波(1次)成分のデータが分母になります。

Note
解析次数最小値/解析次数最大値は，7.5節で設定した成分です。
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7.7 データ長を変える

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. HARMONICSを押します。Harmonicsメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，ONを選択します。
3. Window Widthのソフトキーを押します。Window Widthメニューが表示されま

す。
4. 8192～2048のどれかのソフトキーを押して，解析するデータ長を選択します。

ESC ESCESC

解　　説

高調波測定の対象にするデータ長(サンプリングデータの個数)を次の中から選択できま
す。選択したデータ長が測定区間になります。波形表示をさせた場合，1画面分が測定区
間に相当します。
8192，4096，2048

Note
高調波測定のときのデータ更新レート(周期)は，次のようになります。
・ データ長8192，波形表示データの取り込みOFF，PLLソースの周波数50/60Hzの条件をす

べて満たしているとき
{8192/(高調波測定のときのサンプリング周波数)}秒

・ 上記以外のとき
{データ長/(高調波測定のときのサンプリング周波数)＋約0.5}秒
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7.8 ユーザー定義ファンクションを設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

高調波測定のモードであることを確認してください。通常測定の状態になっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにしてください。

1. MEASUREを押します。Measureメニューが表示されます。
2. User Definedのソフトキーを押します。User Defined Functionダイアログボッ

クスが表示されます。

●ユーザー定義ファンクションの演算を実行する(ON)/しない(OFF)を選択する

3. ジョグシャトルを回して，Function1～Function4の中から設定しようとする
ユーザー定義ファンクションを選択します。

4. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESC
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● 単位を設定する

5. ジョグシャトルを回して，Unitを選択します。
6. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
7. キーボードを操作して，単位を設定します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●演算式を設定する

8. ジョグシャトルを回して，Expressionを選択します。
9. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作して，演算式を設定します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

ESC ESC

解　　説

測定ファンクションの記号を組み合わせて演算式を作り，その数値データを使用して，
作った演算式の数値データを求めることができます。

●ユーザー定義ファンクションの演算のON/OFF

設定されたユーザー定義ファンクションの演算を，実行するかしないかの選択ができま
す。
・ON
演算を実行します。

・OFF
演算を実行しません。

●単位の設定

・文字数
8文字以内。ただし，数値データの表示では，8文字をすべて表示できません。表示
項目数(4.1節参照)によって変わります。

・文字の種類
キーボードに表示されている文字とスペース

7.8　ユーザー定義ファンクションを設定する
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●演算式の設定

測定ファンクション，エレメント番号，次数を合わせたもの(たとえばU(E1,OR1)のよ
うに)を1つの演算項として，4つ(F1～F4)の演算式を作ることができます。1つの式内
の演算項は，16項まで設定できます。

・演算対象の測定ファンクション

測定ファンクション：演算項(演算式を定義するときの記号)という形で以下に示します。
U：U( , ) I：I( , ) P：P( , )
S：S( , ) Q：Q( , ) λ：LAMBDA( , )
φ：PHI( , ) φU：UPHI( , ) φI：IPHI( , )
Z：Z( , ) Rs：RS( , ) Xs：XS( , )
Rp：RP( , ) Xp：XP( , ) Uhdf：UHDF( , )
Ihdf：IHDF( , ) Phdf：PHDF( , ) Uthd：UTHD( )
Ithd：ITHD( ) Pthd：PTHD( ) Uthf：UTHF( )
Ithf：ITHF( ) Utif：UTIF( ) Itif：ITIF( )
hvf：HVF( ) hcf：HCF( ) fU：FU( )
fI：FI( ) φU1-U2：PHIU1U2( ) φU1-U3：PHIU1U3( )
φU1-I1：PHIU1I1( ) φU1-I2：PHIU1I2( ) φU1-I3：PHIU1I3( )

・ ( , )内には，(E1,OR2)のように左側に測定信号を入力するエレメントを表す記
号，右側にORのあとに次数を設定します。エレメント1をE1，エレメント2を
E2，エレメント3をE3，エレメント4をE4，エレメント5をE5，エレメント6を
E6，ΣAをE7，ΣBをE8，ΣCをE9という記号で表します。次の演算項を除き，装
備されているエレメントと結線方式のパターンに合わせて，E1～E9のどれかを設
定できます。
・ PHI( , )～FI( )の( )内には，E1～E6のどれかを設定できます。
・ PHIU1U2( )～PHIU1I3( )の( )内には，E7～E9のどれかを設定できます。
・ ( )内が「,」で区切られていない演算項の場合，次数の設定は不要です。

・次数の部分を「ORT」にすると全体(Total)を意味し，「0(ゼロ)」にするとDCを
意味します。

7.8　ユーザー定義ファンクションを設定する
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・ 演算子

次の演算子の組み合わせで，演算式を設定できます。

演算子 設定例 内容

＋，－，＊，/ U(E1,OR1)－U(E2,OR1) 指定した測定ファンクションの四則演算

ABS ABS(P(E1,ORT)＋P(E2,ORT)) 指定した測定ファンクションの絶対値

SQR SQR(I(E1,OR0)) 指定した測定ファンクションの2乗

SQRT SQRT(ABS(I(E1,OR3))) 指定した測定ファンクションの平方根

LOG LOG(U(E1,OR25)) 指定した測定ファンクションの自然対数

LOG10 LOG10(U(E1,OR25)) 指定した測定ファンクションの常用対数

EXP EXP(U(E1,OR12)) 指定した測定ファンクションの指数

NEG NEG(U(E1,OR12)) 指定した測定ファンクションにマイナス符号
付加

・演算式に使用できる文字数と種類

・文字数
50文字以内

・文字の種類
キーボードに表示されている文字とスペース

Note
・ 演算式(F1～F4)の中に演算式(F1～F4)を入れることはできません。
・ 演算式中の演算項が求められていない場合，演算結果はデータなし表示[- - - - - - -]になりま

す。たとえば，装備されていないエレメントの測定ファンクションが演算式中にある場合で
す。

7.8　ユーザー定義ファンクションを設定する
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7.9 バーグラフの表示項目を変える，カーソル測定をす
る

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

高調波測定のモードであることを確認してください。通常測定の状態になっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにしてください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Bar，Numeric+Bar，Wave+Bar，Bar+Trendの
どれかになっていることを確認します。バーグラフの表示フォーマットについて
は，4.3節をご覧ください。
表示フォーマットがNumeric+Bar，Wave+Bar，Bar+Trendのときは，Bar
Settingのソフトキーを押すと，Bar Settingメニューが表示されます。

ESC
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表示フォーマットが，Barのときを代表して，以降の操作を説明します。

●バーグラフ画面の分割数を選択する

2. Bar Formatのソフトキーを押します。Bar Formatメニューが表示されます。
3. Single～Triadのどれかのソフトキーを押して，画面の分割数を選択します。

・ Singleを選択すると，次項のBar Item No.の1番のバーグラフが表示されます。
・ Dualを選択すると，次項のBar Item No.の1～2番のバーグラフが表示されます。
・ Triadを選択すると，次項のBar Item No.の1～3番のバーグラフが表示されます。

●変更対象を選択する

4. Bar Item No.のソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，1～3のどれかを選択します。

●測定ファンクションを変える

6. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

7. ジョグシャトルを回して，測定ファンクションを選択します。
8. SELECTを押します。選択した測定ファンクションの記号とバーグラフが表示さ

れます。

●エレメントを変える

9. Elementのソフトキーを押します。エレメント選択ボックスが表示されます。
10. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
11. SELECTを押します。選択したエレメント番号とバーグラフが表示されます。

●バーグラフの表示範囲を設定する

(開始次数と終了次数の差が10未満の設定はできません。)
・開始次数を設定する

12. Start Order/End Orderのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をStart
Orderにします。

13. ジョグシャトルを回して，バーグラフの開始次数を設定します。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

・終了次数を設定する

14. Start Order/End Orderのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をEnd
Orderにします。

15. ジョグシャトルを回して，バーグラフの終了次数を設定します。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESCESC ESC ESC

7.9　バーグラフの表示項目を変える，カーソル測定をする
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7.9　バーグラフの表示項目を変える，カーソル測定をする

●カーソル測定をする

2. SHIFT+WAVE(CURSOR)を押します。Cursorメニューが表示されます。

・カーソル測定をする(ON)/しない(OFF)を選択する

3. Bar Cursorのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
ONを選択すると，カーソル測定の結果が表示されます。

・カーソルを移動する

4. Bar C1 +/Bar C2 xのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をBar C1 +，
Bar C2 x，およびBar C1 +とBar C2 xの両方のどれかにします。
・ Bar C1 +を選択すると，カーソル+の位置を移動できます。
・ Bar C2 xを選択すると，カーソルxの位置を移動できます。
・ Bar C1 +とBar C2 xの両方を選択すると，カーソル+とカーソルxの間隔を変えずに位

置を移動できます。Bar C1 +で設定している桁の数値が変わります。

5. ジョグシャトルを回して，カーソルの位置を次数で設定し移動します。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESCESC

解　　説

●変更対象の選択

バーグラフを3種類設定できます。1(バーグラフ1)～3(バーグラフ3)のどれかを選択で
きます。

●測定ファンクションの変更

変更する測定ファンクションを，次の中から選択できます。
U，I，P，S，Q，λ，φ，φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xp

●エレメントの変更

・エレメントを，次の中から選択できます。装備されているエレメントに合わせて，
選択項目が変わります。
Element1，Element2，Element3，Element4，Element5，Element6

・選択したエレメントが高調波測定の対象になっていない場合，数値データがないた
め，バーグラフは表示されません。たとえば，測定対象がΣAのとき，ΣCに割り当て
られているエレメントを選択すると，バーグラフは表示されません。測定対象の選
択については，7.3節をご覧ください。
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● バーグラフの表示範囲の設定

・バーグラフの表示範囲は，次数で設定できます。
・バーグラフ1～バーグラフ3の表示範囲は同じです。
・最小設定値は，0(dc)次です。ただし，測定ファンクションがφ，φU，φIのときは，
0次の値がないので，0次はバーグラフ表示されません。

・測定ファンクションがφU，φIのときは，1次の値がないので，1次はバーグラフ表示
されません。

・最大設定値は，100次です。ただし，解析次数上限値(17.6節参照)を超える次数の
バーグラフは表示されません。

●カーソル測定

・ON/OFF

表示されているバーグラフにカーソルを当てて，その点の値を測定できます。
・ON：カーソル測定をします。
・OFF：カーソル測定をしません。

・測定項目

・ Y1+：バーグラフ1のカーソル+の垂直方向の値(Y軸値)
・ Y1x：バーグラフ1のカーソルxの垂直方向の値(Y軸値)
・ ∆Y1：バーグラフ1のカーソル+とカーソルxのY軸値の差

・ Y2+：バーグラフ2のカーソル+の垂直方向の値(Y軸値)
・ Y2x：バーグラフ2のカーソルxの垂直方向の値(Y軸値)
・ ∆Y2：バーグラフ2のカーソル+とカーソルxのY軸値の差

・ Y3+：バーグラフ3のカーソル+の垂直方向の値(Y軸値)
・ Y3x：バーグラフ3のカーソルxの垂直方向の値(Y軸値)
・ ∆Y3：バーグラフ3のカーソル+とカーソルxのY軸値の差

・カーソルの移動

・カーソルは，バーグラフ1～バーグラフ3に2つ(+とx)ずつ表示されます。
・カーソルの位置は，次数で設定できます。
・バーグラフには，カーソルの位置を示す次数が表示されます。
・カーソル+の位置は，order+：2のように表示されます。
・カーソルxの位置は，orderx：55のように表示されます。

・カーソル+，xの位置を示す次数は，バーグラフ1～バーグラフ3で共通です。

Note
測定不可能なデータがあるときは，測定値表示欄に「***」を表示します。

7.9　バーグラフの表示項目を変える，カーソル測定をする
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7.10 ベクトルの表示を変える

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

高調波測定のモードであることを確認してください。通常測定の状態になっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをONにしてください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Vectorになっていることを確認します。ベクトル
の表示フォーマットについては，4.4節をご覧ください。

●数値データの表示をする(ON)/しない(OFF)を選択する

2. Numericのソフトキーを押して，ONまたはOFFを選択します。

ESC
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● ベクトルをズームする

2. U Mag/I Magのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象を，U Mag，I
Mag，U MagとI Magの両方のどれかにします。
・ U Magを選択すると，高調波測定の対象になっている各エレメントの基本波U(1)のベク

トルをズームできます。
・ I Magを選択すると，高調波測定の対象になっている各エレメントの基本波I(1)のベクト

ルをズームできます。
・ U MagとI Magの両方を選択すると，U MagとI Magのズーム率の差分を変えずに，高

調波測定の対象になっている各エレメントの基本波U(1)とI(1)の両方のベクトルをズー
ムできます。U Magで設定している桁の数値が変わります。

3. ジョグシャトルを回して，ズーム率を設定します。

ESC

解　　説

高調波測定の対象(7.3節参照)になっている各エレメントの基本波U(1)とI(1)の位相差と大
きさ(実効値)の関係を，ベクトル表示できます。垂直軸の上の方向を0(角度ゼロ)とし，各
入力信号のベクトルを表示します。

●数値データ表示のON/OFF

数値データを，表示するかしないかの選択ができます。各信号の大きさや信号間の位相
差の値を，ベクトル表示画面にいっしょに表示できます。位相差の表示方式について
は，6.7節をご覧ください
・ON：数値データを表示します。
・OFF：数値データを表示しません。

●ベクトルのズーム率の設定

ベクトルの大きさを変えることができます。
・ズーム率を0.100～100.000の範囲で設定できます。
・基本波U(1)とI(1)のズーム率を別々に設定できます。

7.10　ベクトルの表示を変える
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ベクトルの表示例

数値データ(信号の大きさや信号間の位相差)を表示している場合

ベクトルの大きさをズーム表示した場合

結線方式3P4W(三相4線式)のとき
・U1(1)，U2(1)，およびU3(1)は相電圧
・I1(1)，I2(1)，およびI3(1)は線電流

結線方式3V3A(3電圧3電流計法)のとき
・U1(1)，U2(1)，およびU3(1)は線間電圧
・I1(1)，I2(1)，およびI3(1)は線電流

結線方式3P3W(三相3線式)のとき
・U1(1)，U2(1)，およびU3(1)は線間電圧
・I1(1)，I2(1)，およびI3(1)は線電流
ただし，結線方式3P3Wでは，U3(1)と
I3(1)を実測していません。演算して
ベクトル表示をしています。

φ2(1)

φ1(1),
φU1-I1

φ3(1)

φU1-U3

φU1-I2

U1(1)
I1(1)

I3(1)

U3(1)
I2(1)

U2(1)

φU1-U2

φU1-I3

I1(1)

I3(1)

I2(1)

O

U1(1)
U3(1)

U2(1)

φU1-U2

φU2-U3

φU3-U1

・ U1(1)，U2(1)，およびU3(1)の各ベクトルを
平行移動して，各ベクトルの起点を中心点
Oに置くと，結線方式3P4Wのときと同じよ
うに，位相関係がわかります。平行移動し
たあとの各ベクトルの位置関係については
，1.8節にある「高調波のベクトル表示」を
ご覧ください。(本機器には，ベクトルを平
行移動する機能はありません。)

・ 線間電圧間の位相差は，位相差の測定ファ
ンクションφU1-U2，φU1-U3から求められ
ます。
φU1-U2＝測定ファンクションφU1-U2その

ものです。
φU2-U3＝(φU1-U3) – (φU1-U2) – 180°
φU3-U1＝–(φU1-U3)

外周円の大きさ(レンジ)

　電圧を2倍，電流を1/2倍にズームした例 外周円の大きさ(レンジ)を示す値
電圧を示すベクトルの大きさが2倍，電流を示すベク
トルの大きさが1/2になり，電圧レンジの値が1/2，電
流レンジの値が2倍になります。

7.10　ベクトルの表示を変える
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8.1 回転速度とトルクの信号を入力する

モータの回転速度に比例した回転センサからの直流電圧(アナログ信号)またはパルス数の
信号と，モータのトルクに比例したトルクメータからの直流電圧(アナログ信号)から，
モータの回転速度，トルクおよびモータ出力が求められます。また，モータの極数を設定
して，モータの同期速度やすべりを求めることもできます。さらに，本機器で測定してい
る有効電力や周波数と，モータ出力を使って，モータ効率やトータル効率の演算ができま
す。高調波測定のとき，モータ評価機能は動作しません。

注　　意
回転信号入力コネクタ(SPEED)またはトルク信号入力用コネクタ(TORQUE)に，
最大許容入力を超える電圧を加えると，本機器を損傷する恐れがあります。

回転信号入力コネクタ(SPEED)
次の仕様に従って，回転センサから出力される信号(モータの回転速度に比例した直流電圧
(アナログ信号)またはパルスの信号)を入力してください。

SPEED

●直流電圧(アナログ入力)

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ
入力レンジ 20V，10V，5V，2V，1V
有効入力範囲 測定レンジの±110％

ただし，±20V以下
入力抵抗 約1MΩ
最大許容入力 ±20V
連続最大同相電圧 ±42Vpeak以下

●パルス入力

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ
周波数範囲 2Hz～200kHz
振幅入力範囲 ±5Vpeak
有効振幅 1V (peak to peak) 以上
入力波形 デューティ比50％の矩形波
入力抵抗 約1MΩ
連続最大同相電圧 ±42Vpeak以下

第8章 モータ評価(オプション)
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トルク信号入力コネクタ(TORQUE)
次の仕様に従って，トルクメータから出力される信号(モータのトルクに比例した直流電圧
(アナログ信号))を入力してください。

TORQUE

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ
入力レンジ 20V，10V，5V，2V，1V
有効入力範囲 測定レンジの±110％

ただし，±20V以下
入力抵抗 約1MΩ
最大許容入力 ±20V
連続最大同相電圧 ±42Vpeak以下

8.1　回転速度とトルクの信号を入力する
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8.2 回転信号とトルク信号の入力レンジと，同期ソース
を選択する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+RANGE(MOTOR SET)を押します。Motor Setダイアログボックスが表示
されます。

●回転信号の入力レンジを選択する

・後述の「●回転センサの信号タイプを選択する」で，Analogを選択したとき

2. ジョグシャトルを回して，SpeedのRangeを選択します。
3. SELECTを押します。入力レンジ選択ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，Auto，20V～1Vのどれかを選択します。
5. SELECTを押して，入力レンジを確定します。

回転信号のタイプが，「Analog」
のとき，入力レンジを選択可能。
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● トルク信号の入力レンジを選択する

2. ジョグシャトルを回して，TorqueのRangeを選択します。
3. SELECTを押します。入力レンジ選択ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，Auto，20V～1Vのどれかを選択します。
5. SELECTを押して，入力レンジを確定します。

●回転信号のタイプを選択する

2. ジョグシャトルを回して，Sense Typeを選択します。
3. SELECTを押して，AnalogまたはPulseのどちらかを選択します。

●パルス入力レンジを設定する
(回転信号のタイプがPulseの場合，パルス入力レンジ(回転速度の定格値)を設定しま
す。D/A出力(15.1節参照)では，回転速度が定格値になったとき，D/A出力値が＋5V
になります。)
2. ジョグシャトルを回して，Pulse Rangeを選択します。
3. SELECTを押します。パルス入力レンジ設定ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，パルス入力レンジを設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

5. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

●同期ソースを選択する

2. ジョグシャトルを回して，Sync Sourceを選択します。
3. SELECTを押します。同期ソース選択ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，U1以降のどれかを選択します。
5. SELECTを押して，同期ソースを確定します。

8.2　回転信号とトルク信号の入力レンジと，同期ソースを選択する
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8.2　回転信号とトルク信号の入力レンジと，同期ソースを選択する

解　　説

モータの回転速度に比例した直流電圧(アナログ信号)またはパルス数と，モータのトルク
に比例した直流電圧(アナログ信号)を，回転センサやトルクメータから本機器の回転信号
入力コネクタ(SPEED)とトルク信号入力用コネクタ(TORQUE)にそれぞれ入力して測定で
きます。

●回転信号のタイプの選択

次の中から選択できます。
・Analog
回転信号のタイプが直流電圧(アナログ信号)のときに選択します。

・ Pulse
回転信号のタイプがパルス信号のときに選択します。

●回転信号とトルク信号の入力レンジの選択

固定レンジとオートレンジの2種類があります。
・固定レンジ

入力レンジを次の中から選択できます。
20V，10V，5V，2V，1V

・オートレンジ

入力レンジ設定でAutoを選択するとオートレンジになります。入力信号の大きさに
よって，自動的にレンジが切り替わります。切り替わる条件や注意事項は「5.2　直
接入力のときの測定レンジを設定する」と同じです。切り替わるレンジの種類は上
記の固定レンジと同じです。

●パルス入力レンジ

・回転信号のタイプがPulseの場合，回転速度がいくつ(回転速度の定格値)のとき，D/
A出力(15.1節参照)を＋5Vにするかを設定します。

・ 0.0001～99999.9999の範囲で設定できます。
・回転信号のタイプがPulseの場合，波形表示の下限値は0固定で，上限値はここで設

定した定格値の1.2倍の値になります。

●同期ソースの選択

・回転信号とトルク信号のアナログ信号を測定するとき，どのエレメントの入力信号
を同期ソースにするか(どの入力信号のゼロクロスに同期させるか)の設定ができま
す。同期ソースにする信号を，次の中から選択できます。装備されているエレメン
トに合わせて，選択項目が変わります。
U1，I1，U2，I2，U3，I3，U4，I4，U5，I5，U6，I6，Ext Clk(外部クロック)*，
None
* Ext Clk(外部クロック)の仕様については，7.4節の解説をご覧ください。

・ここで選択した同期ソースから決まる測定区間で，回転信号とトルク信号のアナロ
グ信号を測定します。「None」を選択して同期ソースなしにした場合，データ更新
周期内のすべてのサンプリングデータが，回転速度(Speed)とトルク(Torque)を求
めるためのデータになります。

・回転信号がパルス信号のときは，ここで選択した同期ソースから決まる測定区間の
パルス信号の周期を平均した値が回転信号の測定値となります。この測定区間にパ
ルス信号の周期が入らなかった場合は，前回の周期から測定値が求められます。
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8.3 ラインフィルタを選択する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+RANGE(MOTOR SET)を押します。Motor Setダイアログボックスが表示
されます。

2. ジョグシャトルを回して，Line Filterを選択します。
3. SELECTを押します。ラインフィルタ選択ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，OFFまたは100Hzのどれかを選択します。
5. SELECTを押して，ラインフィルタを確定します。回転信号とトルク信号の両方

に同じフィルタが設定されます。

解　　説

回転信号とトルク信号を測定する両方の回路にラインフィルタを挿入できます。高周波ノ
イズを除去します。
・カットオフ周波数を次の中から選択できます。
OFF，100Hz

・ OFFを選択すると，フィルタ機能は働きません。

Note
回転信号のタイプがPulseのとき，回転信号にはラインフィルタの機能は働きません。
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8.4 回転速度を測定するためのスケーリング係数，パル
ス数，単位を設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+RANGE(MOTOR SET)を押します。Motor Setダイアログボックスが表示
されます。

●回転信号を換算するためのスケーリング係数を設定する

2. ジョグシャトルを回して，SpeedのScalingを選択します。
3. SELECTを押します。スケーリング係数設定ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，スケーリング係数を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

5. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
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● 回転信号のタイプがPulseのときの1回転あたりのパルス数を設定する

2. ジョグシャトルを回して，Pulse Nを選択します。
3. SELECTを押します。パルス数設定ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，パルス数を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

5. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

●回転速度の単位を設定する

2. ジョグシャトルを回して，SpeedのUnitを選択します。
3. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
4. キーボードを操作して，単位を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

8.4　回転速度を測定するためのスケーリング係数，パルス数，単位を設定する



8-9IM 760101-01

モ
ー
タ
評
価(

オ
プ
シ
ョ
ン)

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

付

索

解　　説

●スケーリング係数の設定

回転信号を，換算するための係数を設定できます。0.0001～99999.9999の範囲で設
定できます。
・回転信号のタイプがAnalogのとき

入力電圧1Vあたりの回転数を設定すると，下記の演算式により回転速度が換算され
ます。

回転センサからの入力電圧×スケーリング係数回転速度Speed＝

・回転信号のタイプがPulseのとき

次項の「●パルス数の設定」の演算式中のスケーリング係数として使用されます。

●パルス数の設定

1回転あたりのパルス数を設定します。1～9999の範囲で設定できます。8.2節で回転
信号のタイプをPulseにしたときに有効になります。

1分間あたりの
回転センサからの入力パルス数

パルス数(1回転あたりのパルス数)
回転速度Speed＝ ×スケーリング係数*

* スケーリング係数が1の場合，回転速度は1分間あたりの回転数(min－1またはrpm)になり
ます。また，回転信号が変速された信号の場合，スケーリング係数(前項参照)を設定し
て変速前の回転速度を求めることができます。

●回転速度の単位の設定

・文字数
8文字以内。

・文字の種類
キーボードに表示されている文字とスペース。

8.4　回転速度を測定するためのスケーリング係数，パルス数，単位を設定する
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8.5 トルクを測定するためのスケーリング係数，単位を
設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+RANGE(MOTOR SET)を押します。Motor Setダイアログボックスが表示
されます。

●トルク信号を換算するためのスケーリング係数を設定する

2. ジョグシャトルを回して，TorqueのScalingを選択します。
3. SELECTを押します。スケーリング係数設定ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，スケーリング係数を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

5. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
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●トルクの単位を設定する

2. ジョグシャトルを回して，TorqueのUnitを選択します。
3. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
4. キーボードを操作して，単位を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

解　　説

●スケーリング係数の設定

トルク信号を，モータのトルクに換算するための係数を設定できます。0.0001～
99999.9999の範囲で設定できます。
入力電圧1Vあたりのトルクを設定すると，下記の演算式によりトルクメータからの入
力電圧から，トルクが換算されます。

トルクメータからの入力電圧×スケーリング係数トルクTorque＝

●トルクの単位の設定

・文字数
8文字以内。

・文字の種類
キーボードに表示されている文字とスペース。

Note
8.7節で求めているモータ出力の単位を「W」にするには，トルクの単位をN･mにしてください。

8.5　トルクを測定するためのスケーリング係数，単位を設定する
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8.6 同期速度とすべりを演算するためのモータの極数を
設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+RANGE(MOTOR SET)を押します。Motor Setダイアログボックスが表示
されます。

●モータの極数を設定する

2. ジョグシャトルを回して，Poleを選択します。
3. SELECTを押します。極数設定ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，極数を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

5. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
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●周波数測定ソース(モータに供給される電圧または電流)を選択する

2. ジョグシャトルを回して，Sync Speedを選択します。
3. SELECTを押します。周波数測定ソース選択ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，周波数測定の対象になっている(6.3節参照)入力信号の

どれかを選択します。
選択ボックス内の入力信号の左にあるボタンが強調表示されているとき，その信号が6.3
節の操作で周波数測定の対象にしている入力信号です。

5. SELECTを押して，周波数測定ソースを確定します。

解　　説

●モータの極数の設定

1～99の範囲で設定できます。測定対象のモータの極数を設定します。

●周波数測定ソースの設定

・周波数測定ソースを，次の中から選択できます。装備されているエレメントに合わ
せて，選択項目が変わります。
U1，I1，U2，I2，U3，I3，U4，I4，U5，I5，U6，I6

・周波数測定の対象になっている入力信号のどれかを選択してください。周波数測定
ソース選択ボックス内の入力信号の左にあるボタンが強調表示されているとき，そ
の信号が6.3節の操作で周波数測定の対象にしている入力信号です。周波数測定の対
象になっていない入力信号を選択した場合，エラーになります。

・通常はモータに供給される電圧または電流で，周波数測定の対象になっている(6.3節
参照)信号を選択します。モータに供給される電圧または電流以外の信号の周波数を
選択した場合，同期速度が正しく求められない場合があります。

●同期速度の演算式

同期速度の単位は，min－1またはrpm固定です。演算式を以下に示します。

120×周波数測定ソースの周波数(Hz)
モータの極数

同期速度Sync(min－1)＝

●すべりの演算式

同期速度の単位はmin－1(またはrpm)固定です。そのため，すべりを求めるには，回転
速度の単位もmin－1(またはrpm)になるように回転速度のスケーリング係数(8.4節参照)
を設定してください。

×100
同期速度(min－1)－回転速度*(min－1)

同期速度(min－1)
すべりSlip(％)＝

* 8.4節で求められる回転速度

Note
周波数測定ソースには，モータに供給される電圧または電流のうち，ひずみやノイズが少ない
安定した信号を選択してください。

8.6　同期速度とすべりを演算するためのモータの極数を設定する
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8.7 モータ出力を演算するためのスケーリング係数，単
位を設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+RANGE(MOTOR SET)を押します。Motor Setダイアログボックスが表示
されます。

●モータ出力を演算するためのスケーリング係数を設定する

2. ジョグシャトルを回して，PmのScalingを選択します。
3. SELECTを押します。スケーリング係数設定ボックスが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，スケーリング係数を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

5. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
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8.7　モータ出力を演算するためのスケーリング係数，単位を設定する

●モータ出力の単位を設定する

2. ジョグシャトルを回して，PmのUnitを選択します。
3. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
4. キーボードを操作して，単位を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

解　　説

●スケーリング係数の設定

回転速度とトルクからモータ出力(メカニカルパワー)を演算するための係数を設定でき
ます。0.0001～99999.9999の範囲で設定できます。
演算式を以下に示します。回転速度の単位がmin－1(またはrpm)，トルクの単位がN･m
になるように，回転速度とトルクのスケーリング係数(8.4，8.5節参照)が設定され，こ
こで設定するモータ出力のスケーリング係数が1のとき，モータ出力Pmの単位がWにな
ります。8.8節の効率の演算では，Pmの単位をWとして演算するため，Pmの単位がW
になるように，各項目のスケーリング係数を設定されることをおすすめします。

*1 8.4節で求められる回転速度
*2 8.5節で求められるトルク

×スケーリング係数×トルク*22×π×回転速度*1

60

モータ出力Pm

＝

Note
ROMバージョン1.05以前の製品では，Pmの演算式は次のようになります。

Pm=回転速度×スケーリング係数×トルク

●モータ出力の単位の設定

・文字数
8文字以内。

・文字の種類
キーボードに表示されている文字とスペース。
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8.8 モータ効率とトータル効率を演算する

本機器が測定する有効電力と，8.7節で求められるモータ出力から，モータ効率(モータが
消費する電力に対するモータ出力の比)やトータル効率(モータが消費する電力だけでな
く，モータに電力を送るときに経由する変換器が消費する電力も含めた全体の消費電力に
対するモータ出力の比)を演算できます。以下に演算例を示します。

モータの入力がΣAに結線された場合
ηmAはモータ効率になります。

×100
モータ出力*(W)

ΣA(W)
モータ効率ηmA(％)＝

* 8.7節で求められるモータ出力

モータ モータ出力
モータの
消費電力

ΣA

変換器の入力がΣAに，モータの入力がΣBに結線された場合
ηmAがトータル効率に，ηmBがモータ効率になります。

×100
モータ出力*(W)

ΣB(W)
モータ効率ηmB(％)＝

×100
モータ出力*(W)

ΣA(W)
トータル効率ηmA(％)＝

* 8.7節で求められるモータ出力

変換器
(インバータなど) モータ モータ出力

ΣBΣA
モータの
消費電力

モータと変換器の
消費電力

変換器の入力がΣBに，モータの入力がΣAに結線された場合
ηmAがモータ効率に，ηmBがトータル効率になります。

×100
モータ出力*(W)

ΣA(W)
モータ効率ηmA(％)＝

×100
モータ出力*(W)

ΣB(W)
トータル効率ηmB(％)＝

* 8.7節で求められるモータ出力

変換器
(インバータなど) モータ モータ出力

ΣA
モータの
消費電力

ΣB
モータと変換器の

消費電力

Note
この結線の場合，デルタ演算機能(6.5節参照)を利用して，3P3W>3V3A変換ができます。
3P3W>3V3A変換で，測定していない1つの線間電圧と相電流が求められます。
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9.1 波形表示データを取り込む

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

2. WAVEを押します。Waveメニューが表示されます。

3. Wave Samplingのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択しま
す。ONにすると，波形表示データの取り込みが，トリガの設定(9.3節参照)に
従ってスタートします。

ESC ESC

解　　説

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。データ更
新レート内に取り込まれたサンプリングデータをP-P圧縮して，波形表示用のデータとし
てメモリに記憶します。
・ON
波形表示データの取り込みが，トリガの設定(9.3節参照)に従ってスタートします。

・OFF
波形表示データの取り込みをしません。

第9章 波形表示
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9.2 時間軸を設定する

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

・通常測定の状態であることを確認してください。高調波測定のモードになっているとき

は，Harmonicsメニュー(7.1節参照)で，ModeをOFFにしてください。

・波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numeric+Wave，Wave+Trendのどれか
になっていることを確認します。表示フォーマットの設定については，4.2節をご
覧ください。

2. WAVEを押します。Waveメニューが表示されます。
3. ジョグシャトルを回して，時間軸を設定します。スケール値の表示をON(9.8節参

照)にしているとき，画面左下に画面左端の時間(0s固定)，画面右下に画面右端の
時間が表示されます。

ESC ESC
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解　　説

●通常測定のとき

時間軸は，Time/div(グリッド1つあたりの時間)で設定します。
1画面分の時間がデータ更新レートと同じになるまでの範囲で，1-2-5ステップで変え
られます。たとえばデータ更新レートが500msのとき，1divあたりの時間を0.5ms，
1ms，2ms，5ms，10ms，20ms，50msの順で変えていくと，1画面分の時間を
5ms，10ms，20ms，50ms，100ms，200ms，500msの順で変えられます。

画面右端
の時間

画面左端
の時間(0s固定)

・ 画面の左端から右端の範囲に
 表示されるデータ点数
・ 「P-P」が表示されている場合，
 P-P圧縮して波形を表示
 (1.7節参照)

Time/divの設定

●高調波測定のとき

高調波測定のときの1画面分の時間は，PLLソース(7.4節参照)の基本周波数から求めら
れるサンプルレートと，データ長(高調波を求めるときにFFT解析する時間幅，7.7節参
照)によって自動的に決まります。任意に設定することはできません。

画面左端の表示区分
(0本目)

画面右端の表示区分
(500本目)

Time/divの設定なし

・ 画面の左端から右端の範囲に
 表示されるデータ点数
・ 「P-P」が表示されている場合，
 P-P圧縮して波形を表示
 (1.7節参照)

9.2　時間軸を設定する
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9.3 トリガを設定する

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

2. WAVEを押します。Waveメニューが表示されます。
3. Triggerのソフトキーを押します。Triggerメニューが表示されます。

ESC ESC
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●トリガモードを選択する

4. Modeのソフトキーを押します。Modeメニューが表示されます。
5. AutoまたはNormalのどちらかのソフトキーを押して，トリガモードを選択しま

す。

ESC ESC

●トリガソースを選択する

4. Sourceのソフトキーを押します。トリガソース選択ボックスが表示されます。
5. ジョグシャトルを回して，U1以降のどれかを選択します。
6. SELECTを押して，トリガソースを確定します。

ESC

●トリガスロープを選択する

4. Slopeのソフトキーを押して， ， ， のどれかを選択します。

●トリガレベルを設定する

4. ジョグシャトルを回して，トリガレベルを設定します。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

9.3　トリガを設定する
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解　　説

トリガは波形を画面に表示するきっかけになるものです。設定されたトリガ条件が成立し
て，波形を画面に表示する状態になることを「トリガがかかる」といいます。

●トリガモードの選択

画面表示を更新する条件がトリガモードです。次の中から選択できます。
・ Auto
オートモードになります。
・タイムアウト時間内(約100ms)にトリガがかかったとき(TRIG’Dインジケータが
点灯)は，そのトリガで表示を更新します。

・タイムアウト時間内にトリガがかからなかったときは，タイムアウト時間を経過
したとき，表示を自動更新(TRIG’Dインジケータの点灯なし)します。

・トリガ信号の周期が100ms以上のときは，上記2つの条件が交互に成立し，表示
が更新されます。このようなときは，ノーマルモードにしてください。

・ Normal
ノーマルモードになります。
・トリガがかかったときに，表示を更新します。
・トリガがかからないときは，表示を更新しません。

●トリガソースの選択

設定されたトリガ条件の対象(トリガソース)を，次の中から選択できます。装備されて
いるエレメントに合わせて，選択項目が変わります。
U1，I1，U2，I2，U3，I3，U4，I4，U5，I5，U6，I6，Ext Clk(外部クロック)*

* トリガソースとしてExt Clkを選択したときは，下記の仕様に従って，信号を入力してくだ
さい。また，トリガソースとしてExt Clkを選択したときは，トリガレベルの設定は無効に
なります。

●トリガソースを「Ext Clk」にするとき

リアパネルの外部クロック入力コネクタ(EXT CLK)に，次の仕様に従って，トリガ信
号を入力してください。

EXT CLK

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ
入力レベル TTL
最小パルス幅 1µs
トリガ遅延時間 (1µs＋1サンプル周期)以内

注　　意
外部クロック入力コネクタ(EXT CLK)に0～5V以外の電圧を加えると，本機器を
損傷する恐れがあります。

9.3　トリガを設定する



9-7IM 760101-01

波
形
表
示

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

付

索

●外部トリガ信号の入力回路とタイムチャート

外部トリガ信号

外部トリガ
(

100 Ω

+5 V

最小パルス幅

トリガ遅延時間

のとき)

内部トリガ

EXT CLK

●トリガスロープの選択

信号レベルの上下の動きをスロープといい，トリガ成立条件の1つの項目としたとき，
トリガスロープといいます。トリガスロープを次の中から選択できます。
・ ：トリガソースの信号が，トリガレベルより低いレベルからトリガレベルより高い
レベルになった(立ち上がり)とき，トリガがかかります。

・ ：トリガソースの信号が，トリガレベルより高いレベルからトリガレベルより低い
レベルになった(立ち下がり)とき，トリガがかかります。

・ ：立ち上がりまたは立ち下がりのどちらの場合も，トリガがかかります。

●トリガレベルの設定

トリガスロープの通過レベルをトリガレベルといいます。トリガソースのスロープが，
あらかじめ設定したトリガレベルに対して，立ち上がるか立ち下がると，トリガがかか
ります。
・ 0.0～±100.0％の範囲で設定できます。
・波形表示画面の垂直軸方向の全幅の半分を100％としています。画面の垂直軸方向
の中心を入力ゼロラインとして，波形表示画面の上限が100%，下限が－100%で
す。波形表示画面の上/下限は，クレストファクタの設定が「3」の場合，各エレメ
ントの電圧/電流の測定レンジ(スケーリングされているときは，スケーリング後のレ
ンジ)の3倍の値に相当します。同様に，クレストファクタの設定が「6」の場合は，
測定レンジの6倍の値に相当します。

・トリガソースが「Ext Clk」のとき，トリガレベルの設定は無効です。

入力ゼロライン
(垂直軸方向の中心)

100%(300Vpk)

–100%(–300Vpk)

・測定レンジ：クレストファクタ3のとき100Vrms，クレストファクタ6のとき50Vrms
・トリガレベル：25%

トリガレベル25%(75V)
T

Note
トリガ機能には，ノイズによる誤動作を防ぐため，クレストファクタの設定が「3」の場合，

約2％のヒステリシスを設けています。たとえばトリガスロープを に設定していると，入力

信号のレベルが，トリガレベルよりも約2％下がってからでないと，トリガはかかりません。
クレストファクタの設定が「6」の場合は，約4％のヒステリシスを設けています。

9.3　トリガを設定する
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9.4 垂直ズームする，垂直ポジションを移動する

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

2. WAVEを押します。Waveメニューが表示されます。
3. V Zoom & Positionのソフトキーを押します。V Zoom & Posメニューが表示さ

れます。

●設定対象のエレメントを選択する

4. Element Objectのソフトキーを押します。Elementメニューが表示されます。
装備されているエレメントだけが表示されます。

5. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，設定対象のエレメン
トを選択します。

ESCESC ESC ESC
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●電圧波形をズームする

6. (U) V Zoomのソフトキーを押します。
7. ジョグシャトルを回して，ズーム率を設定します。

●電圧波形のポジションを移動する

6. (U) Positionのソフトキーを押します。
7. ジョグシャトルを回して，クレストファクタの設定は「3」のときは測定レンジ

×3の値を100%として，クレストファクタの設定は「6」のときは測定レンジ×
6の値を100%として，ポジションを％で設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

●電流波形をズームする

6. (I) V Zoomのソフトキーを押します。
7. ジョグシャトルを回して，ズーム率を設定します。

●電流波形のポジションを移動する

6. (I) Positionのソフトキーを押します。
7. ジョグシャトルを回して，クレストファクタの設定は「3」のときは測定レンジ

×3の値を100%として，クレストファクタの設定は「6」のときは測定レンジ×
6の値を100%として，ポジションを％で設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

●ズーム率とポジションをコピーする

ある1つのエレメントに設定されているズーム率とポジションを，同じ結線ユニットの
エレメントに設定できます。それまでの他のエレメントに設定されていたズーム率とポ
ジションは，保持されません。
6. 表示されているエレメントのどれかのソフトキーを押して，コピー元にするエレ

メントを選択します。
7. ズーム率をコピーするときは，V Zoom Copy Execのソフトキーを押します。ポ

ジションをコピーするときは，Position Copy Execのソフトキーを押します。同
じ結線ユニットのエレメントに，コピー元の電圧波形と電流波形のズーム率とポ
ジションが，それぞれコピーされます。ただし，結線方式がパターン1の場合は，
他のすべてのエレメントにコピーされます。

ESCESC ESC ESC ESC

9.4　垂直ズームする，垂直ポジションを移動する
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解　　説

●設定対象のエレメントの選択

装備されているエレメントだけが表示されます。製品のエレメント構成に合わせて，
Elementメニューが表示されます。

●ズーム(垂直軸方向だけ)

表示されている波形(電圧/電流)ごとに拡大/縮小ができます。ズーム率は次の中から選
択できます。
0.1，0.2，0.25，0.4，0.5，0.75，0.8，1，1.14，1.25，1.33，1.41，1.5，1.6，
1.77，2，2.28，2.66，2.83，3.2，3.54，4，5，8，10，12.5，16，20，25，
40，50，100

●ポジションの移動(垂直軸方向だけ)

電圧波形と電流波形の相互の関係を見たいとか，ズームで見たい部分が画面枠の外に出
てしまったというようなときに，垂直軸方向の波形の表示位置を見やすい位置に移動で
きます。
・ 0.000～±130.000%の範囲で設定できます。
・ズーム率が1のとき，画面の垂直軸方向の全幅の半分(クレストファクタの設定が
「3」のときは測定レンジ×3の値，クレストファクタの設定が「6」のときは測定
レンジ×6の値)を100％としています。画面の垂直軸方向の中心から画面の表示上
限が100％，表示下限が－100％です。
100％

－100％

ポジションを
50%移動

ポジションを
－50%移動

・ズーム率が1以外の場合，クレストファクタの設定が「3」のときは測定レンジ×3
の値(100%)，クレストファクタの設定が「6」のときは測定レンジ×6の値(100%)
が，下図のように画面の表示上限または下限の位置にありません。ズーム率に注意
して，ポジションの位置を設定してください。下図は，クレストファクタの設定が
「3」のときの例です。

ポジションを
－25%移動

150Vpk

300Vpk
(100%)

－150Vpk

－300Vpk
(－100%)

150Vpk

255Vpk

300Vpk
(100%)

－150Vpk

－75Vpk

－300Vpk
(－100%)

画面に表示される
範囲

Note
波形のある部分を拡大して見たいとき，次のような手順で操作されることをおすすめします。
1. ズーム率を1にします。
2. 本節の垂直ポジションを移動する操作で，見たい部分を中心位置に移動します。
3. 垂直軸方向のズーム率を設定します。

9.4　垂直ズームする，垂直ポジションを移動する
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9.5 波形表示をON/OFFする

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

表示フォーマットが，Waveのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Wave Settingのソフトキーを押します。Wave Settingメニューが表示されます。

ESC
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3. Wave Displayのソフトキーを押します。Wave Displayダイアログボックスが表
示されます。

●一括して入力信号の波形を表示する(ON)/しない(OFF)を選択する

・一括して表示する

4. ジョグシャトルを回して，All ONを選択します。
5. SELECTを押します。入力信号の左にあるボタンがすべて強調表示されます。ま

た，波形表示データの取り込みがON(9.1節参照)になっているとき，波形が表示
されます。

・一括して表示しない

4. ジョグシャトルを回して，All OFFを選択します。
5. SELECTを押します。入力信号の左にあるボタンの強調表示がすべて解除され，

波形が表示されなくなります。

●入力信号の波形を表示する(ON)/しない(OFF)を，1つずつ設定する

4. ジョグシャトルを回して，設定しようとする入力信号を選択します。
5. SELECTを押します。波形表示データの取り込みがON(9.1節参照)になってい

て，選択している入力信号の左にあるボタンが強調表示されると，その入力信号
の波形が表示されます。ボタンの強調表示が解除されると，その入力信号の波形
は表示されなくなります。

ESC

解　　説

装備されているエレメントの入力信号だけが表示され，波形表示のON/OFF設定の対象に
なります。また，モータ評価機能(オプション)付きの製品の場合は，Speed，Torqueの入
力信号も波形表示のON/OFF設定の対象になります。

9.5　波形表示をON/OFFする
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9.6 画面を分割して波形表示をする

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

表示フォーマットが，Waveのときを代表例として，以降の操作を説明します。

●画面の分割数を選択する

2. Wave Settingのソフトキーを押します。Wave Settingメニューが表示されます。
3. Wave Formatのソフトキーを押します。Formatメニューが表示されます。
4. Single～Quadのどれかのソフトキーを押して，画面の分割数を選択します。

ESC ESCESC
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● 波形の割り付け方法を選択する

5. Wave Mappingのソフトキーを押します。Wave Mappingダイアログボックスが
表示されます。

6. ジョグシャトルを回して，Modeを選択します。
7. SELECTを押して，Auto，FixedおよびUserのどれかを選択します。Userを選択

したときは，操作8に進みます。
8. ジョグシャトルを回して，設定しようとする入力信号を選択します。
9. SELECTを押します。表示位置番号設定ボックスが表示されます。
10. ジョグシャトルを回して，0～3のどれかを選択します。
11. SELECTを押して，表示位置を確定します。

ESC

9.6　画面を分割して波形表示をする
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解　　説

画面を等分割して，各波形を分割した画面に割り付けることができます。

●画面の分割数の選択

画面の分割数を，次の中から選択できます。
・ Single：分割なし
・ Dual：2等分割
・ Triad：3等分割
・Quad：4等分割
分割数によって，分割画面1つの垂直軸方向の表示点数が，次のように変わります。
Single：432点，Dual：216点，Triad：144点，Quad：108点

●波形の割り付け方法

・ Auto
分割した画面に，表示ONになっている波形(9.5節参照)をエレメント番号順で電圧
(U)，電流(I)，次にSpeed*，Torque*の順に割り付けます。
* モータ評価機能(オプション)付きの製品にだけ適用できます。

・ Fixed
表示ON/OFFに関わらず，分割した画面にエレメント番号順で電圧(U)，電流(I)の順
に割り付けます。Speed*は1番上の表示枠，Torque*は上から2番目の表示枠に表示
されます。

6エレメントすべてを装備，モータ評価機能(オプション)付きで，画面の分割数が4
等分割Quadの場合，U1，I1，U2，I2，U3，I3，I4，Torqueが表示ON，U4，
U5，I5，U6，I6，Speedが表示OFFのとき，下図のように各波形が表示されます。

U1，U3

I1，I3，Torque

U2

I2，I4

U1，U3

I1，I3

U2，I4

I2，Torque

FixedAuto

・ User
表示ON/OFFに関わらず，分割した画面に任意の波形を割り付けられます。表示位
置を0～3の番号で選択できます。番号0から順に，分割した画面の一番上から割り
付けられます。

User(I1に0，Speedに1，Torqueに3の

番号を設定，3等分割時)
I1，Torque

Speed

0，3

1

2

設定した番号順
に表示されます。

9.6　画面を分割して波形表示をする
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9.7 表示補間をする，グラティクルを変える

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

表示フォーマットが，Waveのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Wave Settingのソフトキーを押します。Wave Settingメニューが表示されます。

●表示補間をする/しないを選択する

3. Interpolateのソフトキーを押して， または のどちらかを選択します。

ESC ESC
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9.7　表示補間をする，グラティクルを変える

●グラティクルを変える

3. Graticuleのソフトキーを押して， ， および のどれかを選択します。

ESC

解　　説

●表示補間をする/しないの選択

時間軸方向のサンプリングデータが500点未満(補間領域)では，表示点間(ラスタ間)が
つながりません。このとき，間を補間し波形を表示する機能です。次の中から選択でき
ます。

・ ：補間をしません。
・補間領域でないとき

・補間領域のとき

・ ：2点間を直線的に補間します。
・補間領域でないとき
垂直軸方向のドットを結びます。

・補間領域のとき
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● グラティクルの変更

画面のグリッドや十字目盛りの表示を，次の中から選択できます。

・ ：グリッド表示

・ ：グリッドや十字目盛りの表示なし

・ ：十字目盛り表示

9.7　表示補間をする，グラティクルを変える
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9.8 スケール値/波形のラベル名の表示をON/OFFする

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

2. Wave Settingのソフトキーを押します。Wave Settingメニューが表示されます。

●スケール値を表示する(ON)/しない(OFF)を選択する

3. Scale Valueのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

●波形のラベル名を表示する(ON)/しない(OFF)を選択する

3. Trace Labelのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESCESC ESC
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解　　説

●スケール値の表示ON/OFFを選択する

各チャネルの垂直軸の上限値と下限値，および水平軸(時間軸，9.2節参照)の画面左右
端の値を，表示するかしないかの選択ができます。
・ON
スケール値を表示します。

・OFF
スケール値を表示しません。

●ラベル名の表示ON/OFF

波形のラベル名(入力信号名)を，表示するかしないかの選択ができます。
・ON
ラベル名を表示します。

・OFF
ラベル名を表示しません。

画面右端の時間

画面左端の時間

下限値

上限値

波形のラベル名

9.8　スケール値/波形のラベル名の表示をON/OFFする
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9.9 カーソル測定をする

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

波形を表示するには，波形表示データの取り込みをONにする必要があります。設定方

法については，9.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Wave，Numer ic+Wave，Wave+Bar，
Wave+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定
については，4.2節をご覧ください。

2. SHIFT+WAVE(CURSOR)を押します。Cursorメニューが表示されます。

●カーソル測定をする(ON)/しない(OFF)を選択する

3. Wave Cursorのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
ONを選択すると，カーソル測定の結果が表示されます。

ESCESC
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● カーソル測定の対象波形を選択する

・カーソル+の対象波形を選択する

4. WaveC1 Traceのソフトキーを押します。対象波形選択ボックスが表示されま
す。

5. ジョグシャトルを回して，U1以降のどれかを選択します。
6. SELECTを押して，対象波形を確定します。

・カーソルxの対象波形を選択する

4. WaveC2 Traceのソフトキーを押します。対象波形選択ボックスが表示されま
す。

5. ジョグシャトルを回して，U1以降のどれかを選択します。
6. SELECTを押して対象波形を確定します。

●カーソルの移動パスを選択する

7. Cursor Pathのソフトキーを押します。Cursor Pathメニューが表示されます。
8. Max～Midのどれかのソフトキーを押して，移動パスを選択します。

●カーソルを移動する

9. Wave C1 +/Wave C2 xのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をWave
C1 +，Wave C2 x，およびWave C1 +とWave C2 xの両方のどれかにします。
・ Wave C1 +を選択すると，カーソル+の位置を移動できます。
・ Wave C2 xを選択すると，カーソルxの位置を移動できます。
・ Wave C1 +とWave C2 xの両方を選択すると，カーソル+とカーソルの間隔を変えず

に位置を移動できます。Wave C1 +で設定している桁の数値が変わります。

10. ジョグシャトルを回して，カーソルを移動します。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESC ESC ESC ESCESC

9.9　カーソル測定をする
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9.9　カーソル測定をする

解　　説

●ON/OFF

表示されている波形に，カーソルを当てて，その点の値を測定し表示できます。波形各
部の電圧/電流や水平軸(X軸)上のデータを測定できます。
・ON：カーソル測定をします。
・OFF：カーソル測定をしません。

●測定対象

カーソル測定の対象波形を，次の中から選択できます。装備されているエレメントに合
わせて，選択項目が変わります。
U1，I1，U2，I2，U3，I3，U4，I4，U5，I5，U6，I6，Speed*，Torque*

* モータ評価機能(オプション)付きの製品にだけ適用できます。ただし，高調波測定のときは
選択肢として表示されません。

●測定項目

・ Y+：カーソル+の垂直方向の値(Y軸値)
・ Yx：カーソルxの垂直方向の値(Y軸値)
・ ∆Y：カーソル+とカーソルxのY軸値の差
・ X+：カーソル+の画面左端からのX軸値
・ Xx：カーソルxの画面左端からのX軸値
・ ∆X：カーソル+とカーソルxのX軸値の差
・ 1/∆X：カーソル+とカーソルxのX軸値の差の逆数

●カーソルの移動パス

本機器はサンプリングデータをP-P圧縮している(1.7節参照)ため，同じ時間軸上に最大
値と最小値の2つのデータが表示されています。カーソルを移動するときの通り道を，
どこにするかを設定できます。
・Max
同じ時間軸上の最大値を移動し，そのときの各点の値を測定します。

・Min
同じ時間軸上の最小値を移動し，そのときの各点の値を測定します。

・Mid
同じ時間軸上の最大値と最小値の中間を移動し，そのときの各点の値を測定しま
す。

●カーソルの移動

・カーソルは，選択した波形上を移動します。
・カーソルの移動範囲は，画面左端～右端までです。
・カーソルの移動ステップは，次のようになります。
・通常測定のときは，(1画面分の時間)÷500です。
・高調波測定の時は，1ポイントです。

Note
・ 測定不可能なデータがあるときは，測定値表示欄に「***」を表示します。
・ ∆Yは，単位が異なる場合でも測定されます。ただし，無単位になります。
・ カーソル測定の可能な垂直方向の範囲は，クレストファクタの設定が「3」のときはレンジの

±300%以内です。ただし，1000Vレンジは±200%以内です。クレストファクタの設定が
「6」のときはレンジの±600%以内です。ただし，500Vレンジは±400%以内です。
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10.1 トレンド表示データを取り込む

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

2. Trend Settingのソフトキーを押します。Trend Settingメニューが表示されま
す。

●トレンドデータの取り込みをする(ON)/しない(OFF)を選択する

3. Trend Samplingのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択しま
す。ONにすると，トレンド表示データの取り込みがスタートします。

ESCESC

解　　説

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要があります。
測定ファンクションの数値データをP-P圧縮*して，トレンド表示用のデータとしてメモリ
に記憶します。

* データ点が1表示区分あたり2点以上ある場合にP-P圧縮されます(1.7節参照)。

・ ON
トレンド表示データの取り込みがスタートします。

・OFF
トレンド表示データの取り込みをしません。

第10章 トレンド表示
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10.2 トレンド表示の対象を選択する

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

表示フォーマットが，Trendのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Trend Settingのソフトキーを押します。Trend Settingメニューが表示されま
す。

3. Trend Disp Itemsのソフトキーを押します。Trend Itemsメニューが表示されま
す。

ESC ESCESC

通常測定のとき 高調波測定のとき
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通常測定のとき
●設定対象を選択する

4. ジョグシャトルを回して，T1～T16のどれかを選択します。

●測定ファンクションを選択する

5. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

6. ジョグシャトルを回して，None以降の測定ファンクションを選択します。
7. SELECTを押して，確定します。

●エレメント/結線ユニットを選択する

8. Elementのソフトキーを押します。エレメント/結線ユニット選択ボックスが表示
されます。

9. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
10. SELECTを押して，確定します。

ESC ESCESC

10.2　トレンド表示の対象を選択する
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高調波測定のとき
●設定対象を選択する

4. Trend Objectのソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，T1～T16のどれかを選択します。

●測定ファンクションを選択する

6. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

7. ジョグシャトルを回して，None以降の測定ファンクションを選択します。
8. SELECTを押して，確定します。

●エレメント/結線ユニットを選択する

9. Elementのソフトキーを押します。エレメント/結線ユニット選択ボックスが表示
されます。

10. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
11. SELECTを押して，確定します。

●次数を選択する

12. Orderのソフトキーを押します。
13. ジョグシャトルを回して，Total，0～解析次数の最大値(7.5節参照)のどれかを選

択します。

ESC ESC ESCESC

10.2　トレンド表示の対象を選択する
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10.2　トレンド表示の対象を選択する

解　　説

何をトレンド表示するかを設定できます。トレンド1(T1)～トレンド16(T16)の16本のト
レンドを設定できます。

通常測定のとき
●測定ファンクションの選択

・ 1.2節の「通常測定の測定ファンクションの種類」「モータ評価機能(オプション)の
測定ファンクションの種類」，1.5節の「デルタ演算」「ユーザー定義ファンクショ
ン」「Corrected Power」，および1.6節の「積算の測定ファンクション」に示され
ている各項目が，選択できる測定ファンクションの種類です。

・表示する測定ファンクションなし(None)の選択もできます。
・デルタ演算の測定ファンクションを選択したときは，次項に示すエレメントの意味
合いが，他の測定ファンクションのときと異なります。詳細については，6.1節の解
説をご覧ください。

●エレメント/結線ユニットの選択

・エレメント/結線ユニットを，次の中から選択できます。装備されているエレメント
に合わせて，選択項目が変わります。
Element1，Element2，Element3，Element4，Element5，Element6，
ΣA，ΣB，ΣC

・選択した結線ユニットに割り当てられているエレメントがない場合，数値データが
ないため，トレンドは表示されません。たとえば，ΣA，ΣBにエレメントが割り当て
られていて，ΣCに割り当てられているエレメントがない場合，ΣCの測定ファンク
ションのところは，トレンドは表示されません。

高調波測定のとき
●測定ファンクションの選択

・ 1.2節の「高調波測定の測定ファンクションの種類」または1.5節の「ユーザー定義
ファンクション」に示されている各項目が，選択できる測定ファンクションの種類
です。

・表示する測定ファンクションなし(None)の選択もできます。
●エレメント/結線ユニットの選択

・エレメント/結線ユニットを，次の中から選択できます。装備されているエレメント
に合わせて，選択項目が変わります。
Element1，Element2，Element3，Element4，Element5，Element6，
ΣA，ΣB，ΣC

・選択した結線ユニットが高調波測定の対象になっていない場合，数値データがない
ため，トレンドは表示されません。たとえば，測定対象がΣAのとき，ΣCの測定ファ
ンクションのところは，トレンドは表示されません。測定対象の選択については，
7.3節をご覧ください。

●次数の変更

全体(Total)またはdc(0次)から，最大100次まで設定できます。

Note
・ 表示される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンクションと測

定区間」「1.5　演算」「1.6　積算」「付録1　測定ファンクションの記号と求め方」「付録
2　デルタ演算の求め方」をご覧ください。

・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧ください。
・ 測定ファンクションが選択されていない，または，数値データがないところは，トレンドは表

示されません。
・ 次数は，全体(Total)またはdc(0次)から，最大100次まで設定できます。ただし，7.5節で設定

した解析次数の最小値(Min Order)～PLLソースの周波数によって自動的に決まる解析次数上限
値(17.6節参照)までの次数の数値データが，高調波測定で求められたデータです。

・ トレンド表示の対象を変更すると，変更されたトレンドだけが消去され，消去された時点(位置
)から，変更後のトレンドが表示されます。
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10.3 トレンド表示をON/OFFする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要がありま

す。設定方法については，10.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

表示フォーマットが，Trendのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Trend Settingのソフトキーを押します。Trend Settingメニューが表示されま
す。

ESC
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10.3　トレンド表示をON/OFFする

3. Trend Displayのソフトキーを押します。Trend Displayダイアログボックスが表
示されます。

●一括してトレンドを表示する(ON)/しない(OFF)を選択する

・一括して表示する

4. ジョグシャトルを回して，All ONを選択します。
5. SELECTを押します。トレンド記号の左にあるボタンがすべて強調表示されま

す。また，トレンド表示データの取り込みがON(10.1節参照)になっているとき，
トレンドが表示されます。

・一括して表示しない

4. ジョグシャトルを回して，All OFFを選択します。
5. SELECTを押します。トレンド記号の左にあるボタンの強調表示がすべて解除さ

れ，トレンドが表示されなくなります。

●トレンドを表示する(ON)/しない(OFF)を，1つずつ設定する

4. ジョグシャトルを回して，設定しようとするトレンド記号を選択します。
5. SELECTを押します。トレンド表示データの取り込みがON(10.1節参照)になって

いて，選択しているトレンド記号の左にあるボタンが強調表示されると，そのト
レンドが表示されます。ボタンの強調表示が解除されると，そのトレンドは表示
されなくなります。

ESC

解　　説

トレンド1(T1)～トレンド16(T16)のトレンド表示のON/OFFができます。
トレンドの表示は，10.5節の時間軸(T/div)の設定によって異なります。たとえば，T/div
を3s，データ更新レートを50msに設定すると，トレンドの表示は，1sごとに更新されま
す。T/divを1day，データ更新レートを50msに設定すると，トレンドの表示は，1728s
ごとに更新されます。
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10.4 画面を分割してトレンド表示をする

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要がありま

す。設定方法については，10.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

表示フォーマットが，Trendのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Trend Settingのソフトキーを押します。Trend Settingメニューが表示されま
す。

3. Trend Formatのソフトキーを押します。Formatメニューが表示されます。
4. Single～Quadのどれかのソフトキーを押して，画面の分割数を選択します。

ESC ESC ESC
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解　　説

画面を等分割して，各トレンドを分割した画面に割り付けることができます。

●画面の分割数の選択

波形表示(9.6節)と同じです。

●波形の割り付け方法

分割した画面に，表示ONになっているトレンド(10.3節参照)をトレンド番号順(T1～
T16)に割り付けます。波形表示の「Auto」に相当します。

10.4　画面を分割してトレンド表示をする
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10.5 時間軸を設定する

《機能説明は1.8節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要がありま

す。設定方法については，10.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

表示フォーマットが，Trendのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Trend Settingのソフトキーを押します。Trend Settingメニューが表示されま
す。

ESC
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●通常測定のときで，波形表示データの取り込み(9.1節参照)がOFFのとき

3. ジョグシャトルを回して，時間軸を設定します。スケール値の表示をON(9.8節参
照)にしているとき，画面左下に画面左端の時間(0s固定)，画面右下に画面右端の
時間が表示されます。

●通常測定のときで，波形表示データの取り込みがONのとき

3. ジョグシャトルを回して，時間軸(水平軸)を設定します。スケール値の表示をON
にしているとき，画面左下に画面左端のデータ点数(0固定)，画面右下に画面右端
のデータ点数が表示されます。

●高調波測定のとき

3. ジョグシャトルを回して，時間軸(水平軸)を設定します。スケール値の表示をON
にしているとき，画面左下に画面左端のデータ点数(0固定)，画面右下に画面右端
のデータ点数が表示されます。

ESCESC

通常測定のとき 高調波測定のとき

解　　説

●通常測定のときで，波形表示データの取り込み(9.1節参照)がOFFのとき

時間軸は，T/div(グリッド1つあたりの時間)で設定します。
1divあたりの時間を3s～1dayの範囲で設定できます。

●通常測定のときで，波形表示データの取り込みがONのとき

時間軸(水平軸)は，P/div(グリッド1つあたりのデータ点数)で設定します。
1divあたりのデータ点数を1～500の範囲で設定できます。

●高調波測定のとき

時間軸(水平軸)は，P/div(グリッド1つあたりのデータ点数)で設定します。
1divあたりのデータ点数を1～500の範囲で設定できます。

Note
時間軸を変更すると，トレンド表示データの取り込みが再スタートします。それまでのトレン
ド表示が消去され，画面左端からトレンド表示が始まります。

10.5　時間軸を設定する
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10.6 スケールを設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要がありま

す。設定方法については，10.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

表示フォーマットが，Trendのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Trend Settingのソフトキーを押します。Trend Settingメニューが表示されま
す。

3. Trend Scaleのソフトキーを押します。Trend Scaleメニューが表示されます。

ESCESC
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●スケール設定の設定対象を選択する

4. Trend Objectのソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，T1～T16のどれかを選択します。

●オートスケーリングまたはマニュアルスケーリングのどちらかを選択する

6. Scalingのソフトキーを押して，AutoまたはManualのどちらかを選択します。

●マニュアルスケーリングのときの上限値を設定する

7. Upper Scaleのソフトキーを押します。
8. ジョグシャトルを回して，上限値を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

●マニュアルスケーリングのときの下限値を設定する

7. Lower Scaleのソフトキーを押します。
8. ジョグシャトルを回して，下限値を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESC ESC ESCESC

解　　説

●スケールの設定

トレンドを表示するときの表示枠の上限値/下限値を設定できます。設定方法を次の中
から選択できます。
・ Auto
オートスケーリングになります。トレンド表示データの最大/最小値から，画面表示
上の上下限値を自動的に決めます。

・Manual
マニュアルスケーリングになります。必要に応じて，上下限値を任意に設定できま
す。

●マニュアルスケーリングのときの上限値/下限値の設定

－9.9999E＋30～9.9999E＋30の範囲で設定できます。

Note
上限値/下限値やラベル名を表示する/しないは，9.8節の設定が有効になります。

10.6　スケールを設定する
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10.7 カーソル測定をする

《機能説明は1.7節》
操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要がありま

す。設定方法については，10.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

2. SHIFT+WAVE(CURSOR)を押します。Cursorメニューが表示されます。

●カーソル測定をする(ON)/しない(OFF)を選択する

3. Trend Cursorのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
ONを選択すると，カーソル測定の結果が表示されます。

ESCESC
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●カーソル測定の対象トレンドを選択する

・カーソル+の対象トレンドを選択する

4. TrendC1 Traceのソフトキーを押します。対象トレンド選択ボックスが表示され
ます。

5. ジョグシャトルを回して，T1～T16のどれかを選択します。
6. SELECTを押して，対象トレンドを確定します。

・カーソルxの対象トレンドを選択する

4. TrendC2 Traceのソフトキーを押します。対象トレンド選択ボックスが表示され
ます。

5. ジョグシャトルを回して，T1～T16のどれかを選択します。
6. SELECTを押して対象トレンドを確定します。

●カーソルを移動する

7. Trend C1 +/Trend C2 xのソフトキーを押して，ジョグシャトルの対象をTrend
C1 +，Trend C2 x，およびTrend C1 +とTrend C2 xの両方のどれかにします。
・ Trend C1 +を選択すると，カーソル+の位置を移動できます。
・ Trend C2 xを選択すると，カーソルxの位置を移動できます。
・ Trend C1 +とTrend C2 xの両方を選択すると，カーソル+とカーソルの間隔を変えず

に位置を移動できます。Trend C1 +で設定している桁の数値が変わります。

8. ジョグシャトルを回して，カーソルを移動します。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

ESC ESCESC

10.7　カーソル測定をする
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解　　説

●ON/OFF

表示されているトレンドに，カーソルを当てて，その点の値を測定し表示できます。ト
レンド各部の垂直軸(Y軸)や水平軸(X軸)上のデータを測定できます。
・ON：カーソル測定をします。
・OFF：カーソル測定をしません。

●測定対象

カーソル測定の対象トレンドを，T1～T16の中から選択できます。

●測定項目

・ Y+：カーソル+の垂直方向の値(Y軸値)
・ Yx：カーソルxの垂直方向の値(Y軸値)
・ ∆Y：カーソル+とカーソルxのY軸値の差
・ X+：カーソル+の画面左端からのX軸値

・通常測定(波形表示データの取り込みON，9.1節参照)の場合
画面左端を0ポイントとして，カーソル+が画面左端から何ポイント目にあるかを
示します。

・通常測定(波形表示データの取り込みOFF)の場合
画面左端を0sとして，カーソル+の画面左端からの相対的な時間を示します。メ
ニュー上の数値は，画面左端を0ポイントとして，カーソル+が画面左端から何ポ
イント目にあるかを示します。

・高調波測定の場合
画面左端を0ポイントとして，カーソル+が画面左端から何ポイント目にあるかを
示します。

・ Xx：カーソルxの画面左端からのX軸値
・通常測定(波形表示データの取り込みON)の場合
画面左端を0ポイントとして，カーソルxが画面左端から何ポイント目にあるかを
示します。

・通常測定(波形表示データの取り込みOFF)の場合
画面左端を0sとして，カーソルxの画面左端からの相対的な時間を示します。メ
ニュー上の数値は，画面左端を0ポイントとして，カーソルxが画面左端から何ポ
イント目にあるかを示します。

・高調波測定の場合
画面左端を0ポイントとして，カーソルxが画面左端から何ポイント目にあるかを
示します。

・ ∆X：カーソル+とカーソルxのX軸値の差
・ D+：カーソル+の位置の日時
・通常測定(波形表示データの取り込みOFF)の場合
測定日時(年/月/日　時：分：秒)を示します。

・高調波測定，通常測定(波形表示データの取り込みON)の場合
表示されません。

・ Dx：カーソルxの位置の日時
・通常測定(波形表示データの取り込みOFF)の場合
測定日時(年/月/日　時：分：秒)を示します。

・高調波測定，通常測定(波形表示データの取り込みON)の場合
表示されません。

10.7　カーソル測定をする
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●カーソルの移動

・カーソルは，選択したトレンド上を移動します。
・カーソルの移動範囲は，画面左端～右端までです。
・画面に表示されているデータ点を1ポイントずつ移動します。

Note
・ 測定不可能なデータがあるときは，測定値表示欄に「***」を表示します。
・ ∆Yは，単位が異なる場合でも測定されます。ただし，無単位になります。

10.7　カーソル測定をする
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10.8 トレンドを再スタートする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

トレンドを表示するには，トレンド表示データの取り込みをONにする必要がありま

す。設定方法については，10.1節をご覧ください。

1. DISPLAYを押します。Displayメニューが表示されます。
Format(表示フォーマット)が，Trend，Numeric+Trend，Wave+Trend，
Bar+Trendのどれかになっていることを確認します。表示フォーマットの設定に
ついては，4.5節をご覧ください。

表示フォーマットが，Trendのときを代表例として，以降の操作を説明します。

2. Trend Settingのソフトキーを押します。Trend Settingメニューが表示されま
す。

3. Restart Trend Execのソフトキーを押します。トレンドを再スタートします。

ESCESC
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解　　説

トレンドを再スタートすると，それまでのトレンドは消去されます。

Restart Trend Execのソフトキーを押す以外に，次の操作をすると，トレンドを再スター
トします。
・データ更新レートを変更する
・トレンドの時間軸(水平軸)を変更する
・高調波測定のモードをON/OFFする
・波形表示データの取り込みをON/OFFする
・トレンドデータの取り込みをON/OFFする

Note
トレンド表示の対象(10.2節参照)を変更すると，変更されたトレンドだけが消去され，消去さ
れた時点(位置)から，変更後のトレンドが表示されます。

10.8　トレンドを再スタートする
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11.1 ストアモードを設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+STORE(STORE SET)を押します。Store Setメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，Storeを選択します。
3. Store Settingのソフトキーを押します。Store Settingメニューが表示されます。
4. Modeのソフトキーを押します。Modeメニューが表示されます。
5. Manual～Integ Syncのどれかのソフトキーを押して，ストアモードを選択しま

す。

ESC ESC ESCESC

第11章 データのストアとリコール，ストアしたデータの保存
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解　　説

ストアをするには，ストアモード，ストア回数，ストアインタバルおよびストア予約時刻
などを設定してからストアをスタートする必要があります。ここではストアモードについ
て説明します。ストア回数，ストアインタバルおよびストア予約時刻の設定操作について
は11.2節を，ストアをスタートする操作については11.4節をご覧ください。

ストアモード

ストアを開始/終了するタイミングを，次の中から選択できます。

・Manual

マニュアルモードです。STOREを押すと，設定されているストアインタバルごと
に，ストア回数だけ，数値データまたは波形表示データをストアできます。

・ Real Time

実時間モードです。STOREを押したあと，設定したストアスタートの予約時刻にな
ると，設定されているストアインタバルごとに，ストア回数だけ(またはストア終了
の予約時刻まで)，数値データまたは波形表示データをストアできます。

・ Integ Sync

・積算同期モードです。STOREを押したあと，積算がスタートすると，設定されて
いるストアインタバルごとに，ストア回数だけ(または積算ストップまで)，数値
データまたは波形表示データをストアできます。

・積算タイマ(6.8節または6.9節参照)の設定時間を，ストアインタバルの整数倍に
なるように設定すると，積算タイマの設定時間で繰り返される積算スタートと積
算ストップ時の積算値をストアできます。

11.1　ストアモードを設定する
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11.2 ストア回数，ストアインタバル，ストア予約時刻を
設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+STORE(STORE SET)を押します。Store Setメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，Storeを選択します。
3. Store Settingのソフトキーを押します。Store Settingメニューが表示されます。

●ストア回数を設定する

4. ジョグシャトルを回して，ストア回数を設定します。

●ストアインタバルを設定する

4. Interval Settingのソフトキーを押します。Interval Settingダイアログボックスが
表示されます。

5. ジョグシャトルを回して，時，分，秒のどれかのボックスを選択します。
6. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
7. ジョグシャトルを回して，操作5で選択した時，分，秒を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

8. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
9. 操作5～8を繰り返して，時，分，秒をすべて設定します。

ESC ESC ESCESC
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● ストア予約時刻を設定する

4. Modeのソフトキーを押します。Modeメニューが表示されます。
5. Real Timeのソフトキーを押して，実時間モードにします。ストア予約時刻メ

ニューが表示されます。
6. Real Time Controlのソフトキーを押します。Real Time Controlダイアログボッ

クスが表示されます。
7. ジョグシャトルを回して，ストアスタート(Store Start)の予約年，月，日，時，

分，秒のどれかのボックスを選択します。
8. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，操作7で選択した年，月，日，時，分，秒を設定しま

す。
ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

10. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
11. 操作7～10を繰り返して，年，月，日，時，分，秒をすべて設定します。
12. ジョグシャトルを回して，ストア終了(Store End)の予約年，月，日，時，分，秒

のどれかのボックスを選択します。
13. 操作8～11を繰り返して，年，月，日，時，分，秒をすべて設定します。

ESC ESCESC

11.2　ストア回数，ストアインタバル，ストア予約時刻を設定する
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11.2　ストア回数，ストアインタバル，ストア予約時刻を設定する

解　　説

ストアをするには，ストアモード，ストア回数，ストアインタバルおよびストア予約時刻
などを設定してからストアをスタートする必要があります。ここではストア回数，ストア
インタバルおよびストア予約時刻について説明します。ストアモードの設定操作について
は11.1節を，ストアをスタートする操作については11.4節をご覧ください。

●ストア回数の設定

・ 1～999999の範囲で設定できます。
・ストア先の内部メモリの容量(約12Mバイト，ROMバージョン2.01以降の本機器で
は約11Mバイト)を超える場合は，設定したストア回数に達する前にストア動作が終
了します。

●ストアインタバルの設定

ストアをする周期を設定できます。
・時 : 分 : 秒の単位で，次の範囲で設定できます。00 : 00 : 00に設定すると，数値
データや波形表示データの更新のタイミングに合わせてストアされます。
00 : 00 : 00～99 : 59 : 59

・積算タイマ(6.8節または6.9節参照)の設定時間を，ストアインタバルの整数倍になる
ように設定すると，積算タイマの設定時間で繰り返される積算スタートと積算ス
トップ時の積算値をストアできます。

●ストア予約時刻の設定

・年 : 月 : 日，時 : 分 : 秒の単位で，設定します。
・年は西暦で設定します。
・時 : 分 : 秒は，次の範囲で設定できます。
00 : 00 : 00～23 : 59 : 59

・ストア終了の予約時刻は，ストアスタートの予約時刻よりも，必ずあとの時刻にな
るように設定してください。

Note
・ 予約時刻の設定では，2月も31日まで設定できてしまいます。この場合，ストア実行(11.4節)

時に，エラーメッセージが表示されるので，予約時刻を設定し直してください。
・ ストア実行時には，うるう年を認識してストアします。
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11.3 ストアする数値データ，波形表示データを設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+STORE(STORE SET)を押します。Store Setメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，Storeを選択します。
3. Store Settingのソフトキーを押します。Store Settingメニューが表示されます。

●ストア対象を選択する

4. Store Itemのソフトキーを押します。Store Itemメニューが表示されます。
5. Numeric～Numeric+Waveのどれかのソフトキーを押して，ストア対象を選択し

ます。
・ Numericを選択したときは，ストアの対象が数値データになります。
・ Waveを選択したときは，ストアの対象が波形表示データになります。
・ Numeric+Waveを選択したときは，ストアの対象が数値データと波形表示データの両方

になります。

ESC ESCESC
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●ストアする数値データを選択する

(操作5で，ストア対象をNumericまたはNumeric+Waveにしたとき，操作できます。)
6. List Itemのソフトキーを押します。List Itemダイアログボックスが表示されま

す。

・一括して選択する(通常測定のときだけ)

7. ジョグシャトルを回して，All ONを選択します。
8. SELECTを押します。エレメントと測定ファンクションの左にあるボタンがすべ

て強調表示され，ストアの対象になります。

・一括して選択しない(通常測定のときだけ)

7. ジョグシャトルを回して，All OFFを選択します。
8. SELECTを押します。エレメントと測定ファンクションの左にあるボタンの強調

表示がすべて解除され，ストアの対象になりません。

ESC

通常測定のとき 高調波測定のとき

・あらかじめ設定されている項目だけを選択する(通常測定のときだけ)

7. ジョグシャトルを回して，Preset1またはPreset2を選択します。
8. SELECTを押します。Preset1またはPreset2にあらかじめ設定されている項目の

左にあるボタンがすべて強調表示され，ストアの対象になります。

Preset1に設定されている項目 Preset2に設定されている項目

・ 1つずつ設定する

7. ジョグシャトルを回して，設定しようとするエレメントまたは測定ファンクショ
ンを選択します。

8. SELECTを押します。選択しているエレメントまたは測定ファンクションの左に
あるボタンが強調表示されると，そのエレメントの測定ファンクションの数値
データがストアの対象になります。ボタンの強調表示が解除されると，そのエレ
メントの測定ファンクションの数値データはストアの対象になりません。

11.3　ストアする数値データ，波形表示データを設定する
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● ストアする波形表示データを選択する

(操作5で，ストア対象をWaveまたはNumeric+Waveにしたとき，操作できます。)
6. Wave Traceのソフトキーを押します。Wave Traceダイアログボックスが表示さ

れます。

・一括して選択する

7. ジョグシャトルを回して，All ONを選択します。
8. SELECTを押します。入力信号の左にあるボタンがすべて強調表示され，ストア

の対象になります。

・一括して選択しない

7. ジョグシャトルを回して，All OFFを選択します。
8. SELECTを押します。入力信号の左にあるボタンの強調表示がすべて解除され，

ストアの対象になりません。

ESC

・ 1つずつ設定する

7. ジョグシャトルを回して，設定しようとする入力信号を選択します。
8. SELECTを押します。選択している入力信号の左にあるボタンが強調表示される

と，その入力信号がストアの対象になります。ボタンの強調表示が解除される
と，その入力信号はストアの対象になりません。

11.3　ストアする数値データ，波形表示データを設定する
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解　　説

●ストア対象の選択

ストアする対象を，次の中から選択できます。
・ Numeric
数値データがストアの対象になります。

・Wave
波形表示データがストアの対象になります。

・ Numeric+Wave
数値データと波形表示データがストアの対象になります。

●ストアする数値データの選択

数値データのうち，どの項目をストアするかを選択できます。

・通常測定のとき

・装備されているエレメント/結線ユニットだけが選択の対象になります。
・ストアされる測定ファンクションは，1.2節の「通常測定の測定ファンクションの
種類」「モータ評価機能(オプション)の測定ファンクションの種類」，1.5節の
「デルタ演算」「ユーザー定義ファンクション」「Corrected Power」，および
1.6節の「積算の測定ファンクション」に示されている各項目から選択できます。

・高調波測定のとき

・装備されているエレメントだけが選択の対象になります。
・ストアされる測定ファンクションは，U(Uhdfを含む)，I(Ihdfを含む)，P(Phdfを
含む)，S，Q，λ，φ，φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xp，Others*の中から選択でき
ます。
* Othersを選択すると，選択されているエレメントの測定ファンクションUthd，Ithd，

Pthd，Uthf，Ithf，Utif，Itif，hvf，hcf，fU，fIと，位相差φ，Σファンクション，ユー
ザー定義ファンクションなどがストアの対象になります。

●ストアする波形表示データの選択

・波形表示データのうち，どの項目をストアするかを選択できます。
・装備されているエレメントの入力信号だけが選択の対象になります。
・モータ評価機能(オプション)付きの製品の場合は，Speed，Torqueの入力信号も選

択の対象になります。

Note
・ 表示される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンクションと測

定区間」「1.5　演算」「1.6　積算」「付録1　測定ファンクションの記号と求め方」「付録
2　デルタ演算の求め方」をご覧ください。

・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧ください。
・ 数値データがないところは，データなし[-------]がストアされます。
・ 積算をしていないため積算値がないとき，データなし[-------]がストアされます。積算時間も

データなし[-------]がストアされます。
・ ストアされる高調波データの次数の最大値は，7.5節で設定した解析次数の最大値までです。

データのない次数には，データなし[-------]がストアされます。

11.3　ストアする数値データ，波形表示データを設定する
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11.4 データをストアする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

●内部メモリを初期化(クリア)する

1. SHIFT+STORE(STORE SET)を押します。Store Setメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，Storeを選択します。
3. Store toのソフトキーを押して，Memoryを選択します。
4. Initialize Memory Execのソフトキーを押します。Alertダイアログボックスが表

示されます。
5. ジョグシャトルを回して，OKまたはCancelのどちらかを選択します。
6. OKを選択してSELECTを押すと，内部メモリのデータがクリアされます。Cancel

を選択してSELECTを押すと，内部メモリのデータのクリアが中止されます。

ESC ESCESC
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●ストアをスタートする

7. STOREを押します。キーの左上にあるSTOREインジケータが点灯します。スト
アモード(11.1節参照)によって，次のそれぞれの条件でストアがスタートしま
す。
・マニュアルモードのとき

ストアをスタートします。STOREを押したとき，1回目のストアを実行しま
す。画面左上に「Store:Start」が表示されます。

・実時間モードのとき
ストアレディ状態になり，画面左上に「Store:Ready」が表示されます。スト
アスタートの予約時刻になるとストアがスタートします。ストアスタートの予
約時刻になったとき，1回目のストアを実行します。画面左上に「Store:
Start」が表示されます。

・積算同期モードのとき
ストアレディ状態になり，画面左上に「Store:Ready」が表示されます。積算
がスタートするとストアがスタートします。積算がスタートしたとき，1回目
のストアを実行します。画面左上に「Store:Start」が表示されます。

●ストアを強制ストップする

8. ストアがスタートしているとき，もう一度STOREを押すと，ストアをストップし
ます。キーの左上にあるSTOREインジケータが消灯します。

●ストアを自動的にストップする

8. ストアモードによって，次のそれぞれの条件でストアが自動的にストップしま
す。キーの左上にあるSTOREインジケータが消灯します。
・マニュアルモードのとき

ストア回数だけ，または内部メモリの容量(約12Mバイト,  ROMバージョン
2.01以降の本機器では約11Mバイト)までストアすると，ストアをストップし
ます。画面左上に「Store:Stop」が表示されます。

・実時間モードのとき
ストア回数だけ，ストア終了の予約時刻まで，あるいは内部メモリの容量まで
ストアすると，ストアをストップします。画面左上に「Store:Stop」が表示さ
れます。

・積算同期モードのとき
ストア回数だけ，積算ストップまで，あるいは内部メモリの容量までストアす
ると，ストアをストップします。画面左上に「Store:Stop」が表示されます。

11.4　データをストアする
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解　　説

ストアをするには，ストアモード，ストア回数，ストアインタバルおよびストア予約時刻
などを設定してからストアをスタートする必要があります。ここではストアのスタートと
ストップの操作について説明します。ストアモードの設定操作については11.1節を，スト
ア回数，ストアインタバルおよびストア予約時刻の設定操作については11.2節をご覧くだ
さい。

●内部メモリの初期化(クリア)

・内部メモリをクリアしないと，ストアを実行できません。
・電源スイッチをONにして，最初のストアをする場合は，内部メモリをクリアする操
作は必要ありません。

●ストアのスタート

ストアモード(11.1節参照)によって，それぞれの条件でストアがスタートします。詳細
は操作説明をご覧ください。

●ストアのストップ

・ STOREの操作で強制的にストアをストップできます。
・ストアモードによって，それぞれの条件でストアが自動的にストップします。詳細
は操作説明をご覧ください。

●ストアしたデータの記憶保持

内部メモリにストアしたデータは，内蔵のリチウム電池で記憶保持できません。本機器
の電源を切ると，内部メモリのデータは消失します。データを保持する場合は，本機器
の電源を切る前に記憶メディアに保存してください。

Note
・ ストアをストップしたあと，再度ストアをスタートするには，内部メモリをクリアする必要が

あります。
・ 数値データがないところは，データなし[-------]がストアされます。
・ 積算をしていないため積算値がないとき，データなし[-------]がストアされます。積算時間も

データなし[-------]がストアされます。
・ ストアされる高調波データの次数の最大値は，7.5節で設定した解析次数の最大値までです。

データのない次数には，データなし[-------]がストアされます。
・ ストア中は，高調波測定のモードON/OFF，PLLソース/ひずみ率演算式の設定変更，スケーリ

ング/アベレージング/フィルタの設定変更，積算モード/積算タイマおよびストアインタバル
の変更操作はできません。

・ ストアしているときにHOLDを押して表示ホールドにすると，HOLDを押したときの値がスト
アされます。

・ ストアインタバルが00：00：00で，ストア中にHOLDを押して表示をホールドした場合，ス
トア動作は停止します。

11.4　データをストアする
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11.5 ストアしたデータを保存する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+STORE(STORE SET)を押します。Store Setメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，Storeを選択します。
3. Store toのソフトキーを押して，MemoryまたはFileを選択します。

Memoryを選択した場合は，次ページの「ストア済みのデータを保存する場合」
に進みます。
Fileを選択した場合は，11-16ページの「ストア->保存を一連の動作で実行する場
合」に進みます。

ESCESC
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ストア済みのデータを保存する場合
4. Convert Memoryのソフトキーを押します。Convert Memoryメニューが表示さ

れます。
●保存するときのデータタイプを選択する

5. Data Typeのソフトキーを押して，ASCIIまたはFloatのどちらかを選択します。

●保存先のメディアを選択する

6. File Listのソフトキーを押します。File Listダイアログボックスが表示されます。
7. ジョグシャトルを回して，保存先のメディア([ ]で表示)を選択します。
8. SELECTを押して，メディアを確定します。

●保存先のディレクトリを選択する

(メディアにディレクトリがある場合に操作してください。)
9. ジョグシャトルを回して，保存先のディレクトリ(< >で表示)を選択します。
10. SELECTを押して，ディレクトリを確定します。

File Listダイアログボックスの左上の「Path=......」に，選択したメディア/ディレ
クトリが表示されます。

ESC ESCESC

●保存するファイル名/コメントを設定する

11. File Nameのソフトキーを押します。Saveダイアログボックスが表示されます。
12. ジョグシャトルを回して，Auto Namingを選択します。
13. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
14. ジョグシャトルを回して，File Nameを選択します。
15. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
16. キーボードを操作して，ファイル名を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

17. Commentも同様にして入力します。
18. ESCを押して，Saveダイアログボックスを閉じます。

ESC ESC

11.5　ストアしたデータを保存する
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11.5　ストアしたデータを保存する

●保存を実行する

19. Convert Memory Execのソフトキーを押します。Path=......に表示されたディレ
クトリに，ストアされているデータが保存されます。同時にConvert Memory
Execソフトキーの名称が，Abortに変わります。

●保存を中止する

20. Abortのソフトキーを押します。保存が中止されます。同時にAbortソフトキーの
名称が，Convert Memory Execに変わります。

ESC

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

11. Filterのソフトキーを押して，ItemまたはAllのどちらかを選択します。

●プロパティを見る

11. File Listダイアログボックスで，ジョグシャトルを回して，ファイルを選択しま
す。

12. Propertyのソフトキーを押します。ファイルのプロパティウインドウが表示され
ます。

13. ESCを押して，ファイルのプロパティウインドウを閉じます。

ESCESC
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11.5　ストアしたデータを保存する

ストア->保存を一連の動作で実行する場合
4. File settingのソフトキーを押します。File settingメニューが表示されます。

●保存するときのデータタイプを選択する

5. 11-14ページ「●保存するときのデータタイプを選択する」の操作5と同じです。

●保存先のメディアを選択する

6. 11-14ページ「●保存先のメディアを選択する」の操作6～8と同じです。

●保存先のディレクトリを選択する

7. 11-14ページ「●保存先のディレクトリを選択する」の操作9～10と同じです。

●保存するファイル名/コメントを設定する

8. 11-14ページ「●保存するファイル名/コメントを設定する」の操作11～18と同
じです。

●内部メモリを初期化(クリア)する

9. ESCを2回押して，Store Setメニューに戻ります。
10. Initialize Memory Execのソフトキーを押します。Alertダイアログボックスが表

示されます。
11. ジョグシャトルを回して，OKまたはCancelのどちらかを選択します。
12. OKを選択してSELECTを押すと，内部メモリのデータがクリアされます。Cancel

を選択してSELECTを押すと，内部メモリのデータのクリアが中止されます。

●ストアをスタートする

13. STOREを押します。ストアモード(11.1節参照)によって，それぞれの条件でスト
アがスタートします(11.4節参照)。

●ストアを強制ストップして，保存する

14. ストアがスタートしているとき，もう一度STOREを押すと，ストアをストップし
ます。続けてPath=......に表示されたディレクトリに，ストアされているデータが
保存されます。

●ストアを自動的にストップして，保存する

15. ストアモードによって，それぞれの条件でストアが自動的にストップします(11.4
節参照)。続けてPath=......に表示されたディレクトリに，ストアされているデー
タが保存されます。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

11-15ページ「●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する」の操作
11と同じです。

●プロパティを見る

11-15ページ「●プロパティを見る」の操作11～13と同じです。

Note
・ ストアされたデータの保存動作時に，保存先にメディアがなかった場合，エラーメッセージが

表示され，保存動作を停止します。この場合，内部メモリにはデータがストアされているの
で，11-13ページの操作3で「Memory」を選択してから，11-14～11-15ページの操作をする
ことで，内部メモリにストアされているデータを保存することができます。

・ 積算動作状態のときはファイル操作ができないため，積算同期モードでは，ストア->保存の一
連の動作を実行させないでください。また積算動作状態のとき，ストア済みのデータの保存も
できません。
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11.5　ストアしたデータを保存する

解　　説

注　　意
アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

●データタイプの選択

データのタイプを次の中から選択できます。拡張子は自動的に付きます。
・ ASCII
・ 数値データまたは波形表示データが，ASCII形式で保存されます。
・パーソナルコンピュータで解析するときに使用できます。
・本機器に読み込むことはできません。

・ Float
・ 数値データまたは波形表示データが，32ビットのフローティング形式で保存され
ます。

・本機器に読み込むことはできません。

●数値データの拡張子，データサイズ

・通常測定のとき

データタイプ 拡張子 データサイズ(バイト)

ASCII .CSV 約7K(条件：エレメント数1，測定ファンクションをすべて，ストア
10回)

Float .WTD 積算をしないとき
約(4K＋(4×Dn＋16)×ストア回数)

積算をしているとき
約(4K＋(4×Dn＋16＋16×Ti)×ストア回数)

Dn：ストア対象の数値データ数
(測定ファンクション数×(エレメント数＋結線ユニット数))

Ti：ストア対象になっている積算時間の数

・高調波測定のとき

データタイプ 拡張子 データサイズ(バイト)

ASCII .CSV 約25K(条件：エレメント数1，測定ファンクションはUとOthers，最
大次数*100次，ストア10回)

Float .WTD 約(4K＋(4×Dn＋16)×ストア回数)
Dn：ストア対象の数値データ数
・U，I，Pがストア対象のとき，エレメント数×最大次数*×2
・S～Xpがストア対象のとき，エレメント数×最大次数*

・Othersがストア対象のとき，エレメント数×11＋21

* 7.5節で設定した解析次数の最大値＋2(Total，dc)

●波形表示データの拡張子，データサイズ

・通常測定のとき

データタイプ 拡張子 データサイズ(バイト)

ASCII .CSV 約103K(条件：ストア対象の波形が1本のとき)
Float .FLD 約(4K＋(4×1002×Tw＋16)×ストア回数)

Twはストア対象の波形の数

・高調波測定のとき

通常測定と同じです。
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11.5　ストアしたデータを保存する

●メディアとディレクトリの選択

保存/読み込み可能なメディアをFile Listダイアログボックスに表示します。

メディアの表示例

[FD0]：フロッピーディスク
[SC4]：ID番号が4のSCSIデバイス(内蔵ハードディスクで，ID4固定)
[SC5]：ID番号が5のSCSIデバイス(12.3節参照)
[SC5_01]：ID番号が5のSCSIデバイスのパーティション1
[ND0]：ネットワークドライブ(13.3節参照)

●ファイル名/コメント

・ファイル名は必ず付ける必要があります。コメントは付けなくてもかまいません。
・同じディレクトリの中で，すでに使用されているファイル名での保存はできません
(上書き禁止)。

使用できる文字数と種類

設定内容 文字数 使用できる文字

ファイル名 1～8文字 0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)
コメント 0～25文字 キーボードに表示されている文字とスペース

●オートネーミング機能

Auto NamingをONにすると，データを保存するときに，自動的に000から999までの
3桁の番号が付いたファイルを作成します。その番号の前に共通名(最大5文字，
Filenameで指定)を付けられます。

●内部メモリの初期化(クリア)

・内部メモリをクリアしないと，ストアを実行できません。
・電源スイッチをONにして，最初のストアをする場合は，内部メモリをクリアする操
作は必要ありません。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定

表示するファイルの種類を指定できます。
・ Item
選択したディレクトリ内の，数値データと波形表示データのファイルだけを表示し
ます。

・ All
選択したディレクトリ内のすべてのファイルを表示します。
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●プロパティ

選択したファイルのファイル名.拡張子，ファイルの容量，保存した日付，属性，コメ
ントを表示します。

Note
・ ストアした数値データを保存したとき，数値データがないところは，下記のデータが保存され

ます。
・ ASCIIファイルの場合：NAN，+INF，-INF，ERRORのどれかの文字。
・ Floatファイルの場合：0x7FC00000，0x7F800000，0xFF800000，0xFFFFFFFEのど

れか。
・ Pathに表示できる文字列の長さは36文字までです。
・ ファイル名の場合，大文字と小文字の区別はありません。コメントは区別します。また，MS-

DOSの制限により，次の5つのファイル名は使用できません。
AUX，CON，PRN，NUL，CLOCK

・ GP-IB/シリアルインタフェースのコマンドを使ってファイル名を入力するときは，本機器の
キーボードにはない以下の記号も使用できます。
{ }

11.5　ストアしたデータを保存する
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11.6 ストアしたデータをリコールする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+STORE(STORE SET)を押します。Store Setメニューが表示されます。
2. Modeのソフトキーを押して，Recallを選択します。
3. ジョグシャトルを回して，Recall No.(リコールするデータの番号)を設定すると，

そのデータが表示されます。

ESCESC

解　　説

ストアされた数値データまたは波形表示データを，リコールして表示できます。
ストア回数(11.2節参照)の番号とRecall No.が，1対1で対応します。たとえば，ストア1
回目のデータをリコールしたいときは，Recall No.を1にします。

Note
リコールできるのは，内部メモリにストアされているデータだけです。
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12.1 フロッピーディスクドライブの使用上の注意

使用可能なフロッピーディスク
3.5型の次のタイプのものが使用可能です。フォーマットは本機器でも可能です。
2HDタイプ：1.44MBにMS-DOSでフォーマットされたもの

フロッピーディスクドライブへのセット方法
ラベル面を上にし，シャッタの付いた側から挿入します。イジェクトボタンが飛び出すま
で挿入してください。

フロッピーディスクドライブからの取り出し方法
アクセスインジケータが消えていることを確認してから，イジェクトボタンを押します。

イジェクトボタン

アクセスインジケータ

注　　意

アクセスインジケータまたは が点滅中は，フロッピーディスクを取り出さない

でください。フロッピーディスクドライブの磁気ヘッドが損傷したり，フロッ
ピーディスク上のデータが壊れる恐れがあります。

フロッピーディスクの一般的な取り扱い上の注意
フロッピーディスクの一般的な取り扱い上の注意は，ご使用のフロッピーディスクに添付
されている取扱説明書に従ってください。

第12章 データの保存と読み込み
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12.2 内蔵ハードディスク(オプション)について

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. SCSI Settingのソフトキーを押します。SCSI Settingメニューが表示されます。
4. HDD Motorのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESCESC ESC

解　　説

・本機器では，内蔵ハードディスクのモータ電源をON/OFFできます。OFFにすると，内
蔵ハードディスクを振動から保護できます。

・内蔵ハードディスクのSCSI IDは，「4」固定です。
・内蔵ハードディスクの記憶容量は，10Gバイトです。工場出荷時にパーティションを5
つに分けてフォーマット済みです。

注　　意
●内蔵ハードディスクにアクセス中に，電源をOFFにしないでください。ハード
ディスク上のデータが壊れるおそれがあります。

●振動がある環境で本機器を使用するときは，内蔵ハードディスクのモータ電源を
OFFにしてください。
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12.3 SCSIデバイスを接続する

SCSIインタフェース(オプション)の仕様

項目 仕様

インタフェース規格 SCSI(Small Computer System Interface)，ANSI X3.131-1986
コネクタ形状 ハーフピッチ50ピン(ピンタイプ)
電気的仕様 シングルエンド，ピン配置は下表をご覧ください。

ターミネータを内蔵しています。

ピンNo. 信号名 ピンNo. 信号名

1～12 GND 38 TERMPWR
13 NC 39，40 GND
14～25 GND 41 -ATN
26 -DB0 42 GND
27 -DB1 43 -BSY
28 -DB2 44 -ACK
29 -DB3 45 -RST
30 -DB4 46 -MSG
31 -DB5 47 -SEL
32 -DB6 48 -C/D
33 -DB7 49 -REQ
34 -DBP 50 -I/O
35～37 GND － －

接続するときに必要なもの
接続ケーブル

長さ3m以下で，ケーブルの両端にフェライトコアの付いた特性インピーダンスが90～
132Ωの市販のケーブルをご使用ください。

本機器とSCSIデバイスをSCSI接続するときの手順
1. 背面にあるSCSIコネクタにSCSIケーブルを接続します。
2. 接続したSCSIデバイスの電源をONにしてから，本機器の電源スイッチをONにし

ます。
フォーマットする場合は，「12.5　ディスクを初期化(フォーマット)する」の操
作に従ってください。

接続できるSCSIデバイス

本機器には，ほとんどのSCSIデバイス(MOディスクドライブ/ハードディスク/Zipディ
スクドライブ)を接続できますが，一部の機種は接続できません。たとえば，本機器で
選択できるパーティションの数は10までで，1パーティション(区画領域)の容量が2Gバ
イトを超えないようにパーティション数を選択する必要があります。各パーティション
の合計容量が20Gバイトを超える場合は，ハードディスクの初期化はできません。
接続できるかどうかの詳しい情報を記載したリーフレット7001-61“推奨SCSI機器リ
スト”を準備しています。お買い求め先か裏面に記載の当社支社・支店・Kルﾆ所にお問
い合せください。
なお，接続したSCSIデバイスの一般的な取り扱い上の注意は，それらに添付されてい
る取扱説明書に従ってください。

Note
・ 複数のSCSIデバイスをチェーン接続する場合は，本機器から一番遠いSCSIデバイスにSCSI

ターミネータを取り付けてください。
・ 本機器でフォーマットしたディスクのデータは，NEC PC-9800シリーズでは読み出せませ

ん。

1

25

26

50

2 27

3 28

24 49
23 48

(背面)

ピンNo.
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12.4 SCSI ID番号を変える

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. SCSI Settingのソフトキーを押します。SCSI Settingメニューが表示されます。

本機器のSCSI ID番号を変える

4. Own IDのソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，0～7のどれかを選択します。
6. Initialize SCSIのソフトキーを押します。選択したID番号に変更されます。

変更中は，画面左上に のアイコンが点滅します。変更が終了すると，アイコンが消
えます。

ESCESC ESC
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解　　説

SCSI ID番号は，SCSIで接続された機器の識別番号のことです。接続されたすべての機器
のID番号が重ならないようにしてください。SCSIインタフェースはオプションです。

●本機器のSCSI ID番号の選択範囲

Own IDを0～7の範囲で選択できます。初期値は6です。

●内蔵ハードディスクのSCSI ID番号

「4」固定です。

Note
・ 外部のSCSIデバイスのSCSI ID番号は本機器と内蔵ハードディスクのID番号と同じにしないで

ください。
・ SCSI ID番号を変更するときは，必ずInitialize SCSIのソフトキーを押してください。
・ 外部のSCSIデバイスのSCSI ID番号は，自動認識します。

12.4　SCSI ID番号を変える
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12.5 ディスクを初期化(フォーマット)する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILEを押します。Fileメニューが表示されます。
2. Utilityのソフトキーを押します。UtilityメニューとFile Listダイアログボックスが

表示されます。
3. Functionのソフトキーを押します。Functionメニューが表示されます。

ESCESC
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●初期化対象のメディアを選択する

4. Formatのソフトキーを押します。File Listダイアログボックスにメディアリスト
が表示されます。

5. ジョグシャトルを回して，初期化をしようとするメディアを選択します。
外部にSCSIデバイスが認識されていないときで，フロッピーディスクだけが挿入されて
いる場合は，[FD0]だけが表示されます。

●メディアの情報を見る

6. Media Infoのソフトキーを押します。操作5で選択されているメディアの情報が
表示されます。
操作5でFD0を選択したときは，下記の操作7に進みます。
操作5でSC..を選択したときは，次ページの操作7に進みます。

ESCESC

●フロッピーディスクの初期化形式を選択する

7. Formatのソフトキーを押します。Formatメニューが表示されます。操作10に進
みます。

ESC

12.5　ディスクを初期化(フォーマット)する
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● SCSIデバイスの初期化形式を選択する

7. Formatのソフトキーを押します。Formatメニューが表示されます。

・パーティション数を選択する

8. ジョグシャトルを回して，1～10のどれかを選択します。

・初期化方法を選択する

9. Format Typeのソフトキーを押して，NormalまたはQuickのどちらかを選択しま
す。バージョンが1.06以降の製品については，SC4(内蔵ハードディスク)を選択
した場合，このメニューは表示されません。論理フォーマット(Quick)だけが実行
されます。

ESC ESCESC

●初期化を実行する(OK)/中止する(Cancel)

10. Format Execのソフトキーを押します。Alertダイアログボックスが表示されま
す。

11. ジョグシャトルを回して，OKまたはCancelのどちらかを選択します。
12. OKを選択してSELECTを押すと，初期化が実行されます。

Cancelを選択してSELECTを押すと，初期化が中止されます。

ESC

12.5　ディスクを初期化(フォーマット)する
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解　　説

注　　意
●アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

●初期化済みのメディアが本機器で認識できないときは，本機器でメディアを初期
化し直してください。なお，初期化をするとすべてのデータが消去されます。必
要なデータは，バックアップしてください。

●メディアの情報

選択したメディアの情報を一覧表示します。
・Media Name ： メディアの名前
・Media Size ： 総容量
・ Used Space ： 使用領域のサイズ
・ Vacant Space ： 使用可能領域のサイズ
・ Partition Size ： パーティション数

すでにMS-DOSフォーマットで初期化されているフロッピーディスクを挿入した状態
で，Media Infoのソフトキーを押すと，そのフロッピーディスクのメディアの情報を
表示します。

●フロッピーディスクの初期化

新しいフロッピーディスクを使うときは，初期化(フォーマット)する必要があります。
初期化形式は，2HD 1.44Mバイト/18セクタです。

●ディスクの初期化

SCSIインタフェース(オプション)で接続したディスクの初期化形式は，次のとおりで
す。
・MO/PD
セミIBMフォーマット。リムーバブルディスクとして扱われます。

・ Zip/JAZ
ハードディスクフォーマット。固定ディスクとして扱われます。

●ハードディスクの初期化

IBM互換フォーマットです。

12.5　ディスクを初期化(フォーマット)する
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● 初期化方法の選択

外部のSCSIデバイスの初期化をするときは，初期化の方法を次の中から選択できま
す。
・ Normal
物理フォーマットと論理フォーマットの両方をします。

・Quick
論理フォーマットだけをします。

初期化にかかる時間の目安は，次のとおりです(SCSIデバイスによって，初期化の時間
が異なります)。

メディア Normal Quick

MO(128Mバイト) 約10分 約15秒
MO(230Mバイト) 約10分 約15秒
外部のHDD(10Gバイト) 約15分 約15秒
内蔵ハードディスク 約15分 約10秒
内蔵ハードディスク － 約10秒(バージョン1.06以降の製品)

●パーティション数の選択

・外部のハードディスクをいくつかのパーティション(区画領域)に分割して使用できま
す。

・パーティション数は1～10の範囲で選択できます。パーティション数を「2」にした
場合は，「SC0」，「SC1」という2つの区画領域に分割されます。

・大容量のハードディスクをフォーマットするときは，1パーティションの容量が2GB
を超えないようにパーティション数を選択してください。

・各パーティションの合計容量が20GBを超える場合は，ハードディスクの初期化はで
きません。

・パーティション数の選択は，ハードディスク以外のメディアのときには無効です。
1パーティションとして扱われます。

Note
・ すでにデータが記憶されているメディアを初期化すると，記憶されていたデータはすべて消失

します。ご注意ください。
・ フロッピーディスクの初期化に要する時間は，約1分半です。
・ フロッピーディスクが書き込み禁止になっていると，初期化できません。
・ 本機器とパーソナルコンピュータをSCSIケーブルで接続した状態で，絶対に初期化をしないで

ください。
・ 本節記載のフォーマット形式以外で初期化されたフロッピーディスクは，使用できません。
・ 初期化動作終了後にエラーメッセージが表示されたときは，フロッピーディスクが損傷してい

る可能性があります。
・ パーソナルコンピュータなどで，MS-DOSフォーマットで初期化されたフロッピーディスクも

使用できます。
・ Quick(論理)フォーマットは，ディレクトリエントリやFATなどのクリア(いわゆる初期化)だけ

をしています。もし不良トラックのチェックが必要な場合は，物理フォーマット(Normal)をし
てください。

・ 不良トラックがある状態で，外部のSCSIデバイスに書き込みをした場合，アクセスエラー(604
Media failure)が発生し，それ以上の書き込みができなくなってしまう恐れがあります。購入
後，初めてメディアを使用する場合や読み書きできなくなってしまったメディアの場合は
Normal，今まで使用していて初期化して使いたい場合はQuickというように，使い分けられる
ことをおすすめします。

・ 本機器は，DVD-RAMのQuickフォーマットができます。物理フォーマット(Normal)はできま
せん。

12.5　ディスクを初期化(フォーマット)する
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12.6 設定情報，波形表示データ，数値データを保存する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILEを押します。Fileメニューが表示されます。

●保存対象を選択する

2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemメニューが表示されます。
3. Setup～Numericのどれかのソフトキーを押して，保存対象を選択します。

Setupを選択したときは，12-14ページの「保存の実行/中止」の操作11に進みま
す。
Waveを選択したときは，次ページの「波形表示データの選択」に進みます。
Numericを選択したときは，12-13ページの「数値データの選択」に進みます。

ESCESC
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波形表示データの選択
●保存する波形表示データのデータタイプを選択する

4. Data Typeのソフトキーを押します。Data Typeメニューが表示されます。
5. Binary～Floatのどれかのソフトキーを押して，データタイプを選択します。

ESCESC

●保存する入力信号を選択する

操作5でFloatを選択したときだけ，入力信号選択ボックスが表示されます。(データタ
イプがBinaryとASCIIの場合は，画面に表示されている波形が保存されます。)
6. Saveのソフトキーを押します。Save Menuメニューが表示されます。
7. Traceのソフトキーを押します。入力信号選択ボックスが表示されます。
8. ジョグシャトルを回して，U1以降のどれかを選択します。
9. SELECTを押して，保存する入力信号を選択します。
12-14ページの操作12に進みます。

ESCESC

12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する
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数値データの選択
●保存する数値データのデータタイプを選択する

4. Data Typeのソフトキーを押して，ASCIIまたはFloatのどちらかを選択します。

●保存する数値データを選択する

5. List Itemのソフトキーを押します。List Itemダイアログボックスが表示されま
す。

・一括して選択する(通常測定のときだけ)

6. ジョグシャトルを回して，All ONを選択します。
7. SELECTを押します。エレメントと測定ファンクションの左にあるボタンがすべ

て強調表示され，保存対象になります。

・一括して選択しない(通常測定のときだけ)

6. ジョグシャトルを回して，All OFFを選択します。
7. SELECTを押します。エレメントと測定ファンクションの左にあるボタンの強調

表示がすべて解除され，保存対象になりません。

ESCESC
通常測定のとき 高調波測定のとき

・あらかじめ設定されている項目だけを選択する(通常測定のときだけ)

6. ジョグシャトルを回して，Preset1またはPreset2を選択します。
7. SELECTを押します。Preset1またはPreset2にあらかじめ設定されている項目の

左にあるボタンがすべて強調表示され，保存対象になります。

Preset1に設定されている項目 Preset2に設定されている項目

12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する
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・ 1つずつ設定する

6. ジョグシャトルを回して，設定しようとするエレメントまたは測定ファンクショ
ンを選択します。

7. SELECTを押します。選択しているエレメントまたは測定ファンクションの左に
あるボタンが強調表示されると，そのエレメントの測定ファンクションの数値
データが保存対象になります。ボタンの強調表示が解除されると，そのエレメン
トの測定ファンクションの数値データは保存対象になりません。

操作10に進みます。

保存の実行/中止
10. ESCを押して，List Itemダイアログボックスを閉じます。
11. Saveのソフトキーを押します。Save Menuメニューが表示されます。
12. File Listのソフトキーを押します。File Listダイアログボックスが表示されます。

●保存先のメディアを選択する

13. ジョグシャトルを回して，保存先のメディア([ ]で表示)を選択します。
14. SELECTを押して，メディアを確定します。

●保存先のディレクトリを選択する

(メディアにディレクトリがある場合に操作してください。)
15. ジョグシャトルを回して，保存先のディレクトリ(< >で表示)を選択します。
16 . SELECTを押して，ディレクトリを確定します。

File Listダイアログボックスの左上の「Path=......」に，選択したメディア/ディレ
クトリが表示されます。

ESCESC

●保存するファイル名/コメントを設定する

17. File Nameのソフトキーを押します。Saveダイアログボックスが表示されます。
18. ジョグシャトルを回して，Auto Namingを選択します。
19. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。
20. ジョグシャトルを回して，FIle Nameを選択します。
21. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
22. キーボードを操作して，ファイル名を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

23. Commentも同様にして入力します。
24. ESCを押して，Saveダイアログボックスを閉じます。

12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する
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12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する

ESC ESC

●保存を実行する

25. Save Execのソフトキーを押します。Path=......に表示されたディレクトリに，
データが保存されます。同時にSave Execソフトキーの名称が，Abortに変わり
ます。

●保存を中止する

26. Abortのソフトキーを押します。保存が中止されます。同時にAbortソフトキーの
名称が，Save Execに変わります。

ESCESC

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

12.9節の操作「●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する」と同じ
です。

●プロパティを見る

12.9節の操作「●プロパティを見る」と同じです。
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解　　説

注　　意
アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

設定情報，波形表示データ，数値データの保存ができます。

●設定情報の保存

File ItemメニューでSetupを選択すると，設定情報の保存ができます。

・保存対象の設定情報

保存時の各キーの設定情報を保存できます。ただし，日付・時刻，通信，SCSI ID番
号の設定情報は保存されません。

・データサイズ

1つの設定情報のデータサイズ(容量)は，約20Kバイトです。

・拡張子

拡張子.SETが，自動的に付きます。

●波形表示データの保存

File ItemメニューでWaveを選択すると，波形表示データの保存ができます。

・データタイプの選択

データのタイプを次の中から選択できます。拡張子は自動的に付きます。
・ Binary
・バイナリ形式で保存されます。
・本機器に読み込むことはできません。

・ ASCII
・ ASCII形式で保存されます。
・パーソナルコンピュータで解析するときに使用できます。
・本機器に読み込むことはできません。

・ Float
・ 32ビットのフローティング形式で保存されます。
・本機器に読み込むことはできません。

12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する



12-17IM 760101-01

デ
ー
タ
の
保
存
と
読
み
込
み

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

11

1212

13

14

15

16

17

付

索

12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する

・拡張子，データサイズ

・通常測定のとき

データタイプ 拡張子 データサイズ(バイト)

Binary .WVF 約(4K＋4×1002×Tw)，Tw：表示波形の数
.HDR 約7K

ASCII .CSV 約15K(条件：表示波形が1本のとき)
Float .FLD 約(4K＋4×1002)

・ 高調波測定のとき
通常測定と同じです。

・波形の選択

・データタイプがBinaryとASCIIの場合は，画面に表示されている波形が保存され
ます。

・データタイプがFloatの場合は，次の中から選択された入力信号の波形が保存され
ます。
・装備されているエレメントの入力信号だけが選択の対象になります。
・モータ評価機能(オプション)付きの製品の場合は，Speed，Torqueの入力信号

も選択の対象になります。
・保存される波形の垂直軸，水平軸，トリガの設定情報も保存されます。

●数値データの保存

File ItemメニューでNumericを選択すると，数値データの保存ができます。

・データタイプの選択

データのタイプを次の中から選択できます。拡張子は自動的に付きます。
・ ASCII
・ASCII形式で保存されます。
・パーソナルコンピュータで解析するときに使用できます。
・本機器に読み込むことはできません。

・ Float
・ 32ビットのフローティング形式で保存されます。
・本機器に読み込むことはできません。

・拡張子，データサイズ

・通常測定のとき

データタイプ 拡張子 データサイズ(バイト)

ASCII .CSV 約2K(条件：エレメント数1，測定ファンクションをすべて)
Float .WTD 積算をしないとき

約(4K＋4×Dn)
積算をしているとき

約(4K＋(4×Dn＋16×Ti))
Dn：保存対象の数値データ数

(測定ファンクション数×(エレメント数＋結線ユニット数))
Ti：保存対象になっている積算時間の数



12-18 IM 760101-01

・高調波測定のとき

データタイプ 拡張子 データサイズ(バイト)

ASCII .CSV 約4.2K(条件：エレメント数1，測定ファンクションはUとOthers，
最大次数*100次)

Float .WTD 約(4K＋4K×Dn)
Dn：保存対象の数値データ数
・U，I，Pが保存対象のとき，エレメント数×最大次数*×2
・S～Xpが保存対象のとき，エレメント数×最大次数*

・Othersが保存対象のとき，エレメント数×11＋21

* 7.5節で設定した解析次数の最大値

・数値データの選択

数値データのうち，どの項目を保存するかを選択できます。
・通常測定のとき
・装備されているエレメント/結線ユニットだけが選択の対象になります。
・測定ファンクションは，1.2節の「通常測定の測定ファンクションの種類」
「モータ評価機能(オプション)の測定ファンクションの種類」，1.5節の「デル
タ演算」「ユーザー定義ファンクション」「Corrected Power」，および1.6
節の「積算の測定ファンクション」に示されている各項目から選択できます。

・高調波測定のとき
・装備されているエレメントだけが選択の対象になります。
・測定ファンクションは，U(Uhdfを含む)，I(Ihdfを含む)，P(Phdfを含む)，S，
Q，λ，φ，φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xp，Others*の中から選択できます。
* Othersを選択すると，選択されているエレメントの測定ファンクションUthd，

Ithd，Pthd，Uthf，Ithf，Utif，Itif，hvf，hcf，fU，fIと，位相差φ，Σファンクショ
ン，ユーザー定義ファンクションなどが保存の対象になります。

●メディアとディレクトリの選択

保存/読み込み可能なメディアをFile Listダイアログボックスに表示します。

メディアの表示例

[FD0]：フロッピーディスク
[SC4]：ID番号が4のSCSIデバイス(内蔵ハードディスクで，ID4固定)
[SC5]：ID番号が5のSCSIデバイス(12.3節参照)
[SC5_01]：ID番号が5のSCSIデバイスのパーティション1
[ND0]：ネットワークドライブ(13.3節参照)

●ファイル名/コメント

・ファイル名は必ず付ける必要があります。コメントは付けなくてもかまいません。
・同じディレクトリの中で，すでに使用されているファイル名での保存はできません
(上書き禁止)。

使用できる文字数と種類

設定内容 文字数 使用できる文字

ファイル名 1～8文字 0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)
コメント 0～25文字 キーボードに表示されている文字とスペース

12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する
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12.6　設定情報，波形表示データ，数値データを保存する

●オートネーミング機能

Auto NamingをONにすると，データを保存するときに，自動的に000から999までの
3桁の番号が付いたファイルを作成します。その番号の前に共通名(最大5文字，
Filenameで指定)を付けられます。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定

12.9節の解説「●File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じで
す。

●プロパティ

12.9節の解説「●プロパティ」と同じです。

Note
・ 表示される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンクションと測

定区間」「1.5　演算」「1.6　積算」「付録1　測定ファンクションの記号と求め方」「付録
2　デルタ演算の求め方」をご覧ください。

・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧ください。
・ 保存される高調波データの次数の最大値は，7.5節で設定された解析次数の最大値までです。
・ パーソナルコンピュータなどで，拡張子を違うものに変更すると，読み込みできなくなりま

す。
・ 数値データを保存したとき，数値データが無いところは，下記のデータが保存されます。

・ ASCIIファイルの場合：NAN，+INF，-INF，ERRORのどれかの文字。
・ Floatファイルの場合：0x7FC00000，0x7F800000，0xFF800000，0xFFFFFFFEのど

れかのデータ。
・ Pathに表示できる文字列の長さは36文字までです。
・ ファイル名の場合，大文字と小文字の区別はありません。コメントは区別します。また，MS-

DOSの制限により，次の5つのファイル名は使用できません。
AUX，CON，PRN，NUL，CLOCK

・ GP-IB/シリアルインタフェースのコマンドを使ってファイル名を入力するときは，本機器の
キーボードにはない以下の記号も使用できます。
{ }

・ データの互換性がないファームウエアバージョンの製品で保存した設定情報は，読み込めませ
ん。
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12.7 画面イメージデータを保存する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+COPY(MENU)を押します。Copyメニューが表示されます。
2. Copy toのソフトキーを押します。Copy toメニューが表示されます。
3. Fileのソフトキーを押します。

ESCESC

●保存先のメディアとディレクトリを選択する

4. File Listのソフトキーを押します。File Listダイアログボックスが表示されます。
5. 12.6節の操作「●保存先のメディアを選択する」「●保存先のディレクトリを選

択する」と同じです。
6. ESCを押して，File Listダイアログボックスを閉じます。
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●データ形式を選択する

7. Formatのソフトキーを押します。Formatメニューが表示されます。
8. TIFF～Post Scriptのどれかのソフトキーを押して，データ形式を選択します。

TIFF，BMPを選択したときは，操作9に進みます。
Post Scriptを選択したときは，操作11に進みます。

●カラーの選択をする

(操作8でTIFFまたはBMPを選択したときに適用します。)
9. ジョグシャトルを回して，Color～OFFのどれかを選択します。

データ形式がBMPで，ColorまたはReverseを選択したときは，操作10に進みま
す。
データ形式TIFFまたはカラーOFFを選択したときは，操作11に進みます。

●データ圧縮をする(ON)/しない(OFF)を選択する

(操作8でBMP，操作9でColorまたはReverseを選択したときに適用します。)
10. Compressionのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESCESC
BMPの場合

●保存するファイル名/コメントを設定する

11. 12.6節の操作「●保存するファイル名/コメントを設定する」と同じです。

●保存を実行する

12. 保存したい画面にします。
13. COPYを押します。Path=......に表示されたディレクトリに，画面のイメージデー

タが保存されます。

●保存を中止する

14. CopyメニューのAbortのソフトキーを押します。

ESC

12.7　画面イメージデータを保存する
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解　　説

画面イメージデータを保存できます。

●メディアとディレクトリの選択

12.6節の解説「●メディアとディレクトリの選択」と同じです。

●データ形式の選択，拡張子，データサイズ

データ形式を次の中から選択できます。拡張子は自動的に付きます。

データ形式 拡張子 データサイズ(バイト)

TIFF .TIF 約350K(Color)
BMP .BMP 約50K(Color，データ圧縮(Compress)をON)
PostScript .PS 約80K

* 参考値です。PostScriptの場合，Color，Reverseとデータ圧縮の選択項目はありません。
TIFFの場合，データ圧縮の選択項目はありません。

●カラーの選択

データ形式がTIFF，BMPのときに，次の中から選択できます。
・ Color
カラー(256色)で，画面イメージデータを保存します。

・ Reverse
背景色を白，文字を黒，波形をカラーで画面イメージデータを保存します。

・OFF
白黒で，画面イメージデータを保存します。

●データ圧縮のON/OFF

データ形式がBMPで，カラーの選択がColorまたはReverseのときに，次の中から選択
できます。
・OFF
データを圧縮しないで出力します。

・ON
BMP形式をRLEでデータ圧縮して保存できます。

●ファイル名/コメント

12.6節の解説「●ファイル名/コメント」と同じです。ただし，入力したコメントのう
ち画面に表示できるのは20文字までです。

●オートネーミング機能

12.6節の解説「●オートネーミング機能」と同じです。

12.7　画面イメージデータを保存する
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12.8 設定情報を読み込む

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILEを押します。Fileメニューが表示されます。
2. File Itemのソフトキーを押します。File Itemメニューが表示されます。
3. Setupのソフトキーを押して，設定情報を選択します。

ESCESC
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4. Loadのソフトキーを押します。Load MenuメニューとFile Listダイアログボッ
クスが表示されます。

●読み込み元のメディアを選択する

5. ジョグシャトルを回して，読み込み元のメディア([ ]で表示)を選択します。
6. SELECTを押して，メディアを確定します。

●読み込み元のディレクトリを選択する

(メディアにディレクトリがある場合に操作してください。)
7. ジョグシャトルを回して，読み込みを元のディレクトリ(＜ ＞で表示)を選択しま

す。
8. SELECTを押して，ディレクトリを確定します。

File Listダイアログボックスの左上の「Path=......」に，選択したメディア/ディレ
クトリが表示されます。

ESC

●読み込みをするファイルを選択する

9. ジョグシャトルを回して，ファイルを選択します。

●読み込みを実行する

10. Load Execのソフトキーを押します。Path=......に表示されたディレクトリから，
選択したファイルの読み込みが実行されます。同時にLoad Execソフトキーの名
称が，Abortに変わります。

●読み込みを中止する

11 Abortのソフトキーを押します。読み込みが中止されます。同時にAbortソフト
キーの名称が，Load Execに変わります。

ESCESC

12.8　設定情報を読み込む
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●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

12.9節の操作「●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する」と同じ
です。

●プロパティを見る

12.9節の操作「●プロパティを見る」と同じです。

解　　説

注　　意
アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

本機器で保存した設定情報の読み込みができます。

●メディアとディレクトリの選択

12.6節の解説「●メディアとディレクトリの選択」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定

12.9節の解説「●File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じで
す。

●プロパティ

12.9節の解説「●プロパティ」と同じです。

Note
・ パーソナルコンピュータなどで，拡張子を違うものに変更すると，読み込みできなくなりま

す。
・ Pathに表示できる文字列の長さは36文字までです。
・ ファイル名の場合，大文字と小文字の区別はありません。コメントは区別します。
・ ファイルに保存されている設定情報を読み込むと，各キーの設定情報が，読み込まれた設定情

報に変わり，元に戻せません。読み込みをする前に，現状の設定情報を保存してから，ファイ
ルに保存されている設定情報を読み込まれることをおすすめします。

・ 日付・時刻，通信，SCSI ID番号の設定情報は保存されません。したがって，ファイルに保存
されている設定情報を読み込んでも，日付・時刻，通信，SCSI ID番号の設定情報は変わりま
せん。

・ データの互換性がないファームウエアバージョンの製品で保存した設定情報は，読み込めませ
ん。

・ エレメント構成，モデル，ファームウエア(ROM)，オプションなどが異なる製品間では，設定
情報は読み込めません。

12.8　設定情報を読み込む



12-26 IM 760101-01

12.9 表示するファイルを指定する，ファイルのプロパ
ティを見る，ファイルの属性を変える

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILEを押します。Fileメニューが表示されます。
2. Utilityのソフトキーを押します。UtilityメニューとFile Listダイアログボックスが

表示されます。
3. Functionのソフトキーを押します。Functionメニューが表示されます。
4. Deleteのソフトキーを押します。Deleteメニューが表示されます。

ESC ESCESC

●メディアとディレクトリを選択する

5. 12.6節の操作「●保存先のメディアを選択する」「●保存先のディレクトリを選
択する」と同じです。
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12.9　表示するファイルを指定する，ファイルのプロパティを見る，ファイルの属性を変える

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

6. Filterのソフトキーを押して，ItemまたはAllのどちらかを選択します。
・ Itemを選択すると，操作5で選択したディレクトリ内で，FileメニューのFile Itemに設定

されているファイルの種類(Setup，Wave，Numeric)に対応するファイルのリストが表
示されます。

・ Allを選択すると，操作5で選択したディレクトリ内にあるすべてのファイルのリストが
表示されます。

●プロパティを見る

7. File Listダイアログボックスで，ジョグシャトルを回して，ファイルを選択しま
す。

8. Propertyのソフトキーを押します。ファイルのプロパティウインドウが表示され
ます。

9. ESCを押して，ファイルのプロパティウインドウを閉じます。

ESC ESC

●ファイルの属性を変える

10. ジョグシャトルを回して，ファイルを選択します。
11. Attributeのソフトキーを押します。選択されたファイルの属性が，RまたはR/W

に変わります。

ESC
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解　　説

注　　意
アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

●メディアとディレクトリの選択

12.6節の解説「●メディアとディレクトリの選択」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定

File Listダイアログボックスに表示するファイルの種類を指定できます。
・ Item
選択したディレクトリ内で，FileメニューのFile Itemに設定されているファイルの種
類(Setup，Wave，Numeric)に対応するファイルのリストが表示されます。

・ All
選択したディレクトリ内にあるすべてのファイルのリストが表示されます。

●プロパティ

選択したファイルのファイル名.拡張子，ファイルの容量，保存した日付，属性，コメ
ントを表示します。

●ファイル属性の選択

ファイルごとにファイルの属性を，次の中から選択できます。
・ R/W
読み出し/書き込みが可能です。

・ R
読み出しが可能です。書き込みはできません。消去もできません。

Note
ディレクトリの属性は，変更できません。

12.9　表示するファイルを指定する，ファイルのプロパティを見る，ファイルの属性を変える
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12.10 ファイルを消去する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILEを押します。Fileメニューが表示されます。
2. Utilityのソフトキーを押します。UtilityメニューとFile Listダイアログボックスが

表示されます。
3. Functionのソフトキーを押します。Functionメニューが表示されます。
4. Deleteのソフトキーを押します。Deleteメニューが表示されます。

ESC ESCESC

●メディアとディレクトリを選択する

5. 12.6節の操作「●保存先のメディアを選択する」「●保存先のディレクトリを選
択する」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

6. 12.9節の操作「●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する」
と同じです。

●プロパティを見る

7. 12.9節の操作「●プロパティを見る」と同じです。

●ファイルの属性を変える

8. 12.9節の操作「●ファイルの属性を変える」と同じです。
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● 消去するファイルを1ずつ選択する

9. ジョグシャトルを回して，ファイルを選択します。
10. Set/Resetのソフトキーを押します。File Listウインドウのファイル名の左に

「＊」が表示されると，そのファイルが削除の対象になります。ファイル名の左
の「＊」が消えると，そのファイルは削除の対象になりません。

操作12に進みます。

ESC

●消去するファイルを一括して選択する

9. ジョグシャトルを回して，ファイル，ディレクトリ，またはメディアを選択しま
す。

10. All Setのソフトキーを押します。選択したファイルが含まれているディレクトリ
とディレクトリのすべてのファイル，選択したディレクトリとディレクトリのす
べてのファイル，または選択したメディアのディレクトリとすべてのファイルの
左に「＊」が表示され，削除の対象になります。同時All Setソフトキーの名称
が，All Resetに変わります。

11. All Resetのソフトキーを押します。選択したファイルが含まれているディレクト
リとディレクトリのすべてのファイル，選択したディレクトリとディレクトリの
すべてのファイル，または選択したメディアのディレクトリとすべてのファイル
の左の「＊」が消え，削除の対象になりません。同時にAll Resetソフトキーの名
称が，All Setに変わります。

ESC ESC

●消去を実行する

12. Delete Execのソフトキーを押します。＊マークがついたすべてのファイルが消
去されます。

12.10　ファイルを消去する
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解　　説

注　　意
アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

●メディアとディレクトリの選択

12.6節の解説「●メディアとディレクトリの選択」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定

12.9節の解説「●File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じで
す。

●プロパティ

12.9節の解説「●プロパティ」と同じです。

●ファイル属性の選択

12.9節の解説「●ファイル属性の選択」と同じです。

●消去するファイルの選択

・ファイル名の左に＊マークをつけると，そのファイルすべてを消去できます。
・消去するファイルを選択する方法として，次の2つの方法があります。
・ファイルを1ずつ選択
Set/Resetのソフトキーで，ファイル名の左に＊マークを1つずつ付けます。

・ファイルを一括して選択
All Setのソフトキーで，一括して選択したファイル名の左に＊マークを付けま
す。一括する方法として，次の3つの方法があります。
・ファイルを選択してAll Setのソフトキーを押すと，選択したファイルが含まれ

ているディレクトリと，ディレクトリのすべてのファイルに＊マークがつきま
す。

・ディレクトリを選択してAll Setのソフトキーを押すと，選択したディレクトリ
と，ディレクトリのすべてのファイルに＊マークがつきます。

・メディアを選択してAll Setのソフトキーを押すと，選択したメディアのすべて
のディレクトリとファイルに＊マークがつきます。

Note
・ 消去されたデータは回復できません。消去するファイルを間違えないようにしてください。
・ ディレクトリ内にファイルがないときは，ディレクトリの消去ができます。
・ File ItemがWave，Data TypeがBinary，およびFilterがItemのときは，＊マークを付けた拡張

子.WVFのファイルを消去すると，同じファイル名の拡張子.HDRのファイルも消去されます。
FilterがAllのときは，＊マークが付いたファイルだけが消去されます。

・ ファイルの属性(12.9節参照)が「R」のときは，消去できません。
・ 複数ファイルを消去実行中にエラーが発生したときは，エラー発生後のファイルは消去されま

せん。

12.10　ファイルを消去する
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12.11 ファイルをコピーする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILEを押します。Fileメニューが表示されます。
2. Utilityのソフトキーを押します。UtilityメニューとFile Listダイアログボックスが

表示されます。
3. Functionのソフトキーを押します。Functionメニューが表示されます。
4. Copyのソフトキーを押します。Copyメニューが表示されます。

ESC ESCESC

●コピー先のメディアとディレクトリを選択する

5. 12.6節の操作「●保存先のメディアを選択する」「●保存先のディレクトリを選
択する」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

6. 12.9節の操作「●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する」
と同じです。

●プロパティを見る

7. 12.9節の操作「●プロパティを見る」と同じです。

●ファイルの属性を変える

8. 12.9節の操作「●ファイルの属性を変える」と同じです。
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●コピー元のファイルを1ずつ選択する

9. ジョグシャトルを回して，ファイルを選択します。
10. Set/Resetのソフトキーを押します。File Listダイアログボックスのファイル名の

左に「＊」が表示されると，そのファイルがコピーの対象になります。ファイル
名の左の「＊」が消えると，そのファイルはコピーの対象になりません。

操作12に進みます。

ESC

●コピー元のファイルを一括して選択する
9. ジョグシャトルを回して，ファイル，ディレクトリ，またはメディアを選択しま

す。
10. All Setのソフトキーを押します。選択したファイルが含まれているディレクトリ

とディレクトリのすべてのファイル，選択したディレクトリとディレクトリのす
べてのファイル，または選択したメディアのディレクトリとすべてのファイルの
左に「＊」が表示され，コピーの対象になります。同時にAll Setソフトキーの名
称が，All Resetに変わります。

11. All Resetのソフトキーを押します。選択したファイルが含まれているディレクト
リとディレクトリのすべてのファイル，選択したディレクトリとディレクトリの
すべてのファイル，または選択したメディアのディレクトリとすべてのファイル
の左の「＊」が消え，コピーの対象になりません。同時にAll Resetソフトキーの
名称が，All Setに変わります。

ESC ESC

12.11　ファイルをコピーする
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● コピー先を選択する

12. Dest Dirのソフトキーを押します。コピー実行メニューとコピー先File Listダイ
アログボックスが表示されます。

ESC

●コピー先のメディア/ディレクトリを選択する

13. 12.6節の操作「●保存先のメディアを選択する」「●保存先のディレクトリを選
択する」と同じです。

●コピーを実行する

14. Copy Execのソフトキーを押します。コピー元の「＊」マークがついたすべての
ファイルがコピーされます。

ESC

12.11　ファイルをコピーする
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解　　説

注　　意
アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

●コピー元/コピー先のメディアとディレクトリの選択

12.6節の解説「●メディアとディレクトリの選択」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定

12.9節の解説「●File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じで
す。

●プロパティ

12.9節の解説「●プロパティ」と同じです。

●ファイル属性の選択

12.9節の解説「●ファイル属性の選択」と同じです。

●コピー元のファイルの選択

・ファイル名の左に＊マークをつけると，そのファイルすべてをコピーできます。
・コピーするファイルを選択する方法として，次の2つの方法があります。
・ファイルを1つずつ選択
Set/Resetのソフトキーで，ファイル名の左に＊マークを1つずつ付けます。

・ファイルを一括して選択
All Setのソフトキーで，一括して選択したファイル名の左に＊マークを付けま
す。一括する方法として，次の3つの方法があります。
・ファイルを選択してAll Setのソフトキーを押すと，選択したファイルが含まれ

ているディレクトリと，ディレクトリのすべてのファイルに＊マークがつきま
す。

・ディレクトリを選択してAll Setのソフトキーを押すと，選択したディレクトリ
と，ディレクトリのすべてのファイルに＊マークがつきます。

・メディアを選択してAll Setのソフトキーを押すと，選択したメディアのすべて
のディレクトリとファイルに＊マークがつきます。

Note
・ コピー先に同一名のファイルがあるときは，コピーはできません。
・ コピー実行直後にコピー先のディレクトリを変更して，同一ファイルをコピーすることはでき

ません。コピーしたいファイルを選択し直してから，コピーをしてください。
・ File ItemがWave，Data TypeがBinary，およびFilterがItemのときは，＊マークを付けた拡張

子.WVFのファイルをコピーすると，同じファイル名の拡張子.HDRのファイルもコピーされま
す。FilterがAllのときは，＊マークが付いたファイルだけがコピーされます。

・ 複数ファイルをコピー実行中にエラーが発生したときは，エラー発生後のファイルはコピーさ
れません。

12.11　ファイルをコピーする
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12.12 ディレクトリやファイル名を変える，ディレクトリ
を作る

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. FILEを押します。Fileメニューが表示されます。
2. Utilityのソフトキーを押します。UtilityメニューとFile Listダイアログボックスが

表示されます。
3. Functionのソフトキーを押します。Functionメニューが表示されます。

ESCESC
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12.12　ディレクトリやファイル名を変える，ディレクトリを作る

ディレクトリやファイル名を変える
4. Renameのソフトキーを押します。Renameメニューが表示されます。

ESC

●メディアとディレクトリを選択する

5. 12.6節の操作「●保存先のメディアを選択する」「●保存先のディレクトリを選
択する」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

6. 12.9節の操作「●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する」
と同じです。

●プロパティを見る

7. 12.9節の操作「●プロパティを見る」と同じです。

●ファイルの属性を変える

8. 12.9節の操作「●ファイルの属性を変える」と同じです。

●ディレクトリやファイル名を変える

9. ジョグシャトルを回して，ディレクトリまたはファイルを選択します。
10. File Nameのソフトキーを押します。キーボードが表示されます。キーボードの

入力欄に選択したディレクトリまたはファイル名が表示されています。
11. キーボードを操作して，ディレクトリまたはファイル名を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

ESC ESC
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ディレクトリを作る
4. MakeDirのソフトキーを押します。MakeDirメニューが表示されます。

ESC

●メディアとディレクトリを選択する

5. 12.6節の操作「●保存先のメディアを選択する」「●保存先のディレクトリを選
択する」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する

6. 12.9節の操作「●File Listダイアログボックスに表示するファイルを指定する」
と同じです。

●プロパティを見る

7. 12.9節の操作「●プロパティを見る」と同じです。

●ファイルの属性を変える

8. 12.9節の操作「●ファイルの属性を変える」と同じです。

●ディレクトリを作る

9. ジョグシャトルを回して，メディアまたはディレクトリを選択します。
10. Dir Nameのソフトキーを押します。キーボードが表示されます。
11. キーボードを操作して，ディレクトリ名を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

ESC ESC

12.12　ディレクトリやファイル名を変える，ディレクトリを作る
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12.12　ディレクトリやファイル名を変える，ディレクトリを作る

解　　説

注　　意
アクセスインジケータまたは が点滅中は，メディア(ディスク)を取り出した
り，電源をOFFにしないでください。メディアが損傷したり，メディア上のデー
タが壊れる恐れがあります。

●コピー元/コピー先のメディアとディレクトリの選択

12.6節の解説「●メディアとディレクトリの選択」と同じです。

● File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定

12.9節の解説「●File Listダイアログボックスに表示するファイルの指定」と同じで
す。

●プロパティ

12.9節の解説「●プロパティ」と同じです。

●ファイル属性の選択

12.9節の解説「●ファイル属性の選択」と同じです。

●ディレクトリやファイル名の変更

ディレクトリまたはファイル名を変更するときの名称の付け方は，12.6節の解説「●
ファイル名/コメント」と同じです。

●ディレクトリの作成

メディア内にディレクトリを新しく作成できます。ディレクトリを新しく作成するとき
のディレクトリ名の付け方は，12.6節の解説「●ファイル名/コメント」と同じです。

Note
・ ディレクトリの属性は，変更できません。
・ 同一ディレクトリ内に同一名のファイルがあるときは，ファイル名の変更はできません。
・ 同一ディレクトリ内に同一名のディレクトリがあるときは，ディレクトリの作成はできませ

ん。
・ File ItemがWave，Data TypeがBinary，およびFilterがItemのときは，選択された拡張子.WVF

のファイルのファイル名を変更すると同じファイル名の拡張子.HDRのファイルも変更されま
す。FilterがAllのときは，選択されたファイルのファイル名だけが変更されます。
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13.1 本機器をパーソナルコンピュータに接続する

ネットワーク接続
ネットワークに接続するときは，ハブなどに接続されたUTP(Unshielded Twisted-Pair)
ケーブルまたはSTP(Shielded Twisted-Pair)ケーブルを本機器のリアパネルにある
10BASE-Tポートに接続してください。

パーソナル
コンピュータ

10BASE-T対応の変換器
(ハブやルータ)

UTPケーブル
または

STPケーブル
(ストレート)

ネットワークカード

WT1600
10BASE-Tポート

RJ-45モジュラジャック

1対1接続
パーソナルコンピュータと1対1で接続する場合も，下記のようにハブなどの変換器を介し
て接続してください。

パーソナル
コンピュータ

10BASE-T対応の変換器
(ハブやルータ)

UTP
ケーブル
または
STP

ケーブル
(ストレート)

ネットワークカード

WT1600

Note
・ パーソナルコンピュータと1対1で接続する場合，パーソナルコンピュータ側のネットワーク

カードには，10BASE-T/100BASE-TX自動切り替え，または10BASE-Tのものを使用してく
ださい。

・ ハブを用いず，本機器とパーソナルコンピュータを直接接続することは避けてください。直接
接続での通信では，動作を保証できません。

第13章 イーサネット通信(オプション)
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13.2 イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. Networkのソフトキーを押します。Networkメニューが表示されます。

ESCESC

4. TCP/IP Setupのソフトキーを押します。TCP/IP Setupダイアログボックスが表
示されます。

ESC
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DHCPだけを使うとき
5. ジョグシャトルを回して，DHCPを選択します。
6. SELECTを押して，ONを選択します。
7. ジョグシャトルを回して，DNSを選択します。
8. SELECTを押します。DNS選択ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，OFFを選択します。

DNSだけを使うとき
5. ジョグシャトルを回して，DHCPを選択します。
6. SELECTを押して，OFFを選択します。

● IPアドレスを入力する

7. ジョグシャトルを回して，IP Addressを選択します。
8. SELECTを押します。IPアドレス入力ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，本機器のIPアドレスを入力します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

10. SELECTまたはESCを押して，入力ボックスを閉じます。
11. IPアドレスを，4区分すべて入力します。

●サブネットマスクを入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークに応じて入力してください。サブネットマ
スクを必要としない場合は，「●デフォルトゲートウエイを入力する」に進みます。
12. ジョグシャトルを回して，Net Maskを選択します。
13. IPアドレスと同様にして，本機器が属しているネットワークのサブネットマスク

を，4区分すべて入力します。

●デフォルトゲートウエイを入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークに応じて入力してください。デフォルト
ゲートウエイを必要としない場合は，「●DNSをONにする」に進みます。
14. ジョグシャトルを回して，Gate Wayを選択します。
15. IPアドレスと同様にして，本機器が属しているネットワークのデフォルトゲート

ウエイを，4区分すべて入力します。

13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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● DNSをONにする

16. ジョグシャトルを回して，DNSを選択します。
17. SELECTを押します。DNS選択ボックスが表示されます。
18. ジョグシャトルを回して，ONを選択します。
19. SELECTを押して，DNS ONを確定します。

●ドメイン名を入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークのドメイン名を入力してください。
20. ジョグシャトルを回して，Domain Nameを選択します。
21. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
22. キーボードを操作して，本機器が属しているネットワークのドメイン名を入力し

ます。
キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●検索順が第1優先(プライマリ)のDNSサーバのアドレスを入力する

23. ジョグシャトルを回して，DNS Server1を選択します。
24. IPアドレスと同様にして，検索順がプライマリのDNSサーバのアドレスを，4区

分すべて入力します。

●検索順が第2優先(セカンダリ)のDNSサーバのアドレスを入力する

本機器が属するシステムまたはネットワークで，セカンダリのDNSサーバを使用する
場合に入力してください。セカンダリを必要としない場合は，「●検索順が第1優先(プ
ライマリ)のドメインサフィックスを入力する」に進みます。
25. ジョグシャトルを回して，DNS Server2を選択します。
26. IPアドレスと同様にして，検索順がセカンダリのDNSサーバのアドレスを，4区

分すべて入力します。

●検索順が第1優先(プライマリ)のドメインサフィックスを入力する

ドメインサフィックスを必要とする場合に入力してください。
27. ジョグシャトルを回して，Domain Suffix1を選択します。
28. IPアドレスと同様にして，検索順がプライマリのドメインサフィックスを入力し

ます。

●検索順が第2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する

ドメインサフィックスとしてセカンダリがある場合に入力してください。
29. ジョグシャトルを回して，Domain Suffix2を選択します。
30. IPアドレスと同様にして，検索順がセカンダリのドメインサフィックスを入力し

ます。

13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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DHCPとDNSの両方を使うとき
5. ジョグシャトルを回して，DHCPを選択します。
6. SELECTを押して，ONを選択します。
7. ジョグシャトルを回して，DNSを選択します。
8. SELECTを押します。DNS選択ボックスが表示されます。
9. ジョグシャトルを回して，ONまたはAutoのどちらかを選択します。

ONを選択したときは，前ページの「●ドメイン名を入力する」～「●検索順が第
2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する」までの入力操作が必要で
す。
Autoを選択したときは，DHCPサーバによって「●ドメイン名を入力する」～
「●検索順が第2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する」までの入
力情報が自動的に設定されるため，「●ドメイン名を入力する」～「●検索順が
第2優先(セカンダリ)のドメインサフィックスを入力する」までの入力操作は不要
です。

解　　説

本機器のイーサネット通信機能を利用するためには，DHCP，IPアドレス，サブネットマ
スク，デフォルトゲートウエイ，DNSの設定が必要です。
これらの設定内容は，本機器を使用するシステムまたはネットワークの管理者にご確認の
うえ，設定してください。

● DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol)

・ DHCPを使用すると，IPアドレス，サブネットマスク，デフォルトゲートウエイ，
DNSを自動的に設定できます。

・ DHCPを使用するにはネットワーク上にDHCPサーバが必要です。
・ DHCPが使えるかどうかはネットワーク管理者にお問い合わせください。
・ DHCPを使用すると，電源を投入するたびに異なるIPアドレスなどが与えられること
があります。本機器のFTPサーバ機能を使用する場合は注意が必要です。

● IPアドレス(Internet Protocol アドレス)

・本機器に割り当てられているIPアドレスを入力します。デフォルトは「0.0.0.0」で
す。

・ IPアドレスは，インターネット上でTCP/IPを用いて通信するときに一意的に機器を
識別するためのアドレスです。「192.168.111.24」のように0～255の数値を4
つ，「．」で区切って並べた形式で表記される32ビットの数値で設定します。

・ネットワーク管理者から固有のIPアドレスを支給してもらう必要があります。
・ DHCPが使用できる環境では，自動設定されます。

13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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● サブネットマスク

・ IPアドレスからサブネットのネットワークアドレスを求めるときに使用するマスク
値を入力します。デフォルトは「255.255.255.0」です。

・入力値はネットワーク管理者にお問い合わせください。設定が必要ない場合もあり
ます。

・ DHCPが使用できる環境では自動設定されます。

●デフォルトゲートウエイ

・セグメント(ネットワークのまとまり)が異なる機器と通信をするときに使用するゲー
トウエイ(デフォルトゲートウエイ)のIPアドレスを入力します。デフォルトは
「0.0.0.0」です。

・入力値はネットワーク管理者にお問い合わせください。設定が必要ない場合もあり
ます。

・ DHCPが使用できる環境では自動設定されます。

● DNS(Domain Name System)

DNSは，ホスト名/ドメイン名というインターネット上の名前とIPアドレスを対応させ
るシステムです。AAA.BBBBB.co.jpの場合，AAAがホスト名，BBBBB.co.jpがドメイ
ン名です。数値が並んだIPアドレスではなく，ホスト名/ドメイン名を指定してネット
ワークにアクセスできます。
・ドメイン名，DNSサーバのアドレス，ドメインサフィックスを入力してください。
DHCPが使用できる環境では自動設定されます。

・本機器から，ネットワークドライブやネットワークプリンタにアクセスするとき
に，アクセス先をIPアドレスではなく名前で指定できます。

・ドメイン名の入力

・本機器が属しているネットワークのドメイン名を入力してください。
・ 30文字以内の英数字を入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。

・ DNSサーバのアドレスの入力

・ DNSサーバのIPアドレスを入力してください。デフォルトは「0.0.0.0」です。
・ DNSサーバのアドレスは，第1優先(プライマリ)と第2優先(セカンダリ)の2つまで
設定できます。プライマリのDNSサーバに障害が生じたとき，自動的にセカンダ
リのDNSサーバで，ホスト名/ドメイン名とIPアドレスの対応を検索します。

・ドメインサフィックスの入力

・前項で設定した「ドメイン名」を付けたサーバ名に対応するIPアドレスを，DNS
サーバ上で検索できなかったとき，別のドメイン名を付けて検索するシステムに
なっている場合があります。この別のドメイン名をドメインサフィックスとして
入力してください。

・ドメインサフィックスは，第1優先(プライマリ)と第2優先(セカンダリ)の2つまで
設定できます。

Note
・ イーサネットに関する設定を変更した場合は，本機器の電源を入れなおす必要があります。
・ イーサネットのケーブルを接続しないで，「DHCP」を ONの状態で本機器の電源を入れると，

通信，ファイル機能が正常に動作しなくなる恐れがあります。「DHCP」を OFFにして電源を
入れなおしてください。

13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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パーソナルコンピュータのTCP/IP設定

パーソナルコンピュータ側でも，IPアドレスなどの通信設定をする必要があります。通信設定
は，パーソナルコンピュータに実装されたイーサネットインタフェースごとに設定してくださ
い。ここでは，パーソナルコンピュータと本機器とを接続するためのイーサネットインタ
フェースに対する設定について説明します。

DHCPサーバで，IPアドレスなどを自動設定する場合には，下記の設定は必要ありません。

[TCP/IPのプロパティ]-[IPアドレスの設定]で，[IPアドレスを自動的に取得]を選択します。
たとえば，パーソナルコンピュータと本機器だけの独立したイーサネット接続をする場合に
は，次表に示すように設定します。設定内容の詳細は，システムまたはネットワークの管理者
にご確認ください。

設定項目 設定値 備考

IPアドレス (例) 192.168.21.128 パーソナルコンピュータのIPアドレス
サブネットマスク (例) 255.255.255.0 本機器のサブネットマスクと同じ値に設定
ゲートウエイ なし
DNS設定 使わない
WINS設定 WINSの解決をしない

以下は，Windows 95/98で設定する場合について説明しています。Windows NT/2000 Pro
の場合は，それぞれの環境に従って設定してください。
1. [スタート]メニューから[設定]-[コントロールパネル]を選択します。コントロールパネル

フォルダが開きます。
2. [ネットワーク]アイコンをダブルクリックします。[ネットワーク]ダイアログボックスが表

示されます。
3. パーソナルコンピュータに接続されたイーサネットインタフェースに対応する[TCP/IP]を

選択したのち，[プロパティ]をクリックします。[TCP/IPのプロパティ]ダイアログボックス
が表示されます。

4. 上表に従って，IPアドレスなどの各項目を設定し，[OK]をクリックします。

　

13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定をする
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13.3 FTPサーバに設定，波形表示，数値，画面イメージ
の各種データを保存する(FTPクライアント機能)

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. Networkのソフトキーを押します。Networkメニューが表示されます。

ESCESC

4. Net Drive Setupのソフトキーを押します。Net Drive Setupダイアログボックス
が表示されます。

ESC
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●保存先のFTPサーバを指定する

5. ジョグシャトルを回して，FTP Serverを選択します。
6. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
7. キーボードを操作して，FTPサーバのIPアドレスを入力します。DNSを使用して

いる場合は，名前で指定できます。
キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●保存先のFTPサーバにアクセスするときのログイン名とパスワードを入力する

8. ジョグシャトルを回して，Login Nameを選択します。
9. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作して，ログイン名を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

11. ジョグシャトルを回して，Passwordを選択します。
12. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
13. キーボードを操作して，パスワードを入力します。ログイン名が「anonymous」

の場合は，パスワードの設定は不要です。
キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●タイムアウト時間を設定する

14. ジョグシャトルを回して，Time Outを選択します。
15. SELECTを押します。タイムアウト時間設定ボックスが表示されます。
16. ジョグシャトルを回して，タイムアウト時間を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

17. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

●保存先のFTPサーバに接続する(Connect)/切断する(Disconnect)

18. ジョグシャトルを回して，ConnectまたはDisconnectを選択します。
19. SELECTを押します。

・ Connectを選択してSELECTを押すと，保存先のFTPサーバに接続されます。正常に接
続されると，画面左上に が表示されます。

・ Disconnectを選択してSELECTを押すと，FTPサーバとの接続が切断されます。画面左
上に表示されている が消えます。

●データを保存する

・設定情報，波形表示データ，数値データを保存する場合は，12.6節の操作に従って
保存を実行してください。

・画面イメージデータを保存する場合は，12.7節の操作に従って保存を実行してくだ
さい。

・ただし，12-14ページの「●保存先のメディアを選択する」の操作では，メディア
として「ND0」を選択してください。

13.3　FTPサーバに設定，波形表示，数値，画面イメージの各種データを保存する
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解　　説

本機器のFTPクライアント機能を使って，フロッピーディスクや内蔵ハードディスクと同
じように，ネットワーク上のFTPサーバに設定情報，波形表示データ，数値データ，画面
イメージデータを保存できます。

●保存先のFTPサーバ

・ IPアドレスを入力して，FTPサーバを指定してください。
・ DNS(13.2節参照)を使用している場合は，名前で指定できます。
・保存先のFTPサーバとなるパーソナルコンピュータまたはワークステーション上
で，FTPサーバソフトを動作させておく必要があります。また，サーバソフトの設
定に関して，次のような注意が必要です。
・リスト出力(dirで返される文字列)は，UNIX形式にしてください。
・ホームディレクトリとその下のディレクトリは，書き込み許可にしてください。
・ホームディレクトリよりも上の階層には，移動できません。
・最新のファイルが，ファイルリストの最上段に表示されるとは限りません。
・ 9文字以上のファイルおよびディレクトリには，アクセスできません。
・サーバによっては，上位ディレクトリを示す「<..>」が表示できない場合があり
ます。

・次のような場合，ファイルリスト中の時間情報が正しく表示されません。
・Windows NTで，タイムスタンプを午前，午後で表示している場合
・リスト中に漢字などのASCII文字列以外を返すサーバの場合

・ FTPサーバに保存したファイルに対して，本機器から次のような設定操作はできま
せん。
・ファイルのプロテクトON/OFF，コピー，リネーム
・ FTPサーバのメディアのフォーマット

●ログイン名とパスワードの入力

保存先のFTPサーバにアクセスするときのログイン名とパスワードを入力してくださ
い。
・ログイン名

・ 15文字以内の英数字で入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。

・パスワード

・ 15文字以内の英数字で入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。

●タイムアウト時間の設定

本機器からFTPサーバにアクセスしたとき，ある一定時間(タイムアウト時間)過ぎても
接続できなかった場合，本機器がFTPサーバとの接続ができないと判断し，接続を閉じ
ます。
0～3600sの範囲で設定できます。初期値は15sです。

Note
・ 次のようなとき，このFTPクライアント機能は，使用できません。

・ 本機器が，ネットワーク上のパーソナルコンピュータまたはワークステーションからアクセ
スされているとき(FTPサーバ機能，13.6節参照)

・ 本機器がファイル操作をしているとき(12章参照)
・ このFTPクライアント機能を使用するときは，「13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)

の設定をする」でTCP/IPの設定をしておいてください。
・ 接続中に設定を反映させるには，「Disconnect」で一度接続を切断後，再接続してください。
・ FTPクライアントを操作中に，サーバから接続が切断された場合，ファイル操作でFile Listダ

イアログボックスを表示させると，自動的に再接続されます。

13.3　FTPサーバに設定，波形表示，数値，画面イメージの各種データを保存する
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13.4 ネットワークプリンタに画面イメージを出力する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. Networkのソフトキーを押します。Networkメニューが表示されます。

ESCESC

4. Net Print Setupのソフトキーを押します。Net Print Setupダイアログボックス
が表示されます。

ESC
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13.4　ネットワークプリンタに画面イメージを出力する

●プリンタサーバを指定する

5. ジョグシャトルを回して，LPR Serverを選択します。
6. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
7. キーボードを操作して，プリンタサーバのIPアドレスを入力します。DNSを使用

している場合は，名前で指定できます。
キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●プリンタ名を入力する

8. ジョグシャトルを回して，LPR Nameを選択します。
9. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作して，プリンタ名を入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●出力先をネットワークプリンタにする

1. SHIFT+COPY(MENU)を押します。Copyメニューが表示されます。
2. Copy toのソフトキーを押します。Copy toメニューが表示されます。
3. Net Printのソフトキーを押します。

●出力コマンドを選択する

4. Formatのソフトキーを押します。Formatメニューが表示されます。
5. ESC-P～Post Scriptのどれかのソフトキーを押して，出力コマンドを選択しま

す。
BJを選択したときは，操作6に進みます。
ESC-P，ESC-P2，PCL5を選択したときは，次ページの操作8に進みます。
LIPS3，Post Scriptを選択したときは，次ページの操作9に進みます。

ESC ESC ESCESC
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13.4　ネットワークプリンタに画面イメージを出力する

●解像度を選択する

(操作5で，BJを選択したときに適用します。)
6. Resolutionのソフトキーを押します。Resolutionメニューが表示されます。
7. 180dpi～360dpiのどれかのソフトキーを押して，解像度を選択します。

●カラー出力をする(ON)/しない(OFF)を選択する

(操作5で，ESC-P，ESC-P2，BJ，PCL5を選択したときに適用します。)
8. Colorのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

●コメントを設定する

9. Commentのソフトキーを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作して，コメントを入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

ESC ESCESC

●出力を実行する

11. 出力したい画面にします。
12. COPYを押します。画面のイメージが出力されます。

●出力を中止する

13. CopyメニューのAbortのソフトキーを押します。

ESC
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解　　説

本機器のLPRクライアント機能を使って，フロッピーディスクや内蔵ハードディスクと同
じように，ネットワーク上のプリンタに画面イメージを出力できます。

●プリンタサーバ

・ IPアドレスを入力して，プリンタサーバを指定してください。
・ DNS(13.2節参照)を使用している場合は，名前で指定できます。

●プリンタ名

出力先のネットワーク上のプリンタ名を入力してください。

●出力コマンドの選択

出力コマンドの種類を，次の中から選択できます。
・ ESC-P
・ ESC-P2(ESC/Pラスタコマンド対応機種で使用可能)
・ BJ
・ PCL5
・ LIPS3
・ Post Script

●カラー出力のON/OFF

出力コマンドの種類がESC-P，ESC-P2，BJ，PCL5のときに，カラー出力をするかし
ないかの選択ができます。
・ON

表示されている画面イメージを，カラー(256色)でプリンタに出力できます。
・OFF

表示されている画面イメージを，白黒でプリンタに出力します。

●コメントの設定

12.6節の解説「●ファイル名/コメント」と同じです。

Note
・ 次のようなとき，このLPRクライアント機能は，使用できません。

・ 本機器が，ネットワーク上のパーソナルコンピュータまたはワークステーションからアクセ
スされているとき(FTPサーバ機能，13.6節参照)

・ 本機器がファイル操作をしているとき(12章参照)
・ このLPRクライアント機能を使用するときは，「13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)

の設定をする」でTCP/IPの設定をしておいてください。
・ TCP/IPプロトコルに対応したプリンタに出力できます。

13.4　ネットワークプリンタに画面イメージを出力する
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13.5 メールを送信する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. Networkのソフトキーを押します。Networkメニューが表示されます。

ESCESC

4. Mail Setupのソフトキーを押します。Mail Setupダイアログボックスが表示され
ます。

ESC
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● メールサーバを指定する

5. ジョグシャトルを回して，Mail Serverを選択します。
6. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
7. キーボードを操作して，メールサーバのIPアドレスを入力します。DNSを使用し

ている場合は，名前で指定できます。
キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●送信先のメールアドレスを入力する

8. ジョグシャトルを回して，Mail Addressを選択します。
9. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作して，送信先のメールアドレスを入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●コメントを設定する

(必要に応じて，設定してください。)
11. ジョグシャトルを回して，Commentを選択します。
12. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
13. キーボードを操作して，コメントを入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●送信時刻を設定する

14. ジョグシャトルを回して，MailBaseTimeの時，分，秒のどれかを選択します。
15. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
16. ジョグシャトルを回して，操作14で選択した時，分，秒を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

17. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
18. 操作14～17を繰り返して，時，分，秒をすべて設定します。

13.5　メールを送信する
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13.5　メールを送信する

●送信間隔を選択する

19. ジョグシャトルを回して，Intervalを選択します。
20. SELECTを押します。選択ボックスが表示されます。
21. ジョグシャトルを回して，OFF，1h～24hのどれかを選択します。

OFFを選択すると，メールを送信しません。

22. SELECTまたはESCを押して，選択ボックスを閉じます。

●テスト送信をする

23. ジョグシャトルを回して，Mail Testを選択します。
24. SELECTを押します。送信先にメールをテスト送信します。

解　　説

指定したメールアドレスに，一定時間ごとに本機器の状態をメールで送信できます。

●メールサーバ

・ IPアドレスを入力して，メールサーバを指定してください。
・ DNS(13.2節参照)を使用している場合は，名前で指定できます。

●送信先のメールアドレス

本機器から送信するメールを受信する機器の，メールアドレスを入力してください。

●コメントの設定

12.6節の解説「●ファイル名/コメント」と同じです。

●送信時刻の設定

・メールを送信する開始時刻を設定できます。
・時：分：秒の単位で，次の範囲で設定できます。
0：0：0～23：59：59

●送信間隔の選択

・メールを送信する時間間隔を設定できます。
・次の中から選択できます。OFFを選択すると，メールを送信しません。
OFF，1h，2h，3h，4h，6h，8h，12h，24h
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● 送信される本機器の情報

 DisplayメニューのFormat(表示フォーマット)をNumericに設定したときに表示される
メニュー項目(通常測定のときはNorm Item No.，高調波測定のときはHarm Item No.)
で，1番～100番までの数値データが送信されます。

Note
・ このSMTPクライアント機能を使用するときは，「13.2　イーサネットインタフェース(TCP/

IP)の設定をする」でTCP/IPの設定をしておいてください。
・ 本機器から送信されるメールの送信元(From)のアドレスは，設定された送信先アドレスと同じ

になります。
・ 送信間隔が「OFF」のときは，メールを送信できません。

13.5　メールを送信する
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13.6 パーソナルコンピュータやワークステーションから
本機器にアクセスする(FTPサーバ機能)

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. Networkのソフトキーを押します。Networkメニューが表示されます。

ESCESC

4. User Accountのソフトキーを押します。User Accountダイアログボックスが表
示されます。

ESC
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● ユーザ名を設定する

5. ジョグシャトルを回して，User Nameを選択します。
6. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
7. キーボードを操作して，ユーザ名を入力します。

・ キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。
・ アクセス制限をしないときは，anonymousにしてください。anonymousにすると，パ

スワードの設定は不要です。

●パスワードを設定する

(操作7で，ユーザ名をanonymousにした場合は，パスワードの設定は不要です。)
8. ジョグシャトルを回して，Passwordを選択します。
9. SELECTを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作して，パスワードを入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

●タイムアウト時間を設定する

11. ジョグシャトルを回して，Time Outを選択します。
12. SELECTを押します。タイムアウト時間設定ボックスが表示されます。
13. ジョグシャトルを回して，タイムアウト時間を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

14. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

●本機器にアクセスする

15. パーソナルコンピュータやワークステーションからFTPクライアントソフトウエ
アを実行します。

16. 前項で設定したユーザ名とパスワードを使って，本機器にアクセスします。

13.6　パーソナルコンピュータやワークステーションから本機器にアクセスする
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13.6　パーソナルコンピュータやワークステーションから本機器にアクセスする

●ロギングリストを表示する

17. Connect Log Listのソフトキーを押します。本機器へのアクセス記録が表示され
ます。

ESC

解　　説

ネットワーク上のパーソナルコンピュータ(PC)やワークステーション(WS)から，本機器
のフロッピーディスク，内蔵ハードディスク，およびSCSI(オプション)で接続されたSCSI
機器にアクセスできます。
アクセスするためには，パーソナルコンピュータやワークステーションにFTPクライアン
トソフトウエアが必要です。

●ユーザ名の設定

・本機器にアクセスを許可するユーザー名を設定します。
・ 15文字以内の英数字を入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。
・ anonymousを設定すると，パスワードなしで，外部(PCやWS)から本機器にアクセ
スできます。

●パスワードの設定

・本機器にアクセスを許可するユーザー名のパスワードを設定します。
・ 15文字以内の英数字を入力できます。
・使用できる文字は，0～9，A～Z，％，_，( )(カッコ)，-(マイナス)です。
・ユーザ名をanonymousにすると，パスワードなしで，外部(PCやWS)から本機器に

アクセスできます。

●タイムアウト時間の設定

ある一定時間(タイムアウト時間)過ぎても本機器へのアクセスがない場合，本機器が
ネットワークとの接続を閉じます。
0～3600sの範囲で設定できます。初期値は60sです。

●ロギングリスト

本機器へのアクセス記録を表示できます。直近の25回分のアクセスされた日時，ユー
ザ名，IPアドレスが表示されます。
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Note
・ 本機器は，1クライアントだけサポートします。
・ 本機器にパーソナルコンピュータやワークステーションからアクセス(ログイン)中は，画面左

上に が表示されます。
・ 次のようなとき，このFTPサーバ機能は，使用できません。

・ 本機器が，ネットワーク上のパーソナルコンピュータまたはワークステーションにアクセス
しているとき(FTPクライアント機能，13.3節参照)

・ 本機器が，ネットワーク上のプリンタに出力しているとき(LPRクライアント機能，13.3節
参照)

・ 本機器がファイル操作をしているとき(12章参照)
・ 本機器にアクセスしたパーソナルコンピュータやワークステーションのルートディレクトリに

は，フロッピーディスクは[FD0]，内蔵ハードディスクは[SC4_00][SC4_01][SC4_02]
[SC4_03][SC4_04]，ネットワークドライブは[ND0]，SCSIで接続されたその他のドライブは
[SCn](nはSCSI ID)のように表示されます

・ ロギングリストは，電源をOFFにすると，クリアされます。
・ このFTPサーバ機能を使用するときは，「13.2　イーサネットインタフェース(TCP/IP)の設定

をする」でTCP/IPの設定をしておいてください。
・ 設定を反映するには，本機器の電源を入れなおす必要があります。

13.6　パーソナルコンピュータやワークステーションから本機器にアクセスする
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13.7 イーサネットインタフェース(オプション)の有無
と，MACアドレスを確認する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Informationのソフトキーを押します。Informationウインドウが表示されます。

Informationウインドウの中に，イーサネットインタフェース(オプション)の有無と，
MACアドレスの情報が表示されています。

ESC

解　　説

●イーサネットインタフェース(オプション)の有無

Informationウインドウ中の「Ethernet」のところに表示されています。
・「Yes」の場合，イーサネットインタフェースが付いています。
・「No」の場合，イーサネットインタフェースは付いていません。

●MACアドレス

MACアドレスはあらかじめ本機器に設定されている固有のアドレスです。Information
ウインドウ中の「Mac Address」のところに表示されています。

Note
MACアドレスは，イーサネットインタフェースが付いている製品でだけ表示されます。イーサ
ネットインタフェースが付いているにも関わらず，MACアドレスが「xxxxxx_xxx_xxx」のよう
な表示のときには，横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡ください。
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13.8 FTPパッシブモードと，LPR/SMTPタイムアウト
を設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. Networkのソフトキーを押します。Networkメニューが表示されます。

ESCESC

4. Othersのソフトキーを押します。Othersダイアログボックスが表示されます。

ESC
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●FTPパッシブモードにする(ON)/しない(OFF)を選択する

5. ジョグシャトルを回して，FTP Passiveを選択します。
6. SELECTを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

● LPRタイムアウト時間を設定する

5. ジョグシャトルを回して，LPR Time Outを選択します。
6. SELECTを押します。タイムアウト時間設定ボックスが表示されます。
7. ジョグシャトルを回して，タイムアウト時間を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

8. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

● SMTPタイムアウト時間を設定する

5. ジョグシャトルを回して，SMTP Time Outを選択します。
6. SELECTを押します。タイムアウト時間設定ボックスが表示されます。
7. ジョグシャトルを回して，タイムアウト時間を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

8. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

解　　説

FTPクライアント，LPR，SMTPに関する特殊な設定をします。通常は設定しなくてもよ
い特殊な設定です。

● FTPパッシブモードのON/OFF

パッシブモードを必要とするファイアウォール*内で本機器を使用するとき，「ON」に
します。デフォルトは「OFF」です。
* ファイアウォールは，セキュリティ機能を持つシステムに備わっているもので，外部からの

ネットワークシステムへの侵入を防ぐ役目をします。

● LPRタイムアウト時間の設定

本機器からプリンタにアクセスしたとき，ある一定時間(タイムアウト時間)過ぎても，
プリンタから本機器に応答がない場合，本機器がプリンタとの接続を閉じます。
0～3600sの範囲で設定できます。初期値は15sです。

● SMTP*タイムアウト時間の設定

本機器からメールサーバにアクセスしたとき，ある一定時間(タイムアウト時間)過ぎて
も接続できなかった場合，本機器がメールサーバとの接続ができないと判断し，接続を
閉じます。
0～3600sの範囲で設定できます。初期値は15sです。
* SMTP(Simple Mail Transfer Protocol)は，TCP/IPの上位のプロトコルで，電子メール送信

システムで使われます。

13.8　FTPパッシブモードと，LPR/SMTPタイムアウトを設定する
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14.1 ロール紙を取り付ける，紙送りをする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

PUSH

操　　作

1. プリンタカバーの「PUSH」の文字部分を押します。プリンタカバーが開きま
す。

プリンタカバー

2. リリースレバーを「FREE」の位置(上向き)まで上げます。

HOLD

MAN
FEED

FREE

リリースレバー

ロールポケット

第14章 内蔵プリンタ(オプション)
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3. ロール紙を13cmほど開いた状態で，下図に示す向きにしてロールポケットにロー
ル紙を置きます。

ロール紙を置く向きを逆にすると，印字されません。

4. ロール紙を紙送りローラの下側に真っ直ぐに差し込み，リリースレバーを
「HOLD」の位置(水平向き)にします。

HOLD

FREE

MAN
FEED

ロール紙

ローラ

ロールポケット

リリースレバー

5. SHIFT+COPY(MENU)を押します。Copyメニューが表示されます。
6. Copy toのソフトキーを押します。Copy toメニューが表示されます。
7. Printerのソフトキーを押します。
8. Paper Feedのソフトキーを押します。ソフトキーを1回押すごとに，ロール紙が

2cmほど送り出されます。ロール紙が，紙送りローラの上側から10cmほど出るま
で，送り出してください。

ロール紙のたるみがなく，ロールポケットにロール紙が入っていることを確認してくだ
さい。

ESC ESCESC

ロール紙

紙送りをして，ロール紙のたるみを
なくしてください。

ローラ

ロールポケット

送り出されたロール紙とロールポケット
に入っているロール紙の左右が平行で，
左右端が揃うように調整してください。

14.1　ロール紙を取り付ける，紙送りをする
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9. 送り出されたロール紙を，プリンタカバーのスリットに差し込みます。

プリンタカバーの
スリット

10. プリンタカバーを閉じます。カチッと音がするまで，プリンタカバーの
「PUSH」の文字部分をしっかり押してください。

プリンタカバー

14.1　ロール紙を取り付ける，紙送りをする
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解　　説

●プリンタ用ロール紙

当社専用のロール紙をお使いください。これ以外の紙を使用しないでください。初めて
お使いになるときは，付属のロール紙をお使いください。ロール紙がなくなったとき
は，当社支社・支店・営業所またはお買い求め先までご注文ください。

部品番号 B9316FX

仕様 感熱紙，10m

販売単位 10巻

●ロール紙の取り扱い上の注意

このロール紙は，熱化学反応で発色する感熱紙です。次の点にご注意ください。

・保存上の注意

使用する感熱紙は，70℃くらいから徐々に発色します。未使用，記録済みを問わ
ず，熱・湿気・光・薬品などに影響を受けます。
・乾燥した冷暗所に保管してください。
・開封後は，できるだけ早くお使いください。
・可塑剤を含んだプラスチックフィルム(塩化ビニル製フィルム，セロテープなど)
を長期間接触させると，可塑剤の影響で記録部が退色します。たとえば，ホル
ダーに入れて保存するときは，ポリプロピレン製のホルダーをご使用ください。

・記録紙を糊付けするときは，アルコール，エーテルなどの有機溶剤の入った糊を
使用しないでください。発色の原因になります。

・長期にわたって保存する場合は，コピーすることをおすすめします。感熱紙の性
質上，記録部が退色する可能性があります。

・使用上の注意

・ロール紙は，当社が供給する純正品をご使用ください。
・汗ばんだ手で触れると，指紋が付いたり記録がぼけることがあります。
・表面を強くこすると，摩擦熱で発色することがあります。
・薬品・油などが接触すると，発色したり記録が消えることがあります。

Note
・ ロール紙を取り付けプリンタカバーを閉じたあと，ロール紙をカットする場合は，カバーに対

して上方向にロール紙を引いてください。
・ ロール紙をカットした直後にプリンタカバーを開いた場合は，操作5～10までを繰り返してく

ださい。
・ ロール紙を取り付けプリンタカバーを閉じたあと，操作8でロール紙が正常に紙送りされてい

ることを確認してください。万一，ゆがんで紙送りされる場合は，続けて30cmほど紙送りし
てください。ゆがみが直ります。

・ ロール紙を置く向きを逆にすると，感熱面にプリンタのヘッダが当たらないため，印字されま
せん。

14.1　ロール紙を取り付ける，紙送りをする
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14.2 画面イメージをプリントする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+COPY(MENU)を押します。Copyメニューが表示されます。
2. Copy toのソフトキーを押します。Copy toメニューが表示されます。
3. Printerのソフトキーを押します。

●コメントを設定する

4. Commentのソフトキーを押します。キーボードが表示されます。
5. キーボードを操作して，コメントを入力します。

キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

ESC ESC ESCESC
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● プリントを実行する

6. プリントしたい画面にします。
7. COPYを押します。画面イメージがプリントされます。

●プリントを中止する

8. CopyメニューのAbortのソフトキーを押します。

ESC

解　　説

内蔵プリンタ(オプション)に，画面イメージをプリントできます。

コメントの設定

画面下側に，入力したコメントが表示されます。表示されたコメントも画面イメージと
してプリントされます。

使用できる文字数と種類

設定内容 文字数 使用できる文字

コメント 0～25*文字 キーボードに表示されている文字とスペース

* コメントは，25文字まで入力できますが，画面に表示される文字数は20文字までです。

14.2　画面イメージをプリントする
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14.3 数値データリスト，バーグラフをプリントする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. SHIFT+COPY(MENU)を押します。Copyメニューが表示されます。
2. Copy toのソフトキーを押します。Copy toメニューが表示されます。
3. Printerのソフトキーを押します。

ESCESC

●ヘッダ情報をプリントする(ON)/しない(OFF)

4. Informationのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESC
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通常測定のとき
5. List Itemのソフトキーを押します。List Itemダイアログボックスが表示されま

す。

●プリントする数値データを選択する

・一括して選択する

6. ジョグシャトルを回して，All ONを選択します。
7. SELECTを押します。エレメントと測定ファンクションの左にあるボタンがすべ

て強調表示され，プリント対象になります。

・一括して選択しない

6. ジョグシャトルを回して，All OFFを選択します。
7. SELECTを押します。エレメントと測定ファンクションの左にあるボタンの強調

表示がすべて解除され，プリント対象になりません。

ESC

・あらかじめ設定されている項目だけを選択する

6. ジョグシャトルを回して，Preset1またはPreset2を選択します。
7. SELECTを押します。Preset1またはPreset2にあらかじめ設定されている項目の

左にあるボタンがすべて強調表示され，プリント対象になります。

Preset1に設定されている項目 Preset2に設定されている項目

・ 1つずつ設定する

6. ジョグシャトルを回して，設定しようとするエレメントまたは測定ファンクショ
ンを選択します。

7. SELECTを押します。選択しているエレメントまたは測定ファンクションの左に
あるボタンが強調表示されると，そのエレメントの測定ファンクションの数値
データがプリント対象になります。ボタンの強調表示が解除されると，そのエレ
メントの測定ファンクションの数値データはプリント対象になりません。

操作10に進みます。

14.3　数値データリスト，バーグラフをプリントする
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14.3　数値データリスト，バーグラフをプリントする

高調波測定のとき
5. List Itemのソフトキーを押します。List Itemダイアログボックスが表示されま

す。

●プリントする数値データを選択する

6. ジョグシャトルを回して，Numeric/Barを選択します。
7. SELECTを押して，Numericを選択します。
8. ジョグシャトルを回して，設定しようとするエレメントまたは測定ファンクショ

ンを選択します。
9. SELECTを押します。選択しているエレメントまたは測定ファンクションの左に

あるボタンが強調表示されると，そのエレメントの測定ファンクションの数値
データがプリント対象になります。ボタンの強調表示が解除されると，そのエレ
メントの測定ファンクションの数値データはプリント対象になりません。

●プリントするバーグラフを選択する

6. ジョグシャトルを回して，Numeric/Barを選択します。
7. SELECTを押して，Barを選択します。
8. ジョグシャトルを回して，設定しようとするエレメントまたは測定ファンクショ

ンを選択します。
9. SELECTを押します。選択しているエレメントまたは測定ファンクションの左に

あるボタンが強調表示されると，そのエレメントの測定ファンクションの数値
データがプリント対象になります。ボタンの強調表示が解除されると，そのエレ
メントの測定ファンクションの数値データはプリント対象になりません。

ESC
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14.3　数値データリスト，バーグラフをプリントする

プリントの実行/中止
10. ESCを押して，List Itemダイアログボックスを閉じます。

●プリントを実行する

11. Print Data List Execのソフトキーを押します。数値データリストがプリントされ
ます。

●プリントを中止する

12. CopyメニューのAbortのソフトキーを押します。

ESC

解　　説

通常測定のとき
●ヘッダ情報

・装備されているエレメントだけが選択の対象になります。
・ヘッダ情報として，次の項目があります。
・測定のモード(Normal)
・ データ更新レート
・日付，時刻
・各エレメントの測定レンジ

ヘッダ情報のプリントON/OFF

・ON：ヘッダ情報をプリントします。
・OFF：ヘッダ情報をプリントしません。

●数値データの選択

・装備されているエレメント/結線ユニットだけが選択の対象になります。
・ 1.2節の「通常測定の測定ファンクションの種類」「モータ評価機能(オプション)の
測定ファンクションの種類」，1.5節の「デルタ演算」「ユーザー定義ファンクショ
ン」「Corrected Power」，および1.6節の「積算の測定ファンクション」に示され
ている各項目から選択できます。

●数値データリストのプリント形態

・選択されている数値データの項目がプリントされます。
・横方向：エレメント，縦方向：測定ファンクションのリストをプリントします。
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高調波測定のとき
●ヘッダ情報

・装備されているエレメントだけが選択の対象になります。
・ヘッダ情報として，次の項目があります。
・測定のモード(Harmonics)
・ 日付，時刻
・ PLLソース
・ fU，fI
・ 基本波の位相差(φU1-U2，φU1-U3，φU1-I1，φU1-I2，φU1-I3)
・ 各エレメントの測定レンジ
・各エレメントのU，I，P，S，Q，λ，φの全体(Total)
・ 各エレメントのUthd，Ithd，Pthd，Uthf，Ithf，Utif，Itif，hvf，hcf

ヘッダ情報のプリントON/OFF

・ON：ヘッダ情報をプリントします。
・OFF：ヘッダ情報をプリントしません。

●数値データ，バーグラフの選択

数値データまたはバーグラフのどちらかを選択してプリントできます。
・装備されているエレメントだけが選択の対象になります。
・数値データは，U(Uhdfを含む)，I(Ihdfを含む)，P(Phdfを含む)，S，Q，λ，φ，

φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xp，ΣListの項目の中から選択できます。
・バーグラフは，U，I，P，S，Q，λ，φ，φU，φI，Z，Rs，Xs，Rp，Xp，Uhdf，
Ihdf，Phdfの項目の中から選択できます。

・次数の範囲は，7.5節で設定したMin Order～Max Orderの範囲です。

●数値データリスト，バーグラフのプリント形態

・選択されている数値データまたはバーグラフの項目がプリントされます。
・横方向：エレメントと測定ファンクション，縦方向：次数のリストをプリントしま
す。

14.3　数値データリスト，バーグラフをプリントする
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15.1 D/A出力(オプション)の設定をする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。
3. D/A Output Itemsのソフトキーを押します。D/A Outputメニューが表示されま

す。

ESCESC

第15章 D/A出力とその他の機能
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通常測定のときのD/A出力項目の設定
●設定対象チャネルを選択する

4. ジョグシャトルを回して，1～30のどれかを選択します。

●測定ファンクションを選択する

5. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

6. ジョグシャトルを回して，None以降の測定ファンクションを選択します。
7. SELECTを押して，確定します。

●エレメント/結線ユニットを選択する

8. Elementのソフトキーを押します。エレメント/結線ユニット選択ボックスが表示
されます。

9. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
10. SELECTを押して，確定します。

操作14に進みます。

ESC ESCESC

15.1　D/A出力(オプション)の設定をする
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高調波測定のときのD/A出力項目の設定
●設定対象チャネルを選択する

4. Harm Item No.のソフトキーを押します。
5. ジョグシャトルを回して，1～30のどれかを選択します。

●測定ファンクションを選択する

6. Functionのソフトキーを押します。測定ファンクション選択ボックスが表示され
ます。

7. ジョグシャトルを回して，None以降の測定ファンクションを選択します。
8. SELECTを押して，確定します。

●エレメント/結線ユニットを選択する

9. Elementのソフトキーを押します。エレメント/結線ユニット選択ボックスが表示
されます。

10. ジョグシャトルを回して，Element1以降のどれかを選択します。
11. SELECTを押して，確定します。

●次数を選択する

12. Orderのソフトキーを押します。
13. ジョグシャトルを回して，Total，0～解析次数の最大値(7.5節参照)のどれかを選

択します。

ESC ESC ESCESC

15.1　D/A出力(オプション)の設定をする
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積算D/A出力定格時間の設定
14. SHIFT+START(INTEG SET)を押します。Integ Setメニューが表示されます。
15. D/A Output Rated Timeのソフトキーを押します。D/A Rated Timeダイアログ

ボックスが表示されます。
17. ジョグシャトルを回して，時，分，秒のどれかのボックスを選択します。
18. SELECTを押します。設定ボックスが表示されます。
19. ジョグシャトルを回して，操作17で選択した時，分，秒を設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

20. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。
21. 操作17～20を繰り返して，時，分，秒をすべて設定します。

ESC

15.1　D/A出力(オプション)の設定をする
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解　　説

リアパネルのD/A出力コネクタから，数値データを±5V FSの直流電圧で出力できます。
通常測定のときと高調波測定のときに，それぞれ30項目(チャネル)まで設定できます。

D/A出力コネクタのピン配置と信号割り当て
コネクタのピン配置と割り当ては次のとおりです。

ピンNO. 信号名 ピンNO. 信号名

1 D/A CH1 19 D/A CH2
2 D/A CH3 20 D/A CH4
3 D/A CH5 21 D/A CH6
4 D/A CH7 22 D/A CH8
5 D/A CH9 23 D/A CH10
6 D/A CH11 24 D/A CH12
7 D/A CH13 25 D/A CH14
8 D/A CH15 26 D/A CH16
9 D/A CH17 27 D/A CH18
10 D/A CH19 28 D/A CH20
11 D/A CH21 29 D/A CH22
12 D/A CH23 30 D/A CH24
13 D/A CH25 31 D/A CH26
14 D/A CH27 32 D/A CH28
15 D/A CH29 33 D/A CH30
16 D/A GND 34 D/A GND
17 D/A GND 35 D/A GND
18 － 36 －

Note
D/A GND(16，17，34，35ピン)は内部でケースと接続されています。

注　　意
D/A出力端子をショートしたり，外部から電圧を加えないでください。本機器を
損傷する恐れがあります。

通常測定のときのD/A出力項目
●測定ファンクションの選択
・ 1.2節の「通常測定の測定ファンクションの種類」「モータ評価機能(オプション)の
測定ファンクションの種類」，1.5節の「デルタ演算」「ユーザー定義ファンクショ
ン」「Corrected Power」，および1.6節の「積算の測定ファンクション」に示され
ている各項目が，選択できる測定ファンクションの種類です。

・出力する測定ファンクションなし(None)の選択もできます。Noneを選択したチャネ
ルは，該当する数値データがないため，0V出力になります。

・測定ファンクションZ，Rs，Xs，Rp，Xp，F1，F2，F3，F4を選択したチャネル
のD/A出力は，0V固定です。

・デルタ演算の測定ファンクションを選択したときは，次項に示すエレメントの意味
合いが，他の測定ファンクションのときと異なります。詳細については，6.1節の解
説をご覧ください。

●エレメント/結線ユニットの選択
・エレメント/結線ユニットを，次の中から選択できます。装備されているエレメント
に合わせて，選択項目が変わります。
Element1，Element2，Element3，Element4，Element5，Element6，
ΣA，ΣB，ΣC

・選択した結線ユニットに割り当てられているエレメントがない場合，数値データが
ないため，0V出力になります。たとえば，ΣA，ΣBにエレメントが割り当てられて
いて，ΣCに割り当てられているエレメントがない場合，ΣCの測定ファンクションの
ところは，0V出力になります。

15.1　D/A出力(オプション)の設定をする

1

18

19

36

D/A  OUTPUT
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高調波測定のときのD/A出力項目
●測定ファンクションの選択

・ 1.2節の「高調波測定の測定ファンクションの種類」または1.5節の「ユーザー定義
ファンクション」に示されている各項目が，選択できる測定ファンクションの種類
です。

・出力する測定ファンクションなし(None)の選択もできます。Noneを選択したチャネ
ルは，該当する数値データがないため，0V出力になります。

・測定ファンクションZ，Rs，Xs，Rp，Xp，Utif，Itif，F1，F2，F3，F4を選択した
チャネルのD/A出力は，0V固定です。

●エレメント/結線ユニットの選択

・エレメント/結線ユニットを，次の中から選択できます。装備されているエレメント
に合わせて，選択項目が変わります。
Element1，Element2，Element3，Element4，Element5，Element6，
ΣA，ΣB，ΣC

・選択した結線ユニットが高調波測定の対象になっていない場合，数値データがない
ため，0V出力になります。たとえば，測定対象がΣAのとき，ΣCの測定ファンク
ションのところは，0V出力になります。測定対象の選択については，7.3節をご覧く
ださい。

●次数の変更

全体(Total)またはdc(0次)から，最大100次まで設定できます。

Note
・ 出力される測定ファンクションの各記号の意味については，「1.2　測定ファンクションと測

定区間」「1.5　演算」「1.6　積算」「付録1　測定ファンクションの記号と求め方」「付録
2　デルタ演算の求め方」をご覧ください。

・ ΣA，ΣB，ΣCという結線ユニットについては，「5.1　結線方式を選択する」をご覧ください。
・ 測定ファンクションが選択されていない，または，数値データがないところは，0V出力になり

ます。
・ 次数は，全体(Total)またはdc(0次)から，最大100次まで設定できます。ただし，7.5節で設定

した解析次数の最小値(Min Order)～PLLソースの周波数によって自動的に決まる解析次数上限
値(17.6節参照)までの次数の数値データが，高調波測定で求められたデータです。7.5節で設定
した解析次数の最小値よりも小さい次数(たとえば，Min Orderを1次にしたときの0次)や，解
析次数上限値を超える次数のところは，0V出力になります。

・ 電圧，電流および電力に，PT比，CT比および電力係数などのスケーリング係数が設定されて
いて，スケーリングがONになっている場合は，スケーリングされたあとの値が，スケーリン
グされた定格値(測定レンジ×スケーリング係数)のとき，100%(5V)が出力されます。

・ Σファンクションの場合，該当する各エレメントすべてにそれぞれの定格値が入力されたとき
と同じ値になったとき，100%(5V)が出力されます。各エレメントに異なったスケーリング係
数がかかっている場合は，スケーリングされたあとの値が，スケーリングされた定格値(測定レ
ンジ×スケーリング係数)のとき，100%(5V)が出力されます。

・ D/A出力項目を多く設定した場合(None以外を多く設定した場合)，内蔵プリンタでプリントを
始めるまでの時間が遅くなくことがあります。この場合は，出力項目を少なくするか，測定を
ホールド(5.8節参照)してください。

15.1　D/A出力(オプション)の設定をする
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積算D/A出力定格時間
積算値の場合，定格値(測定レンジと同じ値)が継続して入力され，設定した時間だけ経過
したときの積算値を100%とし，そのときのD/A出力を5Vにします。積算値0(0V)～積算
値100%(5V)までのD/A出力の変化は，時間とともに直線的に変化すると仮定し，この仮
定した直線に対して，実際の入力がどのレベルにあるかで，D/A出力の値が決まります(次
ページの図参照)。

積算D/A出力定格時間の設定

・時，分，秒の単位で，次の範囲で設定できます。
0000：01：00～10000：59：59

・マニュアル積算モードのときに，この設定が有効になります。
・標準積算や繰り返し積算モード(実時間も含む)の場合は，タイマ設定時間が，積算D/
A出力定格時間になります。

Note
積算D/A出力定格時間には，1分未満の時間を設定できません。

出力項目とD/A出力電圧の関係
●周波数

D/A出力

約7.5V

5.0V

0.5V

2.5V

表示値
10Hz0.5Hz

1Hz 100Hz
1kHz

10kHz
100kHz

1MHz

●積算値

D/A出力

約7.0V

5.0V

0 積算時間
t0

定格の140％の入力の場合

定格入力の場合

t0： マニュアル積算モードのときは，積算D/A出力定格時間
標準積算または繰り返し(連続)積算モードのときは，タイマ設定時間

15.1　D/A出力(オプション)の設定をする
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● その他の項目

 表示値        出力
   140％       約7.0Ｖ
   100％       　5.0Ｖ
       0％              0Ｖ
－100％    　－5.0Ｖ
－140％    約－7.0Ｖ

D/A出力
 約7.5V
約7.0V

5.0V

0

－5.0V

－100
100

－140
140

約－7.0V
約－7.5V

表示値［％］

・ λとφは，±5Vを超えて出力されません。φの表示方式が360degree(360°方式)のと
き，φは0V～＋5Vの範囲で出力します。φの表示方式が180 Lead/lag(遅れ180°～進
み180°)のとき，φは－5V～＋5Vの範囲で出力します。ただし，エラーが発生したと
きは，約7.5Vを出力します。U-pkとI-pkだけはエラーが発生すると，約－7.5Vを出力
します。

・ η，1/η，Uhdf，Ihdf，Phdf，Uthd，Ithd，Pthd，Uthf，Ithf，hvf，hcf，Slip*，
ηmA*およびηmB*は，100％のとき＋5Vを出力します。

・ UtifとItifは，100のとき＋5Vを出力します。
・ Torque*は，[入力レンジ]×[トルクのスケーリング係数]の値(定格値)になったとき，＋

5Vを出力します。たとえば，入力レンジ10Vで，スケーリング係数に入力電圧1Vあた
りのトルク1N･mを設定したとすると，トルク10N･mのとき，＋5Vを出力します。

・ Speed*は，回転信号がアナログ信号のとき，アナログ信号の[入力レンジ]×[回転数の
スケーリング係数]の値(定格値)になったとき，＋5V を出力します。たとえば，Speed
は，入力レンジ10Vで，スケーリング係数に入力電圧1Vあたりの回転数100rpmを設定
したとすると，1000rpmのとき，＋5Vを出力します。

・ Speed*は，回転信号がパルス信号のとき，回転速度が8.2節で設定したPulse Range
の値(定格値)になったとき，＋5Vを出力します。

・ Sync*は，Speedの定格値になったとき，＋5Vを出力します。
・ Pm*は，トルクと回転速度の定格値から求められるモータの出力になったとき，＋5Ｖ

を出力します。
* モータ評価機能(オプション)付きの製品にだけ適用できます。

15.1　D/A出力(オプション)の設定をする
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15.2 RGBビデオ信号(VGA)出力

RGBビデオ信号(VGA)出力により，本機器の画面をモニタに表示できます。接続できるモ
ニタは，VGAモニタまたはVGAを表示できるマルチシンクモニタです。

注　　意
●本機器およびモニタの電源をOFFにしてから接続してください。
● RGB VIDEO OUT端子をショートしたり，外部から電圧を加えたりしないでくだ
さい。本機器を損傷する恐れがあります。

ビデオ信号出力コネクタのピン配置と信号割り当て
コネクタのピン配置と割り当ては次のとおりです。

ピンNO. 信号名 仕様

1 赤 0.7Vp-p
2 緑 0.7Vp-p
3 青 0.7Vp-p
4 －
5 －
6 GND
7 GND
8 GND
9 －
10 GND
11 －
12 －
13 水平同期信号 約31.5kHz，TTL (負論理)
14 垂直同期信号 約60Hz，TTL (負論理)
15 －

モニタとの接続方法
1. 本機器およびモニタの電源をOFFにします。
2. 本機器とモニタをアナログRGBケーブルで接続します。
3. 両方の電源をONにすると，本機器の画面がモニタに表示されます。

Note
・ ビデオ信号出力コネクタからは，常にRGBビデオ信号が出力されています。
・ 本機器または他の機器をモニタに近づけると，モニタ画面が揺らぐことがあります。
・ モニタの種類によっては，画面の端が欠けることがあります。

VIDEO-OUT
(VGA) 

1

5

6

10

11

15
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15.3 設定を初期値にする(イニシャライズ)

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作
Note

設定を初期値にしていいかどうかを確認したうえで，初期化を実行してください。初期化を実
行すると元に戻せません。初期化する前に設定情報を保存(12.6節参照)しておくことをおすす
めします。

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Initialize Settingsのソフトキーを押します。Alertダイアログボックスが表示され

ます。
3. ジョグシャトルを回して，OKまたはCancelのどちらかを選択します。
4. OKを選択してSELECTを押すと，初期化が実行されます。

Cancelを選択してSELECTを押すと，初期化が中止されます。

ESC
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解　　説

操作キーで設定した値を工場出荷時の状態に戻せます。以前の設定を取り消したいとき
や，初めから設定をやり直すときなどに便利です。初期設定の詳細は，「付録3　初期設
定/数値データの表示順一覧表」をご覧ください。

●初期化できない設定

・日付・時刻の設定
・データの保存と読み込みに関する設定
・画面イメージの出力に関する設定
・GP-IBインタフェース，シリアルインタフェース，イーサネットインタフェースに関

する設定
・ SCSI ID番号の設定(SCSIインタフェースはオプションです。)

●電源ONのときに初期化する場合

RESETを押しながら電源スイッチをONにすると，初期設定の状態で本機器が立ち上が
ります。このときには，上記の日付・時刻の設定を除く「●初期化できない設定」も初
期化されます。

15.3　設定を初期値にする(イニシャライズ)
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15.4 ゼロレベル補正をする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

SHIFT+MEASURE(CAL)を押します。ゼロレベル補正が実行されます。

解　　説

ゼロレベル補正

本機器の仕様(17章参照)を満たすため，本機器の内部回路で入力信号ゼロの状態をつく
り，そのときのレベルを，ゼロレベルとする機能です。
・ CALを押すとゼロレベルの補正が実行されます。
・高調波測定のON/OFF，測定レンジおよび入力フィルタを変更したあと，1回目の測

定をしたときにゼロレベル補正されます。

Note
・ 精度のよい測定をするには，ウォーミングアップを1時間以上してから，ゼロレベル補正をし

て測定されることをおすすめします。また，周囲温度が仕様範囲内(17章参照)で安定している
ことも必要です。

・ 長時間，高調波測定のON/OFF，測定レンジおよび入力フィルタを変更していないときは，本
機器周囲の環境変化でゼロレベルが変化している場合があります。このようなときに，ゼロレ
ベルの補正をされることをおすすめします。

・ 積算中に自動的にゼロレベルをする機能があります。6.10節をご覧ください。
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15.5 NULL機能を使う

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

● NULL機能を動作させる

1. SHIFT+MISC(NULL)を押します。キーの左下にあるNULLインジケータが点灯
し，NULL機能が動作します。

● NULL機能を解除する

2. NULL機能が動作しているとき，SHIFT+MISC(NULL)を押します。NULLインジ
ケータが消灯し，NULL機能が解除されます。

解　　説

NULL機能を使って，外部センサや測定ケーブルを接続した状態で，DCオフセット分を差
し引くことができます。無入力状態(電流入力端子は開放，電圧入力端子は短絡)でNULLを
実行してください。

● NULL値

NULL機能をONにしたときに，1回前に測定されたUdcとIdc(通常測定のときは電圧/電
流の単純平均の数値データ)，SpeedとTorque(モータ評価機能付きで，センサからの
入力信号がアナログ信号の場合)が，NULL値として設定されます。1回前の測定された
Udc，Idc，SpeedおよびTorqueがない場合，たとえば電源をONして，測定をしない
でNULL機能をONにしたときのような場合は，UdcとIdcは「0(ゼロ)」になります。

Note
・ レンジ，フィルタの設定を変更したり，高調波のモードのON/OFFを切り替えると，NULL機

能は自動的に解除されます。
・ クレストファクタの設定が「3」の場合は，レンジの50%を超える信号では，約50%のNULL値

が設定されます。クレストファクタの設定が「6」の場合は，レンジの100%を超える信号で
は，約100%のNULL値が設定されます。

● NULL機能の影響を受ける測定ファンクション

サンプリングデータからNULL値が差し引かれます。このため，すべての測定ファンク
ションが，NULL値の影響を受けます。
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15.6 メッセージ言語と画面輝度を選択する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Configのソフトキーを押します。Configメニューが表示されます。

●メッセージ言語を選択する

3. Messageのソフトキーを押します。Messageメニューが表示されます。
4. JPN，ENGまたはCHNのどれかのソフトキーを押して，メッセージ言語を選択し

ます。

●画面輝度を選択する

3. ジョグシャトルを回して，－1～3のどれかを選択します。

ESC ESC ESCESC
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解　　説

●メッセージ言語の選択

エラーが発生したときに，エラーメッセージが表示されます。このメッセージとメ
ニューで表示する文字の言語を，次の中から選択できます。エラーメッセージのエラー
コードはどちらも同じです。エラーメッセージの詳細は，16.2節をご覧ください。
・ JPN
日本語で表示されます。

・ ENG
英語で表示されます。

・ CHN
中国語で表示されます。

●画面の輝度の選択

画面の明るさを－1～3の範囲で選択できます。最も暗い輝度が－1，最も明るい輝度が
3です。

15.6　メッセージ言語と画面輝度を選択する
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15.7 画面の表示色を設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Next 1/2のソフトキーを押します。Next 2/2メニューが表示されます。

ESC

●グラフィックカラーを設定する

・デフォルトまたはユーザーのどちらの設定にするかを選択する

3. Graph Colorのソフトキーを押します。Graph Colorメニューが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，DefaultまたはUserのどちらかを選択します。

ESCESC
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・ユーザー設定をする

3. User Colorのソフトキーを押します。Graph Colorダイアログボックスが表示さ
れます。

4. ジョグシャトルを回して，設定しようとする項目を選択します。
5. SELECTを押します。カラーレベル設定ボックスが表示されます。
6. ジョグシャトルを回して，カラーレベルを設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

7. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

ESC

●テキストカラーを設定する

・プリセットまたはユーザーのどの設定にするかを選択する

3. Text Colorのソフトキーを押します。Text Colorメニューが表示されます。
4. ジョグシャトルを回して，Preset1～Userのどれかを選択します。

ESCESC

・ユーザー設定をする

3. User Colorのソフトキーを押します。Text Colorダイアログボックスが表示され
ます。

4. ジョグシャトルを回して，設定しようとする項目を選択します。
5. SELECTを押します。カラーレベル設定ボックスが表示されます。
6. ジョグシャトルを回して，カラーレベルを設定します。

ジョグシャトルによる入力方法については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧
ください。

7. SELECTまたはESCを押して，設定ボックスを閉じます。

15.7　画面の表示色を設定する
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ESC

解　　説

項目ごとに表示色を設定できます。表示色は，赤(R)，緑(G)，青(B)の割合(0～7)で設定し
ます。

●グラフィックカラーの設定

デフォルトまたはユーザー設定のどちらを選択できます。
ユーザー設定は，次の各項目についてそれぞれ表示色を設定できます。
・ Back
波形表示枠内の背景色を設定できます。

・Grid
波形表示枠内のグリッドと波形表示枠内の色を設定できます。

・ Cursor
カーソルの表示色を設定できます。

・ U1～I6，Speed*，Torque*
波形の表示色を設定できます。I1とU5，U2とI5，I2とU6，U3とI6，I3とSpeedお
よびU4とTorqueは，同じ表示色の設定になります。

* モータ評価機能(オプション)付きの製品にだけ適用できます。

●テキストカラーの設定

プリセット1～3，およびユーザー設定のどれかを選択できます。
ユーザー設定は，次の各項目についてそれぞれ表示色を設定できます。
・Menu Fore
メニュー，ダイアログボックス，ウインドウ，およびその他の画面上の文字の表示
色を設定できます。

・Menu Back
波形表示枠の背景色を設定できます。

・ Select Box
選択したメニュー枠内やボックス内の背景色を設定できます。

・ Sub Menu
選択したダイアログボックスやウインドウの表示色を設定できます。

・ Selected  Key
選択されているソフトキーや項目の表示色を設定できます。

15.7　画面の表示色を設定する
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15.8 キーロックを設定する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Configのソフトキーを押します。Configメニューが表示されます。

●キーロックを設定する

3. Key Lockのソフトキーを押して，ONまたはOFFのどちらかを選択します。

ESCESC

解　　説

●キーロック

キーロックをONにすると，電源スイッチ，MISCキー，ESCキー，上から5番目のソフ
トキー以外のキー操作が無効になります。
キーロックON時は，画面右上に「 Lock」の文字がブリンク表示されます。

Note
キーロックのON/OFF設定は，電源をOFFにしても保持されます。
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16.1 故障？　ちょっと調べてみてください

異常時の対処方法
●画面にメッセージが表示されているときは，次ページ以降をお読みください。
●サービスが必要なとき，または対処方法どおりにしても正常に動作しないときは，横河
エンジニアリングサービス(株)まで修理をお申しつけください。

症状と対処方法 参照節

電源スイッチをONにしても，画面になにも表示されない。

電源コードを本体の電源コネクタと電源コンセントに確実に接続してください。 3.5

電源電圧を変動許容範囲内にしてください。 3.5

画面の設定を確認してください。 15.7

ヒューズが切れていないかを確認してください。 16.5

表示データがおかしい。

周囲温度や湿度が仕様範囲内かを確認してください。 3.2

ノイズの影響がないかを確認してください。 3.1，3.3

測定用ケーブルの結線を確認してください。 3.3～3.9

結線方式を確認してください。 3.6～3.9,
5.1

ラインフィルタがOFFになっていることを確認してください。 5.5

測定区間の設定を確認してください。 6.2

電源をもう一度OFF/ONしてください。 3.10

キー操作ができない。

REMOTEインジケータを確認してください。REMOTEインジケータが点灯して －
いるときは，LOCALを押して，REMOTEインジケータを消灯してください。

キーテストをしてください。異常な場合はサービスが必要です。 16.3

トリガがかからない。

トリガ条件を確認してください。 9.3

トリガソースが入力されていることを確認してください。 9.3

高調波測定ができない。

PLLソースの設定を確認してください。 7.4

PLLソースに選択された入力信号は，仕様範囲内ですか。 7.4

プリンタに出力できない。

プリンタヘッドが痛んでいるか，消耗している可能性があります。 －
サービスが必要です。

メディアが認識できない。

ケーブルが正しく接続されているかを確認してください。 12.3

メディアのフォーマット形式を確認してください。必要に応じてフォーマット 12.5
してください。

メディアが壊れている可能性があります。 －

選択したメディアに，データを保存できない。

メディアのフォーマット形式を確認してください。必要に応じて，フォーマット 12.5
してください。

メディアが書き込み禁止になっていないかを確認してください。 －

メディアの使用可能領域(空き容量)を確認してください。必要に応じて，不必要な 12.5
ファイルを削除するか，新しいメディアを使用してください。

通信インタフェースによる設定/動作制御ができない。

GP-IBアドレスやシリアルインタフェースのパラメータ設定が，仕様に合っている －*
かを確認してください。

電気的/機械的仕様が合っているかを確認してください。 －*

* 通信インタフェースユーザーズマニュアルIM760101-11をご覧ください。

第16章 トラブルシューティングと保守/点検
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16.2 エラーメッセージと対処方法

エラーメッセージ
本機器を使用中に，画面にメッセージが表示されることがあります。その意味と対処方法
を説明します。なお，メッセージは日本語/英語のどちらでも表示することができます
(15.6節参照)。対処方法でサービスが必要なときは，横河エンジニアリングサービス(株)
まで修理をお申しつけください。

以下のエラーメッセージは，上段が日本語，下段が英語です。また，これ以外にも通信関
連のエラーメッセージがあります。これらは別冊の通信インタフェースユーザーズマニュ
アル(IM760101-11)に記載されています。

実行エラー
Error in Execution

コード メッセージ 対処方法 参照節

11 PLLソースの周波数が測定できません。 PLLソースの入力を確認してください。 7.4
Cannot measure PLL frequency. Check input level.

601 入力ファイル名，もしくはSCSI IDが不適当です。ファイル名またはSCSI ID番号を確認してください。 12.4，12.6
Invalid file name or SCSI ID. Check file name or SCSI ID.

602 メディアが入っていないか指定SCSIデバイス メディアの有無，SCSIデバイスの接続，SCSI ID 12.1～12.4
が存在しません。 番号の確認をしてください。
No media inserted or no SCSI device. Make sure that the storage medium is

inserted (if applicable), and check the SCSI
device connection and the SCSI ID.

603 指定SCSIデバイスが存在しないかメディアが SCSIデバイスの接続，SCSI ID番号，メディアの 12.1～12.4
入っていません。 有無の確認をしてください。
No SCSI device or no media inserted. Check the SCSI device connection and the SCSI

ID, and make sure that the storage medium is
inserted (if applicable).

604 メディアが異常です。 メディアを確認してください。 －
Media failure. Check the storage medium.

605 対象ファイルがありません。 ファイル名，メディアを確認してください。 －
File not found. Check the file name and the storage medium.

606 メディアが書き込み禁止になっています。 メディアのライトプロテクトスイッチをOFFに －
してください。

Media is protected. Set the disk's (medium's) write protect switch to
OFF.

607 メディアアクセス中にメディア抜き差しが メディアを確認してください。 －
行われました。
Media was removed while accessing. Check the storage medium.

608， 同じファイル名が存在します。 － 12.6
609 File already exists.

610 不正文字が含まれています。 － 12.6
Contains invalid characters.

611， メディアの空き容量が不足しています。 不要なファイルを消すか，新しいメディアを使用して 12.5～12.10
612 ください。

Media full. Delete unnecessary file(s) or use another disk.

613 ファイルシステムが異常です。 別のディスクで再確認してください。それでもだめな －
ときは，サービスが必要です。

File system failure. Check using another disk.  If the same message
still appears, maintenance service is required.

614 ファイルが書き込み禁止になっています。 － 12.9
File is protected.

615 物理フォーマットエラーです。 フォーマットし直してください。 12.5
再度同じエラーが出る場合，本機器ではそのメディ
アはフォーマットできません。

Physical format error. Reformat the medium.  If the same error occurs, the
instrument is probably unable to execute a
format on this medium.
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コード メッセージ 対処方法 参照節

616 ファイルシステムが異常です。 別のメディアで再確認してください。それでもだめな －
～620 ときは，サービスが必要です。

File system failure. Check using another disk.  If the same message
still appears, maintenance service is required.

621 ファイルが壊れています。 ファイルを確認してください。 －
File is damaged. Check the file.

622 ファイルシステムが異常です。 別のメディアで再確認してください。それでもだめな －
～641 ときは，サービスが必要です。

File system failure. Check using another disk.  If the same message
still appears, maintenance service is required.

642 指定SCSIデバイスのメディアがありません。 SCSIデバイスのメディアの有無を確認してください。 －
No media exists in SCSI device. Check that the storage medium is correctly inserted

in the SCSI device.

643 メディアが異常です。 メディアを確認してください。 －
～653 Media failure. Check the medium.

654 メディアが異常です。 フロッピーディスクのフォーマットタイプを確認して 12.5
ください。

Media failure. Check the format type of the floppy disk.

655 ファイルシステムが異常です。 別のメディアで再確認してください。それでもだめな －
～664 ときは，サービスが必要です。

File system failure. Check using another disk.  If the same message
still appears, maintenance service is required.

665 他機種でセーブしたファイルか，あるいは － －
互換性のないバージョンのファームウエアで
セーブしたファイルです。
ロードできません。
Cannot load this file format.  File was stored on
other models or other versions.

666 メディアにアクセス中です。 アクセスが終わってから実行してください。 －
File is now being accessed. Execute after access is made.

668 '.HDR' ファイルがありません。 ファイルを確認してください。 12.6
Cannot find '.HDR' file. Check the file.

669 '.INF' ファイルがありません。 ファイルを確認してください。 －
Cannot find '.INF' file. Check the file.

670 表示している波形がありません。 対象波形の表示をONにしてください。 9.5
No wave displayed. Turn ON the display for the appropriate waves.

671 セーブ対象データがありません。 保存データの有無を確認してください。 12.6，12.7
Save data not found. Check for presence of data.

672 SCSIインタフェースが内蔵されていないモデ － iiiページ
ルです。
This model does not have the SCSI interface.

673 SCSIコントローラーが異常です。 サービスが必要です。 －
SCSI controller failure. Maintenance service is required.

674 ファイルシステムを初期化中です。 しばらくお待ちください。 12.5
Initializing file system. Please wait.

675 このファイルは読み込みできません。 － －
Cannot load this file.

679 プリンタエラーです。 サービスが必要です。 －
Printer error. Maintenance service is required.

680 リリースアームを「HOLD」位置にしてくださ － 14.1
い。
Move the release arm to the "HOLD" position.

681 ロール紙がありません。 ロール紙を補給してください。 14.1
Paper empty. Load a roll chart.

682， プリンタの温度が異常です。 直ちに電源を切ってください。サービスが必要です。 －
683 Printer over heat. Power off immediately.

16.2　エラーメッセージと対処方法
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コード メッセージ 対処方法 参照節

684 プリンタが内蔵されていないモデルです。 オプションのプリンタがあるかどうか、仕様を確認 iiiページ
してください。

No built-in printer on this model. Check the specifications to see whether or not
the optional printer is provided.

685 プリンタタイムアウト。 サービスが必要です。 －
Printer time out. Maintenance service is required.

705 操作できません。メディアへアクセス中です。 アクセス終了までお待ちください。 －
Can not operate while accessing medium. Wait until access has completed.

706 出力中は操作できません。 出力終了までお待ちください。 －
Can not operate during hard copy. Wait until output  has completed.

710 該当するファイルがありません。 ファイルを確認してください。 －
File not found. Check the file.

711 ハードコピー中のファイル操作はできません。 出力終了までお待ちください。 －
File operation not allowed during hard copy. Wait until the hard copy completes.

712 この画面イメージは圧縮できません。 圧縮の設定をOFFにしてください。 12.7
Can not compress this hardcopy image. Turn off compression switch.

750 サーバに接続できません。 ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Cannot connect to the ftp server. Confirm the network settings and connection.

751 サーバに接続されていません。 ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Has not connect with ftp server yet. Confirm the network settings and connection.

752 この機能はサポートされていません。 － 13章
This ftp function in not supported.

753 FTP Error: Pwd ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

754 FTP Error: Cwd ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

755 FTP Error: Rm ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

756 FTP Error: List ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

757 FTP Error: Mkdir ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

758 FTP Error: Rmdir ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

759 FTP Error: Get ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

760 FTP Error: Put ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

761 FTP Error: GetData ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

762 FTP Error: PutData ネットワークの設定と接続，ディスク容量を確認 13章
してください。
Confirm the network settings, connection,
and disk capacity.

763 FTP Error: AppendData ネットワークの設定と接続，ディスク容量を確認 13章
してください。
Confirm the network settings, connection,
and disk capacity.

764 FTP Error: Client Handle ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

765 FTP Error: Others ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Confirm the network settings and connection.

785 ネットワークプリンタにデータを送信 ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
できません。
Cannot send data to a network printer. Confirm the network settings and connection.

786 メールを送信できません。 ネットワークの設定と接続を確認してください。 13章
Cannot send  a mail. Confirm the network settings and connection.

16.2　エラーメッセージと対処方法
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設定エラー
Error in Setting

コード メッセージ 対処方法 参照節

800 日付・時刻の設定が正しくありません。 正しく設定してください。 3.11
Illegal date-time. Set the correct date and time.

801 ファイル名が正しくありません。 使用不可能な文字があるか，MS-DOSの制限ファイ 12.6
ル名です。別のファイル名を入力してください。
Illegal file name. The file name contains characters which are not

allowed or the file name is not a valid MS-DOS file
name.  Enter another file name.

802 通常測定モードのときは設定できません。 高調波測定モードに設定してください。 7.1
Cannot be set in the normal measurement Set the measurement mode to harmonic.
mode.

803 高調波測定モードのときは設定できません。 通常測定モードに設定してください。 7.1
Cannot be set in the harmonic measurement Set the measurement mode to normal.
mode.

805 アベレージがONの場合は，この設定はできませ アベレージをOFFに設定してください。 5.6
ん。
Cannot change this parameter when Turn OFF the averaging function.
averaging is ON.

806 ユーザーファンクションのいずれかがONの場合 ユーザーファンクションをすべてOFFに設定してくだ 6.4，7.8
は，この設定はできません。 さい。
Cannot change this parameter when any of Turn OFF all user-defined functions.
the user-defined functions is ON.

808 数値表示のとき，この設定はできません。 － －
Cannot change this parameter during
numerical display.

809 ベクトル表示のとき，この設定はできません。 － －
Cannot change this parameter during vector
display.

810 バーグラフ表示のとき，この設定はできません。 － －
Cannot change this parameter during bar
graph display.

812 ストア/リコール中のときは設定できません。 － －
Cannot be set while storing/recalling of data
being performed.

813 積算動作中または中断中のときは設定できません。 積算動作をリセットしてください。 6.11
Cannot be set while integration is running. Reset Integration.

816 現在のワイアリングパターンではこの設定は － 5.1
できません。
Cannot set selected Harmonics Object with
current Wiring Pattern.

820 トレンド取り込み中のときは設定できません。 － 10.1
Cannot be set while trend sampling is running.

823 CAL中は変更できません。 CALが終了するまでお待ちください。 15.4
Cannot change during CAL. Wait until CAL is completed.

827 式が正しく定義されていません。 正しい式を入力してください。 6.4，7.8
Illegal math expression. Input a correct computing equation.

834 SCSI ID番号が重複しています。 SCSIデバイスごとに異なる番号を設定してください。 12.4
Duplicate SCSI ID. Set different ID numbers.

840 波形取り込みONの状態で積算動作をスタート 波形取り込みをOFFにしてください。 9.1
しようとしました。
Attempted to start integration when wave Turn OFF the wave sampling function.
sampling was ON.

841 積算時間がタイマ設定時間に達したのち 積算動作をリセットしてください。 6.11
積算動作をスタートしようとしました。
Attempted to start integration after
integration time has reached its preset value.

16.2　エラーメッセージと対処方法
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コード メッセージ 対処方法 参照節

842 積算動作中に積算スタートしようとしました。 － 6.11
Attempted to start integration while
integration is in progress.

843 積算中に積算値がオーバーフロー，または 積算動作をリセットしてください。 6.11
停電などで異常終了しました。
Measurement stopped due to overflow during
integration or due to a power failure.

844 積算中でないのに積算ストップしようとしました。 － 6.11
Attempted to stop integration even though
integration was not in progress.

845 積算モードでないまたは積算中なのに， － 6.11
積算リセットしようとしました。
Attempted to reset integration even though
integration was in progress or integration
mode was not selected.

846 ピークオーバーまたはレンジオーバー － 6.11
しているのに、積算スタートしようとしました。
Attempted to start integration while
measurement of peak overflow was in progress
or during an overrange condition.

847 連続積算モードで積算スタートしようとしたとき － 6.8
積算タイマ設定時間がゼロ設定されています。
Attempted to start integration in continuous
integration mode when integration preset
time was set to "0".

848 実時間積算モードで積算スタートしようとしたとき － 6.9
終了時刻が過去に設定されています。
Attempted made to start integration in real time
counting integration mode when the end time
had already passed.

849 実時間ストアモードでストアスタートしようと － 11.2
したとき，終了時刻が過去に設定されています。
Attempted made to start storing in real time
counting storing mode when the end time had
already passed.

850 ストアデータが存在します。新しくストアをする － 11.4
ときは，メモリを初期化してください。
Stored file already exists.
Initialize memory before storing.

851 ストアデータと測定モードが異なります。 － 7.1
リコールする前に，適切な測定モードに変更して
ください。
Stored file and measurement mode are different.
Set the appropriate measurement mode
before recalling.

852 ストアデータが異常です。新しくストアをする － 11.4
ときは、メモリを初期化してください。
Stored file is illegal.
Initialize memory before storing.

853 リコールモード中に実行/設定できません。 － 11.1
ストアモードにしてください。
Cannot be executed/set during Recall mode.
Set the Mode to Store.

854 波形表示データがありません。 波形の取り込みを ON にしてください。 9.1
Waveform display data not found. Turn ON the wave sampling function.

855 ストアメモリがいっぱいになりました。 ー 11.4
ストアを中止します。
Storing momory is full.
Storing has been stopped.

856 ストア中，エラーが発生しました。 ー ー
ストアを中止します。
An error has occured while storing.
Storing has been stopped.

857 マスター/スレーブ同期測定の設定が ー 5.10
スレーブのときは設定できません。
Cannot be set while Master/Slave Syncronized
Measurement is set to Slave.

16.2　エラーメッセージと対処方法
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コード メッセージ 対処方法 参照節

860 トレンド取り込みONの状態で積算動作を トレンド取り込みをOFFにしてください。 10.1
スタートしようとしました。
Attempted to start integration while trend Turn OFF the trend sampling function.
sampling was ON.

863 ホールドONの状態で積算動作をスタート ホールドをOFFにしてください。 5.8節
しようとしました。
Attempted to start integration while Hold is ON. Turn Hold OFF.

システムエラー
Error in System Operation

コード メッセージ 対処方法 参照節

901 設定データがバックアップできませんでした。 初期化します。バックアップ用電池が消耗している 3.10
可能性があります。

Failed to backup setup data. Will initialize.

902 システムRAMが異常です。 サービスが必要です。 －
System RAM failure. Maintenance service is required.

903 システムROMが異常です。 サービスが必要です。 －
System ROM failure. Maintenance service is required.

904 システムRAMが異常です。 サービスが必要です。 －
System RAM failure. Maintenance service is required

906 冷却ファンが停止しています。 直ちに電源を切ってください。サービスが必要です。 －
Fan stopped. Power off immediately.  Maintenance service is

required.

907 バックアップ電池が消耗しました。 電池の交換はサービスが必要です。 －
Backup battery is flat. Maintenance service is required to replace the

backup battery.

908 機内温度が異常です。 直ちに電源を切ってください。サービスが必要です。 －
Internal temperature is too high. Power off immediately.  Maintenance service is

required.

909 サム値が不正です。 サービスが必要です。 －
Illegal SUM value. Maintenance service is required.

910 メモリのリード/ライトが異常です。 サービスが必要です。 －
RAM read/write error. Maintenance service is required.

911 メモリバスエラーです。 サービスが必要です。 －
Memory bus error. Maintenance service is required.

912 通信ドライバーエラーです。 サービスが必要です。 －
Fatal error in Communication-driver. Maintenance service is required.

914 通信タイムアウトエラーです。 － －
Time out occurs in Communications.

915 EEPROM SUMエラーです。 EEPROMが壊れている可能性があります。 －
サービスが必要です。

EEPROM SUM error. EEPROM may be damaged.  Maintenance service is
required.

920 Null値のSUMエラーです。 Null値を0に初期化します。 －
SUM error of NULL value. The Null value is reset to 0.

921 画面の描画に失敗しました。 － －
System Failed to Draw Display.

922 DSPとの通信に失敗しました。 － －
Failed in communication with DSP.

923 DSPからの送信データが異常です。 － －
Transmit data abnormality from DSP.

924 FIFOが異常です。 － －
FIFO abnormality.

Note
サービスが必要になったときは，本機器を初期化してみてください。復帰する場合があります。

16.2　エラーメッセージと対処方法
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16.3 自己診断(セルフテスト)をする

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Selftestのソフトキーを押します。Selftestメニューが表示されます。
3. Test Itemのソフトキーを押します。Test Itemメニューが表示されます。
4. MemoryまたはKey Boardのどちらかのソフトキーを押して，テスト項目を選択

します。
Memoryを選択したときは，次ページの「●メモリテストをする」に進みます。
Key Boardを選択したときは，次ページの「●操作キーとキーボードのテストを
する」に進みます。

ESC ESCESC
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●メモリテストをする

5. Test Execのソフトキーを押します。メモリテストが実行されます。

ESC

●操作キーとキーボードのテストをする

・操作キーのテストをする

5. Test Execのソフトキーを押します。
6. フロントパネルの操作キーを押します。押したキーのテストが実行されます。
7. ＜または＞(矢印)を押します。矢印を押すごとに，インジケータが1つずつ点灯し

ます。
8. ESCを2回続けて押すと，操作キーテストから抜け出せます。

・キーボードテストをする

9. Soft Keyのソフトキーを押します。キーボードが表示されます。
10. キーボードを操作します。入力した文字がキーボードの入力欄に正しく表示され

ることを確認します。
キーボードの操作については，「3.12　数値や文字列を入力する」をご覧ください。

ESC ESC

解　　説

●メモリテスト

内部のROMやRAMが正常かどうかをテストします。「Pass」が表示されれば正常で
す。「Failed」が表示されたときは，横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡く
ださい。

●操作キーとキーボードのテスト

・フロントパネルのキーが正常かどうかをテストします。押したキーの名称が正しく
表示されれば正常です。

・＜または＞(矢印)を押して，インジケータが点灯または消灯すれば正常です。
・操作キーテストから抜け出すには，ESCを2回続けて押します。
・正しく表示されないときは，横河エンジニアリングサービス(株)までご連絡くださ
い。

16.3　自己診断(セルフテスト)をする
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16.4 システムの状態を確認する

操作キー

RESET SELECT

INPUT

MOTOR  SET

RANGE

FILTER

START STOP SYNC  SRC

AVG

SCALING

SINGLE STORE  SET

REMOTE

MAX  HOLD NULL

MENU

HARMONICS

TRIG'D

CURSOR

DISPLAY FILE

LOCAL MISC

SHIFT

COPYSTORE

WAVE

HOLD UP  DATE
RATE

WIRING

INTEGRATOR

INTEG SET RESET

操作途中でメニューから抜け出すときは，
ESCを押します。

ESC

MEASURE

CAL

操　　作

1. MISCを押します。Miscメニューが表示されます。
2. Informationのソフトキーを押します。Informationウインドウが表示されます。

ESC ESC

解　　説

システムの状態の表示

モデル，ROMバージョン，エレメントの構成，オプションの有無などの確認ができま
す。
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16.5 電源ヒューズを交換する

警　　告
●火災防止のため指定された定格(電圧・電流・タイプ)のヒューズだけを使用して
ください。

●必ず電源スイッチをOFFにして，電源コードを抜いてから，ヒューズの交換をし
てください。

●ヒューズホルダを短絡させないでください。

ヒューズの定格
本機器で使用している電源ヒューズは，次のものです。
・最大定格電圧：250V
・最大定格電流：6.3A
・タイプ：タイムラグ
・規格：UL/VDE認定
・部品番号：A1463EF

交換方法
次の方法で電源ヒューズを交換してください。
1. 電源スイッチをOFFにします。
2. 電源コードを電源コネクタから抜きます。
3. 電源コネクタ側にあるヒューズホルダの凹部にマイナスドライバの先を当て，矢

印の方向にドライバを動かして，ヒューズホルダを取り外します。
4. ヒューズホルダの先端に装着されている切れたヒューズを取り出します。
5. 新しいヒューズをヒューズホルダに装着し，ヒューズホルダを元の場所に取り付

けます。

ヒューズフォルダ

予備ヒューズ

ヒューズ
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16.6 交換推奨部品

保証書に記載の保証期間・保証規定に基づき，当社は本機器を保証しております。保証規
定により，下記の摩耗部品は保証対象外です。使用状況により交換周期が異なります。下
表は目安としてご覧ください。部品交換は横河エンジニアリングサービス(株)にお申し付
けください。

部品名称 推奨交換周期

内蔵プリンタ 通常の使用状態で，プリンタ用ロール紙(部品番号：B9316FX)200巻相当
液晶バックライト 3年
バックアップ電池 3年
(リチウム電池)

部品名称 保証期間

内蔵ハードディスク ご購入後1年(ただし，データについては対象外)
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第17章 仕様

17.1 入力部

項目 仕様

入力端子形状 電圧
プラグイン端子(安全端子)

電流
・ 直接入力：大形バインディングポスト(確度規定周波数帯域：5A端子は1MHzまで，50A端子は

100kHzまで)
・ 電流センサ入力：BNCコネクタ(確度規定周波数帯域：500kHzまで)

入力形式 電圧
フローティング入力，抵抗分圧方式

電流
フローティング入力，シャント入力方式

測定レンジ(定格値) 電圧
・ クレストファクタの設定が「3」のとき：1.5V，3V，6V，10V，15V，30V，60V，100V，

150V，300V，600V，1000V
・ クレストファクタの設定が「6」のとき：750mV，1.5V，3V，5V，7.5V，15V，30V，

50V，75V，150V，300V，500V
電流(5A入力エレメント)

・ 直接入力：
・ クレストファクタの設定が「3」のとき：10mA，20mA，50mA，100mA，200mA，

500mA，1A，2A，5A
・ クレストファクタの設定が「6」のとき：5mA，10mA，25mA，50mA，100mA，

250mA，500mA，1A，2.5A
・ 電流センサ入力：

・ クレストファクタの設定が「3」のとき：50mV，100mV，250mV，500mV，1V，
2.5V，5V，10V

・ クレストファクタの設定が「6」のとき：25mV，50mV，125mV，250mV，500mV，
1V，2.5V，5V

電流(50A入力エレメント)
・ 直接入力：

・ クレストファクタの設定が「3」のとき：1A，2A，5A，10A，20A，50A
・ クレストファクタの設定が「6」のとき：500mA，1A，2.5A，5A，10A，25A

・ 電流センサ入力：
・ クレストファクタの設定が「3」のとき：50mV，100mV，250mV，500mV，1V，

2.5V，5V，10V
・ クレストファクタの設定が「6」のとき：25mV，50mV，125mV，250mV，500mV，

1V，2.5V，5V

計器損失(入力抵抗) 電圧
約2MΩ

電流(5A入力エレメント)
・ 直接入力：約100mΩ＋約0.07µH
・ 電流センサ入力：約100kΩ

電流(50A入力エレメント)
・ 直接入力：約2mΩ＋約0.07µH
・ 電流センサ入力：約100kΩ

瞬時最大許容入力 電圧
(1周期，20ms間) ピーク値が4000Vまたは実効値が1500Vのどちらか低い方

電流(5A入力エレメント)
・ 直接入力：ピーク値が30Aまたは実効値が15Aのどちらか低い方
・ 電流センサ入力：ピーク値が測定レンジの10倍以下

電流(50A入力エレメント)
・ 直接入力：ピーク値が450Aまたは実効値が300Aのどちらか低い方
・ 電流センサ入力：ピーク値が測定レンジの10倍以下

連続最大許容入力 電圧
ピーク値が1500Vまたは実効値が1000Vのどちらか低い方

電流(5A入力エレメント)
・ 直接入力：ピーク値が10Aまたは実効値が7Aのどちらか低い方
・ 電流センサ入力：ピーク値が測定レンジの5倍以下

電流(50A入力エレメント)
・ 直接入力：ピーク値が150Aまたは実効値が50Aのどちらか低い方
・ 電流センサ入力：ピーク値が測定レンジの5倍以下
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項目 仕様

連続最大同相電圧 600Vrms
(50/60Hz)

同相電圧の影響 電圧入力端子間は短絡，電流入力端子間は開放の状態で，600Vrmsを印加。
・ 50/60Hz：±0.01% of range以下(10Vレンジ以下の場合は，±(0.01×15/(レンジの定格値))

% of range以下)。
・ 100kHzまで(参考値)：±0.1×f% of range以下(10Vレンジ以下の場合は，±(0.1×f×15/(レ

ンジの定格値))% of range以下)。クレストファクタを「6」に設定したときは，この2倍。
ただし，0.01%以上。周波数fの単位はkHz。

ラインフィルタ OFF，500Hz，5.5kHzから選択。

ゼロクロスフィルタ OFF，500Hzから選択。

A/D変換器 電圧，電流入力同時変換。分解能：16ビット。変換速度：約5µs。

レンジ切り替え 手動，自動および通信コマンドで入力エレメントごとに設定可能。

オートレンジ機能 レンジアップ
・ Urms，Irmsが測定レンジの110%を超えたとき
・ 入力信号のピーク値が測定レンジの約330%(クレストファクタを「6」に設定したときは，約

660%)を超えたとき
レンジダウン

Urms，Irmsが測定レンジの30%以下で，Upk，Ipkが下位レンジの300%以下(クレストファクタを
「6」に設定したときは，約600%以下)のとき

17.2 表示部

項目 仕様

ディスプレイ 6.4型カラーTFT液晶ディスプレイ

全表示画素数* 640(水平)×480(垂直) ドット

波形表示画素数 501(水平)×432(垂直) ドット

*　液晶表示器には，全表示画素数に対して0.02％程度の欠陥が含まれる場合があります。

17.1　入力部/17.2 表示部
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17.3 通常測定のときの測定ファンクション(測定項目)

入力エレメントごとに求められる測定ファンクション
測定ファンクションの求め方や演算式は，「付録1」をご覧ください。

項目 記号と意味

電圧(V) Urms：真の実効値，Umn：平均値整流実効値校正，Udc：単純平均，Uac：交流成分

電流(A) Irms：真の実効値，Imn：平均値整流実効値校正，Idc：単純平均，Iac：交流成分

有効電力(W) P

皮相電力(VA) S

無効電力(var) Q

力率 λ

位相差(°) φ

周波数(Hz) fU(FreqU)：電圧の周波数，fI(FreqI)：電流の周波数
fUまたはfIとして，最大3つの信号の周波数を測定できます。電圧の周波数だけを3つ，電流の周波数
だけを3つ測定するという選択もできます。選択されていない信号の表示は，データなし表示「-----
---」になります。

電圧の最大値と最小値(V) U+pk：電圧の最大値，U-pk：電圧の最小値

電流の最大値と最小値(A) I+pk：電流の最大値，I-pk：電流の最小値

クレストファクタ(波高率) CfU：電圧のクレストファクタ，CfI：電流のクレストファクタ

フォームファクタ(波形率) FfU：電圧のフォームファクタ，FfI：電流のフォームファクタ

負荷回路の Z
インピーダンス(Ω)

負荷回路の抵抗と Rs：抵抗RとインダクタンスLおよびコンデンサCが直列に接続されている場合の負荷回路の抵抗
リアクタンス(Ω) Xs：抵抗RとインダクタンスLおよびコンデンサCが直列に接続されている場合の負荷回路のリアク

タンス
Rp：RとLおよびCが並列に接続されている場合の負荷回路の抵抗
Xp：RとLおよびCが並列に接続されている場合の負荷回路のリアクタンス

Corrected Power(W) Pc
(適用規格IEC76-1(1976)，IEEE C57.12.90-1993，IEC76-1(1993))

積算 Time：積算時間
Wp：正負両方向の電力量の和
Wp+：正方向のPの和(消費した電力量)
Wp-：負方向のPの和(電源側に戻した電力量)
q：正負両方向の電流量の和
q+：正方向のIの和(電流量)
q-：負方向のIの和(電流量)

ただし，電流量はIrms，Imn，Idc，Iacのうちどれか1つを選択して積算。



17-4 IM 760101-01

結線ユニット(ΣA，ΣB，ΣC)ごとに求められる測定ファンクション(Σファンクション)
Σファンクションの求め方や演算式は，「付録1」をご覧ください。

項目 記号と意味

電圧(V) UrmsΣ：真の実効値，UmnΣ：平均値整流実効値校正，UdcΣ：単純平均，UacΣ：交流成分

電流(A) IrmsΣ：真の実効値，ImnΣ：平均値整流実効値校正，IdcΣ：単純平均，IacΣ：交流成分

有効電力(W) PΣ

皮相電力(VA) SΣ

無効電力(var) QΣ

力率 λΣ

位相差(°) φΣ

負荷回路の ZΣ
インピーダンス(Ω)

負荷回路の抵抗と RsΣ：抵抗RとインダクタンスLおよびコンデンサCが直列に接続されている場合の負荷回路の抵抗
リアクタンス(Ω) XsΣ：抵抗RとインダクタンスLおよびコンデンサCが直列に接続されている場合の負荷回路のリアク

タンス
RpΣ：RとLおよびCが並列に接続されている場合の負荷回路の抵抗
XpΣ：RとLおよびCが並列に接続されている場合の負荷回路のリアクタンス

Corrected Power(W) PcΣ
(適用規格IEC76-1(1976)，IEEE C57.12.90-1993，IEC76-1(1993))

積算 Time：積算時間
WpΣ：正負両方向の電力量の和
Wp+Σ：正方向のPの和(消費した電力量)
Wp-Σ：負方向のPの和(電源側に戻した電力量)
qΣ：正負両方向の電流量の和
q+Σ：正方向のIの和(電流量)
q-Σ：負方向のIの和(電流量)

効率1 η：結線Aに対する結線Bの効率

効率2 1/η：結線Bに対する結線Aの効率

モータ評価の測定ファンクション
モータ評価の測定ファンクションの求め方や演算式は，「付録1」をご覧ください。

項目 記号と意味

回転速度 Speed：モータの回転速度

トルク Torque：モータのトルク

同期速度 Sync

すべり(%) Slip

モータ出力 Pm：モータの機械的出力(メカニカルパワー)

モータ効率*(%) ηmAまたはηmB：モータが消費する電力に対するモータ出力の比率

トータル効率*(%) ηmAまたはηmB：モータが消費する電力だけでなく，モータに電力を送るときに経由する変換器が消
費する電力も含めた全体の消費電力に対するモータ出力の比率

* 結線ユニットΣA，ΣBに接続される回路が，モータ出力に対してどのような回路になるかによって，記号ηmAとηmBが，それ
ぞれモータ効率またはトータル効率のどちらかになります。詳細は8.8節をご覧ください。

17.3　通常測定のときの測定ファンクション(測定項目)
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17.4 高調波測定のときの測定ファンクション(測定項目)

入力エレメントごとに求められる測定ファンクション
測定ファンクションの求め方や演算式は，「付録1」をご覧ください。

項目 記号と意味

電圧(V) U(k)：次数k*1の高調波電圧の実効値，U：全体*2の電圧の実効値

電流(A) I(k)：次数kの高調波電流の実効値，I：全体の電流の実効値

有効電力(W) P(k)：次数kの高調波の有効電力，P：全体の有効電力

皮相電力(VA) S(k)：次数kの高調波の皮相電力，S：全体の皮相電力

無効電力(var) Q(k)：次数kの高調波の無効電力，Q：全体の無効電力

力率 λ(k)：次数kの高調波の力率，λ：全体の力率

位相差(°) φ(k)：次数kの高調波電圧と高調波電流の位相差，φ：全体の位相差
φU(k)：基本波U(1)に対する各高調波電圧U(k)の位相差
φI(k)：基本波I(1)に対する各高調波電流I(k)の位相差

負荷回路の Z(k)：次数kの高調波に対する負荷回路のインピーダンス
インピーダンス(Ω)

負荷回路の抵抗と Rs(k)：抵抗RとインダクタンスLおよびコンデンサCが直列に接続されている場合の，次数kの高調波
リアクタンス(Ω) に対する負荷回路の抵抗

Xs(k)：抵抗RとインダクタンスLおよびコンデンサCが直列に接続されている場合の，次数kの高調波
に対する負荷回路のリアクタンス
Rp(k)：RとLおよびCが並列に接続されている場合の，次数kの高調波に対する負荷回路の抵抗
Xp(k)：RとLおよびCが並列に接続されている場合の，次数kの高調波に対する負荷回路のリアクタン
ス

高調波含有率[％] Uhdf(k)：U(1)またはUに対する高調波電圧U(k)の割合
Ihdf(k)：I(1)またはIに対する高調波電流I(k)の割合
Phdf(k)：P(1)またはPに対する高調波の有効電力P(k)の割合

全高調波ひずみ[％] Uthd：U(1)またはUに対する全高調波*3電圧の割合
Ithd：I(1)またはIに対する全高調波電流の割合
Pthd：P(1)またはPに対する全高調波の有効電力の割合

Telephone harmonic Uthf：電圧のtelephone harmonic factor，Ithf：電流のtelephone harmonic factor
 factor*4 (適用規格IEC34-1(1996))

Telephone influence Utif：電圧のtelephone influence factor，Itif：電流のtelephone  influence factor
 factor*4 (適用規格IEEE Std 100(1996))

Harmonic voltage factor*4 hvf：harmonic voltage factor
(適用規格IEC34-1(1996))

Harmonic current factor*4 hcf：harmonic current factor
(hvfと同様に求めます。)

周波数(Hz) fU(FreqU)：電圧の周波数，fI(FreqI)：電流の周波数
fUまたはfIとして，PLLソースに選択されている信号を含め，最大3つの信号の周波数を測定できま
す。電圧の周波数だけを3つ，電流の周波数だけを3つ測定するという選択もできます。選択されてい
ない信号の表示は，データなし表示「--------」になります。

*1 次数kは，0～解析次数上限値までの整数です。0次は直流成分(dc)です。解析次数上限値は，PLLソースの周波数によって最
大100次までの範囲で自動的に決まります。

*2 全体(Total)は，基本波(1次)と全高調波成分(2次～解析次数上限値まで)を「付録1」の式に従って求めたものです。また，さ
らに直流成分(dc)を式に加えることもできます。

*3 全高調波は，全高調波成分(2次～解析次数上限値まで)を「付録1」の式に従って求めたものです。
*4 IECまたはIEEE規格特有の測定ファンクションです。求め方の詳細は，「付録1」をご覧ください。
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入力エレメント間の電圧と電流の基本波の位相差を示す測定ファンクション
結線ユニットに割り当てられた入力エレメントのうち，最も小さい番号のエレメントの基
本波U(1)に対する他のエレメントの基本波U(1)またはI(1)の位相差を表す測定ファンク
ションです。下表に，エレメント1，2および3を組み合わせた結線ユニットの場合の測定
ファンクションを示します。

項目 記号と意味

位相差U1-U2(°) φU1-U2：エレメント1の電圧の基本波(U1(1))に対するエレメント2の電圧の基本波(U2(1))の位相差

位相差U1-U3(°) φU1-U3：U1(1)に対するエレメント3の電圧の基本波(U3(1))の位相差

位相差U1-I1(°) φU1-I1：U1(1)に対するエレメント1の電流の基本波(I1(1))の位相差

位相差U1-I2(°) φU1-I2：U1(1)に対するエレメント2の電流の基本波(I2(1))の位相差

位相差U1-I3(°) φU1-I3：U1(1)に対するエレメント3の電流の基本波(I3(1))の位相差

結線ユニット(ΣA，ΣB，ΣC)ごとに求められる測定ファンクション(Σファンクション)
Σファンクションの求め方や演算式は，「付録1」をご覧ください。

項目 記号と意味

電圧(V) UΣ(1)：次数1の高調波電圧の実効値，UΣ：全体*1の電圧の実効値

電流(A) IΣ(1)：次数1の高調波電流の実効値，IΣ：全体の電流の実効値

有効電力(W) PΣ(1)：次数1の高調波の有効電力，PΣ：全体の有効電力

皮相電力(VA) SΣ(1)：次数1の高調波の皮相電力，SΣ：全体の皮相電力

無効電力(var) QΣ(1)：次数1の高調波の無効電力，QΣ：全体の無効電力

力率 λΣ(1)：次数1の高調波の力率，λΣ：全体の力率

*1 全体(Total)は，基本波(1次)と全高調波成分(2次～解析次数上限値まで)を「付録1」の式に従って求めたものです。また，さ
らに直流成分(dc)を式に加えることもできます。

17.4　高調波測定のときの測定ファンクション(測定項目)
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17.5 確度

電圧と電流の確度

項目 仕様

確度(3カ月確度) 条件
温度：23±3℃。湿度：30～75%RH。入力波形：正弦波。同相電圧：0V。ラインフィルタ：
OFF。λ(力率)：1。クレストファクタ：3。ウォームアップ時間経過後。結線状態で，ゼロレベル
補正または測定レンジ変更後。fは周波数

周波数 確度
±(読み値誤差＋測定レンジ誤差)

DC 0.1% of reading＋0.2% of range

0.5Hz≦f＜10Hz 0.1% of reading＋0.2% of range

10Hz≦f＜45Hz 0.1% of reading＋0.1% of range

45Hz≦f≦66Hz 0.1% of reading＋0.05% of range

66Hz＜f≦1kHz 電圧，5A入力エレメントの電流で直接入力と電流センサ入力
0.1% of reading＋0.1% of range

50A入力エレメントの電流で直接入力
0.2% of reading＋0.1% of range

1kHz＜f≦50kHz 電圧，5A入力エレメントの電流で直接入力
0.3% of reading＋0.1% of range

電流センサ入力
(0.015×f＋0.3)% of reading+0.1% of range

50A入力エレメントの電流で直接入力
(0.1×f+0.2)% of reading+0.1% of range

50kHz＜f≦100kHz 電圧，5A入力エレメントの電流で直接入力と外部入力
0.6% of reading＋0.2% of range

電流センサ入力
(0.009×f＋0.6)% of reading＋0.2% of range

50A入力エレメントの電流で直接入力
(0.1×f＋0.2)% of reading＋0.2% of range

100kHz＜f≦500kHz 電圧，5A入力エレメントの電流で直接入力
0.006×f% of reading＋0.5% of range

電流センサ入力
(0.03×f－1.5)% of reading＋0.5% of range

500kHz＜f≦1MHz 電圧，5A入力エレメントの電流で直接入力
(0.022×f－8)% of reading＋1% of range

* 読み値誤差式中のfの単位はkHz。

・ 波形表示データ，UpkおよびIpkの確度は，1MHzまでの範囲で上記確度に20% of rangeを加算(参
考値)。有効入力範囲はレンジの±300%以内(クレストファクタを「6」に設定したときは，±
600%以内)。ただし，1000Vレンジは±200%以内(クレストファクタを「6」に設定したとき
は，500Vレンジは±400%以内)。

・ 5A入力エレメントの場合，電流のDC確度に，20µAを加算。
・ 50A入力エレメントの場合，電流のDC確度に，1mAを加算。
・ 電流センサ入力の場合，電流のDC確度に，0.05/(電流センサ換算比)Aを加算。
・ ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化に対し，5A入力エレメントの場合，電流のDC

確度に，10µA/℃を加算。
・ ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化に対し，50A入力エレメントの場合，電流の

DC確度に，1mA/℃を加算。
・ ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化に対し，電流センサ入力の場合，電流のDC確

度に，{0.05/(電流センサ換算比)}A/℃を加算。
・ 5A入力エレメントの場合，電流の確度に，0.006×I2を加算。
・ 50A入力エレメントの場合，電流の確度に，0.00006×I2を加算。
・ 5A入力エレメントで，Irms，Imean，Iacの場合，2mA以下は，ラインフィルタONにて規定。
・ 50A入力エレメントで，Irms，Imean，Iacの場合，200mA以下は，ラインフィルタONにて規定。
・ 電流センサ入力で，Irms，Imean，Iacの場合，(10/電流センサ換算比)A以下は，ラインフィル

タONにて規定。
・ データ更新レートが50msのときは，すべての確度に，0.1% of rangeを加算。
・ 0.5～10Hzのすべての確度は，参考値。
・ 100kHzを超える周波数で，f(Hz)×電圧(V)＞2.2×107になる場合，電圧の確度は参考値。
・ AC20Aを超える電流(50～400Hzの範囲を除く)の場合，電流の確度は参考値。
・ 5mA未満の電流で，1kHzを超える周波数の場合，電流の確度は参考値。
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項目 仕様

有効入力範囲 Udc，Idcは測定レンジの0～±110%。
Urms，Uac，Irms，Iacは測定レンジの1～110%。
Umn，Imnは測定レンジの10～±110%。

測定下限周波数 データ更新レート 50ms 100ms 200ms 500ms 1s 2s 5s

測定下限周波数 45Hz 25Hz 15Hz 5Hz 2.5Hz 1.5Hz 0.5Hz

ラインフィルタの影響 カットオフ周波数500Hzのとき
45～66Hz：0.2% of readingを加算。45Hz未満：0.5% of readingを加算。

カットオフ周波数5.5kHzのとき
66Hz未満：0.2% of readingを加算。66～500Hz：0.5% of readingを加算。

進相，遅相の検出条件 電圧と電流の入力信号が，ともに正弦波，測定レンジの50%以上(クレストファクタを「6」に設定し
たときは，100%以上)の大きさ，および周波数が20Hz～10kHzで，位相差が±5°以上ある場合，進
相，遅相の検出が正しくできます。

温度係数 5～20℃または26～40℃の範囲で，±0.03% of reading/℃。

1年確度 ±(3カ月確度の読み値誤差×1.5)。

クレストファクタを「6」 クレストファクタ「3」時の確度における測定レンジ誤差を2倍にして得られる確度
に設定したときの確度

電力の確度

項目 仕様

確度(3カ月確度) 条件
電圧と電流の確度と同じ。

周波数 確度
±(読み値誤差＋測定レンジ誤差)

DC 0.1% of reading＋0.2% of range

0.5H ≦f＜10Hz 0.2% of reading＋0.3% of range

10Hz≦f＜45Hz 0.1% of reading＋0.2% of range

45Hz≦f≦66Hz 0.1% of reading＋0.05% of range

66Hz＜f≦1kHz 0.2% of reading＋0.1% of range

1kHz＜f≦50kHz 5A入力エレメントで電流が直接入力
0.3% of reading＋0.2% of range

電流センサ入力
(0.02×f＋0.3)% of reading+0.2% of range

50A入力エレメントで電流が直接入力
(0.1×f+0.2)% of reading+0.2% of range

50kHz＜f≦100kHz 5A入力エレメントで電流が直接入力
0.7% of reading＋0.3% of range

電流センサ入力
(0.009×f＋0.9)% of reading＋0.3% of range

50A入力エレメントで電流が直接入力
(0.3×f－9.5)% of reading＋0.3% of range

100kHz＜f≦500kHz 5A入力エレメントで電流が直接入力
0.008×f% of reading＋1% of range

電流センサ入力
(0.06×f－4)% of reading＋1% of range

500kHz＜f≦1MHz 5A入力エレメントで電流が直接入力
(0.048×f－20)% of reading＋2% of range

* 読み値誤差式中のfの単位はkHz。

・ 5A入力エレメントの場合，DC確度に，20µA×(電圧の読み値)を加算。
・ 50A入力エレメントの場合，DC確度に，1mA×(電圧の読み値)を加算。
・ 電流センサ入力の場合，DC確度に，{0.05/(電流センサ換算比)A}×(電圧の読み値)を加算。
・ ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化に対し，5A入力エレメントの場合，DC確度

に，(10µA)×(電圧の読み値)/℃を加算。
・ ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化に対し，50A入力エレメントの場合，DC確度

に，(1mA)×(電圧の読み値)/℃を加算。
・ ゼロレベル補正またはレンジ変更実行後の温度変化に対し，電流センサ入力の場合，DC確度に，

{0.05/(電流センサ換算比)A}×(電圧の読み値)/℃を加算。

17.5　確度
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項目 仕様

・ データ更新レートが50msのときは，すべての確度に，0.1% of rangeを加算。
・ 0.5～10Hzのすべての確度は，参考値。
・ 100kHzを超える周波数で，f(Hz)×電圧(V)＞2.2×107になる場合，確度は参考値。
・ AC20Aを超える電流(50～400Hzの範囲を除く)の場合，確度は参考値。
・ 5mA未満の電流で，1kHzを超える周波数の場合，確度は参考値。

有効入力範囲 ・ 直流測定の場合，電力レンジ(5.2節参照)の0～±110%。
・ 交流測定の場合，電圧と電流が測定レンジの1～110%の範囲で，電力レンジの±110%まで。た

だし，同期ソースの信号レベルが測定レンジの10%以上(クレストファクタを「6」に設定したと
きは，20%以上)であること。

ただし，電圧が1000V，電流が5A入力エレメントでは5A，50A入力エレメントでは50A，電流セン
サ入力が10Vまでの範囲。

測定下限周波数 電圧と電流の確度と同じ。

力率(λ)の影響 ・ λ＝0のとき
・ 45～66Hzの範囲で，皮相電力の読み値×0.15%を加算。
・ 上記以外の周波数は次のとおり。ただし，参考値。

・ 5A入力エレメントで電流が直接入力の場合，皮相電力の読み値×(0.15＋0.05×f(kHz))%を
加算。

・ 50A入力エレメントで電流が直接入力の場合，皮相電力の読み値×(0.15＋0.3×f(kHz))%を
加算。

・ 電流センサ入力の場合，皮相電力の読み値×(0.15＋0.1×f(kHz))%を加算。
・ 0＜λ＜1のとき

電力の読み値×{tanφ×(λ＝0のとき影響)}%を加算。ただし，φは電圧と電流の位相差。

ラインフィルタの影響 カットオフ周波数500Hzのとき
45～66Hz：0.3% of readingを加算。45Hz未満：1% of readingを加算。

カットオフ周波数5.5kHzのとき
66Hz未満：0.3% of readingを加算。66～500Hz：1% of readingを加算。

温度係数 電圧と電流の温度係数と同じ。

1年確度 ±(3ヶ月確度の読み値誤差×1.5)

クレストファクタを「6」 クレストファクタ「3」時の確度における測定レンジ誤差を2倍にして得られる確度
に設定したときの確度

その他の確度と演算精度
・ 周波数fU，fIの確度は，「17.6　機能」の「周波数測定」参照。
・ 積算値Wp，Wp+，Wp-，q，q+，q-，積算時間Timeの確度は，「17.6　機能」の「積算」参照。
・ 高調波測定のときの電圧，電流および電力の確度は，「17.6　機能」の「高調波測定」参照。
・ 回転速度SpeedとトルクTorqueの確度は，「17.6　機能」の「モータ評価(オプション)」参照。
・ D/A出力の確度は，「17.6　機能」の「D/A出力(オプション)」参照。
・ 測定値から求められる皮相電力Sと無効電力Qの演算精度は，電力レンジの±0.001%。
・ 測定値から求められる力率λの演算精度は，±0.0001。
・ 力率から求められる位相差φの演算精度は，±0.005。

17.5　確度
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17.6 機能

測定機能/測定条件

項目 仕様

測定方式 ディジタル乗算方式

クレストファクタ 3または6のどちらかを選択可能(測定レンジの定格値入力のとき)。
ただし，クレストファクタ「3」設定時の1000Vレンジでは，2。クレストファクタ「6」設定時の
500Vレンジでは，4。

測定区間 測定ファンクションを求めたり，演算をするための区間。
・ 通常測定のとき

基準信号(同期ソース)のゼロクロスで測定区間を設定。
・ 高調波測定のとき

選択されたFFTデータ長が測定区間。

結線方式 結線方式は，次の5種類から選択。
1P2W(単相2線式)，1P3W(単相3線式)，3P3W(三相3線式)，3P4W(三相4線式)，3V3A(3電圧3
電流計法)

ただし，入力エレメントの装備数によって，選択できる結線方式が異なります。1種類の結線方式し
か選択できなかったり，2種類あるいは3種類の結線方式を選択できたりします。

測定レンジ 17.1節参照。

スケーリング 外部の電流センサや，PT，CTの出力を本機器に入力するとき，電流センサ換算比，PT比，CT比，
および電力係数を0.0001～99999.9999の範囲で設定。

入力フィルタ ラインフィルタまたはゼロクロスフィルタの設定可能。17.1節参照。

アベレージング ・ 通常測定のとき
指数化平均または移動平均のどちらかを選択。
・ 指数化平均

減衰常数を2，4，8，16，32，および64から選択。
・ 移動平均

平均個数を8，16，32，64，128，および256から選択。
・ 高調波測定のとき

指数化平均だけ。

FTTデータ長 PLLソースの基本周波数 減衰常数

8192 55Hz≦f＜75Hz 5.625
上記以外 4.6875

4096 55Hz≦f＜75Hz 11.25
上記以外 9.375

2048 55Hz≦f＜75Hz 22.5
上記以外 18.75

データ更新レート 50ms，100ms，200ms，500ms，1s，2s，5sから選択。
ただし，波形データの取り込みONのときや，波形データの取り込み条件によって，設定したデータ
更新レートより遅くなります。データ更新レート50ms，100ms，200msのときの表示更新は200ms
です。

応答時間 最長でデータ更新レート×2。ただし，波形表示データの取り込みOFF。

ホールド データの表示を保持。

シングル測定 ホールド中に1回だけ測定を実行。

MAXホールド 数値データの最大値をホールド。

ゼロレベル補正/Null ゼロレベルを補正。
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周波数測定

項目 仕様

測定対象 入力エレメントに入力される電圧または電流の周波数を，最大3つまで選択して測定。高調波測定の
ときは，PLLソースに選択されている信号を含め，最大3つまで選択。

測定方式 レシプロカル方式

測定範囲

データ更新レート 測定範囲*

50ms 45Hz≦f≦1MHz
100ms 25Hz≦f≦1MHz
200ms 15Hz≦f≦500kHz
500ms 5Hz≦f≦200kHz
1s 2.5Hz≦f≦100kHz
2s 1.5Hz≦f≦50kHz
5s 0.5Hz≦f≦20kHz

* ただし，50A入力エレメントの場合は100kHzまで，電流センサ入力の場合は500kHzまでが測
定範囲。

確度 ±(0.05％ of reading＋1digit)
入力信号のレベルが，それぞれ0.6V(電圧入力)，25mV(電流センサ入力)，5mA(5A入力エレメン
ト)，150mA(50A入力エレメント)以上で，かつ測定レンジに対して，30%(0.5Hz～440Hz，ゼロク
ロスフィルタをON)，10%(440Hz～500kHz)，30%(500kHz～1MHz)以上にて。クレストファクタ
「6」設定時の入力信号レベルは，これらの値の2倍

周波数測定用フィルタ ゼロクロスフィルタ(17.1節参照)

積算

項目 仕様

モード マニュアル，標準，繰り返し，実時間制御標準，実時間制御繰り返しの各モードから選択。

測定ファンクション 17.3節参照

エレメント別積算 全エレメント同時またはエレメント別の積算可能。ただし，エレメント別積算の実行は，通信コマン
ドでだけ可能。

積算タイマ タイマの設定で，積算の自動停止可能。
0000h00m00s～10000h00m00s

カウントオーバ 積算時間が最大積算時間(10000時間)または積算値が最大/最小表示積算値(±999999MWhまたは±
999999MAh)に達すると，そのときの積算時間と積算値を保持して停止。

確度 ±(電力の確度(または電流の確度)＋0.05% of reading)

タイマの確度 ±0.02%

* 波形データ取り込みONのとき，または高調波測定のときは，積算は実行できません。

17.6　機能
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高調波測定

項目 仕様

測定対象 結線ユニットを1つだけ選択。

方式 PLL同期方式または外部サンプリングクロック方式

周波数範囲 ・ PLL同期方式
PLLソースの基本波周波数が10Hz～1kHzの範囲。

・ 外部サンプリングクロック方式
高調波測定をする対象波形の基本周波数0.5Hz～100Hzの2048倍の周波数を持つサンプリングク
ロック信号を入力。入力レベルはTTLレベル。入力波形はデューティ比50%の矩形波。

PLLソース 各入力エレメントの電圧または電流，および外部クロックから選択。

測定ファンクション 17.4節参照

FFTデータ長 8192，4096，2048から選択。

FFT処理語長 32bit

窓関数 レクタンギュラ

アンチエリアシング ラインフィルタで設定(5.5kHz)
フィルタ

PLL同期のときのサンプルレート(サンプリング周波数)，窓幅，解析次数上限値

PLLソースの サンプル FFTデータ長に対する窓幅 解析次数
基本周波数 レート (基本波の周期数) 上限値
(Hz) (S/s) 8192 4096 2048

10≦f＜20 f×2048 4 2 1 100
20≦f＜40 f×1024 8 4 2 100
40≦f＜75 f×512 16 8 4 100
75≦f＜150 f×256 32 16 8 100
150≦f＜440 f×128 64 32 16 50
440≦f≦1000 f×64 128 64 32 25

外部サンプリングクロックのときのサンプルレート，窓幅，解析次数上限値

基本周波数 サンプル FFTデータ長に対する窓幅 解析次数
レート (基本波の周期数) 上限値

(Hz) (S/s) 8192 4096 2048

0.5≦f≦100 f×2048 4 2 1 100

ただし，FFTデータ長が8192のときは，1≦f≦100

確度 ・ ラインフィルタON(5.5kHz)のとき

周波数 電圧，電流 電力
±(読み値誤差＋測定レンジ誤差) ±(読み値誤差＋測定レンジ誤差)

0.5Hz≦f＜10Hz 0.4% of reading＋0.2% of range 0.7% of reading＋0.3% of range
10Hz≦f＜45Hz 0.4% of reading＋0.1% of range 0.6% of reading＋0.2% of range
45Hz≦f≦66Hz 0.3% of reading＋0.05% of range 0.4% of reading＋0.05% of range
66Hz＜f≦1kHz 1% of reading＋0.1% of range 1.5% of reading＋0.1% of range
1kHz＜f≦2.5kHz 2% of reading＋0.1% of range －

ただし，n次成分入力のとき，n＋m次とn－m次には，n次の読み値の{n/(m＋1)}/50%を加算。
クレストファクタ「6」設定時は，測定レンジ誤差を2倍にした確度。

・ ラインフィルタOFFのとき
通常測定の確度に，次の値を加算。
・ n次成分入力のとき，n＋m次とn－m次には，n次の読み値の{n/(m＋1)}/50%を加算。
・ n次成分入力のとき，n次成分には，n次の読み値の(n/500)%を加算。

17.6　機能
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モータ評価(オプション)

項目 仕様

測定ファンクション 17.3節参照

回転信号 ・ 回転信号が直流電圧(アナログ入力)の場合

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ
入力レンジ 1V，2V，5V，10V，20V
有効入力範囲 測定レンジの±110％

ただし，±20V以下
入力抵抗 約1MΩ
最大許容入力 ±20V
連続最大同相電圧 ±42Vpeak以下
確度 ±(0.1% of reading＋0.2% of range)
温度係数 ±0.03% of range/℃

・ パルス入力の場合

項目 仕様

コネクタ形式 BNCコネクタ
周波数範囲 2Hz～200kHz
振幅入力範囲 ±5Vpeak
有効振幅 1V (peak to peak) 以上
入力波形 デューティ比50％の矩形波
入力抵抗 約1MΩ
連続最大同相電圧 ±42Vpeak以下
確度 ±(0.05% of reading＋1mHz＋1digit)

トルク信号 回転信号の直流電圧の場合と同じ。

* 高調波測定のときは，モータ評価は実行できません。

D/A出力(オプション)

項目 仕様

出力数 30チャネル
各チャネルごとに出力項目を設定可能。

確度 ±(各測定ファンクションの確度＋0.2% of FS)

最大出力電流 ±0.1mA

温度係数 ±0.05% of FS/℃

出力項目とD/A出力電圧 15.1節参照
の関係

演算

項目 仕様

ユーザー定義 測定ファンクションの記号と演算子を組み合わせた演算式(4つまで)の数値データを演算。
ファンクション

デルタ演算 通常測定のときだけ適用。瞬時値の差演算の結果から，測定回路の別の数値データを演算。

皮相電力の演算式 通常測定のときだけ適用。皮相電力をUrms×Irms，Umn×Imn，Udc×Idc，およびUmn×Irmsから
選択。

Corrected Power 適用規格IEC76-1(1976)，IEEE C57.12.90-1993，IEC76-1(1993)で定められた有効電力の補正。

位相差表示 位相差の表示方式を，進みと遅れで表示するか360°表示にするかを選択。

ひずみ率の演算式 演算式の分母を，波形全体にするか基本波にするかを選択。

17.6　機能
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数値表示

項目 仕様

表示項目 17.3節または17.4節の測定ファンクションの数値データを表示。

表示分解能 60000

表示項目数 通常測定のとき
4，8，16，42，78，およびAllから選択。

高調波測定のとき
4，8，16，シングルリスト，デュアルリスト，およびΣリストから選択。

表示項目のスクロール 通常測定のとき
スクロールして，1画面で表示しきれない他の測定ファンクションの数値データを表示。ページス
クロールも可能。

高調波測定のとき
スクロールして，1画面で表示しきれない他の測定ファンクションの数値データを表示。ページス
クロールも可能。

表示のリセット 数値データの表示順を初期の表示順にリセット。

波形表示

項目 仕様

波形表示データの取り込み ON/OFF可能。

サンプルレート 約200kS/s

時間軸 ・ 通常測定のとき
0.5ms～500ms/divの範囲。ただし，データ更新レートの1/10以下。

・ 高調波測定のとき
PLLソースと窓幅から自動的に決定。

トリガ ・ トリガタイプ
エッジタイプ

・ トリガモード
オート，ノーマルから選択。

・ トリガソース
入力エレメントに入力される電圧または電流と，外部クロックから選択。

・ トリガスロープ
(立ち上がり)， (立ち下がり)，および (立ち上がり/立ち下がり)から選択。

・ トリガレベル
・ トリガソースが入力エレメントに入力される電圧または電流のとき

画面の中心から±100％(測定レンジ×3：画面の上下端まで)の範囲で設定。設定分解能0.1%。
・ トリガソースがExt Clk(外部クロック)のとき

TTLレベル。外部クロックの仕様は，9.3節参照。

波形の垂直軸方向のズーム 入力エレメントに入力される電圧または電流ごとに垂直軸方向の拡大と縮小可能。0.1～100倍の範
囲で設定。

波形表示のON/OFF 入力エレメントに入力される電圧または電流ごとにON/OFF可能。

波形表示のフォーマット 1，2，3，および4分割表示が可能。

波形の表示補間 ドット表示または直線補間表示を選択。

グラティクル グリッドや十字目盛りの表示を選択。

補助表示のON/OFF 上下限値(スケール値)，波形のラベル名のON/OFF。

カーソル測定 カーソルを波形にあてて，その点の値を測定。

ベクトル表示/バーグラフ表示

項目 仕様

ベクトル表示 高調波測定のときに適用。基本波の位相差をベクトル表示。

バーグラフ表示 高調波測定のときに適用。各高調波の大きさをバーグラフ表示。

17.6　機能
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トレンド表示
測定ファンクションの数値データのトレンド(推移)を折れ線グラフで表示。

同時表示
数値，波形，バーグラフおよびトレンドを2つずつ組み合わせて，画面を上下に分割して表示。

データのストアとリコール
数値データと波形表示データを内部メモリにストア。ストアしたデータをメディア*1に保存。

ストアしたデータを内部メモリからリコール*2。

*1 フロッピーディスク，内蔵ハードディスク，SCSIデバイスおよびネットワークドライブなど。
(内蔵ハードディスク，SCSIインタフェースおよびイーサネットインタフェースはオプションで
す。)

*2 データを保存したファイルからのリコールはできません。

データの保存と読み込み
設定情報，波形表示データ，数値データ，および画面イメージデータをメディア*に保存。

保存した設定情報をメディア*から読み込む。

* フロッピーディスク，内蔵ハードディスク，SCSIデバイスおよびネットワークドライブなど。
(内蔵ハードディスク，SCSIインタフェースおよびイーサネットインタフェースはオプションで
す。)

画面イメージ，数値データリスト，バーグラフのプリント
画面イメージ，数値データリスト，バーグラフを内蔵プリンタ*でプリント。

*　内蔵プリンタはオプションです。

イーサネット通信(オプション)

項目 仕様

FTPクライアント 設定情報，波形表示データ，数値データ，および画面イメージデータをネットワーク上にあるFTP
サーバ(ネットワークドライブ)に保存。FTPサーバに保存した設定情報を読み込む。

FTPサーバ ネットワーク上にあるパーソナルコンピュータやワークステーションから本機器にアクセスして，本
機器のフロッピーディスク，内蔵ハードディスク，および本機器に接続されているSCSIデバイスに
あるファイルをダウンロード。ただし，パーソナルコンピュータやワークステーションにFTPクライ
アントソフトウエアが必要。

LPRクライアント 画面イメージをネットワーク上のプリンタでプリント。

SMTPクライアント 設定されたメールアドレスに，定期的に本機器の情報を送信。

17.6　機能
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17.7 マスター/スレーブ同期信号の入出力部

項目 仕様

コネクタ形状 BNCコネクタ：マスターとスレーブに共通
入出力レベル TTL：マスターとスレーブに共通

出力論理形式 負論理，立ち下がりエッジ：マスターに適用
測定スタート遅延時間 (100ns＋1サンプル周期)以内：マスターに適用
出力保持時間 Lowレベル，200ns以上：マスターに適用

入力論理形式 負論理，立ち下がりエッジ：スレーブに適用
最小パルス幅 Lowレベル，200ns以上：スレーブに適用
入力遅延時間 (100ns＋1サンプル周期)以内：スレーブに適用

17.8 外部クロック入力部

共通

項目 仕様

コネクタ形状 BNCコネクタ
入力レベル TTL

通常測定のときの同期ソース(Ext Clk)の場合

項目 仕様

周波数範囲 17.6節「周波数測定」の測定範囲と同じ。
入力波形 デューティ比50％の矩形波

高調波測定のときのPLLソース(Ext Clk)の場合

項目 仕様

周波数範囲 10Hz～1kHz
入力波形 デューティ比50％の矩形波

高調波測定のときのサンプリングクロック(Smp Clk)の場合

項目 仕様

周波数範囲 基本周波数0.5Hz～100Hzの2048倍の周波数
入力波形 デューティ比50％の矩形波

トリガの場合

項目 仕様

最小パルス幅 1µs
トリガ遅延時間 (1µs＋1サンプル周期)以内
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17.9 RGBビデオ信号(VGA)出力部

項目 仕様

コネクタ形状 D-sub15ピン(レセプタクル)
出力形式 VGAコンパチブル

17.10 内蔵フロッピーディスクドライブ

項目 仕様

ドライブ数 1

サイズ 3.5型

容量 1.44Mバイト

17.11 内蔵ハードディスク(オプション)

項目 仕様

ドライブ数 1

容量 10Gバイト(IBMフォーマット)

17.12 SCSIインタフェース(オプション)

項目 仕様

規格 SCSI(Small Computer System Interface) ANSI X3.131-1986

コネクタ形状 ハーフピッチ50ピン(ピンタイプ)

コネクタピンアサイン 不平衡型(シングルエンド)，ターミネータ内蔵

使用可能なSCSIデバイス* HDドライブ：NEC MS-DOS ver3.3以降，またはEZ-SCSIでフォーマット可能なSCSI HDドライブ
MOドライブ：128/230/640MBドライブ，MOメディアはセミIBMフォーマットを使用
ZIPドライブ
PDドライブ

* 使用可能なSCSIデバイスについて詳しい情報を記載したリーフレットBL7001-61「推奨SCSI機
器リスト」を準備しています。当社までお問い合わせください。
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17.13 イーサネットインタフェース(オプション)

項目 仕様

通信ポート数 1

コネクタ形状 RJ-45コネクタ

電気的・機械的仕様 IEEE 802.3準拠

伝送方式 Ethernet 10BASE-T

伝送速度 10Mbps

プロトコル TCP/IP

17.14 内蔵プリンタ(オプション)

項目 仕様

印字方式 サーマルラインドット方式

ドット密度 8ドット/mm

用紙幅 80mm

有効記録幅 72mm

17.15 GP-IBインタフェース

項目 仕様

電気的・機械的仕様 IEEE St'd 488-1978 (JIS C 1901-1987)に準拠。

機能的仕様 SH1，AH1，T6，L4，SR1，RL1，PP0，DC1，DT1，C0

プロトコル IEEE St'd 488.2-1987に準拠

使用コード ISO(ASCII)コード

モード アドレッサブルモード

アドレス 0～30

リモート状態解除 LOCALを押して，リモート状態の解除可能(Local Lockout時を除く)

GP-IBインタフェースの仕様の詳細は，別冊の通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM760101-11)をご覧ください。
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17.16 シリアル(RS-232)インタフェース

項目 仕様

コネクタ形式 D-Sub9ピン(プラグ)

電気的仕様 EIA-574規格に準拠(EIA-232(RS-232)規格の9ピン用)

接続形式 ポイント対ポイント

通信方式 全2重

同期方式 調歩同期式

ボーレート 次の中から選択可能
1200，2400，4800，9600，19200 bps

シリアルインタフェースの仕様の詳細は，別冊の通信インタフェースユーザーズマニュアル(IM760101-11)をご覧ください。

17.17 一般仕様

項目 仕様

ウォームアップ時間 約1時間

動作環境 温度：5～40℃
湿度：プリンタ未使用時20～80％RH，プリンタ使用時35～80％RH
(結露のないこと)

使用高度 2000m以下

保存環境 温度：－25～60℃
湿度：20～80％RH(結露のないこと)

定格電源電圧 100～120VAC，200～240VAC

電源電圧変動許容範囲 90～132VAC，180～264VAC

定格電源周波数 50/60Hz

電源周波数変動許容範囲 48～63Hz

最大消費電力 150VA(内蔵プリンタ使用時)

絶縁抵抗 500VDCにて，50MΩ以上
電源プラグ-ケース間
電圧入力端子一括-ケース間
電流入力端子一括-ケース間
電圧入力端子一括-電流入力端子一括間
トルク，回転信号入力コネクタ一括-ケース間
トルク信号入力コネクタ一括-回転信号入力コネクタ一括間

耐電圧 ・ 50/60Hzにて，1500VAC 1分間
電源プラグ-ケース間

・ 50/60Hzにて，3700VAC 1分間
電圧入力端子一括-ケース間
電流入力端子一括-ケース間
電圧入力端子一括-電流入力端子一括間

外形寸法 約426mm(W)×177mm(H)×400mm(D)
(17.18節参照) (プリンタカバー収納時，取っ手および突起部を除く。)

質量 約15kg(本体，6入力エレメント，オプション装着時)

設置姿勢 水平(ただし，スタンド使用可能)。垂直または重ね置き禁止。

バッテリバックアップ 設定情報と内蔵時計をリチウム電池でバックアップ
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項目 仕様

使用ヒューズ

使用場所 最大定格電圧 最大定格電流 タイプ 規格

電源 250V 6.3A タイムラグ UL/VDE認定

安全規格*1 適合規格 EN61010-1
過電圧カテゴリ(設置カテゴリ) CAT II*2

測定カテゴリCAT II*6

汚染度2*3

エミッション*1 適合規格 EN61326　Class A
EN61000-3-2
EN61000-3-3
AS/NZS 2064 Class A
本製品はクラスA(工業環境用)の製品です。家庭環境においては，無線妨害を生ずるこ
とがあり，その場合には使用者が適切な対策を講ずることが必要となることがありま
す。

ケーブル条件 ・ EXT CLK/EXT MEAS. START/EXT MEAS. STOP/TORQUE/SPEED端子
BNCケーブル*4を使用してください。

・ SCSIインタフェースコネクタ
SCSIシールドケーブル*4を使用してください。

・ シリアル(RS-232)インタフェースコネクタ
RS-232シールドケーブル*4を使用してください。

・ GP-IBインタフェースコネクタ
GP-IBシールドケーブル*4を使用してください。

・ DA出力端子
シールドケーブル*4を使用してください。

・ RGBビデオ信号出力(VGA)コネクタ
D-sub 15pin VGAシールドケーブル*4を使用してください。

・ 測定ケーブルを接続すると無線妨害を生ずることがあり，その場合には使用者が適
切な対策を講ずることが必要となることがあります。

イミュニティ*1 適合規格 EN61326　Annex A*5

イミュニティ環境における影響度
測定入力 ：±20％ of range以内

(クレストファクタ「6」設定時は，±40％ of range以内)
DA出力 ：±40％ of range以内

ケーブル条件 上記のエミッションのケーブル条件と同じです。

*1 CEマークが付いている製品に適用します。それ以外の製品については，お買い求め先にお問い合わせください。
*2 過電圧カテゴリは，過渡的な過電圧を定義する数値であり，インパルス耐電圧の規定を含んでいます。CAT IIは，配電盤

などの固定設備から給電される電気機器に適用されます。
*3 汚染度とは，耐電圧または表面抵抗率を低下させる固体，液体，気体の付着の程度に関するものです。汚染度1は、密閉さ

れた空間(汚染が無いか，乾燥した非導電性汚染のみ)に適用されます。汚染度2は，通常の室内雰囲気(非導電性汚染のみ)
に適用されます。

*4 ケーブルの長さは，3m以下でご使用ください。
*5 Annex A(規定)：工業環境で使用される機器に対するイミュニティ試験要求。
*6 測定カテゴリII(CAT II)は，配電盤などから配線された壁コンセントなどの固定設備を通じて給電される電気機器および配

線上の測定に適用されます。

17.17　一般仕様
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17.18 外形図

単位：mm

28
426

17
7

20

13 13
17

23 377

背面図

45

マウント取付面

6
24

.5
50

19
9

29
480
460

0 –0
.350

50

±1

JISラックマウント取付寸法

EIAラックマウント取付寸法
481.1

465 29 マウント取付面

7.
1

10
1.

6
37

.7
17

7

±0
.3

0 –0
.3

±0.4

指示なき寸法公差は，±3％(ただし10mm未満は±0.3mm)とする。
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付録1 測定ファンクションの記号と求め方

通常測定のときの測定ファンクション

u(t)2 dt1
T 0

T

u(t) dt1
T 0

T

Upk
Urms

Ipk
Irms

Urms
Irms

Irms2
Q

Irms2
P

Q
Urms2

P
S

cos–1 (  )P
S

u(t)   dt1
T 0

T
π

2 2

π

Urms

Umn
2 2

Corrected Power Pc [W]

Urms2 – Udc2

P
Urms2

P1 + P2 (            )2Urms
Umn

P

S2 – P2

Urms • Irms
(Umn • Imn)
(Udc • Idc)

(Umn • Irms)

u(t) • i(t) dt1
T 0

T

Urms Umn Udc Uac U+pk真の実効値 Urms
平均値整流実効値校正 Umn
単純平均 Udc
交流成分 Uac
最大値 U+pk
最小値 U-pk

i(t)2 dt1
T 0

T

i(t) dt1
T 0

T

i(t)   dt1
T 0

T
π

2 2
Irms2 – Idc2

Irms Imn Idc Iac

U-pk

最大値 最小値

I+pk I-pk

最大値 最小値

電圧のフォームファクタFfU＝

π

Irms

Imn
2 2

電流のフォームファクタFfI＝

電圧のクレストファクタCfU＝ 電流のクレストファクタCfI＝

電圧のフォームファクタ FfU
電流のフォームファクタ FfI

電圧のクレストファクタ CfU
電流のクレストファクタ CfI Upk＝|U+pk|または|U-pk|の

　　　どちらか大きい方
Ipk＝|I+pk|または|I-pk|の
　　　どちらか大きい方

有効電力 P [W]

無効電力 Q [var]

皮相電力 S [VA]

力率 λ

位相差 φ [°]

負荷回路のインピーダンス
Z [Ω]

負荷回路の直列リアクタンス
Xs [Ω]

負荷回路の直列抵抗
Rs [Ω]

負荷回路の並列抵抗
Rp [Ω] (=1/G)

負荷回路の並列リアクタンス
Xp [Ω] (=1/B)

通常測定のときの
測定ファンクション

電圧
U [V]

真の実効値 Irms
平均値整流実効値校正 Imn
単純平均 Idc
交流成分 Iac
最大値 I+pk
最小値 I-pk

電流
I [A

rms/mn/dcの組み合わせを選択できます。6.6節参照。

位相角は進み(D)/遅れ(G)表示と360°表示の切り替えができます。6.7節参照。

求め方，演算式

電圧の周波数 fU(FreqU) [Hz]
電流の周波数 fI(FreqI) [Hz] 電圧の周波数(fU)と電流の周波数(fI)は，ゼロクロス検出により測定。

P1, P2 : 適用規格に定められている係数

IEC76-1(1976), IEEE C57.12.90-1993

P (1 +                        )Umn – Urms
Umn

IEC76-1(1993)

(次ページに続く)

(表1/3)

付録
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Wp
Wp+
Wp–

通常測定のときの
測定ファンクション

電力量
[Wh]

求め方，演算式

 I 
N = 0

n

Wpは，正負両方向の電力量の和です。
Wp+は，正方向のPの和(消費した電力量)です。
Wp–は，負方向のPの和(電源側に戻した電力量)です。

qは，正負両方向の電流量の和です。
q+は，正方向のIの和(電流量)です。
q–は，負方向のIの和(電流量)です。
Iには，Irms，Imn，Idc，Iacの中から選択された項目が
適用されます。選択方法については，6.10節参照。

積
算

Σ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

電流量
[Ah]

q
q+
q–

積算時間
[h:m:s]

Time 積算をスタートしてからストップするまでの経過時間

(表2/3)

単相3線式(1P3W) 三相3線式(3P3W) 3電圧3電流計法(3V3A) 三相4線式(3P4W)

P1 + P2 + P3

PΣB
PΣA

UrmsΣ
UmnΣ
UdcΣ
UacΣ
IrmsΣ
ImnΣ
IdcΣ
IacΣ

PΣ [W] P1 + P2

φΣ [°] = COS-1(      )PΣ
SΣ ZΣ [Ω] = SΣ

IrmsΣ2
PΣ

IrmsΣ2
RsΣ [Ω] =

PΣ
UrmsΣ2

RpΣ [Ω] =
(= 1/G) QΣ

UrmsΣ2
XpΣ [Ω] =
(= 1/B)

QΣ
IrmsΣ2

XsΣ [Ω] =

η(効率1) [%] =

UΣ [V]

WpΣ [Wh]

• 100

結線方式

IΣ [A]

qΣ [Ah]

(Urms1 + Urms2) / 2

(Umn1 + Umn2) / 2

(Udc1 + Udc2) / 2

(Uac1 + Uac2) / 2

(Irms1 + Irms2) / 2

(Imn1 + Imn2) / 2

(Idc1 + Idc2) / 2

(Iac1 + Iac2) / 2

(Urms1 + Urms2 + Urms3) / 3

(Umn1 + Umn2 + Umn3) / 3

(Udc1 + Udc2 + Udc3) / 3

(Uac1 + Uac2 + Uac3) / 3

(Irms1 + Irms2 + Irms3) / 3

(Imn1 + Imn2 + Imn3) / 3

(Idc1 + Idc2 + Idc3) / 3

(Iac1 + Iac2 + Iac3) / 3

WpΣ
Wp+Σ
Wp–Σ
qΣ
q+Σ
q–Σ

Wp1 + Wp2

Wp+1 + Wp+2

Wp–1 + Wp–2

q1 + q2

q+1 + q+2

q–1 + q–2

Wp1 + Wp2 + Wp3

Wp+1 + Wp+2 + Wp+3

Wp–1 + Wp–2 + Wp–3

q1 + q2 + q3

q+1 + q+2 + q+3

q–1 + q–2 + q–3

S1 + S2 (S1 + S2 + S3)
3

3(S1 + S2)
2

3SΣ [VA] S1 + S2 + S3

Q1 + Q2QΣ [var] Q1 + Q2 + Q3

λΣ = PΣ
SΣ

Pc1 + Pc2 + Pc3Pc1 + Pc2PcΣ [W]

PΣA
PΣB

1/η(効率2) [%] = • 100

(次ページに続く)

u(t) • i(t) dt
0

Time

Note
・ 周期Tは，測定区間の時間です。測定区間については，1.2節をご覧ください。
・ u(t)が電圧信号のサンプリングデータ，i(t)が電流信号のサンプリングデータを表します。
・ PΣA，PΣBは，それぞれ結線ユニットΣA，ΣBの有効電力を示しています。また結線ユニット

ΣA，ΣBにどの入力エレメントが割り当てられるかは，本機器に装備されている入力エレメン
トの装備数と，選択されている結線方式のパターンによって決まります。詳細は1.3節をご覧
ください。

・ UΣ，IΣ，PΣ，SΣ，QΣ，PcΣ，WpΣ，qΣの演算式中の数字1と2と3は，入力エレメント1と2
と3が，表中の結線方式に設定されているときを示しています。エレメント2と3と4が，表中
の結線方式に設定されているときは，演算式中の1と2と3を，2と3と4にそれぞれ置き換えて
ください。エレメント5，6を使用するときも同様です。

・ 単相モデル(入力エレメントが1つ)の製品や，結線方式が1P2Wの場合，Σファンクションの数
値データは，結線ユニットΣA，ΣB，ΣCに割り当てられたエレメントの数値データと同じにな
ります。

・ QS[var]の演算において，電流が電圧に対して進相のときＱの値は負の値(ｰ)として，電流が電
圧に対して遅相のときＱの値は正の値(+)として演算されます。

付録1　測定ファンクションの記号と求め方
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通常測定のときの
測定ファンクション 求め方，演算式

モ
ー
タ
評
価

回転速度 Speed

同期速度 Sync

すべり Slip
[%]

モータ
出力

Pm

モータ効率[%]
または
トータル効率[%]

トルク Torque

回転センサからの入力信号のタイプが直流電圧(アナログ信号)のとき

回転センサからの入力信号のタイプがパルス数のとき

(表3/3)

回転センサからの入力電圧 •スケーリング係数

1分間あたりの回転センサからの入力パルス数

1回転あたりのパルス数
•

• •

スケーリング係数

•

•

スケーリング係数

120

モータの極数

•

スケーリング係数：入力電圧1Vあたりの回転数

トルクメータからの入力電圧 •スケーリング係数

• 100

スケーリング係数：入力電圧1Vあたりのトルク

スケーリング係数：変速比，回転センサの信号が変速された信号
の場合，スケーリング係数にその変速比を設定すると，変速前の
回転速度を求めることができます。

・同期速度の単位は「min－1(またはrpm)」固定です。
・周波数測定ソースは，通常，モータに供給される電圧または電
流にします。それら以外の信号にすると，同期速度が正しく求
められない場合があります。

Speedの単位が「min－1(またはrpm)」，Torqueの単位が「N･m」
，スケーリング係数が1のとき，モータ出力Pmの単位は「W」に
なります。
ROMバージョン1.05以前の製品では，Pmの演算式は次のように
なります。
Pm = Speed + Torque　スケーリング係数

・モータ効率とは，モータが消費する電力に対するモータ出力の
比です。

・トータル効率とは，モータが消費する電力だけでなく，モータ
に電力を送るときに経由する変換器が消費する電力も含めた全
体の消費電力に対するモータ出力の比です。

・ηmA，ηmBのどちらがモータ効率またはトータル効率になるか
は，PΣA，PΣBが，モータに対してどの回路の電力になるかで
変わります。

周波数測定ソースの周波数(Hz)

Sync – Speed

Sync

2π TorqueSpeed

60

Pm
PΣA

ηmA = • 100

Pm
PΣB

ηmB = • 100

付録1　測定ファンクションの記号と求め方
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高調波測定のときの測定ファンクション

P(k)
S(k)

全体(Total)
{(  )無し}

φ(k) = cos–1{        }P(k)
S(k)

φ = cos–1(     )P
S

P
S

λ =

k = min

max

Q =       Q(k)

S =    P2 + Q2

dc
(k = 0のとき)

1
(k = 1のとき)

k
(k = 2～maxのとき)

測定ファンクションの(  )内の文字/数値

Ir(k)2 + Ij(k)2I(dc) = Ir(0)
k = min

max

I =            I(k)2I(k) = 

Ur(k)2 + Uj(k)2電圧 U(  ) [V]

電流 I(  ) [A]

U(dc) =Ur(0)
k = min

max

U =           U(k)2U(k) = 

有効電力 P(  ) [W]

皮相電力 S(  ) [VA]

P(dc) = Ur(0) • Ir(0) P(k) = Ur(k) • Ir(k) + Uj(k) • Ij(k)
k = min

max

P =       P(k)

S(dc) = P(dc)

無効電力 Q(  ) [var] Q(k) = Ur(k) • Ij(k) – Uj(k) • Ir(k)Q(dc) = 0

—

— —

S(k) =    P(k)2 + Q(k)2

力率 λ(  ) λ(dc) = 

位相差 φ(  ) [°]

U(1)に対する位相差
φU(  ) [°]

I(1)に対する位相差
φI(  ) [°]

φU(k) = U(1)に対
するU(k)の位相差

— —φI(k) = I(1)に対
するI(k)の位相差

λ(k) = 

—

—

—

—

—

負荷回路のインピーダンス
Z(  ) [Ω]

U(dc)
I(dc)

Z(dc) = U(k)
I(k)

Z(k) = 

負荷回路の直列抵抗
Rs(  ) [Ω]

P(dc)
I(dc)2

P(k)
I(k)2

Rs(dc) = Rs(k) = 

負荷回路の直列リアクタンス
Xs(  ) [Ω]

Q(dc)
I(dc)2

Q(k)
I(k)2

Xs(dc) = Xs(k) = 

負荷回路の並列抵抗
Rp(  ) [Ω] (= 1/G)

U(dc)2

P(dc)

U(dc)2

Q(dc)

U(k)2

P(k)
Rp(dc) = Rp(k) = 

負荷回路の並列リアクタンス
Xp(  ) [Ω] (= 1/B)

U(k)2

Q(k)
Xp(dc) = Xp(k) = 

高調波測定のときの
測定ファンクション

求め方，演算式

(表1/2)

(次ページに続く)

P(dc)
S(dc)

Note
・ kは高調波次数， rは実数部 ，jは虚数部を表します。
・ U(k)，Ur(k)，Uj(k)，I(k)，Ir(k)，Ij(k)は実効値で表現しています。
・ minは，最小次数(Min Order)として，0(直流成分)または1(基本波成分)から選択できます。詳

細は，7.5節をご覧ください。
・ maxは，解析次数上限値(17.6節参照)です。解析次数上限値は，PLLソースの周波数によって

最大100次までの範囲で自動的に決まります。

付録1　測定ファンクションの記号と求め方
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電圧の高調波含有率
Uhdf(  ) [%]

電圧の全高調波ひずみ
Uthd [%]

測定ファンクションの(  )内の文字/数値は，
dc (k = 0のとき)またはk (k = 1～maxのとき)

高調波測定のときの
測定ファンクション

求め方，演算式

(表2/2)

U(k)
U

U(k)
U(1)

• 100 • 100

P(k)
P

P(k)
P(1)

• 100 • 100

I(k)
I

I(k)
I(1)

• 100 • 100

有効電力の高調波含有率
Phdf(  ) [%]

電流の高調波含有率
Ihdf(  ) [%]

k = 2

max

U(k)2

U
• 100

k = 2

max

U(k)2

U(1)
• 100

有効電力の全高調波ひずみ
Pthd [%] k = 2

max

P(k)

P
• 100

k = 2

max

P(k)

P(1)
• 100

電流の全高調波ひずみ
Ithd [%] k = 2

max

I(k)2

I
• 100

k = 2

max

I(k)2

I(1)
• 100

電圧のtelephone harmonic factor Uthf [%]
電流のtelephone harmonic factor Ithf [%]

{λ(k) • U(k)}21
U k = 1

max

• 100 {λ(k) • I(k)}21
I k = 1

max

• 100

λ(k)：適用規格(IEC34-1(1996))に定められている係数

電圧のtelephone influence factor Utif
電流のtelephone influence factor Itif

T(k)：適用規格(IEEE Std 100(1992))に定められている係数

Uthf = Ithf = 

{T(k) • U(k)}21
U

1
U

k = 1

max

{T(k) • I(k)}21
I

1
I

k = 1

max

Utif = Itif = 

Harmonic voltage factor hvf [%]
Harmonic current factor hcf [%]

電圧の周波数 fU (FreqU) [Hz]
電流の周波数 fI (FreqI) [Hz]

U(k)2

kk = 2

max

• 100
I(k)2

kk = 2

max

• 100hvf = hcf = 

ひずみ率の演算式の
分母が全体(Total)のとき

ひずみ率の演算式の
分母が基本波(Fundamental)のとき

fU(電圧の周波数)またはfI(電流の周波数)として，PLLソースに選択されている信号を含
め，最大3つの信号の周波数を測定できます。電圧の周波数だけを3つ，電流の周波数だ
けを3つ測定するという選択もできます。

Σ
フ
ァ
ン
ク
シ
ョ
ン

単相3線式(1P3W) 三相3線式(3P3W) 3電圧3電流計法(3V3A) 三相4線式(3P4W)

P1 + P2 + P3PΣ [W] P1 + P2

UΣ [V]

結線方式

IΣ [A]

(U1 + U2) / 2

(I1 + I2) / 2

(U1 + U2 + U3) / 3

(I1 + I2 + I3) / 3

PΣ2 + QΣ2SΣ [VA]

Q1 + Q2QΣ [var] Q1 + Q2 + Q3

PΣ
SΣ

λΣ

Note
・ kは高調波次数， rは実数部 ，jは虚数部を表します。
・ maxは，解析次数上限値(17.6節参照)です。解析次数上限値は，PLLソースの周波数によって

最大100次までの範囲で自動的に決まります。
・ UΣ，IΣ，PΣ，SΣ，QΣの演算式中の数字1と2と3は，入力エレメント1と2と3が，表中の結線

方式に設定されているときを示しています。エレメント2と3と4が，表中の結線方式に設定さ
れているときは，演算式中の1と2と3を，2と3と4にそれぞれ置き換えてください。エレメン
ト5，6を使用するときも同様です。

付録1　測定ファンクションの記号と求め方
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付録2 デルタ演算の求め方

デルタ演算のタイプ，サンプリングデータ，デルタ演算の測定ファンクション
表中の各サンプリングデータが次ページの演算式に代入され，演算結果が求められます。
デルタ演算対象になっている結線ユニットの最初(最も小さい番号)の入力エレメントに割り
当てられた同期ソース(Sync Src)と同じ信号が，デルタ演算のときの同期ソースになりま
す。

デルタ演算の
タイプ

備考

u1 – u2

u1 – u2

u2 – u3

u3 – u1

—

Delta
  Star

u1 –

—

∆Urms1
∆Umn1
∆Udc1
∆Uac1

∆Urms2
∆Umn2
∆Udc2
∆Uac2

– i1 – i2

i1 + i2 + i3

i1 + i2 + i3

—

—

∆Urms3
∆Umn3
∆Udc3
∆Uac3

3P3W
  3V3A

∆Urms1
∆Umn1
∆Udc1
∆Uac1

∆Irms1
∆Imn1
∆Idc1
∆Iac1

—

—

—

—

Star
  Delta

∆Urms1
∆Umn1
∆Udc1
∆Uac1

∆Urms2
∆Umn2
∆Udc2
∆Uac2

∆Irms4
∆Imn4
∆Idc4
∆Iac4

∆Urms3
∆Umn3
∆Udc3
∆Uac3

∆Irms4
∆Imn4
∆Idc4
∆Iac4

u1 + u2 + u3 = 0
i1 + i2 + i3 = 0

前提条件

u1 + u2 + u3 = 0
前提条件

次ページの演算式に代入される
サンプリングデータ

u(t) i(t)

(u1+u2)
3

u2 –
(u1+u2)

3

–
(u1+u2)

3

第3相の線間電圧

デルタ演算で求められるデータと
それを表す測定ファンクションの記号

各相の相電圧
中性線の線電流

各相の線間電圧
中性線の線電流

Note
・ デルタ演算の対象を結線ユニットΣA，ΣB，ΣCから選択できます。選択した結線ユニットに割

り当てられている入力エレメントが，デルタ演算の対象エレメントになります。上表のサンプ
リングデータu，iに付いている1と2と3は，エレメント1と2と3がデルタ演算の対象エレメン
トであることを示しています。デルタ演算の対象エレメントが2と3と4の場合は，サンプリン
グデータu，i付いている1と2と3を，2と3と4にそれぞれ置き換えてください。エレメント5，
6を対象にしたときも同様です。

・ u1はエレメント1の電圧のサンプリングデータ，u2はエレメント2の電圧のサンプリングデー
タ，u3はエレメント3の電圧のサンプリングデータ，i1はエレメント1の電流のサンプリング
データ，i2はエレメント2の電流のサンプリングデータ，i3はエレメント3の電流のサンプリン
グデータを示しています。

・ デルタ演算の測定ファンクションに付いている数字(1，2，3，4)は，測定ファンクションの記
号の一部です。エレメントとは関係ありません。
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{u(t)}2 dt1
T 0

T

u(t)   dt1
T 0

T
π

2 2

∆Urms2 – ∆Udc2

∆Urms

∆Umn

∆Udc

∆Uac

u(t) dt 1
T 0

T

演算項目 演算式

{i(t)}2 dt1
T 0

T

i(t)  dt1
T 0

T
π

2 2

∆Irms2 – ∆Idc2

∆Irms

∆Imn

∆Idc

∆Iac

i(t) dt 1
T 0

T

演算項目 演算式

Note
・ 演算対象のサンプリングデータが無い(たとえば，入力エレメントが装備されていない)場合，

そのサンプリングデータを「0」として演算します。
・ デルタ演算の対象となるエレメントの測定レンジやスケーリング(換算比や係数)を，できるだ

け同じにすることをおすすめします。異なる測定レンジやスケーリングにしていると，サンプ
リングデータの測定分解能が異なるため，演算結果に誤差を生じます。

All表示にしたときの表示形態

3P3W
  3V3Aデルタ演算[ ]のとき

∆Urm
∆Umn
∆Udc
∆Uac

 1

∆Urms1の値
∆Umn1の値
∆Udc1の値
∆Uac1の値

∆Irm
∆Imn
∆Idc
∆Iac

 1

∆Irms1の値
∆Imn1の値
∆Idc1の値
∆Iac1の値

デルタ演算で求められた
第3相の線間電圧

測定ファンクション

デルタ演算で求められた
第3相の線電流

デルタ演算[ ]のとき
∆Urm
∆Umn
∆Udc
∆Uac

 1

∆Urms1の値
∆Umn1の値
∆Udc1の値
∆Uac1の値

 2

∆Urms2の値
∆Umn2の値
∆Udc2の値
∆Uac2の値

 3

∆Urms3の値
∆Umn3の値
∆Udc3の値
∆Uac3の値

∆Irm
∆Imn
∆Idc
∆Iac

 4

∆Irms4の値
∆Imn4の値
∆Idc4の値
∆Iac4の値

デルタ演算で求められた
各相の相電圧

測定ファンクション

デルタ演算で求められた
中性線の線電流

Delta
  Star

デルタ演算[ ]のとき
∆Urm
∆Umn
∆Udc
∆Uac

 1

∆Urms1の値
∆Umn1の値
∆Udc1の値
∆Uac1の値

 2

∆Urms2の値
∆Umn2の値
∆Udc2の値
∆Uac2の値

 3

∆Urms3の値
∆Umn3の値
∆Udc3の値
∆Uac3の値

∆Irm
∆Imn
∆Idc
∆Iac

 4

∆Irms4の値
∆Imn4の値
∆Idc4の値
∆Iac4の値

デルタ演算で求められた
各相の線間電圧

測定ファンクション

デルタ演算で求められた
中性線の線電流

Star
  Delta

付録2　デルタ演算の求め方
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付録3 初期設定/数値データの表示順一覧表

初期設定(工場出荷時)

項目 設定

RANGE 5A入力エレメントの場合 50A入力エレメントの場合
Element Object Element1 Element1
U Range 1000V 1000V
Terminal Direct Direct
 I Range 5A 50A
Sen Range 10V 10V

SCALING
Element Object Element1
Sensor Ratio 10.0000mV/A
Scaling Off
Pt Ratio 1.0000
Ct Ratio 1.0000
Scaling Factor 1.0000

WIRING Pattern1

FILTER
Element Object Element1
Line Filter Off
Zero Cross Filter Off

AVG
Averaging Off
Averaging Type Exp.(通常測定のときだけ)
Exp. Count 2(通常測定のときだけ)
Lin. Count 8(通常測定のときだけ)

MEASURE
通常測定のとき 高調波測定のとき

Freq. Item U1，I1，U2 U1，I1，U2
(PLL Sourceを含み3個まで)

User Defined
Function1 Off Off
Unit1 V V
Expression1 URMS(E1) U(E1,OR1)
Function2 Off Off
Unit2 A A
Expression2 IRMS(E1) I(E1,OR1)
Function3 Off Off
Unit3 V W
Expression3 UPPK(E1) P(E1,OR1)
Function4 Off Off
Unit4 A VA
Expression4 IPPK(E1) S(E1,OR1)

ΔMeasure
Object ΣＡ －
Type Off －

S Formula Urms*Irms －
Pc Formula IEC76-1(1976) －
IEC76-1(1993)のP1,P2 P1=0.5000，P2=0.5000 －
Phase 180 Lead/Lag －
Sync Measure Master Master
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項目 設定

INTEGRATOR
Integrator Status Reset状態

INTEG SET
Mode Normal
Timer Setting 00000:00:00
Independent Mode Off
Start Time 2001/01/01   00:00:00
End Time 2001/01/01   01:00:00
Current Mode RMS
Auto Cal Off
D/A Rated Time 00001:00:00T

(オプションのD/A出力付きのとき，表示)

SYNC SRC
Element Object Element1
Sync Source I1

DISPLAY-Numeric 通常測定のとき 高調波測定のとき
Format Numeric Numeric
Item Amount 4(2) 4(2)
Norm Item No. 1 －
Harm Item No. － 1
Function Urms U
Element Element1 Element1
Order － 1

DISPLAY-Wave Setting
Wave Display

On U1～I6，Speed，Torque
Wave Format Single
Interpolate Line
Graticule Grid( )
Scale Value On
Trace Label Off
Wave Mapping

Mode Auto
User Setting U1:0，I1:0，U2:1，I2:1，U3:2，I3:2，U4:3，I4:3，U5:

0，I5:0，U6:1，I6:1，Speed:2，Torque:2

DISPLAY-Bar Setting
Bar Format Single
Bar Item No. 1
Function U
Element Element1
Start Order 1
End Order 100

DISPLAY-Vector Setting
Numeric On
U Mag 1.000
 I Mag 1.000

DISPLAY-Trend Setting
Trend Display

On T1～T8
Trend Format Single
Trend Sampling Off
Trend T/div 3s/div(通常測定のとき)
Trend P/div 50(高調波測定のとき)

通常測定のとき 高調波測定のとき
Trend Object T1 T1
Function Urms U
Element Element1 Element1
Order － 1
Scaling Auto Auto
Upper Scale 1.0000E+02 1.0000E+02
Lower Scale -1.0000E+02 -1.0000E+02

付録3　初期設定/数値データの表示順一覧表
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項目 設定

HOLD
  Hold Off

UPDATE RATE
  Update Rate 500ms

WAVE
Wave Sampling Off
Time/div 0.5ms(通常測定のときだけ)
Trigge

Mode Auto
Source U1
Slope Rise
Level 0.0%

V Zoom & Position
Element Object Element1
(U) V Zoom ×1
(U) Position 0.00%
(I) V Zoom ×1
(I) Position 0.00%
Trend Sampling Off

CURSOR(Wave用)
Wave Cursor Off
Wave C1 Trace U1
Wave C2 Trace I1
Cursor Path Max

通常測定のとき 高調波測定のとき
Wave C1 + 2.00ms 10
Wave C2 × 8.00ms 490

CURSOR(Bar用)
Bar Cursor Off
Bar C1 + 1 order
Bar C2 × 15 order

CURSOR(Trend用)
Trend Cursor Off
Trend C1 Trace T1
Trend C2 Trace T2
Trend C1 + 6
Trend C2 × 54

HARMONICS
Mode Off
Object ΣＡ
PLL Source U1
Min Order 1
Max Order 100
Thd Formula 1/Total
Window Width 8192

STORE
Store Status Off

STORE SET
Mode Store
Store To Memory
Store Setting

Mode Manual
Count 100
Store Interval 00:00:00
Store Item Numeric
List Item Element1:On，U:On

MAX HOLD
Max Hold Off

NULL
Null Off

付録3　初期設定/数値データの表示順一覧表
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項目 設定

MOTOR SET(オプションのモータ評価機能付きのとき，表示)
Range(Speed) 20V
Range(Torque) 20V
Sense Type Analog
Pulse Range 10000.0000
Line Filter Off
Scaling(Speed) 1.0000
Scaling(Torque) 1.0000
Scaling(Pm) 1.0000
Unit(Speed) rpm
Unit(Torque) Nm
Unit(Pm) W
Pulse N 60
Pole 2
Sync Speed I1
Sync Source None

設定の初期化(MISC-Initialize Settings)によって初期化されない設定

項目 設定

FILE
File Item Setup
Data Type Binary(File ItemがWaveの場合)

ASCII(File ItemがNumericの場合)

COPY MENU
Copy To File
Format TIFF(Copy ToがFileの場合)
Color Off(Copy ToがFileの場合)
Information Off(Copy ToがPrinterの場合)
Format ESC-P2(Copy ToがNet Printの場合)
Color Off(Copy ToがNet Printの場合)

MISC
Communication

GP-IB
Address 1

RS232
Band Rate 19200
Format 8-No-1
Rx-Tx No-No
Terminator Cr+Lf

Date/Time
Display On

Config
Message ENG

LCD Brightness 2
Crest Factor CF3
Key Lock OFF
Graph Color

Mode Default
Text Color

Mode Preset 1
SCSI

Own ID 6(オプションの内蔵ハードディスクは，4固定)
HDD Motor On(オプションの内蔵ハードディスク付きのとき，表示)

付録3　初期設定/数値データの表示順一覧表
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数値データの表示順
・数値データの並びをリセットすると，次表の順に各測定ファンクションのデータが表示
されます。

・エレメント1の測定ファンクションのデータが表示されます。

●通常測定のとき

順番 測定ファンクション

1 Urms1
2 Umn(mean)1
3 Udc1
4 Uac1
5 Irms1
6 Imn(mean)1
7 Idc1
8 Iac1
9 P1
10 S1
11 Q1
12 λ1
13 φ1
14 fU(FreqU)1
15 fI(FreqI)1
16 U+pk1
17 U-pk1
18 I+pk1
19 I-pk1
20 CfU1
21 CfI1
22 FfU1
23 FfI1
24 Z1
25 Rs1
26 Xs1
27 Rp1
28 Xp1
29 Pc1
30 Time1
31 Wp1
32 WP+1
33 WP-1
34 q1
35 q+1
36 q-1
37 η
38 1/η
39 F1
40 F2
41 F3
42 F4
43 ∆Urms1
44 ∆Umn(mean)1
45 ∆Udc1
46 ∆Uac1
47 ∆Irms1
48 ∆Imn(mean)1
49 ∆Idc1
50 ∆Iac1
51～100 ----------

付録3　初期設定/数値データの表示順一覧表
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モータ評価機能付きのときは，以下のデータも表示されます。

順番 測定ファンクション

51 Speed
52 Torque
53 Sync
54 Slip
55 Pm
56 ηmA
57 ηmB

●高調波測定のとき

順番 測定ファンクション(次数*)

1 U1
2 I1
3 P1
4 S1
5 Q1
6 U1(1)
7 I1(1)
8 P1(1)
9 S1(1)
10 Q1(1)
11 λ1(1)
12 φ1(1)
13 φU1(2)
14 φI1(2)
15 fU1(1)
16 fI1(1)
17 Z1(1)
18 Rs1(1)
19 Xs1(1)
20 Rp1(1)
21 Xp1(1)
22 Uhdf1(1)
23 Ihdf1(1)
24 Phdf1(1)
25 Uthd1
26 Ithd1
27 Pthd1
28 Uthf1
29 Ithf1
30 Utif1
31 Itif1
32 hvf1
33 hcf1
34 φU1-U2
35 φU1-U3
36 φU1-I1
37 φU1-I2
38 φU1-I3
39 F1
40 F2
41 F3
42 F4
43～100 ---------

* 次数は( )付きで表示されます。

付録3　初期設定/数値データの表示順一覧表
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付録4 ASCIIヘッダファイルフォーマット

波形表示データ(Wave)を保存したときは，ディレクトリの中に，次の2つのファイルが自
動的に作成されます。

・波形表示データファイル(.WVF)
・ ASCIIヘッダファイル(.HDR)

ここで説明しているASCIIヘッダファイルは本機器で見ることはできません。パーソナル
コンピュータで波形を解析するときなどに利用してください。

//YOKOGAWA ASCII FILE FORMAT

$PublicInfo

FormatVersion 1.11
Model WT1600
Endian Big
DataFormat Trace
GroupNumber 3
TraceTotalNumber 12
DataOffset 4096

$Group1
TraceNumber 4
BlockNumber 1
TraceName U1 I1 U2 I2
BlockSize 1002 1002 1002 1002
VResolution 1.0000000E+00 1.0000000E+00 1.0000000E+00 1.0000000E+00
VOffset 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00
VDataType FS4 FS4 FS4 FS4
VUnit V A V A
VPlusOverData ? ? ? ?
VMinusOverData ? ? ? ?
VIllegalData ? ? ? ?
VMaxData 9.000000e+02 3.000000e+03 3.000000e+03 1.500000e+02
VMinData -9.000000e+02 -3.000000e+03 -3.000000e+03 -1.500000e+02
HResolution 2.0000000E-05 2.0000000E-05 2.0000000E-05 2.0000000E-05
HOffset 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00
HUnit sec sec sec sec
Date 2001/06/30 2001/06/30 2001/06/30 2001/06/30
Time 07:03:03 07:03:03 07:03:03 07:03:03

$Group2
TraceNumber 4
BlockNumber 1
TraceName U3 I3 U4 I4
BlockSize 1002 1002 1002 1002
VResolution 1.0000000E+00 1.0000000E+00 1.0000000E+00 1.0000000E+00
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VOffset 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00
VDataType FS4 FS4 FS4 FS4
VUnit V A V A
VPlusOverData ? ? ? ?
VMinusOverData ? ? ? ?
VIllegalData ? ? ? ?
VMaxData 3.000000e+03 1.500000e+01 3.000000e+03 1.500000e+01
VMinData -3.000000e+03 -1.500000e+01 -3.000000e+03 -1.500000e+01
HResolution 2.0000000E-05 2.0000000E-05 2.0000000E-05 2.0000000E-05
HOffset 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00
HUnit sec sec sec sec
Date 2001/06/30 2001/06/30 2001/06/30 2001/06/30
Time 07:03:03 07:03:03 07:03:03 07:03:03

$Group3
TraceNumber 4
BlockNumber 1
TraceName U5 I5 U6 I6
BlockSize 1002 1002 1002 1002
VResolution 1.0000000E+00 1.0000000E+00 1.0000000E+00 1.0000000E+00
VOffset 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00
VDataType FS4 FS4 FS4 FS4
VUnit V A V A
VPlusOverData ? ? ? ?
VMinusOverData ? ? ? ?
VIllegalData ? ? ? ?
VMaxData 3.000000e+03 1.500000e+02 3.000000e+03 1.500000e+02
VMinData -3.000000e+03 -1.500000e+02 -3.000000e+03 -1.500000e+02
HResolution 2.0000000E-05 2.0000000E-05 2.0000000E-05 2.0000000E-05
HOffset 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00 0.0000000E+00
HUnit sec sec sec sec
Date 2001/08/30 2001/08/30 2001/08/30 2001/08/30
Time 07:03:03 07:03:03 07:03:03 07:03:03

$PrivateInfo

Mode Wave Normal
ModelVersion 1.01

(注) ヘッダファイルは，当社の測定器に共通なファイルであるため，本機器に不要な
データ(0のデータ)も含まれています。

付録4　ASCIIヘッダファイルフォーマット
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● $PublicInfo(共通情報)

FormatVersion：当社共通のヘッダファイルのバージョンNo.
Model：機種名
Endian：保存時のエンディアンモード(Big)*1

DataFormat：BINARYファイルの波形表示データの格納形式(Trace)*2

GroupNumber：下記の「$Group」の数
TraceTotalNumber：対象波形の合計個数
DataOffset：BINARYファイルの波形表示データの開始位置*3

● $Group1(グループ情報)

TraceNumber：このグループの波形数
BlockNumber：このグループのブロック数*4

TraceName：各波形の名称
BlockSize：各波形の1ブロックのデータ点数
VResolution：各波形のY軸の変換式の係数VResolutionの値*5

VOffset：各波形のY軸の変換式の係数VOffsetの値*5

VDataType：各波形のBINARYファイルの波形表示データのタイプ*6

VUnit：各波形のY軸で使用する単位(データへの影響なし)
VPlusOverData：各波形のBINARYデータがこの値以上のときはエラーデータ
VMinusOverData：各波形のBINARYデータがこの値以下のときはエラーデータ
VMaxData：各波形のBINARYデータの最大値
VMinData：各波形のBINARYデータの最小値
HResolution：各波形のX軸の変換式の係数HResolutionの値
HOffset：各波形のX軸の変換式の係数HOffsetの値
HUnit：各波形のX軸で使用する単位(データへの影響なし)
Date：トリガがかかった日付
Time：トリガがかかった時刻

● $PrivateInfo(機種固有情報)

Mode：Wave NormalとWave Harmonicsの2種類あります。
ModelVersion：機種のバージョンNo.

*1 保存時のエンディアンモード
Big：モトローラ68000系データ

*2 BINARYファイルの波形表示データの収録方式
Trace：各波形ごとに各ブロックをまとめた方式

*3 BINARYファイルの波形表示データの開始位置
ファイルの先頭からのオフセット，WT1600は常に4096

*4 グループの最大ブロック数
波形によってブロック数が異なる場合は最大のブロック数，WT1600は常に1

*5 各波形のY軸の変換式
Y軸値＝VResolution×生データ＋VOffset

*6 データタイプ
ISn：nバイトの符号付き整数
IUn：nバイトの符号なし整数
FSn：nバイトの符号付き実数
FUn：nバイトの符号なし実数
Bm：mビットデータ

付録4　ASCIIヘッダファイルフォーマット
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付録5 電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)

電力，高調波，交流回路の三定数などの基礎的な事項について，説明します。

電力
電気エネルギーは，電熱器や電気炉の熱，モータの回転力，蛍光灯や水銀灯の光などの各
エネルギーに変換されて利用されます。このような負荷に対して電気がする仕事(電気エネ
ルギー)を，単位時間当たりの量で表したものが，電力(electric power)です。単位はW
(ワット)を用い，1秒間に1ジュールの仕事をするとき，その電気エネルギーは1Wになり
ます。

●直流の電力

直流の電力P[W]は，加えられた電圧U[V]と流れる電流I[A]との積で求められます。
P＝UI　[W]

下図の例では，毎秒，これだけの電気エネルギーが電源から取り出され，抵抗R[Ω](負
荷)で消費されます。

R

I

U

●交流

通常，電力会社から供給される電気は交流で，その波形は正弦波です。交流の大きさの
表し方には，瞬時値，最大値，実効値，平均値などがあり，普通は，実効値で表現され
ます。
正弦波交流の電流の瞬時値iは，Imsinωt(Im：電流の最大値，ω：角速度でω＝2πf，f：正
弦波交流の周波数)で表されます。この交流電流の熱作用*は， i 2に比例し下図のよう
に変化します。

* 抵抗に電流が流れることによって，電気エネルギーが熱エネルギーに変えられるこ
とです。

π 2π ωt

i＝Imsinωt

i2

Im

Im2

実効値 I
i2の平均

面積が同じ

実効値(effective value)は，その交流電流と同じ熱作用を生じる直流の値になります。
同じ熱作用の直流の値をIとすれば，

I＝ i 
2 
の1周期の平均＝ ＝

1

2π 0

2π

i 
2
 dωt

Im
2

となります。1周期中の各瞬時値iの2乗の平均の平方根(root mean square，略して
rms)に当たるので，通常，実効値の意味として「rms」という記号を用います。
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平均値(mean value)の場合，正弦波の1周期分の平均をそのままとるとゼロになってし
まうので，絶対値をとって1周期分の平均をとります。実効値の場合と同じように，瞬
時値i＝Imsinωtの電流の平均値をImnとすれば，

Imn＝ i  の1周期の平均＝
1

π
0

2π

i  dωt Im
2

＝2π

これらの関係は，正弦波の電圧についても同じです。

正弦波交流の最大値，実効値，平均値には，次の関係があります。交流波形の傾向を知
るものとして，それぞれ波高率(crest factor)，波形率(form factor)といいます。

波高率＝
最大値
実効値

波形率＝
実効値
平均値

付録5　電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)
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●交流のベクトル表示

電圧と電流の瞬時値は，それぞれ一般的に次のような式で表されます。
電圧：u＝Umsinωt
電流：i＝Imsin(ωt－φ)

電圧と電流間の時間的ずれを位相差といい，φを位相角といいます。この時間的ずれ
は，主に電力が供給される負荷によって生じます。一般的に負荷に抵抗だけがあるとき
は位相差ゼロ，負荷にインダクタンス(コイル状のもの)があるときは電流が電圧より遅
れ，負荷にコンデンサがあるときは電流が電圧より進みます。

0 π 2π

i

u

ωt

φ

電流が電圧より遅れているとき

0 π 2π

i

u

ωt

φ

電流が電圧より進んでいるとき

電圧と電流の大きさや位相関係を分かりやすくするため，ベクトル表示が使われます。
垂直軸の上の方向を基準にとり，反時計方向の角度を正の位相角とします。
普通，ベクトルであることを明示する場合は，数量を表す記号の上に・印(ドット)をつ
けます。ベクトルの大きさは実効値を表します。

φ

U

I

電流が電圧より遅れているとき

φ

U

I

電流が電圧より進んでいるとき

三相交流の電圧と電流の位相の関係をベクトルで表示すると，次のようになります。

φ

U1

I1

φ

φ

I3

I2U3

U2

付録5　電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)
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● 交流の電力

交流の電力は，負荷によって電圧と電流の間に位相差があるため，直流の電力のように
簡単に求められません。
電圧の瞬時値がu＝Umsinωt，電流の瞬時値がi＝Imsin(ωt－φ)である場合，交流の電力の
瞬時値pは，
p＝u×i＝Umsinωt×Imsin(ωt－φ)＝UIcosφ－UIcos(2ωt－φ)
UとIは，それぞれ電圧と電流の実効値を表します。

pは時間に無関係の「UIcosφ」と，電圧や電流の2倍の周波数の交流分「－UIcos(2ωt
－φ)」の和になります。
1周期の平均の電力を交流の電力といいます。1周期の平均をとると，交流の電力Pは，

P=UIcosφ　[W]
になります。
同じ電圧と電流でも，その位相差φによって電力が異なります。下図の横軸より上は正
の電力(負荷に供給される電力)で，軸より下は負の電力(負荷から逆送される電力)で
す。この正負の差が負荷で消費される電力になります。電圧と電流の位相差が大きくな
ればなるほど負の電力が増加し，φ＝π/2では正負の電力が同じになって，電力を消費
しなくなります。

p

0 π 2π
i

u

ωt

平均の電力
P＝UI

電圧と電流の位相差が0のとき

正の電力

p

0 π

i

u

ωt

平均の電力
P＝UIcosφ

負の電力φ

正の電力

電圧と電流の位相差がφのとき

2π

p

0 2π

i

u

ωt

平均の電力

P＝UIcos

正と負の電力が同じ

2
π ＝0

2
π

電圧と電流の位相差が 2
π
のとき

π

付録5　電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)



付-21IM 760101-01

付
録

3

2

1

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

付

索

●有効電力と力率

交流の電気では，電圧と電流の積UIすべてが消費される電力ではありません。積UIは，
皮相電力S(apparent power)といわれ，見かけの電力を表します。単位はVA(ボルトア
ンペア)です。皮相電力は，交流の電気で動く機器の電気容量を表すのに用いられま
す。
皮相電力のうち，機器で消費される真の電力を有効電力P(active powerまたはeffective
power)といい，これが前述の交流の電力と同じものです。
S＝UI　[VA]
P＝UIcosφ　[W]

cosφは，皮相電力が真の電力になる割合を示したもので，これを力率λ(power factor)
といいます。

●無効電力

電流Iが電圧Uよりφだけ遅れている場合，電流Iを，電圧Uと同一方向の成分Icosφと直角
方向の成分Isinφに分解すると，有効電力P＝UIcosφは，電圧Uと電流成分Icosφの積に
なります。これに対して，電圧Uと電流成分Isinφの積は，無効電力Q(reactive power)
といい，単位はvar(バール)です。
Q＝UIsinφ　[var]

φ

U

IIcosφ

Isinφ

皮相電力S，有効電力P，無効電力Qとの間には，次の関係があります。
S2＝P2＋Q2

付録5　電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)
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高調波
高調波とは，基本波(普通は商用周波数50/60Hzの正弦波)の整数倍の周波数をもつ正弦波
で，基本波以外のものをいいます。各種電気/電子機器に使用されている電源整流回路や
位相制御回路などに流れる入力電流によって，電源ライン上に高調波電流や電圧が発生し
ます。基本波と高調波が一緒になると，波形にひずみを生じ，電源ラインに接続されてい
る機器に障害が発生することがあります。

●用語

高調波に関する用語として次のようなものがあります。
・基本波(基本波成分　fundamental wave (fundamental component)
周期性の複合波は異なる正弦波群にわけられ，そのうち最も周期の長い正弦波。ま
たは複合波の成分中，基本周波数をもつ正弦波。

・基本周波数　fundamental frequency
周期性の複合波では，その周期に相当する周波数。基本波の周波数。

・ひずみ波　distored wave
基本波と異なる波形をもつ波。

・高調波　higher harmonic
基本周波数の2以上の整数倍の周波数をもつ正弦波。

・高調波成分　harmonic component
基本周波数の2以上の整数倍の周波数をもつ波形成分。

・高調波含有率
ひずみ波に含まれている指定されたn次高調波の実効値と，基本波(または全波)の実
効値の比。

・高調波次数　harmonic order
基本周波数に対する高調波の周波数の比で，整数。

・全高調波ひずみ　total harmonic distortion
全高調波の実効値と，基本波(または全波)の実効値の比。

●高調波による障害

高調波が電気機器や設備におよぼす影響には，次のようなものがあります。
・調相用コンデンサや直列リアクトル
高調波電流による回路のインピーダンスの減少で，過大な電流が流れ，振動，うな
り，過熱，あるいは焼損の発生。

・ケーブル
高調波電流が三相4線式の中性線に流れることによる中性線の過熱。

・変圧器
鉄心の磁歪音の発生，鉄損や銅損の増加。

・ブレーカやヒューズ
過大な高調波電流による誤動作，ヒューズの溶断。

・通信線
電磁誘導作用によるノイズ電圧の発生。

・制御機器
制御信号の乱れによる誤動作。

・ AV機器
性能や寿命の低下，ノイズによる映像のちらつきの発生，部品の故障。

付録5　電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)
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交流回路の三定数
●抵抗

抵抗R[Ω]の負荷に，瞬時値u＝Umsinωtの交流電圧を加えたときの電流iは，次の式で表
されます。Imは電流の最大値を示します。

i＝
Um

R
sinωt ＝ Im sinωt

実効値で表せば，I＝U/Rになります。
抵抗回路に流れる電流は，電圧に対して位相差がありません。

RI

U

U

I

● インダクタンス

インダクタンスL[H]のコイル状の負荷に，瞬時値u＝Umsinωtの交流電圧を加えたとき
の電流iは，次の式で表されます。

i＝
Um

XL
sin ωt－ sin ωt－

π
2

＝Im
π
2

実効値で表せば，I＝U/XLになります。XL＝ωLで，XLを誘導リアクタンス(inductive
reactance)といい，単位はΩです。
インダクタンスには，電流の変化(増加または減少)を妨げようとする働きがあり，電流
の位相が電圧より遅れます。

LI

U

U

I

π
2

●静電容量

静電容量C[F]のコンデンサの負荷に，瞬時値u＝Umsinωtの交流電圧を加えたときの電
流iは，次の式で表されます。

i＝
Um

XC
sin ωt＋ sin ωt＋

π
2

＝Im
π
2

実効値で表せば，I＝U/XCになります。XC＝1/ωCで，XCを容量リアクタンス
(capacitive reactance)といい，単位はΩです。
コンデンサには，電圧の極性が変わったときに，電圧と同じ極性の最も大きい充電電流
が流れ，電圧が減少するときは，電圧と反対の極性の放電電流が流れます。このため電
流の位相が電圧より進みます。

CI

U

U

I

π
2

付録5　電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)
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● R，L，Cの直列回路

抵抗RS[Ω]，インダクタンスL[H]，静電容量C[F]の各負荷が直列に接続されているとき
の各電圧の関係は，次の式で表されます。

U＝ (URS)2＋(UL－UC)2 ＝ (IRS)2＋(IXL－IXC)2

＝I (RS)2＋(XL－XC)2 ＝I RS2＋XS2

I＝
U

RS2＋XS2
， φ＝tan－1 XS

RS

RSI

URS

I

L

UL

C

UC

U

UC

UL

U
URS

φ

抵抗RS，リアクタンスXS，インピーダンスZの関係は，

Z＝ RS2＋XS2

XS＝XL－XC

となります。

● R，L，Cの並列回路

抵抗RP[Ω]，インダクタンスL[H]，静電容量C[F]の各負荷が並列に接続されているとき
の各電流の関係は，次の式で表されます。

I＝ (IRP)2＋(IL－IC)2 ＝

U＝
IRPXP

RP2＋XP2
， φ＝tan－1 RP

XP

RP

U
2

＋
XL
U －

XC
U

2

＝ RP

1
2

＋
XL
1 －

XC
1

2

U ＝ RP

1
2

＋
XP
1

2

U

RP

L

C

I

IRP

IL

IC

U

U

IC

IL

IIRP

φ

抵抗RP，リアクタンスXP，インピーダンスZの関係は，

Z＝
RPXP

RP2＋XP2

XP＝
XLXC

XC－XL

となります。

付録5　電力の基礎(電力/高調波/交流回路の三定数)
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